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論文要旨 

 

遺伝性乳がん卵巣がん症候群である乳がん女性のセルフ・トランセンデンス 

 

青木 早苗 

 

本研究の目的は，遺伝性乳がん卵巣がん症候群（hereditary breast and ovarian cancer syndrome ：以

下 HBOC とする）である乳がん女性のセルフ・トランセンデンスはどのようなものであるかを明らかに

することである． 

セルフ・トランセンデンスとは，「日常の生活の中でも起こり得るが，人が生命を脅かす体験や人生を

変えるような出来事に直面したときに，自身や環境との相互作用の中で，内的・外的境界を拡張しながら

今を生きる意味や新たな見地を見出していく能力」である． 

 研究に参加協力が得られた 30〜60 歳代の HBOC である乳がん女性 13 名に対して，半構成的インタビ

ューを実施した．データは，修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチを用いて分析した． 

本研究は，高知県立大学看護研究倫理審査委員会，並びに研究協力施設の倫理審査委員会の承認を得て

実施した． 

分析の結果，HBOC である乳がん女性のセルフ･トランセンデンスは，以下 7つの能力で構成された． 

【生き続けるために最善の方略を模索しながら，自己内対峙する】は，生き続けるための方略を模索す

る過程で生じる様々な感情のゆらぎと向き合い，自分の変化に気づいたり，自己決定を肯定したりしなが

ら，自分を諦めずに行動する能力であった．【脈々と継承される血縁の繋がりを自覚する】は，HBOC で

あることは，メリット，デメリットを含め，先祖から子々孫々と継承される血縁の繋がりであると感じて

いる自分に気づく能力であった．【当事者として利他的になる】は，自分には当事者として，果たすべき

責任と使命があると自覚し，自分の経験は自分のためだけではなく，血縁者や当事者のために活かしてい

きたいと考え，行動する能力であった．【支え，支え合う存在が在ることを認識する】は，未だ希少な

HBOCであることの苦悩な体験に 1人で向き合うのではなく，支え，支え合う存在が自分には在ることを

認識する能力であった．【HBOC に対する見解の多様性を受け入れる】は，HBOC に対する考え方や価値

判断は自己・他者，それぞれ人により多様であると認識を変換し，他者の見解も受け入れる能力であった．

【囚われていた観念から脱皮し，「HBOC」と共生する】とは，HBOC であることには抗えないが，その

ことに囚われすぎず，適度な距離感を保ちながら，今までの観念を脱ぎ捨てて HBOC と共生する能力で

あった．【未来を惟い，今を生き抜く】とは，HBOC であることは再発や死を意識するものであるが，未

来の希望も想像しながら，現時点でできることを大切に，今を生き続ける能力であった． 

また，7 つの能力の関係を分析した結果，HBOC である乳がん女性のセルフ･トランセンデンスは，【生

き続けるために最善の方略を模索しながら，自己内対峙する】，【脈々と継承される血縁の繋がりを自覚す

る】が相互に影響しながら，【当事者として利他的になる】能力を推進していた．そして，【当事者として

利他的になる】は，【支え，支え合う存在が在ることを認識する】に影響を受けながら，【HBOC に対する

見解の多様性を受け入れる】，【囚われていた観念から脱皮し，「HBOC」と共生する】，【未来を惟い，今

を生き抜く】という 3つの能力を推進することが明らかになった． 

看護師は基本的な遺伝看護の知識を持った上で，HBOC である乳がん女性と血縁者のゆらぎを察知し，

支え，支え合う存在として，まずは【生き続けるための最善の方略を模索しながら，自己内対峙する】と

【脈々と継承される血縁の繋がりを自覚する】能力を見いだす支援が重要であることが示唆された．   



 

 

Abstract 

Self-transcendence in Female Breast Cancer Patients with Hereditary Breast and Ovarian Can-

cer Syndrome 

Sanae Aoki 

 

The present study examined self-transcendence in females with hereditary breast and ovarian cancer syndrome 

（HBOC）. Self-transcendence refers to “abilities to find the purpose of life, and develop new perspectives on life, 

while expanding internal and external boundaries through interactions with self and the environment in daily life 

or when experiencing life-threatening events or turning points in life”. 

Semi-structured interviews were conducted with 13 females with HBOC in their thirties to sixties, who consented 

to participate in the study. The obtained data were analyzed using the Modified Grounded Theory Approach. The 

study was approved by the Nursing Research Ethics Committee of Kochi Prefectural University and the Ethics 

Committee of the cooperating facility. 

Through analysis, 7 categories, representing self-transcendence in females with HBOC, were created. 

[The ability to face oneself while seeking optimal strategies to continue to live] is the ability to face various chang-

ing emotions occurring in the process of seeking optimal strategies to continue to live, and adopt actions without 

giving up personal fulfillment, while noticing changes in oneself and affirming one’s own decisions. [The ability to 

realize connections by blood inherited from one generation to the next] is the ability to become aware of one’s own 

feeling that having HBOC, including its positive and negative aspects, is part of connections by blood inherited from 

one generation to the next. [The ability to develop altruistic behaviors as a patient with HBOC] is the ability to 

realize one’s responsibility and mission as a patient with HBOC, and redefine one’s experience to adopt actions and 

benefit not only oneself, but blood relatives and peers. [The ability to recognize mutual support with others] is the 

ability to realize that each patient with HBOC is not alone in this rare, painful experience, and recognize mutual 

support with others. [The ability to accept the diversity of views on HBOC] is the ability to become aware of the 

diversity of thoughts and judgments on HBOC among people, and accept others’ views on it. [The ability to become 

free from fixed ideas and live with HBOC] is the ability to become free from fixed ideas on HBOC by keeping an 

objective attitude toward and appropriate distance from it, while accepting the fact that they have it, and live with 

it. [The ability to live with future perspectives] is the ability to develop positive future perspectives, and continue to 

live with mindfulness, although HBOC may show recurrence and cause death. 

On analyzing the relationships among these 7 abilities as elements of self-transcendence in female breast cancer 

patients with HBOC, it was clarified that [the ability to face oneself while seeking optimal strategies to continue to 

live] and [the ability to realize connections by blood inherited from one generation to the next] interact, and they 

promote [the ability to develop altruistic behaviors as a patient with HBOC] through such interactions. Furthermore, 

[the ability to develop altruistic behaviors as a patient with HBOC] was shown to promote 3 abilities: [the ability to 

accept the diversity of views on HBOC], [the ability to become free from fixed ideas and live with HBOC], and [the 

ability to live with future perspectives], while being influenced by [the ability to recognize mutual support with 

others]. 

In order to appropriately support these females, it may be important for nurses to have sufficient basic knowledge 

of genetics nursing, observe their and their blood relatives’ changing emotions, and help the former develop [the 

ability to face oneself while seeking optimal strategies to continue to live] and [the ability to realize connections by 

blood inherited from one generation to the next] through mutual support.  
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第 1 章  序論  

 

Ⅰ．研究の背景  

日本では女性の部位別がん罹患率で乳がんが第 1 位であり，女性

のがん全体の約 20％以上を占める（国立がん研究センターがん情

報サービス ,2019）．乳がんは 20 歳代後半から増加し始め， 40～ 50  

代 の 中 年 期 女 性 に 好 発 す る ． こ の 時 期 の 女 性 は ， 一 般 的 に は ， 子

ど も ， 夫 ， 親 な ど と の 関 係 を 見 直 し た り ， 性 や 体 の 変 化 と 折 り 合

い を つ け る と い っ た こ と と 直 面 し ， 自 分 自 身 が ど う 生 き て き た か

の 問 い 直 し の 時 期 で も あ る （ 村 本 ,1997）． こ の よ う な 中 で 乳 が ん

に な る と い う 出 来 事 は ， 患 者 ・ 家 族 に と っ て 多 く の 課 題 を 含 み ，

乳 が ん の 診 断 ・ 治 療 が 画 期 的 に 発 展 し ， 生 存 率 が 上 昇 し て い る 現

状 と 合 わ せ て 鑑 み る と ， 長 期 的 に 複 雑 で 時 に は 困 難 な 体 験 を し な

がら生活していくことが考えられる．  

乳がん患者の 5～ 10％が遺伝性であり，そのうち 30％程度にが

ん抑制遺伝子 BRCA1/2 の生殖細胞系列変異が検出されると言われ

ている（ Nakamura ,2013）．この変異は，乳がん・卵巣がんを高い

リ ス ク で 発 症 す る 遺 伝 性 腫 瘍 の 一 つ で あ る 遺 伝 性 乳 が ん 卵 巣 が ん

症候群（ hered i tary  breas t  and  ovar ian  cancer  syndrome  ：以下

HBOC とする）に 見られ，遺伝 学検査 の結果は，治療選択 やサー

ベ イ ラ ン ス ， リ ス ク 低 減 手 術 な ど 予 防 医 療 や 個 別 化 治 療 に 活 用 さ

れる．日本では，第 3 期がん対策推進基本計画においてゲノム医療

の推進が掲げられ（ 厚生労働省 ,2018）， HBOC などの遺伝 診療は，

日 本 遺 伝 性 乳 癌 卵 巣 癌 総 合 診 療 制 度 機 構 で 認 定 を 受 け た 施 設 を 中

心 に 診 療 体 制 が 整 え ら れ て き て い る ． し か し ， 診 断 ， 治 療 に 対 す

る 経 済 的 問 題 は 未 だ 整 備 さ れ て お ら ず ， 保 険 外 診 療 で 行 わ れ て い

るのが現状である．また， BRCA1/2 遺伝子変異でも，臨床的な意

義 が 不 明 （ 発 症 リ ス ク と の 関 連 が 不 明 ） な も の も あ り ， 日 本 人 特

有 の 変 異 が あ る 可 能 性 や ， 環 境 要 因 な ど の 違 い に よ り 実 際 の 発 症

リスクが異なる可能性も指摘されている（中村 ,2012；村上 , 2015）．

現 在 ま で に ， 日 本 人 女 性 に お け る 主 要 な 遺 伝 性 乳 が ん 遺 伝 子 と し

て， BRCA1/2， PALB2， TP53 が研究の結果明らかにされてはいる

が（ Momozawa  et  a l . ,2018），日本で米国のように， HBOC 診療が，

一 般 診 療 に 浸 透 し て い く ま で に は ， ま だ 時 間 を 有 す る ． し か し 今

後 は ， が ん 遺 伝 子 パ ネ ル 検 査 の 発 展 に 伴 う 患 者 個 人 の が ん 原 因 遺

伝子の解明が進み，より個別化した治療が受けられる Tai lo r -made  

Medic ine が進むことが予想され，看護師も個々の遺伝的要素を配

慮 し つ つ ， 生 涯 を 通 し て そ の 人 ら し く 生 活 が で き る よ う に

Personal ized  Heath  Care に着眼した支援を行うことが望まれる．  
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HBOC 診療の現 状 は，各施設で異 なる が，多くは乳腺 部門 と遺

伝 診 療 部 門 が 連 携 し ， 外 来 ・ 病 棟 で の プ レ カ ウ ン セ リ ン グ ， 遺 伝

カ ウ ン セ リ ン グ ， 希 望 が あ れ ば 遺 伝 学 検 査 の 実 施 ・ リ ス ク 低 減 手

術，フォローアップ，血縁者への対応をしているところが多い．  

外 来 ・ 病 棟 で の プ レ カ ウ ン セ リ ン グ は ， 看 護 師 ・ 遺 伝 カ ウ ン セ

ラ ー ・ 臨 床 遺 伝 専 門 医 が 家 系 図 の 作 成 を 行 い ， NCCN（ National  

Comprehens ive  Cance r  Network ,2015）ガイドライン に基 づき，

遺 伝 的 評 価 を 受 け る 必 要 性 の 識 別 を 行 う ． こ の と き ， 発 端 者 の み

な ら ず ， そ の 家 系 の 未 発 症 者 を 含 め た 健 康 管 理 に 役 立 て る た め に

も， HBOC 診療の 重要性を理解しても らえるような情報提 供と，

更 に 専 門 職 か ら 遺 伝 に 対 す る 詳 細 な 情 報 提 供 を 受 け る 必 要 性 が あ

る こ と を 説 明 す る ． 遺 伝 カ ウ ン セ リ ン グ を 受 け る か ど う か の 選 択

に は ， 知 識 や 関 心 の な さ ， 金 銭 的 問 題 ， 結 果 を 聞 く こ と の 怖 さ ，

差 別 ， が ん で あ る こ と ， 治 療 ・ 予 後 に 対 す る 不 安 が あ り ， 今 は 考

えられないなど様々な状況が影響する（村上 , 2014；大川 ,2014）．

特 に 乳 が ん の 告 知 を 受 け た 患 者 は ， そ の 衝 撃 か ら 何 を 説 明 さ れ た

か 覚 え て い な い ケ ー ス も 多 く 見 ら れ ， 看 護 師 は そ の 状 況 を 察 し ，

何 を 今 一 番 困 難 に 感 じ て い る の か を ア セ ス メ ン ト し な が ら ， 関 わ

る必要がある．  

遺 伝 カ ウ ン セ リ ン グ は ， 臨 床 遺 伝 専 門 医 を 中 心 に 遺 伝 を 専 門 に

従 事 し て い る 看 護 師 ， 遺 伝 カ ウ ン セ ラ ー が 実 施 す る ． 遺 伝 カ ウ ン

セリングでは， HB OC のリスク評価， 遺伝 学検査実施の決 定，多

岐 に わ た る 不 安 や 悩 み ， 家 系 を 一 単 位 と し て 捉 え た 継 続 的 サ ポ ー

ト な ど ， 個 人 の 範 疇 に 留 ま ら ず ， 世 代 を 超 え た 家 系 全 体 を 支 え る

視 点 で の サ ポ ー ト が 重 要 で あ る （ 武 田 ,2015）． こ の プ ロ セ ス で は ，

様 々 な リ ソ ー ス を 用 い た 包 括 的 チ ー ム ア プ ロ ー チ を 行 い ， カ ウ ン

セ リ ン グ を 受 け た 発 端 者 と そ の 血 縁 者 が そ の 都 度 最 善 の 選 択 が で

きるような情報提供と意思決定へのサポートが必要である．  

HBOC 診療の過 程 では，複雑な意 思決 定の場面（遺伝 カウ ンセ

リ ン グ を 受 け る か ， 遺 伝 学 検 査 を 受 け る か ， 診 断 が つ い た 場 合 ，

治 療 選 択 を ど う す る の か ， 家 系 員 へ 伝 え る か ， そ の 後 の フ ォ ロ ー

を ど う す る の か な ど ） が 存 在 す る ． 遺 伝 子 変 異 の 有 無 を 知 る こ と

は ， 発 端 者 ， そ の 血 縁 者 に と っ て 有 効 な 情 報 で あ る こ と は 明 ら か

であるが（ Mavaddat  et  a l . ,2013；新井他 ,2014；松本他 ,2015），

遺 伝 医 療 に 携 わ る 看 護 師 は ， 専 門 的 価 値 を 押 し つ け た り ， 遺 伝 学

検 査 に 関 す る 情 報 提 供 を す る こ と だ け を 重 視 し た り す る の で は な

く ， 患 者 が 直 面 し て い る 問 題 を 解 決 し て い く こ と が 重 要 で あ り ，

長 期 的 支 援 ， 様 々 な 診 療 科 と の 連 携 が 必 要 で あ る （ 川 崎 ,2008）．

患 者 が 遺 伝 学 検 査 を 受 け る 理 由 と し て ，「 今 後 の 治 療 に 役 立 て た
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い 」，「 次 の 世 代 へ 役 立 て た い 」 と 思 っ て い る 一 方 で ，「 費 用 が 高

額 」，「 結果 を 受け 止 める 自 信が な い 」，「今 の 治療 に 専念 し たい 」

と い う 理 由 で 受 け な い 場 合 も あ る （ 大 川 他 ,2013）． 遺 伝 学 検 査 を

実 施 し た 場 合 ， 遺 伝 情 報 開 示 後 に 感 じ る 罪 責 感 に は ， 子 ど も に 遺

伝 を 受 け 継 が せ て し ま う こ と に つ い て 抱 い た 罪 責 感 と サ バ イ バ ー

ギ ル ト に つ い て 報 告 さ れ て い る （ 村 上 ,2010）． 発 端 者 が 感 じ る こ

れ ら の 罪 責 感 は 遺 伝 的 リ ス ク が 高 い 他 の 血 縁 者 と の 関 わ り の 困 難

さにも繋がることが推測される．   

以上より， HB OC である乳がん女 性は ，遺伝性がんで ある こと

に 対 す る 不 安 や 気 が か り だ け で な く ， 乳 が ん で あ る こ と ， 発 達 段

階 に お け る 問 題 な ど 様 々 な 困 難 に 直 面 し て い る と 考 え ら れ る ． 遺

伝 診 療 に お け る 研 究 の 多 く は ， 遺 伝 学 検 査 を 行 う ま で の 診 療 体 制

を チ ー ム で ど の よ う に 整 備 し て い く か と い う 視 点 に 立 っ た 研 究 が

多 く （ 横 枕 他 ,2012）， そ の 後 の フ ォ ロ ー ア ッ プ に 関 し て は ， 症 例

研 究 に 留 ま っ て い た ． ま た ， 多 く の 研 究 が 短 い 期 間 や 困 難 な 体 験

に焦点を当てて研究 をしていたが， HB OC と診断され，長 期的に

ど の よ う な 心 理 的 変 化 が あ る の か を 研 究 し た も の は 少 な か っ た ．

長 期 的 な 経 過 の 中 で ， 遺 伝 的 リ ス ク が 高 い 乳 が ん で あ る こ と を 患

者 自 身 が 肯 定 的 に 捉 え ， 乗 り 越 え て い け る よ う に サ ポ ー ト し て い

くことは，看護師の重要な役割である．  

Rogers（ 19 70）は ，人間 は時間 や空間 を超え た統一 体 とし て存

在 し ， 一 定 の 方 向 に 向 か っ て 常 に 連 続 的 に 進 み ， 過 去 か ら 未 来 へ

の 連 続 的 変 化 の 中 で ， 人 間 と 環 境 は 相 互 作 用 し 合 い な が ら 変 化 す

る の で ， 決 し て 過 去 に ， も と に 戻 る こ と が な い こ と を 強 調 し て い

る ． 遺 伝 的 リ ス ク が あ る 乳 が ん 患 者 は ， 環 境 （ 血 縁 者 ， 医 療 者 ，

社 会 資 源 な ど ） と の 相 互 作 用 を 通 し て ， 困 難 な 状 況 の 中 に 何 ら か

の 意 味 を 見 い だ す 体 験 を し な が ら 変 化 し て い る こ と が 考 え ら れ る ．

が ん 患 者 が 困 難 な 状 況 や 問 題 を 乗 り 越 え て い く こ と は ， こ れ ま で

に ス ト レ ン グ ス や レ ジ リ エ ン ス な ど の 概 念 で 研 究 が 行 わ れ て き た

（ 岩 本 ,2017； 砂 賀 , 2011）． こ れ ら は ，「 コ ー ピ ン グ 」，「 適 応 」 な

ど 人 間 の 成 長 発 達 の 過 程 に お い て ， 元 に 戻 る こ と を 暗 示 し て い る

言葉を用いており， Rodgers の「人間は環境とともに常に変化して

いる」という考え方には合わない（ Reed ,2014）． Reed は，個人や

そ の 家 族 が 喪 失 ま た は 生 命 が 脅 か さ れ る よ う な 経 験 に 直 面 し た と

き に ， 様 々 な 次 元 で 自 己 の 限 界 を 拡 張 し た り ， 新 た な 視 点 や 展 望

を 見 出 し た り す る こ と に よ り ， そ れ ま で に な い 新 た な 見 方 を 得 た

り，難しい状況を意義ある仕組みへと計画，準備し， wel l -be ing な

状 態 へ と 向 か っ て い く こ と を 促 進 す る と い う セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン

デ ン ス 理 論 を 構 築 し た （ Reed ,1991a ,1991b ,1986 ,1989 ,2014 ； 金
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井 ,2016）．この理論 は， Rodgers の理 論を基盤としている． Reed

は， se l f - transcendence と wel l -be ing の関係は，コーピングプロ

セ ス 以 上 の も の で あ り ， 決 し て 元 に 戻 ら な い ホ メ オ ダ イ ナ ミ ッ ク

ス の 原 理 で 現 在 の 状 況 を 乗 り 越 え て い く 能 力 と し て ， se l f -

transcendence を用いている． HB OC であると説明を受けた乳がん

女 性 は ， 多 発 ・ 多 重 性 や 若 年 性 の 発 症 ， 個 人 の み な ら ず 世 代 を 超

え て 生 涯 に わ た り 長 期 の サ ー ベ イ ラ ン ス が 必 要 に な る な ど ， 生 命

を 脅 か す 状 況 や 人 生 が 変 わ る 事 象 に 直 面 す る 機 会 が 多 い ． そ の 中

で ， 複 雑 な パ タ ー ン を 描 き な が ら も 人 間 が 本 来 持 っ て い る 特 性 と

し て ， 自 己 お よ び 環 境 と の 相 互 作 用 の 中 で ， 自 己 の 生 き る 意 味 や

目 的 ， 自 己 価 値 を 見 出 し ， 自 己 や 他 者 へ の 意 識 を 拡 張 し て い く 能

力が生成され， wel l -be ing へと向かっていくことが考えられる．  

Reed の理論を用いた se l f -  t ranscendence に関するがん看護にお

ける研究は，海外では Reed が開発した尺度を用いて， se l f -  t ran-

scendence  と wel l -be ing ， se l f -es teem ， opt imism ， power ，

uncerta in ty な ど の 関 係 を 明 ら か に し た 研 究 が 見 ら れ た （ Mat-

thews ,2009； Farren ,2010）．様々な研究結果から se l f -  t ranscend-

ence は女性の方が高い傾向にあること（ Reed  ,2014； Nygren  e t  

a l ,2005）， l i fe - l imi t ing - i l lness（ 生 命 を 脅 か す 病 気 ） や 人 生 が 変

わる事象（脆弱性）と wel l -be ing へ重要な仲介の役割を果たして

い る こ と が 明 ら か と な っ た （ Coward ,2005 ）． ま た ， se l f -  t ran-

scendence は，「人間の特性として，あらゆる人間に備わっている

本 質 で あ る 」 こ と か ら ， 幅 広 い 対 象 に 少 し ず つ 研 究 が 進 ん で い る ．

し か し ， 日 本 で は ， が ん 患 者 を 対 象 と し た 研 究 は な か っ た ． 診

断・治療期のみなら ず，生涯を通して， HBOC であると説 明を受

けた乳がん女性が wel l -be ing な状態へと向かっていけるために，

se l f - transcendence を促進していくような関わりが看護師に望まれ

る．そのために， HBOC であると説明 を受けた乳がん 女性 のセル

フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス は ど の よ う な も の で あ る か を 明 ら か に す る

ことは意義がある．   
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Ⅱ．研究の目的  

 本研究では， HB OC である乳がん女性のセルフ・トランセンデ

ン ス と は ど の よ う な も の で あ る の か を 明 ら か に す る こ と を 研 究 目

的とする．   

 

Ⅲ．研究の意義  

HBOC である乳 が ん女性が，様々 な困 難に直面する中 で， 生き

る 意 味 や 目 的 を 他 者 と の 関 係 の 中 で 見 出 し ， 困 難 な 状 況 を 乗 り 越

え る こ と が で き れ ば ， 生 涯 を 通 し て そ の 人 ら し く 生 き る こ と に 繋

がるのではないかと考える．  

現在行われている HBOC に関する研究は，医学研究に偏り，遺

伝 学 検 査 を 行 う ま で の 診 療 体 制 を チ ー ム で ど の よ う に 整 備 し て い

く か と い う 視 点 に 立 っ た 研 究 が 多 く ， そ の 後 の フ ォ ロ ー ア ッ プ に

関 し て は ， 症 例 研 究 に 留 ま っ て い た ． ま た ， 看 護 学 的 視 点 で 調 査

した研究は少なく， HBOC である乳が ん女性 が，そのこと をどの

よ う に 受 け 止 め な が ら 乗 り 越 え て い く の か を 明 ら か に し た 研 究 は

皆無である．  

従ってまず， HBOC である乳がん女 性のセルフ・ト ラン センデ

ン ス は ど の よ う な も の で あ る の か を 明 ら か に す る こ と は ， 研 究 自

体 に 新 規 性 が あ る ． 今 後 ， 若 年 で の 乳 が ん 死 亡 率 を 減 少 さ せ る た

めには，遺伝的リスクが高い乳がん家系の中で HBOC 保因者の拾

い 上 げ や フ ォ ロ ー ア ッ プ は 課 題 で あ る ． そ の た め に は ， 発 端 者 か

ら 血 縁 者 へ の 情 報 提 供 や 市 民 の 遺 伝 に 対 す る 理 解 も 今 以 上 に 必 要

で あ る ． そ う 考 え る と ， こ の 結 果 は ， 看 護 学 に 留 ま ら ず ， 医 療 者 ，

乳がん患者，家族，市民への情報提供としても意義がある．   

実践においては，セルフ・トランセンデンスは wel l -be ing に不

可欠であるという R eed の考えから，看護師を含む医療チームは，

セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス を 促 進 す る よ う な 支 援 を ， 結 果 を 参 考

に 考 え る こ と が で き る ． 今 回 の 研 究 で 分 析 し た 結 果 は ， そ の 後 実

践 的 に 活 用 で き る 支 援 モ デ ル と し て 構 築 し て い く こ と が 可 能 で あ

る．  

同 時 に ， 遺 伝 診 療 に お け る 看 護 師 教 育 に も 役 立 て る こ と が で き

る ． 日 本 の 遺 伝 看 護 実 践 に つ い て は ， 一 般 看 護 師 の 遺 伝 と の 関 わ

り 方 （ 横 山 ,2001）， 一 般 看 護 職 者 と 遺 伝 専 門 看 護 職 者 の 比 較 と し

て，看護職者に求められる遺伝看護実践能力（有森 ,2004）が明ら

かにされている．また， 2012 年には，大学院の遺伝看護分野が日

本看護系大学協議会の分野認定を受け， 2017 年には遺伝看護専門

看 護 師 が 誕 生 し て い る ． 今 後 は 遺 伝 看 護 を 実 践 に 統 合 し ， 臨 床 に

浸 透 さ せ 人 々 の 健 康 に 寄 与 す る こ と が 求 め ら れ る （ 有 森 ,2012）．
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こ れ ら よ り ， 遺 伝 看 護 実 践 に は ， 専 門 性 看 護 師 ， 認 定 看 護 師 な ど

の 関 与 が 必 要 で あ る と い う 見 解 は 誰 も が 認 め る と こ ろ で あ る ． し

か し 実 際 は ， 診 断 ， 治 療 ， 長 期 療 養 の 過 程 で 一 般 の 看 護 師 が 相 談

を 受 け る 機 会 も 多 く ， 今 後 は 一 般 の 看 護 師 教 育 も 必 要 に な っ て く

る ． 今 回 の 研 究 は 一 般 の 看 護 師 教 育 に も 示 唆 を 得 る こ と が で き る

と考える．  
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第 2 章  文献の検討  

 

本研究では， HBOC である乳がん女 性のセルフ・ト ラン センデ

ン ス は ど の よ う な も の で あ る か を 明 ら か に す る こ と を 研 究 目 的 と

する．  

文献検討はまず ， HBOC である乳がん 女性に対する研 究の 動向

を概観するために，医学中央雑誌 Web にて，期間制限をせず「遺

伝性乳がん卵巣がん症候群」で文献検索を行ったところ 1269 件の

文献がヒットした．過去 10 年（ 2009 年～ 2019 年）で検索しても

1252 件とほぼ同数であった．また過去 5 年（ 2014～ 2019 年）で検

索すると 1065 件であり，ヒトゲノム解析研究の進歩とともに，遺

伝 学 的 検 査 の 関 す る 研 究 が 近 年 急 速 に 臨 床 で 普 及 ・ 発 展 し て き て

いることがこの結果からも理解できる．過去 10 年の検索で看護文

献は 69 件に留まり，その多くは看護師が HBOC の患者・家族に関

わ る た め の 知 識 と な る 解 説 ， 実 践 報 告 で あ っ た ． 遺 伝 医 療 へ の 患

者・家族のニーズや看護師の意識など 1 施設規模の学会報告はある

ものの，患者・家族の体験に焦点を当てた研究は 1 件のみであった

（大川他 ,2018）．そこで，「遺伝」，「がん」，「看護」に検索範囲を

広げ， 829 件の中から遺伝的リスクが高い乳がん女性を対象に深慮

で き る 内 容 の 文 献 を 精 選 し た ． 最 終 的 に 国 内 の 文 献 は ， 専 門 書 ，

解説，会議録も含め， 132 件選択した． HBOC 診療を受ける患者と

そ の 家 族 の 体 験 に 関 す る 研 究 は 国 内 で は 学 術 論 文 と し て は ほ と ん

ど 見 ら れ な か っ た た め ， 海 外 と は 遺 伝 医 療 の 発 展 や 普 及 ， 文 化 的

背 景 に も 違 い が あ る と 考 え る が ， CINAHL， MEDLINE ， Scopus

を用いて「 Hered i tary  Breas t  and  Ovar ian  Cancer」，「 nurs ing」

で検索し， 41 件の文献のうち患者・家族の体験に焦点をあてた研

究 11 件を選択した．これらの文献から， HBOC 診療の現状と課題，

HBOC 診療を受ける患者とその家族の体験， HBOC 診療における看

護師の役割に関する研究の動向について概観した．  

次に， HBOC で あ る乳がん女性 が ，病 気を乗り越え る 体験 を通

し て 得 る 能 力 と し て ， セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス （ se l f -

transcendence）に着目し，先行文献から研究の動向と概念の定義，

属 性 ， 特 徴 に つ い て 分 析 を 行 っ た ． 海 外 文 献 は ， PubMed ，

CINAHL を用いて 1998-2018 年の期間で，「 se l f -  t ranscendence」

のキーワードをもとに検索した結果，研究報告や総説を含め 505 文

献 が 抽 出 さ れ た ． そ の 中 か ら タ イ ト ル や 要 約 ， 入 手 可 能 な 本 文 を

確 認 し ， 重 複 し て い る 文 献 ， 内 容 が 宗 教 的 要 素 の み で あ る 文 献 ，

セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス の 定 義 や 内 容 に 触 れ て い な い 論 文 を 対

象外とし，ハンドサーチにて重要と思われる論文を含む 27 文献を
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選 択 し た ． 国 内 の 文 献 は ， 医 学 中 央 雑 誌 ， CiNi i を 用 い て 1988-

2018 年の期間で，「セルフ・トランセンデンス」，「トランセンデン

ス」 で検 索 した が ， 該当 文献 は なか っ た ．「 Transcendence」は，

英和大辞典によると，①超越，優越，卓越② (特に神の )超越性とい

う 意 味 が あ る ． 従 っ て ， 本 研 究 で 用 い る 概 念 と し て 近 い 意 味 で あ

る「超越」で検索したところ 242 文献が抽出された．その中からタ

イ ト ル や 要 約 を 確 認 し ， セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス の 定 義 や 内 容

に触れている 8 文献を分析対象とした．最終的に海外・国内 35 文

献，セルフ・トランセンデンスに関連する図書 2 文献を追加し， 37

文献を分析対象とした．   

 

Ⅰ． HBOC 診療の現状と課題  

1． HB OC とは  

わが国では，死因の第 1 位が悪性新生物であり，がんの新規罹

患者数は年間数十万人と言われ，一生のうち男性の 60％，女性

の 45％ががんに罹患するとされる（国立がん研究センターがん

情報サービス ,2019）．がん発生は，細胞の増殖・ DNA の修復な

ど に 関 わ る 遺 伝 子 に 生 ま れ つ き 変 異 が あ る 遺 伝 的 な 要 因 と 生 活

習慣や環境，加齢などの後天的な要因からなる．  

遺伝性腫瘍 (hered i tary  cancer )は，原因となる遺伝的な要因が

が ん の 発 症 の 主 な 要 因 と な っ て い る と い う 十 分 な 情 報 が あ る 場

合 に 用 い ら れ る （ 新 井 ,2015）． 遺 伝 性 腫 瘍 と 家 族 性 腫 瘍 を 同 様

に 用 い て い る 場 合 も 多 い が ， 家 族 性 腫 瘍 は ， 遺 伝 的 要 因 だ け で

な く ， 同 じ 生 活 習 慣 が あ り ， 同 じ 環 境 で 生 活 し て い る こ と が ，

「がん家系」として深く関係している場合に用いられる．「がん

が 遺 伝 す る 」 と い わ れ て い る の は ， 遺 伝 性 腫 瘍 の こ と で あ る ．

遺 伝 性 腫 瘍 は ， 両 親 の ど ち ら か の 生 殖 細 胞 変 異 が 原 因 で 発 生 す

る が ん で あ り ， 生 殖 細 胞 変 異 は ， 卵 子 や 精 子 を 経 て 次 の 世 代 に

も 受 け 継 が れ る ． 親 の 生 殖 細 胞 変 異 を 受 け 継 い だ 人 は ， 全 身 の

す べ て の 細 胞 に 同 じ 変 異 を 持 つ こ と に な り ， こ の 遺 伝 子 変 異 が

原 因 と な っ て 発 生 す る 乳 が ん ， 卵 巣 が ん を 遺 伝 性 乳 が ん ・ 卵 巣

がん症候群（ HBOC）と言う（市川 ,2014）． HBOC 患者は，①家

系内に乳がんや卵巣がんの患者が複数いる， ②若年（ 40 歳以下）

で 発 症 し て い る ， ③ 乳 が ん と 卵 巣 が ん の 両 方 を 発 症 し て い る ，

④複数回乳がんを発症している（同じ乳房に複数回，両側乳房），

ト リ プ ル ネ ガ テ ィ ブ 乳 が ん ， 家 系 内 に 男 性 乳 が ん ， 膵 臓 が ん ，

前 立 腺 が ん の 患 者 が い る な ど の 特 徴 が あ り （ 山 内 ,2015）， 患 者

や家族が抱える問題も多様であることが推測できる．  

HBOC を特定する原因遺伝子が，がん抑制遺伝子 BRCA1/2 で   
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ある．乳がんは女性のがん全体の 20％以上を占めるが，乳がん

患者の 5～ 10％が遺伝性であり，うち 30％程度にがん抑制遺伝

子 BRCA1/2 の 生 殖 細 胞 系 列 変 異 が 検 出 さ れ る と 言 わ れ て い る

（ Nakamura ,2013）．遺伝的検査で病的変異が明らかになると，

そ の 後 の 診 断 ， 治 療 選 択 ， サ ー ベ イ ラ ン ス に 活 か せ る 場 合 も 多

い ． ま た 発 端 者 の 検 査 で 得 た 情 報 を 血 縁 者 の 健 康 維 持 の た め に

活 か す こ と も 可 能 で あ る （ 田 村 ,2014）． 一 方 で ， ① 生 涯 変 化 し

ない情報 (普遍性 )， ②将来を予測しうる 情報（予測性），③ 血縁

者 も 関 与 し う る 情 報 （ 共 有 性 ） で あ る た め ， 新 た な 倫 理 的 問 題

が 提 起 さ れ て い る （ 新 井 ,2015）． ま た ， ま だ 解 明 し て い な い こ

とも多く，既往歴や家族歴から HBOC が強く疑われる場合でも，

必ず BRCA1/2 遺伝子のどちらかに病的変異が見つかるわけでは

な い た め （ 村 上 ,2015）， 遺 伝 学 検 査 の 限 界 も 理 解 し て お く 必 要

がある．このような HBOC 診療に対し，看護師は正確な知識を

持 っ て 患 者 に 寄 り 添 い ， 遺 伝 専 門 医 や 主 治 医 の み な ら ず ， 認 定

遺 伝 カ ウ ン セ ラ ー ， 他 部 門 と の 連 携 を 持 ち な が ら チ ー ム で 患

者・家族を支援していくことが期待されている．  

 

2． HB OC に関わる診療体制の整備  

1）拾い上げ（ HBOC の可能性のアセスメント）と遺伝カウン  

セリング  

遺 伝 性 腫 瘍 の 診 療 体 制 は こ こ 数 年 ， 医 療 機 関 ご と に 整 備 さ

れ つ つ あ り ， 各 施 設 の 取 り 組 み が 学 会 で 発 表 さ れ て き た ．

HBOC 診療 の現状 は，各施 設で異 なる が，多く は乳腺 部門 と

遺 伝 診 療 部 門 が 連 携 し ， 外 来 ・ 病 棟 で の プ レ カ ウ ン セ リ ン グ ，

遺 伝 カ ウ ン セ リ ン グ ， 希 望 が あ れ ば 遺 伝 学 検 査 の 実 施 ・ リ ス

ク 低 減 手 術 ， フ ォ ロ ー ア ッ プ ， 家 系 員 へ の 対 応 を し て い る と

ころが多い． HBOC の可能性のアセスメントは， NCCN のガ

イドラ イン （ NCCN,2015）に 従って ， 患者の 年齢 ，乳が ん の

タ イ プ ， 乳 が ん や 卵 巣 が ん の 既 往 歴 ， 家 族 歴 な ど を 把 握 す る

こ と か ら 始 ま る ． 先 行 研 究 で は ， 拾 い 上 げ の た め の 質 問 項 目

を 満 た す 乳 が ん 患 者 の 実 態 を 分 析 す る こ と に よ り ， 絞 り 込 み

の 過 程 か ら 遺 伝 外 来 へ の 一 連 の 診 療 の 流 れ を 実 際 に 診 療 の 中

で構築す るよ うな試 み（横枕 他 ,2012）， NCCN のガイドラ イ

ンをもとに診断基準を日本の現状にあてはめ HBOC 症例の同

定をしている報告（大住他 ,2015）などが報告されている．こ

の 段 階 で は ， 患 者 の 家 族 歴 聴 取 や 家 系 図 作 成 に 取 り 組 み ， 遺

伝的リスクのアセスメントを行う．  

   拾 い 上 げ に よ り ， 遺 伝 的 リ ス ク が 高 い 患 者 に は ， 遺 伝 カ ウ
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ンセリングを行うことが推奨される．日本医学会は，遺伝カウ

ンセリングの定義を，疾患の遺伝学的関与について，その医学

的影響，心理学的影響および家族への影響を人々が理解し，そ

れに適応していくことを助けるプロセスであり，このプロセス

には，①疾患の発生および再発の可能性を評価するための家族

歴および病歴の解釈，②遺伝現象，検査，マネジメント，予防，

資源および研究についての教育，③インフォームド・チョイス

(十分な情報を得たうえでの自律的選択 )，およびリスクや状況

への適応を促進するためのカウンセリングなどが含まれる（日

本 医 学 会 ,2011） と し て い る ． 遺 伝 カ ウ ン セ リ ン グ は ， 心 理 的

影響を考慮したがんと遺伝に関する十分な情報提供と医療の自

己決定支援を主とするため，専門的知識・技術を要する．現在

は，遺伝カウンセリング担当者を養成する制度として，医師を

対象とした「臨床遺伝専門医制度」と非医師を対象とした「認

定遺伝カウンセラー制度」があり，有資格者が遺伝カウンセリ

ングを行っている施設が増加している．  

先行研究では，乳がん診療に携わる医師の臨床での HBOC リ             

スク患者への対応の実態を把握する研究では，全体で 67％の医

師がすべての患者に乳がん家族歴を尋ねると回答したが乳腺専

門・認定医と非専門・認定医間で差が見られたこと， 66 .7％が

遺伝カウンセリングの必要性はあると答えるものの，社会的お

よび医療制度の不備を指摘する意見が見られたことを明らかに

している（村田他 ,2014）．また， NCCN ガイドラインの検査基

準に適合する乳がん患者に対し，遺伝カウンセリングにつなげ

る努力として，オリジナルな問診票の作成，患者に渡す診療説

明書の工夫，乳腺科医師に対する教育，新患者の情報 共有など

を行っている施設もある（矢形他 ,2015）． HBOC 診療の普及を

妨げているのは，乳癌診療に携わる医療者の知識不足から来る

無関心が主因であると考え，県内の乳がん診療に携わる医療者

ネットワークを最大限に利用した啓発活動を繰り返し，乳がん

診療ネットワークの連携と強化を図った報告も見られた（杉本

他 ,2015）．拾い上げ（ HBOC の可能性のアセスメント）と遺伝

カウンセリングは，このプロセスを患者が経るかどうかで，治

療方針やサーベイランス，フォローアップのあり方も変わって

くる可能性がある．従って， HBOC 診療に関わる医療従事者は，

遺伝医療に関する専門的知識に加え，がんの臨床に関する専門

的知識も必要であり，チームで協働してサポートできる体制づ

くりも今後の課題であると考える．  
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2）遺伝学検査の実施  

欧州で行われた BRCA1/2 遺伝子変異がある場合の乳がん，

卵巣がんの累積罹患リスクによると， B RCA1 遺伝子に変異が

ある場合， 70 歳までに乳がん 60％，卵巣がん 59％，対側乳が

ん 83％， BRCA2 遺伝子に変異がある場合， 70 歳までに乳がん

55％，卵巣がん 16 .5％，対側乳がん 62％の確率で罹患リスク

があることが明らかになった（ Mavaddat  et  a l ,2013）．この結

果からも， BRCA1/2 の遺伝子変異の有無を知ることは，発端

者 や そ の 血 縁 者 の 乳 が ん ， 卵 巣 が ん の 発 症 リ ス ク を 知 る こ と

に有効であることが分かる．  

遺 伝 学 検 査 は ， ① す で に 発 症 し て い る 患 者 の 診 断 を 目 的 と

し て 行 わ れ る 場 合 （ 発 端 者 向 け 検 査 ） と ② 発 端 者 向 け 検 査 で

遺 伝 子 変 異 が 見 つ か っ た 場 合 ， そ の 血 縁 者 向 け に 行 わ れ る 場

合 （ 血 縁 者 向 け 検 査 ） が あ る ． 遺 伝 学 検 査 の 結 果 ， 病 的 変 異

を認めず HBOC と診断されない場合もあるが，発端者に遺伝

子変異が 見つか った 場合は， HBOC と 診断され ，将来 反対 側

の 乳 房 に が ん が 発 症 し た り ， 卵 巣 が ん を 発 症 し た り す る リ ス

ク が 高 く な る こ と を 意 味 す る ． 後 者 の 場 合 は ， リ ス ク 低 減 手

術 や サ ー ベ イ ラ ン ス ， 血 縁 者 が 同 じ 変 異 を 有 し て い る 可 能 性

に つ い て 慎 重 に 対 応 を 話 し 合 う 必 要 が あ る ． 血 縁 者 が ， 血 縁

者 向 け 検 査 を 受 け ， 遺 伝 子 変 異 が 見 つ か っ た 場 合 は ， プ レ バ

イ バ ー （ 保 因 者 ） で あ る こ と が 確 定 す る た め ， 一 般 の 人 よ り

も 早 い 段 階 か ら 定 期 的 な 検 診 を 開 始 す る と い っ た 対 策 が 必 要

となる． HBOC のカウンセリングを受けた 128 名の診療記録

か ら 遺 伝 医 療 へ の ニ ー ズ を 調 査 し た 研 究 で は ， 遺 伝 学 検 査 を

受 け る 理 由 と し て 「 今 後 の 治 療 に 役 立 て た い 」，「 次 の 世 代 へ

役 立 て た い 」 と 思 っ て い る こ と が 明 ら か に な っ た （ 大 川

他 , 2013）， 遺 伝 学 検 査 を 行 う こ と は ， 今 後 の 治 療 方 針 に 役 立

て る こ と や ， 家 系 員 へ の 心 配 を し て い る 人 に と っ て も 有 用 な

情報となると言える．一方で，「費用が高額」，「結果を受け止

め る 自 信 が な い 」，「 今 の 治 療 に 専 念 し た い 」 な ど の 意 見 も あ

っ た ． 遺 伝 学 検 査 に は 保 険 適 応 が 認 め ら れ て お ら ず ， ど こ の

病 院 で も 検 査 が で き る わ け で は な く ， 高 額 負 担 と な り ， 経 済

的 問 題 が 検 査 を 受 け る 上 で 大 き な 弊 害 と な っ て い る こ と は 確

か で あ る ． 患 者 ・ 家 族 は ， 遺 伝 学 検 査 を 受 け る か ど う か の 選

択 ， 検 査 後 の 結 果 を 受 け 止 め る 段 階 な ど 様 々 な 困 難 な 場 面 に

遭 遇 す る 可 能 性 が あ る ． ま た ， 現 在 ま で に 乳 が ん ・ 卵 巣 が ん

と の 関 連 が 不 明 で 確 定 さ れ て い な い 遺 伝 子 変 異 を 有 し て い る

場 合 も あ り （ 中 村 ,2012）， 遺 伝 学 検 査 を 行 っ て も 変 異 陰 性 と
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な っ た 家 族 歴 が あ る 患 者 の 血 縁 者 へ の 継 続 的 フ ォ ロ ー ア ッ プ

をどのようにしていくのかも今後の課題である．  

 

3 )  遺伝的リスクの高い人への予防策  

プレバイバーに対して， NCCN ガイドライン (2018 )では，①

18 歳から毎月 1 回の自己検診，② 25 歳から， 6~12 ヶ月毎の問

診・視触診の開始，③乳房スクリーニング（ 25 歳から 29 歳ま

では，乳房造影 MR I による年 1 回のスクリーニング， 30 歳か

ら 75 歳までは，トモシンセシスの併用を考慮した年 1 回のマ

ンモグラフィーおよび乳房造影 MRI によるスクリーニング，

75 歳以上の管理は個別検討等）などを管理指針と している．

ま た ，乳 癌 診 療 ガ イ ド ライ ン （ 2015） に は， リ ス ク 低 減 卵巣

卵 管 切 除 術 ， 乳 が ん 発 症 と 反 対 側 の リ ス ク 低 減 乳 房 切 除 術 が

推 奨 グ レ ー ド で 記 載 さ れ る よ う に な っ た ． こ れ ら の 予 防 的 手

術 は 様 々 な 研 究 で が ん の 発 症 リ ス ク を 減 少 さ せ る だ け で な く ，

生命予後を改善することが報告されている（新井他 ,2014；松

本他 ,2015；谷口他 , 2015）．しかし，リスク低減手術は倫理委

員 会 で 承 認 を 得 た 一 部 の 施 設 で の み 私 費 診 療 で 行 わ れ て い る

の が 現 状 で あ り ， 自 分 の 望 む 診 療 を ど こ に い て も 受 け る こ と

ができる環境整備は今後急務であると言える．  

大 川 ら（ 2014） は ， プ レバ イ バ ー の 診 療 に対 す る ニ ー ズ を，

5 家系 8 名を対象に診療録から明らかにした．この研究では，

8 名ともに身近にがん患者がいるため，がんの治療に伴う負担

や が ん の 経 過 に 対 す る 具 体 的 な イ メ ー ジ を 持 っ て い た こ と ，

検 診 を 企 画 ・ 運 営 し て い く 過 程 で は ， が ん を 早 期 発 見 す る た

め の 検 診 と が ん に な ら な い た め の 予 防 術 と の は ざ ま で 心 情 の

ゆ ら ぎ と 思 わ れ る 対 話 が 見 ら れ た こ と ， 検 診 に 対 し て 精 神 的 ，

身 体 的 ， 時 間 的 ， 経 済 的 負 担 を 感 じ て お り ， そ れ が 検 診 行 動

の 妨 げ に な る こ と が あ っ た こ と な ど が 明 ら か に さ れ た ． ま た

杉江らは（ 2012），リスク低減手術を行う場合の外科医の病変

の な い 臓 器 を 切 除 す る と こ へ の 抵 抗 感 に つ い て 述 べ て い る ．

これは，米国女優が HBOC を公表し，予防的に乳房切除を行

ったことをニューヨークタイムズに「 My Medica l  Choice」と

題 し て 発 表 し た 際 に ， 発 病 前 に 健 康 な 臓 器 を と る こ と に 賛 否

両論であったことからも伺える．  

こ れ ら の 結 果 か ら ， プ レ バ イ バ ー は 一 生 続 く が ん 罹 患 リ ス

ク と と も に ， 様 々 な 感 情 や 負 担 感 を 感 じ な が ら 生 活 を し て い

る 現 状 が 伺 え る ． 医 療 者 は ， 自 己 の 価 値 観 に 左 右 さ れ る こ と

な く 予 防 策 に 対 す る 正 確 な 知 識 を 持 っ て プ レ バ イ バ ー を 支 援
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し て い く 必 要 が あ る ． プ レ バ イ バ ー に 関 す る 研 究 は ま だ 多 く

見 ら れ ず ， 医 療 者 は 診 療 を 継 続 し て も ら う た め に ど の よ う に

支 援 し て い く の か ， ま た ど の よ う な 情 報 を い つ 提 供 し て い く

の か を 考 慮 し な が ら ， 個 々 に あ っ た 支 援 体 制 を 構 築 し て い く

ことが望まれる．  

 

Ⅱ． HBOC 診療を受ける患者とその家族の体験  

1． HB OC 診療に伴う意思決定  

HBOC 診療 の過程 では，複 雑な意 思決 定の場面 （遺伝 カウ ン

セ リ ン グ を 受 け る か ， 遺 伝 学 検 査 を 受 け る か ， 診 断 が つ い た 場

合 ， 治 療 選 択 を ど う す る の か ， 家 系 員 へ 伝 え る か ， そ の 後 の フ

ォ ロ ー を ど う す る の か な ど ） が 存 在 す る ． 遺 伝 学 検 査 を 含 む が

ん の 診 断 や 治 療 方 針 の 決 定 の 場 面 で は ， 個 人 の 価 値 観 に 沿 っ た

自己決定がなされるような配慮や援助が必要とされる．  

先行文献 では， HBOC 診療 の意思 決定 支援に関 する研 究は ，

そ れ ぞ れ の 場 面 で の 症 例 報 告 に 留 ま っ て い る の が 現 状 で あ る ．

その中で村上らは，若年性乳がんを発症した患者で HBOC の可

能 性 が 疑 わ れ る 人 を 対 象 に ， 遺 伝 性 腫 瘍 の リ ス ク に 対 す る 認 識

と リ ス ク を 聞 い た こ と に 対 す る 心 配 や 不 安 ， 遺 伝 相 談 外 来 や 遺

伝 学 検 査 の 受 診 希 望 に つ い て 調 査 を 行 っ た （ 村 上 他 ,2014）． 遺

伝 性 腫 瘍 の リ ス ク に 対 し て 「 ほ と ん ど 考 え た こ と は な か っ た 」

44.6％ ，「 少 し 考 え た こ と が あ る 」 50％ ，「 大 い に 考 え た こ と が

ある」 1.8％，「かな り考えたことがある」 1.8％であった．担当

医からのリスクの説明について「よく理解できた」「ある程度理

解できた」で 92 .9％であり，説明を受けて 33 .9％は遺伝性腫瘍

の こ と が 心 配 や 不 安 に な る こ と は 「 ほ と ん ど な い 」 と 回 答 し た

が ， 60.7％ は 「 少 し あ る 」 と 回 答 し た ． 遺 伝 的 リ ス ク に 対 し て

は ， 説 明 を 受 け て 初 め て 自 分 の こ と と し て 捉 え る こ と が で き る

場 合 が 多 い こ と ， 情 報 提 供 は 必 要 で あ る が ， そ の こ と に よ り 少

な か ら ず 心 理 的 な 影 響 を 受 け る こ と を 念 頭 に お き ， 遺 伝 相 談 の

受 診 の 有 無 に か か わ ら ず 常 に 支 援 で き る 体 制 を つ く る こ と が 必

要であることがこの研究から示唆された．   

ま た ， 遺 伝 カ ウ ン セ リ ン グ を 受 け る か ど う か の 選 択 に は ， 知

識 や 関 心 の な さ ， 金 銭 的 問 題 ， 結 果 を 聞 く こ と の 怖 さ ， 差 別 ，

が ん で あ る こ と ・ 治 療 ・ 予 後 に 対 す る 不 安 が あ り 今 は 考 え ら れ

ないなど様々な状況が影響する（村上 ,2014，大川他 ,2014）．特

に 乳 が ん と 診 断 さ れ た 患 者 は ， そ の 衝 撃 か ら 何 を 説 明 さ れ た か

覚 え て い な い ケ ー ス も 多 く 見 ら れ る た め ， 医 療 者 は そ の 状 況 を

察 し ， 何 を 今 一 番 困 難 に 感 じ て い る の か を ア セ ス メ ン ト し な が
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ら，関わる必要があると考える．  

遺 伝 学 検 査 を 受 け る か ど う か の 選 択 に は ， 日 本 で は 経 済 的 な

問 題 が 大 き く 関 与 し て い る ． 赤 間 ら の 研 究 で も ， 遺 伝 学 検 査 を

受けるかどうかの選択では，経済因子に分類される会話が 69%

の患者から抽出され，その中の 78%は 経済的理由から遺伝 学検

査 を 受 け ら れ て い な い 現 状 を 明 ら か に し た （ 赤 間 他 ,2015）． 米

国では，「医療保険制度改革法」において，遺伝性が んのリスク

が 高 い 人 に 対 す る 遺 伝 学 検 査 や カ ウ ン セ リ ン グ の 保 険 給 付 義 務

が 義 務 付 け ら れ た こ と は 記 憶 に 新 し い が ， 日 本 に お い て も 遺 伝

学 検 査 の 適 切 な あ り 方 を 多 角 的 に 検 討 し ， 当 事 者 ・ 行 政 も 交 え

ながら議論していくことが必要である．  

また，遺伝学検査で得られる個人の情報には，「生涯変わらな

い 」，「 家 族 間 で 共 通 し て い る 可 能 性 が 高 く ， 本 人 だ け で な く 家

族 の 情 報 も 含 ま れ る 」，「 将 来 の 病 気 の 発 症 を 予 見 で き る 」 と い

っ た プ ラ イ バ シ ー に 関 わ る 特 徴 が あ る （ 市 川 ,2014）． 病 的 遺 伝

子 変 異 が あ る こ と を ど の 範 囲 の 血 縁 者 ま で 話 す べ き か ， 病 的 遺

伝 子 変 異 が あ る こ と に 対 す る 子 ど も へ の 罪 悪 感 に つ い て 相 談 を

受 け た 報 告 な ど （ 砂 田 他 ,2014）， 遺 伝 学 検 査 に 対 す る 偏 見 が 意

思 決 定 上 の 困 惑 に 繋 が っ て い る こ と が 考 え ら れ る 報 告 も 見 ら れ

た．米国では 2008 年に遺伝情報差別禁止法が制定され，遺伝情

報 に よ っ て 社 会 的 不 利 益 を 受 け る こ と が な い よ う な 対 策 が 講 じ

ら れ て い る ． 日 本 で は ， 遺 伝 性 腫 瘍 に 対 す る 認 識 は ， 医 療 者 間

で も ま だ 閉 鎖 的 な 印 象 を 受 け る が ， が ん 対 策 推 進 基 本 計 画 の 目

標 で あ る 「 が ん 患 者 を 含 め た 国 民 が ， が ん を 知 り ， が ん と 向 き

合 い ， が ん に 負 け る こ と の な い 社 会 」 を つ く る こ と が で き る よ

うに，変化が求められるのではないだろうか．  

  遺 伝 学 検 査 の 結 果 ， そ の 結 果 を も と に 患 者 ・ 家 族 が ど の よ う

に 治 療 選 択 を し て い く の か を 明 ら か に し た 文 献 は ， 国 内 で は ど

の よ う な 対 象 に 行 っ た か と い う 症 例 報 告 の 学 会 発 表 に 留 ま っ て

い た ． 海 外 の 論 文 で は ， 年 齢 が リ ス ク 低 減 手 術 を 選 択 す る こ と

に 影 響 を 与 え る こ と を 示 唆 し て お り ， 乳 が ん と 診 断 さ れ た 若 い

女 性 は ， 疾 患 の リ ス ク を 減 ら す た め に 最 も 積 極 的 な 治 療 を 選 ぶ

傾 向 に あ る こ と が 明 ら か に さ れ て い る （ Je f fers  e t  a l . , 2014；

Finch  et  a l . ,2013）．患者・家族の治療選択の意思決定には，説

明 す る 医 師 の 考 え 方 も 大 き く 影 響 す る と 考 え ら れ る た め ， 医 師

を含めた医療従事者の HBOC 診療に対するコンセンサス，教育

も日本ではまだ十分ではない現状であると考える．  

  遺 伝 学 検 査 の 結 果 を 血 縁 者 に ど の よ う に 伝 え る の か は ， 血 縁

者 の が ん 予 防 に 大 き く 影 響 す る ． 川 崎 ら は ， 家 族 性 大 腸 腺 腫 症
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罹 患 患 者 が 子 ど も の 遺 伝 的 リ ス ク を 認 知 し ， 遺 伝 情 報 開 示 に 至

る ま で の プ ロ セ ス を 明 確 化 す る こ と を 目 的 に 研 究 を 行 っ て い る

（ 川 崎 ,2008）． こ の 研 究 で は ， 最 終 的 に は 遺 伝 情 報 の 取 り 扱 い

に 対 す る 価 値 観 に よ り ， ど の よ う に 子 ど も に 伝 え て い く べ き か

を 吟 味 し て 意 思 決 定 が 行 わ れ て い た ． ま た ， 子 ど も に 遺 伝 情 報

を 伝 え る と い う 意 思 決 定 を す る た め に は 親 が 身 体 的 ・ 精 神 的 な

準 備 性 を 整 え ， 自 分 自 身 の 価 値 観 に 気 づ く こ と が 重 要 で あ る こ

と が 明 ら か に な っ た ． 子 ど も の 遺 伝 的 リ ス ク を 知 っ て か ら ， 子

どもに伝えるまでに 9 年間の年月を要した事例もあり，遺伝学検

査 を 受 け る こ と は ， 決 し て 容 易 に 意 思 決 定 で き る こ と で は な い ．

遺 伝 学 検 査 を 受 け る こ と は ， 様 々 な メ リ ッ ト が あ り ， そ の こ と

を 医 療 者 は 強 調 し が ち で あ る が ， 患 者 ・ 家 族 が 直 面 し て い る 問

題 に ま ず は 目 を 向 け ， 一 つ ひ と つ 解 決 し な が ら ， 納 得 の い く 自

己 決 定 が で き る よ う に 支 援 し て い く こ と が 重 要 で あ る と 考 え る ．  

  

2．患者・家族の心理的・社会的側面  

  遺 伝 的 リ ス ク が あ る 患 者 ・ 家 族 は ， 遺 伝 的 リ ス ク に 対 す る 不

安 だ け で な く ， が ん そ の も の へ の 恐 怖 心 や 心 配 を 抱 え て い る

（ 大 川 ,2014）． そ の た め 一 人 が 複 数 の 困 難 な 状 況 を 抱 え な が ら

生 活 し て い る こ と が 考 え ら れ る が ， そ の 状 況 に お け る 心 情 や ど

の よ う に そ の 状 況 を 乗 り 越 え て い く の か を 明 ら か に し た 研 究 は

少なかった．  

  大川らは（ 2013），遺伝外来を受診する患者の不安と問題解決

の傾向を 127 名のカルテレビューにより行った．遺伝的リスクの

相 談 を 配 偶 者 が い る 患 者 の 多 く は 配 偶 者 に ， 独 身 者 は 同 胞 に 相

談 し て い た ． 家 系 員 に 乳 が ん 罹 患 者 が い る 患 者 は ， 遺 伝 リ ス ク

に 対 す る 不 安 の 表 出 は 少 な か っ た ． 家 系 員 に 乳 が ん 罹 患 者 が い

る 患 者 は ， 子 の い る 者 で は ， 次 世 代 へ の 遺 伝 的 影 響 に 関 す る 不

安 が 聞 か れ た ． 石 堂 ら の 研 究 で も ， 遺 伝 の 可 能 性 が 高 く ， 子 ど

も に 申 し 訳 な い と い う 感 情 を 抱 い て い た （ 石 堂 他 ,2015）． 遺 伝

外 来 を 受 診 す る こ と は ， 対 象 者 の 背 景 に よ り 不 安 の 内 容 ， 程 度

に 違 い が あ る こ と が 示 唆 さ れ た 結 果 で あ る が ， 特 に 子 を 持 つ 親

は ， 遺 伝 的 リ ス ク が あ る と 認 識 し た と き か ら 様 々 な 心 情 の ゆ ら

ぎを体験することが考えられる．  

  遺伝学検査情報開示による心情の変化に関する研究では， 3 事

例 を も と に 様 々 な 心 情 の 変 化 を 明 ら か に し た も の が あ り （ 河

野 ,2015）， 遺 伝 学 検 査 を 受 け た 人 は 結 果 を 知 る こ と に よ っ て ，

様々な感情反応を示すことが示唆された．欧米では， 1990 年頃

よ り 遺 伝 情 報 開 示 に よ る 精 神 的 影 響 に 関 す る 研 究 が 見 ら れ ， 遺
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伝 カ ウ ン セ リ ン グ や 遺 伝 学 検 査 へ の 興 味 は 高 い が ， 検 査 結 果 を

伝 え ら れ る こ と を 想 定 し た 質 問 で は 不 安 が 高 く な る こ と が 報 告

さ れ て い た ． し か し 実 際 に 遺 伝 学 検 査 を 受 け ， そ の 結 果 を 伝 え

ら れ た 後 の 心 理 ・ 社 会 的 側 面 に つ い て 検 討 し た 結 果 ， が ん の 診

断 告 知 と は 異 な り ， 遺 伝 情 報 の 提 供 に よ っ て 重 篤 な 精 神 的 衝 撃

を 生 じ る こ と は な い と 報 告 さ れ て い る （ 村 上 ,2010）． 遺 伝 性 大

腸がんの 1 つである Lynch 症候群の遺伝学検査の結果開示によ

る 精 神 的 影 響 に つ い て 研 究 し た 文 献 で は ， 発 端 者 と 未 発 症 家 系

員を対象に， 1 か月後と 12 か月後に調査した結果，結果開示に

よる大うつ病や PTSD といった重篤な精神的衝撃はみられず，小

うつ病や PTSD の下位症状（再体験症状や過覚醒症状）がみられ

る の み で あ っ た ． こ の 結 果 か ら ， 遺 伝 学 検 査 の 結 果 開 示 は ， 日

常 生 活 に 支 障 を き た す ほ ど の 精 神 的 衝 撃 を も た ら す ス ト レ ッ サ

ー に は な ら な い と 考 え ら れ る が ， す で に が ん を 発 症 し て い る 発

端 者 に と っ て は ， 自 身 の が ん 体 験 に 加 え て 遺 伝 性 疾 患 の 家 系 の

可 能 性 と い う 二 重 の 苦 痛 を 負 う こ と に な る た め ， 配 慮 が 必 要 と

なる．  

遺 伝 性 疾 患 や 遺 伝 学 検 査 を 受 け る 人 た ち に 特 徴 的 で あ り ， 注

目すべき精神的反応として罪責感がある．罪責感には 2 つのタイ

プがあり， 1 つは子どもに遺伝性疾患を受け継がせてしまうこと

に つ い て 親 が 抱 い た 罪 責 感 で あ り ， 子 ど も へ の 遺 伝 が 確 定 し て

い な い に も 関 わ ら ず 親 は 子 ど も に 罪 の 意 識 を 感 じ て い る こ と が

明 ら か に さ れ て い る ． も う 一 つ は サ バ イ バ ー ギ ル ド と 呼 ば れ る

（村上 2010），遺伝性腫瘍の家系の中で皆が発症し，苦しんでい

る の に 自 分 だ け は 遺 伝 子 を 受 け 継 が ず に 助 か っ て し ま っ た と い

う 罪 責 感 で あ る ． ネ ガ テ ィ ブ の 結 果 を 受 け 取 っ た 未 発 症 の 人 た

ち は ， 遺 伝 性 腫 瘍 を 早 期 発 見 す る た め に 欠 か せ な い 定 期 的 な 病

院 受 診 の 必 要 が な く な り ， 医 療 者 と の 接 点 が な く な る ． し た が

っ て 遺 伝 学 検 査 の 結 果 に 関 わ ら ず ， 遺 伝 情 報 を 提 供 さ れ た 人 た

ち す べ て に 罪 責 感 が 生 じ る 可 能 性 を 考 慮 し ， サ ポ ー ト 方 法 に つ

いて検討する必要がある．  

が ん 発 症 予 防 行 動 に 焦 点 を 当 て た 研 究 で は （ 武 田 他 ,1998），

が ん 予 防 行 動 を 妨 げ て い た の は ， ① 家 系 内 罹 患 患 者 の 経 過 を 自

分 の 将 来 に 重 ね 合 わ せ る こ と に よ り 病 気 の 捉 え 方 が 否 定 的 ・ 逃

避 的 に な る こ と ， ② 遺 伝 性 疾 患 の 持 つ こ と の う し ろ め た さ で あ

っ た ． が ん 予 防 行 動 実 行 を 促 し て い た の は ， 家 族 ・ 医 療 者 の 働

き か け と 予 防 行 動 実 行 に 伴 う 利 益 の 認 知 で あ っ た ． こ の 結 果 か

ら ， 遺 伝 的 リ ス ク を 持 っ て 生 活 し て い く こ と を 肯 定 的 に 捉 え ，

家 族 ・ 医 療 者 と の 関 わ り を も つ こ と で が ん 予 防 行 動 実 行 に 繋 が
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っていくことが示唆された．  

多 く の 研 究 が 短 い 期 間 や 困 難 な 体 験 に 焦 点 を 当 て て 研 究 を し

ていたが， HB OC と診断され，長 期的 にどのような心 理的 変化

があるのかを研究したものは少ない． Je f fe rs らは，遺伝学検査

結 果 陽 性 の HBOC 女 性 の 心 配 事 の 変 化 を 質 的 に 分 析 し た

（ Jef fers  e t  a l . ,2014）． HBOC 女性の心配事は，診断の前から始

まり，「利他的にふるまう」，「遺伝的脆弱性を確認する」，「がん

を抑制しようと努力する」，「アイデンティティの再編成」 4 つの

プ ロ セ ス を 経 て い た ． そ の プ ロ セ ス で は ， 不 確 実 ， 希 望 ， 交 渉 ，

前 向 き な 状 態 が 同 定 さ れ ， 子 ど も の た め に 遺 伝 的 検 査 を 受 け ，

結 果 が で た と き は 一 時 的 に 自 己 の 健 康 に 心 配 ご と が 向 け ら れ る

が ， が ん 診 断 を 受 け 入 れ ， 遺 伝 す る 病 気 で あ る こ と を 受 け 入 れ

るまでに移行していることが明らかにされた．  

こ れ ら の 研 究 結 果 か ら ， 遺 伝 的 リ ス ク が あ る 患 者 ・ 家 族 は ，

生 涯 変 化 し な い 遺 伝 情 報 に つ い て 様 々 な 心 理 的 ・ 社 会 的 側 面 の

困 難 に 直 面 す る こ と ， そ の 困 難 な 状 況 を 肯 定 的 に 捉 え ， 受 け 入

れ る こ と が で き る よ う に 医 療 者 は サ ポ ー ト し て い く こ と が 重 要

であることが示唆された．   

 

Ⅲ． HBOC 診療における看護師の役割  

1． HB OC 診療における看護師の役割と必要な能力  

日本では， HBOC など遺伝診療を行っている施設は，日本遺

伝性乳癌卵巣癌総合診療制度機構によると 2019 年 4 月 1 日現

在，遺伝性乳癌卵巣癌総合診療基幹施設 34 施設，遺伝性乳癌卵

巣癌総合診療連携施設 16 施設，遺伝性乳癌卵巣癌総合診療協力

施設 62 施設である．  

今 後 は ， 患 者 個 人 の 遺 伝 子 の 特 性 が 治 療 方 針 に 関 与 す る

Tai lor-made  Medic ine が進むことが予想され，看護師も個々の

遺伝的要素を配慮しつつ，生涯を通してその人らしく生活がで

きるように Persona l ized  Heath  Care に着眼した支援を行うこ

とが望まれる．  

有森は，遺伝看護実践能力を 7 つ（希望の明確化，理解の支

援，精神的支援，遺伝情報の提供と交換，生活支援，他機関へ

の 紹 介 と 連 携 ， 自 己 研 鑽 ） 研 究 結 果 か ら 導 き 出 し た （ 有

森 ,2004）． 7 つすべてをアドバンスレベルの看護師だけが行う

のではなく，ベーシックとして一般の看護職が行わなければな

らないことも多い．米国看護協会では，遺伝看護はすべての看

護師にとって必須の能力であると明らかにしている．また，英

国では，看護職の遺伝に関する能力を単に看護職だけが考える
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のではなく，合意形成として遺伝医療に関わるメンバーが集ま

って看護職の担う役割について検討している．これは，看護師

が医療チームの一員であり，必然的にそのような診断や治療を

受ける患者・家族のケアを行わなければならない立場にあるこ

とを意味している．村上が患者や家族に最初に接する看護師が

「関心」と「少しの知識」をもっていれば救われる命がどれほ

ど多いかを伝えたいと述べているように（村上 ,2014），遺伝的

リスクアセスメントの段階から，家系を一単位として捉えて，

長期間，家系の一生にわたり，彼らのタイミングに合わせて寄

り 添 う 存 在 （ 赤 間 ,2014） と し て 看 護 師 は 必 要 不 可 欠 な 存 在 で

ある．   

遺伝的リスクがあると説明を受ける段階では，多くの患者は

同時に乳がんであると説明を受ける衝撃，今後の治療方針につ

いて，生存率について，予後について，治療に伴う副作用や生

活への支障についてなどの苦悩を抱く．この時期にがん患者自

身の身体的，精神的，社会的状況が整っていなければ自己，家

族への遺伝という新たな問題についてじっくりと向き合うこと

は難しく，包括的な視点で看護を考える必要がある．従って，

対象者が遺伝について悩んでいるならばすぐに取り扱う必要が

あるが，そうでなければそのことを考えらえる余裕ができるま

で待つことも必要な看護である．がん遺伝看護の実践では，が

んと遺伝の双方を視野に入れ，がんと遺伝，またはどちらとも

つかないような悩みが患者の中にあることを理解することが大

切である（大川 ,2014)．  

遺伝子診断では被験者のみならず血縁者の遺伝的リスクも明

らかになる．よって看護師は被験者の遺伝情報に関する守秘義

務を考慮しながら血縁者のがん予防にどう対処していくのかと

いう倫理的問題に対応しなければならない．遺伝 学検査の臨床

応用が進む中ではこのような問題を対処することが，がん看護

に携わる看護師の役割としてさらに重要な課題になってくると

考えられる．遺伝学検査を受ける前から変異が見つかったとき

の方向性を医療者と患者は共有しているが，変異がみつかった

ことで今後のライフプラン（挙児のタイミング，リスク低減乳

房切除術，リスク低減卵巣卵管切除術の予定）が明確になった

と 結 果 を 肯 定 的 に 受 け 止 め る ク ラ イ ア ン ト も い れ ば ，「 覚 悟 は

し て い ま し た が ， 改 め て 目 に す る と シ ョ ッ ク で す 」「 子 ど も に

どう伝えようか」と改めて不安な気もちや悩みを口にする人も

いる（青木 , 2014）．このような場合の多岐にわたる不安や苦悩

に対して，看護師は対応を求められる．  
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有森は，潜在する方々へのフォローが今は少し手薄になって

い る 傾 向 が あ る の で は な い か と 懸 念 し て い る ． 地 域 の 中 で  

「 こ れ は 遺 伝 の 問 題 な の か ど う か 」「 誰 に 相 談 し た ら い い の か 」

など，その声を拾い上げていく役割が看護師に期待される（有

森 ,2015）．  

遺伝医療に関する研究の中で，遺伝医療に携わる看護職は，

専門的価値を押しつけたり，遺伝子診断に関する情報提供をす

ることを重視するのではなく，患者が直面している問題を解決

していくことが重要であること，長期的支援，様々な診療科と

の連携の必要性が述べられていた（川崎 ,2008）．以上の研究結

果より，今後看護師に期待される役割は大きいものの，実践・

教育・研究ともに未だ不十分であるのが現状である．  

  

2．遺伝看護教育の方向性  

医学教育においては，「医学教育モデル・コア・カリキュラム

（平成 22 年度改定版）」に示された遺伝学関連の教育が現代医療

には不十分であるとして，「医学部卒前遺伝学教育モデルカリキ

ュラム（日本医学会他； 2013）」が公表され，遺伝学教育を基礎

教 育 か ら 強 化 し て い く 動 き が 見 ら れ て い る ． 一 方 看 護 基 礎 教 育

にお い て は， 教 育課 程に お け る内 容 調査 （溝 口 他 ， 1999） があ

る が ， 看 護 基 礎 教 育 に お け る 遺 伝 に 関 す る 教 育 内 容 が ， 現 在 の

遺 伝 医 療 に 対 応 す る ケ ア を 実 践 で き る 能 力 を 育 成 す る に は 不 十

分 で あ る こ と を 示 唆 し て い る ． そ の 後 ， 看 護 基 礎 教 育 課 程 の 中

で ， 遺 伝 学 や 遺 伝 看 護 学 に 関 す る 教 育 が ど の よ う に 展 開 さ れ て

いるのかについての実態調査が行われた （辻他， 2014）．参加は，

103 校（ 50 .5％）で，看護系大学における「遺伝学」関連科目の

単独開講は 32％（ 33/103），「遺伝看護学」関連科目の単独開講

は 8％（ 8 /103）であり，「遺伝学」関連科目の開講は，私立大学

に比 べ 国 公立 大 学に おい て そ の割 合 が高 い傾 向 に あっ た ． 1999

年 の 結 果 と 比 較 し て も 遺 伝 関 連 科 目 を 開 講 し て い る 看 護 系 大 学

の 割 合 は 増 加 し て い な か っ た ． ま た ， 今 後 の 開 講 に 向 け て 検 討

が必要と認識していたのは 2～ 3 割であったことから，教員の意

識変革が急務であることを考察している．  

遺 伝 医 療 の ニ ー ズ に 応 え る 診 療 体 制 づ く り に つ い て 検 討 が 続

けられ， 2005 年には認定遺伝カウンセラー制度が発足し，大学

院 で の 養 成 が 始 ま っ た ． 看 護 に お い て も 日 本 遺 伝 看 護 学 会 を 中

心に議論が進められ， 2005 年に東海大学において遺伝看護のコ

ー ス が 開 設 さ れ た （ 有 森 ,2012）． 遺 伝 看 護 に 関 わ る 看 護 師 は ，

包 括 的 に 患 者 を ケ ア で き る 立 場 に あ り ， 患 者 の 遺 伝 学 検 査 や ，
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検 査 に 伴 う 診 断 を 理 解 す る 知 識 と ， が ん 診 療 の 様 々 な 局 面 に お

い て 患 者 と そ の 家 族 が 抱 え る 多 様 な 課 題 に 対 す る 配 慮 や 遺 伝 子

診 断 に 関 す る 適 切 な 情 報 提 供 ， 遺 伝 診 療 を 専 門 と す る 部 門 と の

連携を調整する高い実践能力が求められる．   

日 本 の 遺 伝 看 護 実 践 に つ い て は ， 一 般 看 護 師 の 遺 伝 と の 関 わ

り 方 （ 横 山 ,2001）， 一 般 看 護 職 者 と 遺 伝 専 門 看 護 職 者 の 比 較 と

して，看護職者に求められる遺伝看護実践能力（有森 ,2004）が

明らかにされている．また， 2012 年には，大学院の遺伝看護分

野が日本看護系大学協議会の分野認定を受け， 2017 年には遺伝

看 護 専 門 看 護 師 が 誕 生 し て い る ． 今 後 は 遺 伝 看 護 を 実 践 に 統 合

し ， 臨 床 に 浸 透 さ せ 人 々 の 健 康 に 寄 与 す る こ と が 求 め ら れ る

（有森 ,2011）．  

こ れ ら よ り ， 遺 伝 看 護 実 践 に は ， 専 門 性 看 護 師 ， 認 定 看 護 師

な ど の 関 与 が 必 要 で あ る と い う 見 解 は 誰 も が 認 め る と こ ろ で あ

る が ， 実 際 は 診 断 ， 治 療 ， 長 期 療 養 の 過 程 で 一 般 の 看 護 師 が 相

談 を 受 け る 機 会 も 多 く ， 今 後 は 一 般 看 護 師 教 育 も 重 要 で あ る と

考える．  

 

Ⅳ．セルフ・トランセンデンス（ se l f - transcendence）とは  

1． Reed ,P.G の se l f - t ranscendence 理論  

Reed は，個人やその家族が喪失または生命が脅かされるよう

な 経 験 に 直 面 し た と き に ， 様 々 な 次 元 で 自 己 の 限 界 を 拡 張 し た

り ， 新 た な 視 点 や 展 望 を 見 出 し た り す る こ と に よ り ， そ れ ま で

に な い 新 た な 見 方 を 得 た り ， 難 し い 状 況 を 意 義 あ る 仕 組 み へ と

計画，準備し， wel l -be ing な状態へと向かっていくことを促進す

る と い う セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス 理 論 を 構 築 し た

（ Reed ,1991a ,1991b ,1986 ,1989 ,2014；金井 ,2016）．  

こ の 理 論 は ， 科 学 の 歴 史 ， 看 護 の 歴 史 ， 自 分 の プ ロ フ ェ ッ シ

ョナルとしての歴史を基盤としている．  

科学の歴史は， 1970 年代の発達心理学における l i fe -span の動

向 で あ る ． 成 長 発 達 に よ る 変 化 は ， 人 生 全 般 で お こ り ， 老 年 期

に な っ て も 存 在 す る ． 成 長 発 達 の 変 化 は ， 年 齢 や 時 間 の 経 過 よ

り も ， 人 生 の 出 来 事 や 経 験 に よ っ て 影 響 を 受 け る こ と が 明 ら か

にされている． Reed の se l f -  t ranscend ence 理論では，成長発達

が 避 け ら れ な い ． 例 え ば 幼 児 期 の 歩 行 ， 青 年 期 の 難 解 な 問 題 ，

喪 失 体 験 を 持 つ 人 の 悲 嘆 な ど の 出 来 事 は ， 人 間 で あ る こ と ， 幸

福であるために自分の可能性を実現することの一部であり， wel l  

be ing に必須であると Reed は述べている（ Reed  ,2014）．  

看護の歴史は， Rogers の「 uni tary  human be ings」を前提と
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している． Rogers の看護科学は人間と環境を対象としており，

人間と環境を 4 つの主要概念とホメオダイナミックスの原理で以

下のように説明している．人間はエネルギーの場（ energy  f i e lds）

で あ り ， ど こ ま で も 無 限 （ openness） で ， 時 間 や 空 間 を 超 え た

存在，すなわち総次元 /汎次元（ pandimens ional）である．エネ

ル ギ ー は 目 に 見 え な い が ， 環 境 と 相 互 作 用 し な が ら 刻 々 と 変 化

するパターン（ pat tern）としてみることができる．また，人間

は環境と相互作用しながら（統合性の原理），変化し続け（共鳴

性の原理），その変化は予測不能（らせん運動性の原理）で決し

て も と に 戻 る こ と が な い （ homeodynamics）（ Rodgers /樋 口 ,中

西 .1970 /1979）．この理論を前提に Reed は，人間は環境と統合

した pandimens ional な存在であり，物理的・時間次元を超えて

意識 で き るこ と がで きる 存 在 であ る とし た（ Reed ,2014）． この

認 識 は ， 意 識 が 変 化 し た 状 態 を 通 し て 分 か る か も し れ な い が ，

よ り 多 く の 場 合 ， 日 々 の 日 常 生 活 の 中 で 見 い だ さ れ る も の で あ

る ． ま た ， 自 己 を 自 身 ， 他 者 ， 環 境 か ら 切 り 離 す の で は な く ，

むしろ結びつけて考えるとしている．  

自 分 の プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル と し て の 歴 史 は ， 小 児 ・ 青 年 期 の

メンタルヘルスケアの経験である． wel l -be ing とメンタルヘルス

を 促 進 す る ア プ ロ ー チ を 成 功 さ せ る に は ， 患 者 の 発 達 段 階 を 理

解する必要があったこと， se l f - transcendence  は wel l -be ing に

必須であることを R eed は述べている（ Reed ,2014）．それは，成

人後期やと老化の過程の wel l -be ing とメンタルヘルスに不可欠

なものとして，発達過程の理解を探究する研究（ Reed ,1983）や

う つ 病 の 老 人 患 者 と 健 康 な 老 人 に 関 す る リ ソ ー ス に つ い て の 研

究（ Reed ,1986）を経て報告された．  

se l f - transcendence 理論は 3 つの主要概念で構成される．それ

は，「 s e l f - t r a n s c e n d e n c e」，「 v u l n e r a b i l i t y」，「 w e l l - b e i n g」で

ある（ Reed ,2014）．  

「 se l f - transcendence」は，様々な方法で自己の境界（限界）

を 越 え た 能 力 で あ り ， そ れ は ， 個 人 内 （ intrapersonal l y： 自 己

の 哲 学 ， 価 値 ， 夢 を よ り 大 き く 認 識 を 向 け る こ と ）， 対 人 関 係

（ interpersonal l y ： 自 己 と 他 者 を 関 係 づ け る こ と ）， 時 間 的

（ temporal l y： 現 在 の 意 味 を 持 つ た め に ， 自 分 の 過 去 ， 未 来 を

統合する），超個人的（ transpersonal l y：一般的に認められる世

界 を 超 え た 次 元 で 結 び つ く ） の 4 側 面 か ら 構 成 さ れ て い る

（ Reed ,2014）．  

「 vulnerabi l i ty」 は ， 人 は 死 ぬ 運 命 で あ る と い う 認 識 や 人 生

に お け る 困 難 な 出 来 事 の 体 験 で あ る ． 人 生 に お け る 出 来 事 は ，
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人 は 死 ぬ 運 命 で あ る と い う 認 識 や 不 十 分 で あ る こ と ， 脆 弱 性 の

自 身 の 感 覚 を 増 大 さ せ る ． 人 生 に お け る 出 来 事 と は ， シ リ ア ス

な 慢 性 疾 患 ， 身 体 障 害 ， 育 児 ， 子 供 の 養 育 ， 家 族 の 介 護 ， 愛 す

る人の死，仕事における困難さ，生活上の危機などである．  

「 wel l -be ing」は全体と健康を感じる感覚であり，個またはそ

の集団によって決定される． wel l -be ing の指標の例としては，生

活満足を含む wel l -be ing，ポジティブな自己概念，希望に満ちて

いること，幸福感，生きる意味の感覚などである． wel l -be ing は

se l f - transcendence のアウトカムであり，それは，様々な研究で

一 貫 し て 支 持 さ れ て い る （ Reed ,2009 ； Texei ra ,2008 ）． se l f -

transcendence と wel l -be ing の関係は，コーピングプロセス以上

の も の で あ り ， も と に 戻 る と い う よ り 現 在 の 状 況 を 乗 り 越 え て

いく状態を示している（ Reed ,2014）．  

 

2．セルフ・トランセンデンスの研究の動向  

1） Reed ,P. G の se l f - transcendence  s ca le（ STS）  

Reed は Developmental  Resources  o f  Later  Adul thood

（ DRLA） sca le という 36 項目からなる尺度を開発した．その

後洗練を重ねて 15 項目の尺度を作成した（ Reed ,2009）．この

尺度は，自己を拡張することを反映する 4 つの側面を測定する

ものであり，この尺度を用いての研究が増えてきている．  

 

2） Coward ,D.D の研究  

Cowardは ，進 行 が ん と AIDSとい う シ リ アス な 病 気 を通 し

て ， 立 ち は だか る 死 に 直 面 し た成 人 の 中 年 期 の 対象 に 焦 点を

あ て ， Reed の se l f - transcendence に 基 づ き 研 究 を 継 続 し た

（ Coward ,1990 ,1995）． 進 行 乳 が ん 女 性 の 体 験 の 中 で の se l f -

transcendenceで は （ Coward ,1990）， 生 命 を 脅 か す 病 気 に 直

面 し て ， 自 己価 値 ， 生 き る 目 的， 他 者 と の 結 び つき （ 相 互関

係 性 ） の 感 覚 が 増 加 す る こ と を 見 出 し て い た ． se l f -

transcendenceはこのグループにとって，死の認識を高めるこ

とに重要であった． se l f - t ranscendenceは，自己を超えて手を

差 し 伸 べ る こと で 他 者 を 助 け ，他 者 を 許 し ， 不 変状 況 を 受け

止 め て い た ． そ の 後 ， ス テ ー ジ Ⅲ ,Ⅳ の 乳 が ん 女 性 107人 を 対

象 に ， Bradburn ’s  Af fec t  Balance  Sca le (ABS) ， Cogni t i ve  

Wel l -Being(CWB)Scale ， Symp tom Distress  Sca le (SDS) ，

Karno fsky  Per fo rmance  Sca le (KPS)を用いて構造方程式モデ

ル を 用 い て 分 析 し た （ Coward ,1991）． se l f - t ranscendenceは ，

Cogni t ive  Wel l -Beingを仲介することによって，病気の苦痛を
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減 少さ せ て い た． ま た， Coward  は 19歳 から 85歳 の 健康 な大

人を対象にも研究を行った（ Coward  ,1996）．この研究から年

齢と健康状態が高い女性の se l f - transcendenceは高いことが明

らかになった．また， se l f - transcendenceは首尾一貫の感覚，

自 己 尊 重 ， 希 望 お よ び 感 情 の Wel l -Beingと 相 関 関 係 が 見 ら れ

た ． Cowardは ， 乳 が んの 患 者 16名 に ， 8週 間 に わた っ て 毎週

90 分 の サ ポ ー ト グ ル ー プ セ ッ シ ョ ン に 参 加 し ， se l f - tran-

scendenceが 促 進 さ れ る かを 測 定 し た （ Coward  D,1998）．そ

の結果， se l f - transcendenceはサポートグループの介入前より

高 く な っ た こと が 明 ら か に な った ． 乳 が ん で 他 の女 性 と 交流

を も つ こ と は， 快 適 さ を も た らし ， そ の こ と が 自己 の 支 えと

な っ て い た ．さ ら に ， 生 き る こと を 認 識 し ， 強 化す る こ とで

自 己 の 境 界 を拡 張 し て い た ． 時間 と と も に 価 値 と行 動 が 変化

す る こ と に よっ て ， 乳 が ん 女 性は そ れ ら の 体 験 から 意 味 を 見

い だ す こ と がで き る よ う に な って い た ． サ ポ ー トグ ル ー プへ

の 参 加 を 看 護師 が 紹 介 す る こ とや 同 じ 境 遇 の 人 と交 流 す るこ

と に よ っ て ，乳 が ん に な っ て もそ れ を 克 服 す る こと が 容 易に

な っ た 可 能 性 が あ る （ Coward ,2005）． Cowardは ， 様 々 な 研

究から se l f - transcendenceはシリアスな病気に伴うリソースで

あること， wel l -be ingへ重要な仲介の役割をはたしていること

を 一貫 し て 述 べて い た． ま た ， 健康 な 対象 に 対 し ての 研 究は ，

se l f - transcendenceが高齢者やシリアスな病気に留まらない特

性であることを示していた．  

 

3）その他海外の研究  

（ 1）エイジングに関する研究  

  Buchanan らは， 65 歳以上の自殺について研究を行った

（ Buchanan e t  a l ,1995）． 35 人の高齢者は死を強く望んで

いた．そして， se l f - transcendence は死の願望と負の相関関

係 に あ っ た ． こ の 研 究 の 結 果 か ら ， 高 齢 者 に と っ て 自 殺 過

程において se l f - t ranscendence は重要な要素となる可能性が

あることを暫定的に示唆していた．   

  ま た ， Nygren  ら は ， 85 歳 以 上 の 125 名 を 対 象 に ，

Resi l i ence  Sca l e (R S) ， Antovsky ’s  Sense  o f  Coherence  

Scale (SOC) ， Purpuse - in -Li fe  Test (PIL) ， Reed の se l f -

transcendence  Sca l e (STS)， SF-36 を 用 い て 調 査 を 行 っ た

（ Nygren  et  a l . ,2005）． RS， SOC， PIL， STS のスコアには

有意な相関関係が見られた． RS， SOC， PIL， STS とメンタ

ル ヘ ル ス は ， 女 性 で は 有 意 に 差 が 見 ら れ た が ， 男 性 で は 見
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られなかった．  

  以上より， se l f - transcendence は高齢者に高く見られる傾

向 ， 死 と の 関 係 ， 性 差 に よ る 違 い が あ る こ と が 明 ら か に な

った．  

 

（ 2）成人のシリアスな生命に危険がある病気に関する研究  

Wright（ 2003）は，移植を受けた人の QOL と se l f - tran -

scendence の関係を調査した．両者には重要な正の相関がみ

られた． se l f - transcendence は倦怠感と負の関係があった．

ま た ， 男 性 よ り 女 性 の se l f - t ranscendence が 高 か っ た ．

se l f - transcendence は，病気の苦悩，倦怠感，年齢とともに，  

QOL に関連する重要な要因であった． Bean らもまた，移植

を受ける人たちに研究している（ Bean e t  a l . ,2006）．この研

究でも se l f - t ranscendence 的な見解と行動が，肝臓移植を受

け た 経 験 か ら 生 成 さ れ ， ポ ジ テ ィ ブ な 結 果 を 促 進 し ， QOL

に関連していた．これらの結果から， se l f - transcendence は

病気によって影響を受ける困難さを軽減させ， QOL へと仲

介する機能を果たす可能性が示唆された．   

C inn ら（ 1998）は，前立腺がんのサポートグループに参

加した 61 歳から 84 歳の高齢男性 23 名における se l f - t ransc

endence を調査した．参加者は他の研究結果と比較して，か

なり高い STS スコアであった．その理由は，このグループ

で は ， 高 齢 で あ る こ と や 前 立 腺 が ん と と も に 生 き る 苦 悩 を ，

グ ル ー プ に 参 加 す る こ と で ， が ん に よ っ て 引 き 起 こ さ れ た

限 界 を 超 え て 自 己 を 拡 張 す る た め の 方 法 を 身 に つ け て い た

ことが考えられた．  

Matthews（ 2009）らは，放射線治療を受ける乳がん女性

93 人に対し， se l f - t ranscendence と op t imism， emotional  

wel l -be ing  (EWB)の 関 係 を 調 査 し た ． こ の 研 究 で は ， se l f -

transcendence が， opt imism と emotional  wel l -be ing の間

の 関 係 を 仲 介 し て い た ． が ん の 軌 跡 全 体 で 心 理 的 調 整 を 促

進するための早期発見と介入（例えば se l f - transcendence の

強 化 ） は 深 刻 な 病 気 に 直 面 し た 人 々 の 感 情 の 健 康 感 を 高 め

るために重要な要因であると言える．  

Farren（ 2010）は， 104 人の乳がんサバイバーを対象に，

se l f - transcendence  ， 不 確 か さ ， power， QOL の 関 係 を 調

査した．結果， se l f - transcendence が， power と QOL の間，

不確かさと QOL の間の関係を仲介する重要な役割を果たし

ていることを明らかにした．不確かさは se l f - transcendence
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を低下させることに繋がり， QOL を低下させていた．  

Wi l l iams（ 2012）は，造血幹細胞移植を受けた 8 人の男

女に現象学的分析によって se l f - t ranscendence を明らかにし

た ． こ の 結 果 か ら は ，「 動 揺 の 体 験 」，「 最 も 低 い ポ イ ン ト 」，

「 通 り 抜 け る 」，「 タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト 」，「 変 化 」，「 新 た な

観 点 」，「 自 己 ・ 他 者 を 大 切 に 」，「 暗 さ （ 闇 ） を 動 か す 」 プ

ロセスを経ていた． se l f - transcendence は治療の身体的影響

を 通 し て 生 き る 中 で ， 激 し い 苦 し み に よ っ て 引 き 起 こ さ れ ，

死 に 直 面 し ， 最 終 的 に 彼 ら 自 身 か ら ， ま た ス ピ リ チ ュ ア ル

サ ポ ー ト か ら 力 を 引 き 寄 せ て い た ． こ の 研 究 結 果 で も ， 困

難 な 体 験 は se l f - transcendence に よ っ て 仲 介 さ れ ， wel l -

be ing に繋がっていくことが論じられた．  

 

  4）日本での研究  

   日 本 で は ， セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス を 「 自 己 超 越 」，「 自

己超越性」と訳して研究している論文がいくつか見られた．  

   中村（ 1998）は， Maslow の超越的自己実現者に関する記述，

及び水島（ 1985） の高次の人間 性を示 唆する自己超 越体験 に

基 づ く 記 述 に 基 づ い て 24 項 目 か ら な る 自 己 超 越 傾 向 尺 度

（ STS-1）を作成した．その後 18 歳から 84 歳までの学生及び

社会人 613 名を対象に尺度の精選を行い，最終的に信頼性・

妥当性の高い 18 項目の STS-2 を開発した．この尺度はトラン

ス パ ーソ ナ ル 心 理 学 の 視点 か ら 自 己 超 越 を捉 え ， こ れ を 測定

す る 心理 尺 度 で あ る ． また ， 従 来 な ら ば 宗教 や 神 秘 主 義 の文

脈 で 語ら れ て き た 自 己 超越 的 体 験 の 要 素 が， さ ま ざ ま な 個人

属 性 をも つ 人 々 に 広 く 認め ら れ る こ と ， それ は 加 齢 に 伴 って

増 加 する 傾 向 に あ る こ と， 自 己 超 越 傾 向 が心 理 的 幸 福 感 と正

の 相 関系 に あ る こ と が 明ら か に さ れ て い る． ト ラ ン ス パ ーソ

ナ ル の理 論 的 地 平 か ら 見る と ， 人 は 生 ま れな が ら に し て 自己

超 越 の可 能 性 を も っ て おり ， そ れ は 適 切 な実 践 的 手 続 き を踏

む こ とに よ っ て 達 成 可 能で あ る ． 自 己 超 越を 精 神 的 成 長 の極

致 で ある と 考 え る な ら ば， ト ラ ン ス パ ー ソナ ル 心 理 学 の 理論

的 ， 実践 的 体 系 は ， 心 理 的 幸 福 感 を 増 進 させ た い と 望 む すべ

て の 人々 に と っ て ， 従 来の 宗 教 に と っ て かわ る だ け の ポ テン

シャルを秘めていると中村は考察している．  

   中 村 の 尺 度 を も と に ， Iwamotoら （ 2011） は ， 難 病 患 者 の

se l f - transcendenceの 概 念 を 解 明 し ， 難 病 患 者 に お け る 幸 福 と

の関係を明らかにすることを目的に健康な対象者と比較して研

究 を 行 っ た ． Iwamotoら は se l f - transcendenceは す べ て の 人 に
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備わっており，人間の生の本質を表しており，危機に直面する

状況でも，生きる本当の意味や目的を見つけ出し，問題 に対処

し ，「 自 分 ら し く 生 き る 」 た め の 機 能 で あ る と し て ， 研 究 を 進

め た ． 結 果 ， 難 病 患 者 は 健 康 な 対 象 と 比 べ て ， se l f -

transcendenceが 高 か っ た ． 難 病 と い う 人 生 を 大 き く 変 え る よ

うな状況で，疾患を受容し，身体的，精神的，社会的な苦痛を

乗 り 越 え な が ら 生 活 を し て い る こ と か ら se l f - transcendenceが

高くなったと Iwamotoらは考察している．また今回の調査の対

象者は患者会やレスパイトをされている患者であり，前向きで

社会的なつながりをもっていることがあげられる．難病患者の

se l f - transcendenceと 心 の 健 康 は 強 い 相 関 関 係 が 認 め ら れ た ．

心の健康は，幸福感と大きく関係する尺度であり，難病患者が，

苦痛や苦悩を伴う状況にあっても，幸福感を高くもつことがで

きることがこの研究から示唆された．  

  増 井 ら （ 2013 ） は ， 老 年 的 超 越 質 問 紙 の 改 訂 版 （ Japanese  

Gero transcendence  Sca le  Revused ,JGS-R）を作成し，信頼性，

妥当性の検証を行った．作成過程は， Tornstam のオリジナ ル

ガイドを用いた虚弱高齢者へのインタビューの概念検討から項

目を作成し，地域在住の 65～ 99 歳の高齢者に実施した． 8 つの

下 位 因子 は ，「 あり が た さ」・「お か げ 」 の 認識 ， 内 向 性 ， 二元

論からの脱却，宗教的もしくはスピリチュアルな態度，社会的

自己からの脱却，基本的で生得的な肯定感，利他的，無為自然

であった．また，この尺度が中年の参加者も含む集団にもこの

尺度が適用可能であるかの検討も行った．その結果，中年群よ

りも高齢群で老年的超越が高い結果が示された．  

   H o s h i（ 2 0 0 8）は，アリゾナ大学の博士論文で，入院した日

本の高齢者の se l f - transcendence， vulnerabi l i ty,  wel l -be ingの

間の関係を研究した．その中で R eedの S TSを翻訳している．健

康機能の低下やソーシャルネットワークを減少させる高齢者は，

介護の分野で特別なケアと注意を必要とする脆弱な集団である

と考えられる．  s e l f - t ranscend enceの概念や理論が日本では適

用されておらず，日本の高齢者の s e l f - t r a n s c e n d e n c eの理論モ

デルを構 築する こと を目的と して， 1 0 5人の高齢 者の協 力を 得

た． s e l f - t ran scend enceは，脆弱性が増加した成人後期の w el l -

b e i n gを促 進 発達 す るリ ソ ース の 一つ と して 識 別さ れ る． 脆 弱

性 の反 応 の レベ ル は 3つ の 側面 （ 健 康 ， 可能 な 資 源， 過 去 の経

験）からアセスメントされた． We l l - b e in gは，うつの程度と生

活満足度から調査された．日本の特徴から，心理社会的 s e l f - t r

anscend ence， sp i r i tua l  s e l f - t ranscend enceが定義・評価され
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た．可能な資源の脆弱性と w e l l - b e i n gの関係に関する心理社会

的 se l f - t ranscend enceの媒介効果が示された．心理社会的 se l f - t

ranscendenceは， wel l -be ingに直接的な効果を示した． sp i r i tu

a l  s e l f - t ra nsc end e nceは，脆弱性と w el l - be i ngの関係の仲介と

影響を与える効果を示さなかった．ただし，生活満足度のレベ

ルの強力な予測因子であることが分かった．また、健康状態の

脆弱性は，うつのレベルに直接影響していたが，過去の脆弱性

の経験は， s e l f - t r a n s c e n d e n c eと w e l l - b e i n gのどちらにも影響

をもたらさなかった．   

 

3．セルフ・トランセンデンスの概念分析  

対象文献をもとに Rodgers (2000 )の概念分析方法を参考に概念

分析を行った（青木他 ,2018）．  

 

1）分析手順  

（ 1）文献ごとに著者がセルフ・トランセンデンスをどのように

捉えているのかに焦点を置きながら熟読する．  

（ 2）定義の有無，概念を構成する主要な特性である属性，概念

に先立ち生じる先行要件，概念が発生した結果として生じる帰

結，類似・関連概念を記載するコーディングシートを作成し，

文献の該当する箇所をデータとして抽出して記述する．  

（ 3）文献から抽出した箇所の「属性」「先行要件」「帰結」の整

合性を再度文献に戻り確認する．  

（ 4）抽出したデータごとにラベルをつけてコード化し，類似性

と相違性に基づいてカテゴリー化する．  

（ 5）統合されたカテゴリー，セルフ・トランセンデンスとつな

がりのある類似概念との相違を確認し，セルフ・トラン センデ

ンスの概念を定義する．  

 

2）分析結果  

セルフ・トランセンデンスの概念分析の結果， 属性は，【内   

的 境 界 の 拡 張 】，【 外 的 境 界 の 拡 張 】，【 相 互 作 用 】，【 新 た な 見

地】，【時間の統合】，先行要件は，【脆弱性】，【日常的な生活の

中で起こること】，帰結は，【 Wel l -be ing】，【 QOL の改善】，【生

きる意味や目的の高まり】，【癒される感覚】，【個人的な変化】

が抽出された．（図 1）．  
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（ 1）セルフ・トランセンデンスの属性  

  ①【内的境界の拡張】  

   【 内 的 境 界 の 拡 張 】 と は ， 内 省 的 ま た は 自 然 に 自 己 理 解 を

深 め た り ， 新 た な 自 分 を 発 見 し た り す る な ど 個 人 内 に 深 く 意

識 を 向 け る こ と を 表 す ．【 内 的 境 界 の 拡 張 】 は ， ＜ 自 己 受

容 ＞ ， ＜ 自 己 肯 定 ＞ ， ＜ 内 省 ＞ で 構 成 さ れ る ． ＜ 自 己 受 容 ＞

は， 16 文献で見られ，疾患や老化による変化を認識し，あり

の ま ま の 自 分 を 受 け 入 れ る こ と を 表 す ． ＜ 自 己 肯 定 ＞ は ， 13

文 献 で 見 ら れ ， 自 分 の 力 を 信 じ た り ， 自 己 を 価 値 あ る 人 間 で

あ る と 認 識 し た り ， 自 己 に 対 し て ポ ジ テ ィ ブ な 感 情 を 抱 く こ

とを表す．＜内省＞は 18 文献で見られ，自己を再発見するた

めに深く自己を内省することを表す．  

 

②【外的境界の拡張】  

 【 外 的 境 界 の 拡 張 】 と は ， 孤 立 し た 個 人 性 か ら 利 他 的 に 個

人 外 に 深 く 意 識 を 向 け る こ と で 外 的 環 境 と の 繋 が り を ， 時 空

を 超 え て 感 じ る よ う に な る こ と を 表 す ．【 外 的 境 界 の 拡 張 】

は ， ＜ 利 他 的 ＞ ， ＜ 繋 が り ＞ ， ＜ 総 次 元 ＞ で 構 成 さ れ

る．＜利他的＞は， 23 文献で見られ，自分のことよりも他者

の 幸 福 を 願 い ， 必 要 な と き は 他 者 を 助 け る こ と を 厭 わ な い こ

とを表す．＜繋がり＞は， 16 文献で見られ，個を超えたもの

と の 一 体 感 を 感 じ ， 一 人 で は な い や す ら ぎ を 感 じ て い る こ と

を表す．＜総次元＞は， 6 文献で見られ，人間は自己，他者，

環境と繋がるために時空を超えて存在することを表す．  

 

③【相互作用】  
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   【 相 互 作 用 】 と は ， 支 え て く れ る 他 者 に 感 謝 し な が ら ， 他

者と相互に成長しあう関係性を認識することを表す．【相互作

用 】 は ， ＜ 相 互 関 係 ＞ ， ＜ 他 者 か ら の 支 援 ＞ ， ＜ 自 己 開 示 ＞

で構成される．＜相互関係＞は， 15 文献で見られ，他者との

関 係 の 中 で ， お 互 い の 経 験 や 知 恵 を 共 有 し な が ら 関 わ り あ い ，

双 方 向 が 成 長 し あ う 関 係 を 表 す ． ＜ 他 者 か ら の 支 援 ＞ は ， 10

文 献 で 見 ら れ ， 必 要 な と き に は 他 者 の 支 援 を 受 け ， 支 え ら れ

ていることに深く感謝することを表す．＜自己開示＞は， 3 文

献 で 見 ら れ ， 他 者 と の 関 係 の 中 で ， 自 分 を オ ー プ ン に す る こ

とを表す．  

 

④【新たな見地】  

【 新 た な 見 地 】 と は ， 今 ま で の 生 き て き た 過 程 で 大 事 に し

て き た 信 念 や 価 値 を 見 直 し ， よ り 広 い 新 た な 視 点 や 観 点 に 気

づ く こ と を 表 す ．【 新 た な 見 地 】 は ， ＜ 広 範 な 生 命 の 視

点 ＞ ， ＜ 生 き る 意 味 ・ 目 的 ＞ ， ＜ 執 着 と の 距 離 ＞ ， ＜ 創 造

力＞で構成される．＜広範な生命の視点＞は， 9 文献で見られ，

生 と 死 に つ い て の 視 点 が 今 ま で よ り 広 範 に 変 化 す る こ と を 表

す．＜生きる意味・目的＞は， 22 文献で見られ，自分の人生

の 信 念 や 価 値 を 見 直 し ， 生 き る 意 味 や 目 的 を 新 た に 見 い だ す

ことを表す．＜執着との距離＞は， 9 文献で見られ，過去に持

っ て い た 社 会 的 な 役 割 や 地 位 に 対 す る こ だ わ り を 重 視 し な く

な っ た り ， 善 悪 の 認 識 を 変 化 さ せ た り し な が ら 今 ま で 執 着 し

て い た も の と 距 離 を 置 き ， 新 た に 自 分 に 合 わ せ た 生 活 を す る

こ と を 表 す ． ＜ 創 造 力 ＞ は ， 直 感 や ひ ら め き ， ス ピ リ チ ュ ア

ルな感覚を活かし，創造的に前に進もうとする力を表す．  

 

 ⑤【時間の統合】  

【 時 間 の 統 合 】 と は ， 過 去 の 経 験 と 未 来 の 希 望 を 用 い て ，

現 在 を 受 け 入 れ ， 生 き 方 を 積 極 的 に 考 え ， 行 動 す る こ と を 表

す．【時間の統合】は，＜時間の連続性＞，＜今を生きる＞で

構成される．＜時間の連続性＞は， 15 文献で見られ，過去か

ら 未 来 の 流 れ の 中 に 自 己 は 存 在 す る と 自 覚 す る こ と を 表

す．＜今を生きる＞は， 10 文献で見られ，「不変」と「変わり

や す さ 」 を ど の よ う に 生 き て い く か 積 極 的 に 考 え ， 行 動 す る

ことを表す．  

 （ 2）  セルフ・トランセンデンスの先行要件  

  ① 【 脆 弱 性 】 と は ， 人 は 死 ぬ 運 命 で あ る と い う 認 識 や 人 生 に

おける困難な出来事の体験のことを表す．【脆弱性】は，＜エ
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イ ジ ン グ ＞ ， ＜ 生 命 を 脅 か す 体 験 ＞ ， ＜ 人 生 を 変 え る 出 来

事 ＞ で 構 成 さ れ る ． ＜ エ イ ジ ン グ ＞ は ， 自 然 な 加 齢 は 発 達 上

避 け ら れ な い こ と で あ り ， 機 能 低 下 な ど 自 己 の 存 在 意 義 を 見

つ め な お さ ざ る を 得 な い 状 況 に 陥 り や す い 時 期 の こ と を 表

す ． ＜ 生 命 を 脅 か す 体 験 ＞ は ， 生 命 を 脅 か す 病 気 の 罹 患 《 が

ん ， エ イ ズ ， 造 血 肝 細 胞 移 植 ， 難 治 性 疾 患 》 に よ る 死 を 意 識

す る 体 験 の こ と を 表 す ． ＜ 人 生 を 変 え る 出 来 事 ＞ は ， 喪 失 体

験 ， 職 業 や 収 入 な ど に 関 す る 社 会 的 要 因 ， ト ラ ウ マ な ど 困 難

な 人 生 の 体 験 や 死 を 免 れ な い こ と を 認 識 す る 体 験 の こ と を 表

す．  

   

  ② 【 日 常 的 な 生 活 の 中 で 起 こ る こ と 】 と は ， 音 楽 を 聴 く ， 自

然 美 を 見 る ， 詩 や 小 説 を 読 む ， 子 ど も を 眺 め る な ど の 体 験 を

表 し ， セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス が 日 常 的 な 生 活 の 中 で も 起

こりうるものであることを示している．  

 

 

 （ 3）  セルフ・トランセンデンスの帰結  

  ①【 wel l -be ing】とは，生きていることに満たされている主観

的 幸 福 感 で あ り ， 身 体 的 ， 精 神 的 ， 社 会 的 に 健 康 で あ る こ と

を表す．  

 

  ②【 QOL の改善】とは，生活の質が改善した状況を表す．  

 

  ③ 【 生 き る 意 味 や 目 的 の 高 ま り 】 と は ， 生 活 に 意 味 や 目 的 を

見いだす方向へ動くことを表す．  

 

 ④ 【 癒 さ れ る 感 覚 】 と は ， 自 己 よ り 大 き な 何 か と 繋 が っ て い

る と 感 じ ， こ こ ろ の 安 ら ぎ や 癒 さ れ る 感 覚 を 持 つ こ と を 表 す ．  

 

  ⑤ 【 個 人 的 な 変 化 】 と は ， 人 生 観 や 自 己 の 存 在 の 意 味 を 変 化

させた結果，あらわれる新たな自己を表す．  

 

3）セルフ ･トランセンデンスの定義  

概 念 分 析 の 結 果 よ り ， セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス を 以 下 の よ

うに定義した．  

セルフ・トランセンデンスは，「日常の生活の中でも起こり得

る が ， 人 が 生 命 を 脅 か す 体 験 や 人 生 を 変 え る よ う な 出 来 事 に 直

面 し た と き に ， 自 身 や 環 境 と の 相 互 作 用 の 中 で ， 内 的 ・ 外 的 境
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界 を 拡 張 し な が ら 今 を 生 き る 意 味 や 新 た な 見 地 を 見 出 し て い く

能力」である．  

セルフ・トランセンデンスは，【内的境界の拡張】，【外的境界

の拡張】，【相互作用】，【新たな見地】，【時間の統合】の 5 つの構

成 要 素 か ら 成 る ． 人 間 は ， 生 命 を 脅 か す 状 態 や 人 生 を 変 え る よ

う な 状 況 に 直 面 し た と き に ， 自 己 に 立 ち 戻 っ て 内 省 す る か ま た

は 自 然 に 自 己 理 解 を 深 め ， 新 た な 自 己 を 発 見 し た り 個 人 内 に 深

く 意 識 を 向 け よ う と す る ． そ し て ， そ こ か ら 利 他 的 に 個 人 外 へ

深 く 意 識 を 向 け る こ と に よ り ， 他 者 ， 自 然 や 見 え な い 力 の 存 在

と の つ な が り を 感 じ る よ う に な る ． セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス

は ， 自 己 を 自 身 ， 他 者 そ し て 環 境 と つ な ぎ 合 わ せ な が ら 相 互 に

成 長 し あ う 特 徴 を 持 つ ． そ の 中 で ， 過 去 の 経 験 と 未 来 の 希 望 を

用 い て 現 在 に 意 味 を 持 た せ た り ， 今 ま で 生 き て き た 過 程 で 大 事

に し て き た 信 念 や 価 値 を 見 直 し ， よ り 広 い 視 野 で の 観 点 を 見 い

だ し た り す る こ と に な る ． ま た ， セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス は ，

【 Wel l -be ing】，【 QOL の改善】，【生きる意味は目的の高まり】，

【 癒 さ れ る 感 覚 】，【 個 人 的 な 変 化 】 に 繋 が り ， 看 護 は こ の プ ロ

セスを促進する役割を担っていく必要がある．  

  

 4）類似概念について  

 セルフ・トランセンデンスと類似する概念として，「レジリエ

ン ス」，「 ス ト レ ン グ ス」，「 ス ピ リ チ ュ アリ テ ィ 」を 取 り 上げ ，

こ れ ら の 概 念 と セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス の 概 念 に つ い て 検 討

する．  

  レ ジ リ エ ン ス は ， 様 々 な 学 問 領 域 で 定 義 や 研 究 の 動 向 が 明 ら

かにされている（石井 , 2009；斉藤 , 2009）． R utter（ 1985）は，

レ ジ リ エ ン ス を 「 深 刻 な 危 険 性 に も か か わ ら ず ， 適 応 的 な 機 能

を 維 持 し よ う と す る 現 象 か ら ， 深 刻 な 状 況 に 対 す る 個 人 の 抵 抗

力 で あ る 」 と し て い る ． セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス は ， 生 命 を

脅 か す 状 態 や 人 生 を 変 え る よ う な 状 況 に 直 面 し た と き に ， そ の

こ と を 乗 り 越 え て い く 過 程 で 獲 得 し て い く 能 力 で あ り ， そ の 点

で は 共 通 点 も 見 ら れ る ． し か し ， レ ジ リ エ ン ス が ，「 適 応 」 や

「 回 復 」 と い っ た 元 の 状 態 に 戻 る こ と を 暗 示 し て い る の に 対 し ，

セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス は 直 線 的 で は な い 時 空 や 自 己 の 内 外

の 境 界 を 越 え て 深 く 意 識 を 広 げ て い く と い う ， 決 し て 元 に 戻 ら

な い ホ メ オ ダ イ ナ ミ ッ ク ス の 原 理 で 現 在 の 状 況 を 乗 り 越 え て い

く能力であるという点で違いが見られる．  

 ス ト レ ン グ ス は ， 人 間 の 持 つ ポ ジ テ ィ ブ な 面 を 現 し ， 構 成 要

素 で は 「 個 人 」 だ け で な く ， 周 り の 「 環 境 」 も 含 め て 捉 え て お
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り ，個 人 の構 成 要 素 に は「 願 望 ｣， ｢能 力 ｣，「 自信 」，「 強 み」 な

どがあり，環境の構成要素には，「資源」，「社会関係」などがあ

る （ 佐 久 川 , 2 0 1 0）． こ の 個 人 の力 や 周 囲 と の 結 びつ き を 活 かし

て 前 に 進 も う と す る 点 で は ， セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス の 概 念

と 類 似 し て い る と 考 え ら れ る ． し か し ， ス ト レ ン グ ス が ， 人 間

が 本 来 持 つ ポ ジ テ ィ ブ な 側 面 で あ る の に 対 し ， セ ル フ ・ ト ラ ン

セ ン デ ン ス は ， あ ら ゆ る 人 間 に 備 わ っ て い る 本 質 で は あ る も の

の ， 生 命 を 脅 か す 状 態 や 人 生 を 変 え る よ う な 状 況 に 直 面 し た と

き に ， そ の こ と を 乗 り 越 え て い く 過 程 で 獲 得 し て い く 能 力 で あ

る点で違いが見られる．  

ス ピ リ チ ュ ア リ テ ィ は 多 様 性 を 持 つ 概 念 で あ り ， ① 人 間 存 在

の 根 源 性 に 関 わ る 概 念 で あ り ， す べ て の 人 が 有 す る も の で あ る ，

② 普 段 は 潜 在 化 し て い る が ， 人 生 の 危 機 に 直 面 し た と き に 顕 在

化 し ， 機 能 す る ， ③ 「 自 己 」「 他 者 や 環 境 」「 自 分 の 力 を 超 え る

大 き な も の 」 と の 関 係 性 を 有 し ， こ れ ら の 関 係 性 を 基 盤 （ よ り

ど こ ろ ） と し て ，「 生 き る 目 的 ・ 意 味 」「 死 や 苦 し み の 意 味 」 に

つ い て 探 求 す る ， ④ 宗 教 的 な 因 子 が 含 ま れ る が ， 宗 教 と は 区 別

さ れ る も の で あ る ， ⑤ ス ピ リ チ ュ ア リ テ ィ は ， 個 人 の 「 生 き る

力」となるものである，⑥ QOL と深い関係にあることがあげら

れ る （ 竹 田 ,2006）． こ の 内 容 か ら も ス ピ リ チ ュ ア リ テ ィ と セ ル

フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス の 概 念 の 相 互 関 係 性 と 類 似 性 が 伺 え る ．

Reed（ 2014）は，スピリチュアリティをセルフ・トランセンデ

ンスの基本的な特性とし，健康や Wel l -be ing にとって重要であ

り ， 自 己 内 に 気 づ き ， 自 己 を 超 え る 存 在 ， 自 然 ， 周 囲 の 人 々 ，

ま た は 自 分 自 身 を 超 越 す る 次 元 や 目 的 と の つ な が り を 感 じ る 感

覚としている． Hasse（ 1992）や Teixe ira（ 2008）は， 2 つの概

念は困惑するとしながらも， sp ir i tual  p erspect i ve を，セルフ・

ト ラ ン セ ン デ ン ス を 促 進 す る 概 念 と し て 論 じ て い る ． 分 析 過 程

に お い て Hasse（ 1992） が 述 べ て い る よ う に 「 sp ir i tual  per-

spect ive」がセルフ・トランセンデンスの先行要件として存在し

て い る 可 能 性 も 考 え ら れ た ． し か し ， 本 研 究 で は ， 先 行 要 件 で

は な く ， 本 来 私 た ち が 有 し て い る ス ピ リ チ ュ ア リ テ ィ が ， 人 生

の 危 機 に 直 面 し た と き に 顕 在 化 し ， 機 能 す る こ と に よ り ， セ ル

フ・トランセンデンスが促進される mediators として機能する概

念であると位置づけた．  

 

4． HB OC である乳がん女性への概念活用の有用性  

こ の 概 念 の 前 提 条 件 は ， 脆 弱 性 （ aging， 発 達 上 避 け ら れ な

い出来事，生命を脅かす体験）が，現在までの研究で明らかに
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されている．がん看護学領域の研究では，疾患では乳がん，前

立腺がん，血液がんの患者を対象とした研究が見られる．この

概念が，「人間の特性として，あらゆる人間に備わっている本質

である」ことから，進行がん， end  o f  l i fe における対象者だけ

でなく，がんと診断された対象など，幅広い対象に少しずつ研

究が進んでいる．しかし，日本では，がん患者を対象にしたセ

ルフ・トランセンデンスに関する研究はなかった．この研究で

対象とする HBOC である乳がん女性は，複雑な意思決定の場面

や乳がんであることに加えて遺伝的リスクがあるということに

対する様々な逆境に直面することが考えられる．セルフ・トラ

ンセンデンスは，個人を変えることができ，苦痛や疾患を乗り

越えることができる能力として， wel l -be ing に関係があると明

ら か に さ れ て い る こ と か ら ， HBOC で あ る 乳 が ん 女 性 の セ ル

フ・トランセンデンスを明らかにすることは，研究として意義

があると考える．  

 

Ⅴ．研究の枠組み  

本研究では，  HBOC である乳がん女性のセルフ・トランセンデ

ン ス は ど の よ う な も の で あ る の か を 明 ら か に す る こ と を 研 究 目 的

と す る ． 本 研 究 で は ， 研 究 対 象 に 関 す る 理 論 的 パ ー ス ペ ク テ ィ ブ

は， Reed の se l f - t ranscendence 理論を用いる（ Reed ,2014）．また，

研 究 方 法 論 に 関 す る 理 論 的 パ ー ス ペ ク テ ィ ブ は ， シ ン ボ リ ッ ク 相

互作用論を理論的基盤として研究枠組みを考えた．   

セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス と は ， l i fe - l imit ing - i l lness（ 生 命 を

脅 か す 病 気 ） や 人 生 が 変 わ る 事 象 に 直 面 し た と き に ， そ の こ と を

乗 り 越 え て い く 過 程 で ， 自 己 お よ び 環 境 と の 相 互 作 用 の 中 で ， 自

己 の 生 き る 意 味 や 目 的 ， 自 己 価 値 を 見 出 し ， 自 己 や 他 者 へ の 意 識

を 拡 張 し て い く 能 力 で あ る ． こ の 概 念 は ， 人 間 は ， オ ー プ ン シ ス

テ ム と し て 生 涯 に わ た り 成 長 発 達 を 続 け ， 他 者 そ し て 環 境 と の 相

互関係において，変化し続ける存在であるという Reed の考え方に

基づいている．また， Reed は， wel l -be ing を se l f - transcendence

の ア ウ ト カ ム で あ る と 述 べ ， そ れ は ， 様 々 な 研 究 で 一 貫 し て 支 持

されている．そして， se l f - t ranscendence と wel l -be ing の関係は，

コ ー ピ ン グ プ ロ セ ス 以 上 の も の で あ り ， 決 し て 元 に 戻 ら な い ホ メ

オ ダ イ ナ ミ ッ ク ス の 原 理 で 現 在 の 状 況 を 乗 り 越 え て い く 能 力 と し

て， se l f - transcendence を用いている．遺伝的リスクがあると説明

を 受 け た 乳 が ん 女 性 は ， 多 発 ・ 多 重 性 や 若 年 性 の 発 症 ， 個 人 の み

な ら ず 世 代 を 超 え て 生 涯 に わ た り 長 期 の サ ー ベ イ ラ ン ス が 必 要 に

な る な ど ， l i fe - l imi t ing - i l lness（ 生 命 を 脅 か す 病 気 ） や 人 生 が 変
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わ る 事 象 に 直 面 す る 機 会 が 多 い ． そ の 中 で ， 複 雑 な パ タ ー ン を 描

き な が ら も 人 間 が 本 来 持 っ て い る 特 性 と し て ， 自 己 お よ び 環 境 と

の 相 互 作 用 の 中 で ， 自 己 の 生 き る 意 味 や 目 的 ， 自 己 価 値 を 見 出 し ，

自 己 や 他 者 へ の 意 識 を 拡 張 し な が ら 乗 り 越 え て い く 能 力 が 見 い 出

され， wel l -be ing へと向 かって いく と 考えら れる． 看護 師 は，診

断 ・ 治 療 期 の み な ら ず ， 生 涯 を 通 し て ， 遺 伝 的 リ ス ク が あ る と 説

明を受けた乳がん女性が wel l -be ing な状態へと向かっていけるた

めに， se l f - transcendence を促進していくような関わりが望まれる．

そのために，本研究では， HBOC であ る乳がん女性のセルフ・ト

ラ ン セ ン デ ン ス は ど の よ う な も の で あ る の か を 明 ら か に す る ．

Blumer（ 1969）は，人間はものごとが自分に対して持つ意味にの

っ と っ て ， そ の も の ご と に 対 し て 行 為 す る と い う こ と ， そ の も の

ご と の 意 味 は ， 個 人 が そ の 仲 間 と 一 緒 に 参 加 す る 社 会 的 相 互 作 用

か ら 導 き 出 さ れ ， 発 生 す る と い う こ と ， こ れ ら の 意 味 は ， 個 人 が ，

自 分 の 出 会 っ た も の ご と に 対 処 す る な か で ， そ の 個 人 が 用 い る 解

釈 の 過 程 に よ っ て あ つ か わ れ た り ， 修 正 さ れ た り す る と い う 象 徴

的相互作用論での 3 つの前提を述べている．本研究で明らかにする

現象は， HBOC で あると説明を受けた乳がん女性が自己および環

境 と の 相 互 作 用 の 中 で 自 己 の 境 界 （ 限 界 ） を 超 え た 能 力 を 見 い だ

し て い く も の で あ り ， ま さ に こ の 前 提 と 一 致 す る ． 従 っ て ， シ ン

ボリック相互作用論を理論的基盤として用いることとする．  

セルフ・トランセンデンスは，日本語では，「自己超越」，「自己

超 越 性 」 と い う 意 味 を 持 つ ． 実 際 に こ の 言 葉 で 研 究 し て い る 論 文

も 見 ら れ る が ， 宗 教 や 神 秘 主 義 の 文 脈 で 語 ら れ て き た 背 景 や

Maslow（ 1964）の超越的自己実現などの精神的成長の極致である

意味が含まれており，本研究で Reed らが述べている「人間の特性

と し て ， あ ら ゆ る 人 間 に 備 わ っ て い る 本 質 で あ る 」 と い う 意 味 を

くみ取りにくいと考える．本研究では， Reed  の理論を基盤として

いること，日本ではあまり日常使われない言葉であるため，「セル

フ・トランセンデンス」として用いる．  

 

Ⅵ． Research  Ques t ion  

HBOC である乳 が ん女性のセルフ ・ト ランセンデンス とは ，ど

のようなものであるか．  

 

Ⅶ．用語の定義  

1．セルフ・トランセンデンス：日常の生活の中でも起こり得る

が ， 人 が 生 命 を 脅 か す 体 験 や 人 生 を 変 え る よ う な 出 来 事 に 直 面

し た と き に ， 自 身 や 環 境 と の 相 互 作 用 の 中 で ， 内 的 ・ 外 的 境 界
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を 拡 張 し な が ら 今 を 生 き る 意 味 や 新 た な 見 地 を 見 出 し て い く 能

力である．セルフ・トランセンデンスは以下 5 つの側面を持つ．  

1）【内的境界の拡張】：内省的または自然に自己理解を深めたり，

新たな自分を発見したりするなど個人内に深く意識を向けるこ

とを表す．  

2）【外的境界の拡張】：孤立した個人性から利他的に個人外に深

く意識を向けることで外的環境との繋がりを，時空を超えて感

じるようになることを表す．  

3）【相互作用】：支えてくれる他者に感謝しながら，他者と相互

に成長しあう関係性を認識することを表す．  

4）【新たな見地】：今までの生きてきた過程で大事にしてきた信

念や価値を見直し，より広い新たな視点や観点に気づくことを

表す．  

5）【時間の統合】：過去の経験と未来の希望を用いて，現在を受

け入れ，生き方を積極的に考え，行動することを表す．  

 

 2． HB OC である乳がん女性： BRCA1 遺伝子または BRCA2 遺伝

子 の 生 殖 細 胞 系 列 の 病 的 な 変 異 を 有 し て い る 乳 が ん を 発 症 し て

お り ， そ の こ と に 対 し て 遺 伝 カ ウ ン セ リ ン グ に よ っ て 説 明 を 受

けている女性を表す．   
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第 3 章  研究の方法と対象  

 

Ⅰ．研究デザイン  

本研究では， HBOC である乳がん女 性のセルフ・ト ラン センデ

ン ス は ど の よ う な も の で あ る か を 明 ら か に す る こ と を 研 究 目 的 と

す る ． 従 っ て ， 分 析 方 法 は グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー ・ ア プ ロ ー

チ（ grounded  theory  approach：以下 GTA とする）を用いて分析

していく．  

GTA は，データを基にして（ここから grounded  と名付けられ

て い る ） 分 析 を 進 め ， 単 な る デ ー タ の 要 約 に と ど ま ら ず ， デ ー タ

の 中 に 出 て き た 現 象 が ど の よ う な メ カ ニ ズ ム で 生 じ て い る の か を

示す「理論」を産出しようとする研究法である（ここから theory  

と名付けられている）． GTA における「理論」は，概念同士の関係

を文章であらわしたストーリーラインであることから， GTA はデ

ー タ か ら 概 念 を 抽 出 し ， 概 念 同 士 を 関 連 づ け よ う と す る 方 法 だ と

いいかえることもできる（戈木クレイグヒル滋子 ,2014）． GTA が

適 し て い る 研 究 に つ い て は ， ヒ ュ ー マ ン サ ー ビ ス 領 域 が 挙 げ ら れ

る ． そ こ で は ， 人 間 の 社 会 相 互 作 用 と し て サ ー ビ ス が 提 供 さ れ る

と と も に ， 現 実 に 問 題 と な っ て い る こ と が 何 で あ る か と い う こ と

が 分 か り や す く ， そ の 解 決 に ， 実 践 的 に 研 究 結 果 を 戻 し て い く と

い う こ と が 可 能 で あ る し ， 期 待 も さ れ て い る ． ま た ， 研 究 対 象 と

し て い る 現 象 が プ ロ セ ス 的 な 特 徴 を 持 っ て い る 場 合 に 適 し て い る

（木下 ,2007）．  

本研究 で用 いる 概念 である セル フ・ トラ ンセン デン スは ， Reed  

の 尺 度 を 用 い て ， 主 に 海 外 で 量 的 な 研 究 を 蓄 積 し て い る 段 階 で あ

る ． ま た ， が ん 看 護 学 領 域 で も 研 究 が い く つ か 継 続 さ れ て い る ．

し か し ， 遺 伝 性 が ん 患 者 を 対 象 と し た 研 究 は 皆 無 で あ り ， 日 本 で

Reed の理論に基づいて研究を行っているのは Hoshi（ 2008）の研

究のみである．本研 究では， HBOC で あると説明を受けた 乳がん

女 性 が ， 自 己 お よ び 環 境 と の 相 互 作 用 の 中 で ， 自 己 の 生 き る 意 味

や 目 的 ， 自 己 価 値 を 見 出 し ， 自 己 や 他 者 へ の 意 識 を 拡 張 し て い く

能 力 と は ど の よ う な も の で あ る か を 明 ら か に し て い く ． 従 っ て 本

研究で明らかにする 現象は， HBOC で あると説明を受けた 乳がん

女 性 と 取 り 巻 く 環 境 と の 相 互 作 用 の 中 で 見 い だ す 能 力 と 捉 え る こ

とが可能である．ま た， HBOC である と説明を受けた乳が ん女性

に 関 す る 研 究 も 日 本 で は ま だ ま だ 不 十 分 で あ り ， 今 回 の 研 究 で 分

析 し た 結 果 を 将 来 的 に は 実 践 的 に 活 用 で き る 支 援 モ デ ル と し て 構

築していくことを目標にしている．以上より， GTA という研究デ

ザインを用いて分析していくことは研究の目的と一致している．  
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Ⅱ．研究対象者  

1．対象者の選定  

HBOC である乳がん女性で以下の条件をすべて満たす人 15 名    

程度とした．  

  1）病名， HBOC であることを伝えられている人  

  2） HBOC に関するプレカウンセリング，または遺伝カウンセ

リングにより， HB OC について説明を受けている人  

  3）初期治療が終了している人  

  4）精神疾患などの認知機能の影響を及ぼす疾患や精神症状，

言語障害がなく，研究へ参加決定を表明した人  

  こ れ ら の 条 件 を 設 定 し た 理 由 は ， 1 ） 2 ） に 関 し て は ， セ ル

フ・トランセンデンスが l i fe - l imi t ing - i l lness（生命を脅かす病

気）や人生が変わる事象に直面したときに，そのことを乗り越え

ていく過程で見いだす能力であるため， HBOC であると説明を受

けたことは，乳がん女性にとって，どのような印象であるかはそ

れぞれに違いはあったとしても，そのことを介して変化がある状

況 で な け れ ば 自 覚 し に く い 概 念 で あ る た め ， 1） 2） を 設 定 し た ．

遺伝学的検査の実施に関しては，現在倫理的問題を多く含むこと，

また対象者が少ない現状があること，遺伝学的検査の実施の有無

がセルフ・トランセンデンスにどのように影響するのかはまだ分

からないため年齢制限，疾患病期，再発の有無は問わず，広く対

象を選定した．但し，データ収集，分析を行いながら，対象やデ

ータの偏りがないように対象を選定していく．  

  3）に関しては，治療開始前や，治療を行っている時期では，

困難な体験が今の状況になる可能性が高いため，初期治療が終了

し，対象者がある程度安定している状態での結果を出したいと考

えた設定した．  

  4）に関しては，語ってもらう段階で，セルフ・トランセンデ

ンスのレベルに違いはあったとしても，自分の変化を語れる状況

にある人を対象とする必要があると考え，設定した．  

  本 研 究 で 女 性 に 限 定 し た の は ， セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス が

先行文献で女性に高く出る傾向があることが判明し，男女ではセ

ルフ・トランセンデンスにも違いがあると判断したからである．  

 

2．対象者へのアクセス  

  今 回 の 研 究 で は ， 施 設 間 の 違 い が 結 果 に 大 き く 影 響 す る 可 能

性がある．今回は，県内の乳がん診療ネットワークを構築し，連

携と強化を図っている都道府県がん診療拠点病院，また県が運営

しているがん相談センター，病院が運営している乳がんサロン，
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HBOC の当事者会の計 4 か所で研究協力者を募る．  

  病 院 で は ， 病 院 の 倫 理 審 査 を 受 け ， 主 治 医 か ら 外 来 通 院 中 の

対象者を紹介してもらう．紹介を受けた研究対象者には，文書と

口頭で研究の概要や倫理的配慮について説明し，その上で研究参

加の意思を確認する．  

  乳 が ん 患 者 会 ， 当 事 者 会 で は ， そ れ ぞ れ 運 営 し て い る 責 任 者

に研究協力の依頼を行い，その後，研究協力者を紹介してもらう．

紹介を受けた研究対象者には，文書と口頭で研究の概要や倫理的

配慮について説明し，その上で研究参加の意思を確認する．  

 

Ⅲ．データ収集方法  

1．  データ収集方法：半構成インタビューガイドに基づく面接調

査法  

 

2．  データ収集期間：平成 29 年 1 月～平成 31 年 5 月  

 

3．  データ収集の手順  

  1）インタビューガイドの作成  

   概念分析結果（青木他 ,2018）に基づいて作成した研究の枠

組みに基づき，インタビューガイドを作成する．    

（ 1）対象者の基礎的情報（年齢，結婚の有無，職業，子ども

の 有 無 ， 妊 娠 ・ 出 産 の 希 望 ， 乳 が ん と 診 断 さ れ た 年 齢 ， 病

期，治 療経 過， 遺伝 カウン セリ ング の有 無， HBOC 検 査の

有無，再発・転移の有無）  

（ 2）半構成インタビューガイド  

   内容は，遺伝的リスクがあると説明を受けたときの印象と

その変化，困難な体験に直面したとき，どのように向き合い，

乗り越えてきたのか，その体験を通して自己の生きる意味や

目的，自己価値の変化はどのようなものだったのか，また，

他者（家系員，医療者など）はどのような影響があったのか，

自己や他者への意識が拡張した感覚をどのように受け止めて

いるのかなど  

 

  2）プレテスト  

   作 成 し た イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド を 用 い て プ レ テ ス ト を 実 施 し ，

インタビューガイドの洗練化を行う．  

 

  3）本調査  

倫 理 委 員 会 の 承 認 後 ， デ ー タ 収 集 を 開 始 す る ． デ ー タ 収 集
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は ， 同 意 が 得 ら れ た 研 究 参 加 者 に 対 し ， 半 構 成 イ ン タ ビ ュ ー

ガイドに基づく面接調査法を実施する．  

研 究 参 加 者 に は ， 外 来 受 診 時 ， サ ロ ン の 参 加 日 な ど ， 本 人

の希望する日時を決定し，原則 1 回の面接実施とする．データ

分 析 後 ， 確 認 や 補 足 が 必 要 な 場 合 は ， 本 人 の 了 承 を 得 て か ら

追 加 の 面 接 を 実 施 す る ． 面 接 時 間 は ， 本 人 の 体 調 を 考 慮 し な

がら， 45 分～ 60 分以内となるように留意する．面接場所はプ

ラ イ バ シ ー が 保 て る 場 所 を 確 保 す る ． 面 接 で は ， 遺 伝 的 リ ス

ク が あ る と 説 明 を 受 け た と き の 印 象 ， 乳 が ん の 診 断 ・ 治 療 経

過 ， 遺 伝 的 リ ス ク が あ る こ と に 関 連 し た 困 難 な ど を 想 起 し て

も ら い な が ら ， 自 己 お よ び 環 境 と の 相 互 作 用 の 中 で ， 自 己 の

生 き る 意 味 や 目 的 ， 自 己 価 値 は ど の よ う に 変 化 し た の か ， ま

た ， 他 者 （ 家 系 員 ， 医 療 者 な ど ） は ど の よ う に 影 響 し た の か ，

自 己 や 他 者 へ の 意 識 が 拡 張 し た 感 覚 を ど の よ う に 受 け 止 め て

いるのかなどを自由に語ってもらう．内容は，許可を得て IC

レ コ ー ダ ー に 録 音 す る ． 面 接 時 の 様 子 は ， フ ィ ー ル ド ノ ー ト

に記載し，分析の参考にする．  

デ ー タ 収 集 は ， 収 集 と 分 析 を 並 行 し て 進 め ， イ ン タ ビ ュ ー

ガイドの洗練化をしながら進めていく．  

 

Ⅳ．データ分析方法  

1．分析方法の選択  

  本研究で用いる GTA は， 1964 年に「データ対話型理論の発

見」（ Glaser  & Strauss ,1967）の中で初めて紹介された質的研究

法である．現在では，①オリジナル版，②  S trauss・ Corbin  版，

③ Glaser  版，④修正版（ M-GTA），  ⑤戈木クレイグヒル版，⑥

社会構成主義版（ C GTA）の 6 つに分類されるまでに多様化して

い る （ 山 本 ,2014）． 今 回 の 研 究 で は ， 木 下 が 提 唱 し て い る 修 正

版 グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー ・ ア プ ロ ー チ を 用 い て 分 析 を 行 う ．

修 正 版 グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー ・ ア プ ロ ー チ が 協 調 す る の は ，

切 片 化 の 方 向 で の 厳 密 さ の 重 視 で は な く ， 研 究 者 の 問 題 意 識 に

忠 実 に ， デ ー タ を コ ン テ キ ス ト で み て い き ， そ こ に 反 映 さ れ て

い る 人 間 の 認 識 や 行 為 ， そ し て そ れ に 関 わ る 要 因 や 条 件 な ど を

て い ね い に 検 討 し て い く 方 法 で あ る （ 木 下 ,2007）． こ れ は ， 本

研究において， HBOC である乳がん女 性を分析焦点者として，

セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス は ど の よ う な も の で あ る の か を デ ー

タ を 切 片 化 せ ず に 環 境 と の 相 互 作 用 が ど の よ う に 影 響 し て い る

の か を 検 討 し な が ら 分 析 し て い く 方 法 と し て 妥 当 で あ る と 考 え

る ． ま た ， 木 下 が ， 提 示 さ れ た 研 究 結 果 は 実 践 の 場 で 応 用 さ れ ，
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評 価 さ れ る も の で あ る こ と も 協 調 し て い る ． 従 っ て こ の 研 究 方

法 を 用 い る こ と で ， デ ー タ の 深 い 解 釈 か ら 生 成 し た 概 念 を 継 続

的 に 比 較 検 討 し て い く こ と で 詳 細 に 限 定 領 域 の 現 象 を 捉 え る こ

とができると考える．   

 

2．分析プロセス  

分析焦点者「 HB OC である乳がん女性」，分析テーマ「分析焦点

者 の セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス は ど の よ う な も の で あ る か 」 と す

る．  

1）逐語録を何度も読み返し，分析テーマに関して内容が豊富に

表現されていた 1 事例を選択し，分析テーマに沿って着目した箇

所を抽出  

2）分析焦点者の視点に立ち，その意味を的確に表すように概念   

を定義し概念名を命名  

3）他の対象者のデータから，その概念に類似する箇所を具体例

として抽出し，分析ワークシートに追記  

4） 1 例目のデータから考えられる概念生成の終了後， 2 事例目以

降 の 分 析 を 同 様 に 繰 り 返 す ． 類 似 す る 具 体 例 が 出 尽 く し た 時 点

を概念生成における理論的飽和とする．  

5）概念生成と同時並行的に概念相互の関係や複数の概念の関係

で 構 成 さ れ る カ テ ゴ リ ー 間 の 関 連 を 推 測 的 ， 包 括 的 に 思 考 す る

（理論的サンプリングと継続的比較分析）．  

6）概念間の関係の生成を理論的飽和と判断し，分析結果と概要

をストーリーラインとしてまとめ結果図を作成する．  

 

Ⅴ．真実性の確保  

 イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド の 作 成 に あ た っ て は ， 理 論 的 基 盤 を も と に ，

質 問 項 目 が 適 切 で あ る か 研 究 課 題 ， 質 的 研 究 の 専 門 家 の 助 言 ・ 指

導 を 貰 い な が ら ， 作 成 す る ． デ ー タ 収 集 に は 豊 か な デ ー タ を 収 集

するために， 30～ 45 分の時間を要すること，不足データに関して

も後日 2 回目のデータ収集を行うことを事前に説明しておく．でき

る だ け 研 究 対 象 者 に 自 由 に 語 っ て も ら う よ う に す る た め ， リ ラ ッ

ク ス で き る 環 境 づ く り を 行 う ． ま た イ ン タ ビ ュ ー に 関 し て も ， ど

の よ う な 質 問 や 態 度 が 自 由 に 語 れ る 環 境 を 作 れ る の か 研 究 者 自 身

も事前に訓練を行う．  

 デ ー タ 収 集 の 際 に は ， 現 象 を 正 確 に あ り の ま ま に 収 集 す る た め ，

許 可 を 得 て 録 音 す る ． そ の と き に 研 究 参 加 者 の 様 子 も 合 わ せ て フ

ィ ー ル ド ノ ー ト に 記 載 し ， 分 析 対 象 と す る ． デ ー タ 分 析 に 関 し て

は ， 指 導 教 員 の ス ー パ ー バ イ ズ を 定 期 的 に 受 け な が ら 妥 当 性 の 確
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保に努める．  

 

Ⅵ．倫理的配慮  

1．個人情報保護の方法  

論 文 作 成 に お い て ， 個 人 が 特 定 さ れ る よ う な 扱 い は し な い ．

イ ン タ ビ ュ ー 内 容 は 研 究 目 的 以 外 に 使 用 し な い こ と を 説 明 す る ．

逐 語 録 は 個 人 情 報 が 漏 れ な い よ う に す る ． 個 人 情 報 を 保 護 す る

た め ， 研 究 対 象 者 に 識 別 番 号 を 用 い て 匿 名 化 を 行 い ， デ ー タ な

ど の 取 り 扱 い に 際 し て は ， こ の 識 別 番 号 を 使 用 す る ． ま た ， 遺

伝 情 報 に 関 し て 本 人 が 語 っ た 場 合 ， 家 系 員 の 状 況 も デ ー タ と し

て 収 集 す る 可 能 性 も あ り ， 個 人 情 報 が 漏 れ な い よ う に 細 心 の 注

意を払う．  

 

2．インフォームド・コンセントの方法  

説 明 文 書 を 示 し ， 研 究 参 加 者 に 研 究 目 的 と 意 義 及 び ， イ ン タ

ビ ュ ー の 時 間 ， 場 所 ， 内 容 な ど 具 体 的 な 参 加 の 方 法 ， ど の よ う

に 参 加 者 の 安 全 ・ 安 楽 と 権 利 を 守 る の か ， そ の 方 策 ， 個 人 を 特

定 で き な い よ う に す る 配 慮 を 伝 え る ． 同 意 書 に は 文 書 に 示 し た

通 り 説 明 し た こ と を 確 認 し ， 研 究 者 が サ イ ン す る ． 続 い て 研 究

参 加 に 同 意 が 得 ら れ た 場 合 ， 同 意 書 に サ イ ン を も ら う ． 研 究 が

始 ま っ て か ら で も 参 加 を 取 り や め る こ と が で き る 権 利 を 保 障 す

る こ と ， ま た ， そ の こ と で 不 利 益 が 被 る こ と は な い こ と を 説 明

す る ． 特 に 医 師 か ら 紹 介 を 受 け る 場 合 は ， 強 制 力 が 働 か な い よ

う に 配 慮 す る ． ま た ， 断 っ た 場 合 も 不 利 益 を 被 る こ と は な い こ

とを説明する．  

 

3．インタビュー時の配慮  

イ ン タ ビ ュ ー を す る 際 に は ， 研 究 者 と 研 究 参 加 者 の み で 個 室

に て イ ン タ ビ ュ ー を 行 い ， 内 容 が 外 部 に 漏 れ な い よ う に 配 慮 す

る ． イ ン タ ビ ュ ー 途 中 で も ， 研 究 参 加 者 が 参 加 を 取 り や め た い

と の 申 し 出 が あ れ ば ， 速 や か に 中 止 す る ． 研 究 者 の 知 識 や 価 値

観 を 押 し 付 け る よ う な 行 為 や ， 私 見 を 挟 ま な い よ う に す る ． イ

ン タ ビ ュ ー が 進 行 し ， デ リ ケ ー ト な 部 分 に 焦 点 化 し て 深 く 問 い

か け て い く と き は ， ど の よ う な 聴 き 方 が 適 切 で あ る か ， 質 問 の

許 容 範 囲 は ど こ で ま で か ， 判 断 し な が ら 聞 い て い く ． イ ン タ ビ

ュ ー 時 間 は 説 明 し て お く が ， イ ン タ ビ ュ ー 開 始 後 の 研 究 参 加 者

の体調を確認しながら実施する．また，今回は HBOC である乳

が ん 女 性 を 対 象 と し て お り ， 語 り な が ら 思 い 出 し た く な い こ と ，

話 し た く な い こ と に 触 れ る 可 能 性 も あ る ． そ の た め ， 表 情 や 心
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情の揺れに十分注意を払いながら，面接を進めていく．  

 

4．研究成果の発表  

研 究 参 加 者 に 論 文 ・ 学 会 で 公 表 す る こ と の 承 諾 を 得 る ． そ の

際は，個人が特定できないように記載することを説明する．  

 

5．研究中・研究終了後のデータの取り扱いについて  

研 究 中 は ， 研 究 者 が 鍵 の つ い た ロ ッ カ ー に デ ー タ を 保 管 し ，

外部に漏れないようにする．また，電子データは USB に保存す

る ． 論 文 制 作 後 ， 紙 デ ー タ は シ ュ レ ッ ダ ー に か け ， イ ン タ ビ ュ

ー 内 容 を 録 音 し た デ ー タ ， 個 人 情 報 が 特 定 で き る 電 子 デ ー タ に

ついては研究者の責任において全て処分する．  
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第 4 章  結果  

 

Ⅰ．対象者の概要  

本研究の対象者 は， 遺伝学検査の結 果， HBOC と判定さ れ た乳

がん女性 13 名であった． 9 名までの分析を終え，その後， 4 名の分

析 を 行 い ， デ ー タ か ら 類 似 す る 概 念 の 具 体 例 が 出 尽 く し た こ と ，

概 念 間 の 関 係 の 生 成 が そ れ 以 上 見 ら れ な く な っ た こ と を 確 認 し ，

最終 13 名の分析をもって理論的飽和とした．対象者の概要は表１

に示す．  

表 1 対象者の概要  

 

 

 

Ⅱ． HBOC である乳がん女性のセルフ・トランセンデンス  

本研究の結果から，生成された概念は 53 概念，うち 49 概念から

16 サブカテゴリーが生成され，残り 4 概念はサブカテゴリーと同

等の説明力を持つ概念であった．さらに，これら 16 サブカテゴリ

ーおよびサブカテゴリーと同等の説明力を持つ 4 概念を包括する

【生き続けるための最善の方略を模索しながら，自己内対峙する】，

【 脈 々 と 継 承 さ れ る 血 縁 の 繋 が り を 自 覚 す る 】，【 当 事 者 と し て 利

他 的 に な る 】，【 支 え ， 支 え 合 う 存 在 が 在 る こ と を 認 識 す る 】，
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【 HBOC に対する見解の多様性を受け入れる】，【囚われて いた観

念から脱皮し，「 HB OC」と共生する】，【未来を惟い，今を生き抜

く】の 7 カテゴリーを最終的に生成した．まず，カテゴリー間の関

係 性 を 文 章 化 し た ス ト ー リ ー ラ イ ン と そ れ を 図 式 化 し た 結 果 図 を

示す（図 2）．その後，カテゴリーごとに HBOC である乳がん女性

のセルフ ･トランセンデンスについての詳細を説明する．  

以 下 ， カ テ ゴ リ ー （【  】 で 表 示 ）， サ ブ カ テ ゴ リ ー （ ≪  ≫ で

表 示 ）， サ ブ カ テ ゴ リ ー と 同 程 度 の 説 明 力 を 持 つ 概 念 （『  』 で 表

示），概念（＜  ＞で表示），対象者の語りは（「  」斜体で表示）

で示す．（  ）は文脈を明確にするために研究者が補った． 語りの

最後の（ No  ）内の表記は，対象者の ケース番号と対応し ている．

語りの中の・・・（中略）・・・は中略を示す．  

 

1 .ストーリーライン  

HBOC である乳 が ん女性のセルフ ・ト ランセンデンス とし て，

まず，【生き続けるために最善の方略を模索しながら，自己内対

峙する】，【脈々と継承される血縁の繋がりを自覚する】の 2 つの

能力が見いだされる．  

HBOC である乳がん女性は， HBOC の検査，治療決定，リスク

低 減 手 術 ， 挙 児 の 諦 め の 決 定 な ど 様 々 な 煩 悶 と す る 選 択 を 余 儀

な く さ れ る ． そ の 過 程 で ， 生 き 続 け る こ と を 諦 め ず に 最 善 の 方

略 を 模 索 し な が ら ， 自 己 の 内 部 で 起 こ っ て い る 様 々 な 感 情 の ゆ

ら ぎ を 客 観 視 し ， 新 た な 自 己 を 見 い だ す と い う 【 生 き 続 け る た

め に 最 善 の 方 略 を 模 索 し な が ら ， 自 己 内 対 峙 す る 】 能 力 が 見 い

だされる．  

また，自分が HBOC であることは，自分のことだけに留まる

こ と で は な く ， 血 縁 者 に も そ の 可 能 性 が あ る と い う こ と を 示 し

ている．この客観的事実は，≪ BRCA 遺伝子変異を継承すること

に よ る 罪 責 感 を 感 じ る ≫ 能 力 を 高 め る 一 方 で ， ≪ 先 祖 か ら 子 々

孫々と受け継がれる血縁の繋がりを感じる≫能力を高め， HBOC

である乳がん女性は，【脈々と継承される血縁の繋がりを自覚す

る】能力を見いだしていく．  

こ の 【 生 き 続 け る た め に 最 善 の 方 略 を 模 索 し な が ら ， 自 己 内

対 峙 す る 】 と 【 脈 々 と 継 承 さ れ る 血 縁 の 繋 が り を 自 覚 す る 】 が ，

相互に影響しあうことによって，【当事者として利他的になる】

能力は推進される．  

【 当 事 者 と し て 利 他 的 に な る 】 は ， 自 分 に は 当 事 者 と し て ，

果 た す べ き 責 任 と 使 命 が あ る と 自 覚 し ， 自 分 の 経 験 は 自 分 の た

め だ け で は な く ， 血 縁 者 や 当 事 者 の た め に 活 か し て い き た い と
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考え，行動する能力 である．【当事者として利他的になる】 の根

底 に は ， ≪ 血 縁 者 に 対 し て 自 分 に は 果 た す べ き 責 任 と 使 命 が あ

ることを自覚す る ≫ や≪ HBOC であ る 自分の経験を通 して 社会

の 風 潮 を 変 化 さ せ た い と 思 考 す る ≫ 能 力 の 獲 得 が あ り ， ≪ 自 分

の経験には意義があり，その経験を血縁者や HBOC の当事者の

ために賦与する≫能力が推進される．  

【当事者 として 利他 的になる 】能力 の高 まりには ， HBOC で

ある乳がん女性が，自分一人で未だ希少な HBOC であることの

苦 悩 な 体 験 に 向 き 合 っ て い る の で は な い と い う 【 支 え ， 支 え 合

う存在が在ることを認識する】能力が大きく影響する．  

【当事者 として 利他 的になる 】 能力 が高 まってい く と HBOC

で あ る 乳 が ん 女 性 は ， 血 縁 者 や 当 事 者 な ど 様 々 な 人 た ち と 関 わ

り 合 う ． そ の 過 程 で 更 に 【 当 事 者 と し て 利 他 的 に な る 】 能 力 は

高まり，【 HBOC に対する見解の多様性を受け入れる】，【囚われ

ていた観念から脱皮し，「 HBOC」と共生する】，【未来を惟 い，

今を生き抜く】という以下 3 つの能力を推進する．  

HBOC である乳 が ん女性は， 様々 な人 たちと関わり合 う中 で，

HBOC であることは，社会的不利益ばかりではなく，『 HBOC で

あることを「アドバンテージである」と認識する』や『 BRCA 遺

伝 子 変 異 を 保 持 し て い る こ と は 特 別 な こ と で は な く ， 誰 し も 可

能性があると認 識す る』能力を高め てい く ．一方で， HBOC で

あ る こ と は 「 ア ド バ ン テ ー ジ で あ る 」 と 認 識 し て い て も ， 周 囲

の人たちが， HBOC であることを否 定的に捉えてい る場 合もあ

り，様々な人た ちを 関わり合うこと で， ≪ HBOC に対す る 見解

は 多 様 で あ る こ と を 理 解 す る ≫ 能 力 を 獲 得 し て い く ． こ の よ う

に ，【 当 事 者 と し て 利 他 的 に な る 】 能 力 が 高 ま る に 連 れ て ，

HBOC に対する 考 え方や価値判断 は人 により多様であ ると 認識

を 変 換 し ， 自 己 や 他 者 ， そ れ ぞ れ の 見 解 を 受 け 入 れ る と い う

【 HBOC に対す る 見解の多様性を 受け 入れる】能力は 推進 され

る．  

また， HB OC であ る乳がん 女性は ，様 々な人た ちと関 わり 合

う中で，≪ HB OC であることに囚 われ すぎず，夢や希 望を 持っ

て 自 分 の 人 生 を 生 き る ≫ 能 力 を 獲 得 す る ． 一 方 で ， ≪ 不 可 抗 的

に HBOC という存在に他律されながらも共存することを承認す

る≫自分を自覚する．このように，【当事者として利他的になる】

能力が高まるに 連れ て， HBOC であ る ことには抗えな いが ，そ

の こ と に 囚 わ れ す ぎ ず ， 適 度 な 距 離 感 を 保 ち な が ら ， 今 ま で の

観 念 を 脱 ぎ 捨 て て 自 分 の 人 生 を 生 き る と い う 【 囚 わ れ て い た 観

念から脱皮し，「 HBOC」と共生する】能力は推進される．  
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そ し て ，【 当 事 者 と し て 利 他 的 に な る 】 能 力 が 高 ま る に 連 れ

て ， ≪ 自 分 や 血 縁 者 の 未 来 を 思 い 描 き ， 今 を 生 き る 糧 と す る ≫

や≪未来の ｢死」を感じながらも， 1 日 1 日を大切に生きる≫能

力は顕在化する ． HBOC であることが 再発や死を意識 する もの

であるからこそ，「今」や「未来」の時間への価値が高まり， 自

分 や 血 縁 者 の 未 来 の 希 望 も 想 像 し な が ら ， 現 時 点 で で き る こ と

を 大 切 に し て 生 き 続 け る と い う 【 未 来 を 惟 い ， 今 を 生 き 抜 く 】

能力は推進される．  

【支え，支え合う存在が在ることを認識する】能力は，他の 6

つのカテゴリー，【生き続けるための最善の方略を模索しながら，

自己内対峙する】，【脈々と継承される血縁の繋がりを自覚する】，

【当事者として利他 的になる】，【 HBOC に対する見解の 多様性

を受け入れる】，【囚 われていた観念から脱皮し，「 HBOC」と共

生 す る 】，【 未 来 を 惟 い ， 今 を 生 き 抜 く 】 に 影 響 し ， そ れ ぞ れ の

能力を推進していく．
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（図 2）：HBOC である乳がん女性のセルフ・トランセンデンスの結果図 

時間 
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2．カテゴリーごとの説明  

次 に 【 生 き 続 け る た め の 最 善 の 方 略 を 模 索 し な が ら ， 自 己 内

対 峙 す る 】，【 脈 々 と 継 承 さ れ る 血 縁 の 繋 が り を 自 覚 す る 】，【 当

事 者 と し て 利 他 的 に な る 】，【 支 え ， 支 え 合 う 存 在 が 在 る こ と を

認識する】，【 HBOC に対する見解の多様性を受け入れる】，【囚

われていた観念から脱皮し，「 HBOC」と共生する】，【未来 を惟

い，今を生き抜く】の 7 つのカテゴリーごとに説明する．サブカ

テ ゴ リ ー ， ま た は サ ブ カ テ ゴ リ ー と 同 程 度 の 説 明 力 を 持 つ 概 念

と の 関 係 性 が 明 ら か に な っ た カ テ ゴ リ ー に つ い て は ， そ の 関 係

についても説明する．  

 

1）【生 き続け るため の最善 の方略 を模索 しなが ら，自 己内対 峙

する】  （表 2）  

 

  

   【 生 き 続 け る た め の 最 善 の 方 略 を 模 索 し な が ら ， 自 己 内 対

峙 す る 】 と は ， 生 き 続 け る た め の 方 略 を 模 索 す る 過 程 で 生 じ

る 様 々 な 感 情 の ゆ ら ぎ と 向 き 合 い ， 自 分 の 変 化 に 気 づ い た り ，

自 己 決 定 を 肯 定 し た り し な が ら ， 自 分 を 諦 め ず に 行 動 す る 能
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力である ．この カテ ゴリーは ， ≪ HBOC であるこ とにゆ れる

自 己 を 客 観 視 し ， 自 分 の 変 化 に 気 づ く ≫ ， ≪ 生 き 続 け る た め

に選択し た自己 決定 を肯定的 に受け 入れ る ≫，≪ HBOC や 乳

が ん に 興 味 ・ 関 心 を 持 ち ， が ん 発 症 予 防 や 早 期 発 見 ・ 早 期 治

療 の た め に 行 動 す る ≫ の 3 つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー と ，『 同 じ

HBOC であ っても 自分と他 者は違 うた め，辛い ことが あっ て

も 自 分 だ け で 解 決 す る 』 と い う サ ブ カ テ ゴ リ ー と 同 程 度 の 説

明力を持つ概念から成る．  

 

（ 1）≪ HBOC であることにゆれる自己を客観視し，自分の変化  

に気づく≫  

   ≪ HBOC で あることにゆれる自 己を客観視し，自分 の変化

に気づく ≫とは ， HBOC である ことに よって生 じる様 々な ゆ

ら ぎ と 向 き 合 い ， 客 観 視 す る こ と に よ っ て 自 分 の 思 考 や 感 情

の変化に気づく能力である．このサブカテゴリーは，＜ HBOC

であることにショックを受けている自分に気づく＞，＜ HBOC

で あ る こ と か ら 目 を 背 け て い た 自 分 に 気 づ く ＞ ， ＜ リ ス ク 低

減 手 術 の 選 択 に 揺 れ る 自 分 を 自 覚 す る ＞ ， ＜ リ ス ク 低 減 手 術

の選択に焦り自分を追い込んでいることに気づく＞，＜ HBOC

であることを生涯背負い続けていく不安を自覚する＞の 5 つの

概念から成る．  

 

   ＜ HBOC で あ る こ と に シ ョ ッ ク を 受 け て い る 自 分 に 気 づ

く＞とは，自分が HBOC であると診断を受けたときに HB OC

で あ る か も し れ な い と 想 像 し て い て も ， し て い な く て も シ ョ

ックを受けている自分に気づく能力である．  

    「 や っ ぱ り 自 分 は や っ ぱ り な ー ， や っ ぱ り な ー っ て 思 っ て ． お 姉

ち ゃ ん も 亡 く な っ て い る し ． や っ ぱ り な ー っ て ． あ っ ， や っ ぱ り 遺

伝 て あ る ん だ な っ て ． た だ 私 は 親 戚 と か に い っ ぱ い 乳 が ん が い る か

ら ， 主 人 の お 母 さ ん も 乳 が ん し て い る ん で す よ ． だ か ら な ん か こ う

乳 が ん が い っ ぱ い い る か ら 調 べ て み よ う っ て ． そ ん な に 考 え て 考 え

て 検 査 し た わ け で は な い け ど ， 結 果 知 っ た と き も や っ ぱ り 遺 伝 だ っ

た と お も っ て ． け ど ， ぽ ろ っ と 涙 が 出 ま し た ね ．（ N o . 3）」  

    「 結 果 を 聞 い た と き は や っ ぱ り シ ョ ッ ク で し た ね ． や っ ぱ り そ う

だ っ た の か っ て い う 気 持 ち ． う ー ー ん ． で し た ね ． う ん ， う ん ． 結

果 を 聞 い て シ ョ ッ ク で ．． ( N o . 7 )」  

    「 シ ョ ッ ク で し た ね ． 一 番 シ ョ ッ ク だ っ た の は ， 遺 伝 子 変 異 が あ

っ た こ と か な ． 自 分 の 中 で シ ョ ッ ク だ っ た の は ． そ の と き は 自 分 の

こ と だ け で し た ． そ の あ と は き ょ う だ い も 持 っ て い る か も し れ な い
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し ．． で も や っ ぱ り そ の と き は 自 分 が シ ョ ッ ク だ っ た で す ね ． 遺 伝 子

変 異 が な け れ ば 部 分 切 除 ， あ れ ば 全 摘 っ て 決 め て い た の で ， 全 摘 す

る ん だ ．． っ て い う 気 持 ち で し た ． そ の 辺 の シ ョ ッ ク が あ っ た か も し

れ な い で す ． 決 断 は し て い た け ど ， い ざ と な る と ．（ N o . 1 2）」  

 

＜ HBOC であ るこ とから 目を 背け てい た自分 に気 づく ＞と

は， HBOC につい て考える と辛く なる ため，忘 れたふ りや 見

な い ふ り を し て そ の こ と か ら 目 を 背 け て い た 自 分 に 気 づ く 能

力である．  

 「 う ー ん ， 情 緒 不 安 定 が 出 始 め て い て ， そ の と き に 自 分 を 見 つ め

直 し て 思 っ た の は ， な ん で す か ね ， 家 族 性 で あ る こ と を ど こ か 見 な

い ふ り を し て い た な っ て ． で も 自 分 は 大 丈 夫 だ っ て 忘 れ た ふ り ？ を

し て い た 自 分 に 気 づ い て ， 気 づ け て ， や っ ぱ り 頭 の 片 隅 に ず っ と あ

る ん で す よ ね ．（ N o . 9）」  

 「 今 は ネ ッ ト で ね ， 調 べ る こ と も で き る ん で す け ど ， そ れ は で き

な い ん で す よ ね ， 怖 く て ． 遺 伝 の こ と も 詳 し く 調 べ る と い う よ り ，

先 生 か ら お 聞 き し て 知 っ て い る 程 度 で す ． す ご い 衝 撃 で す ね ， こ う

い う 経 験 も な く ， テ レ ビ や 映 画 と か で 衝 撃 的 な 映 像 と か ， あ と ， そ

う い う 言 葉 と か も 怖 く て 全 然 見 れ な か っ た で す ， や っ と 安 心 と い う

か ， 安 心 と い う の も お か し い で す け ど ， な ん か ま ぁ 生 き て い る か な

っ て 思 っ た ら 日 常 の そ う い う こ と を 受 け 入 れ て き た ？ と い う 感 じ で

す ．（ N o . 8）」  

 

＜ リ ス ク 低 減 手 術 の 選 択 に 揺 れ る 自 分 を 自 覚 す る ＞ と は ，

未来の自分にとって後悔がない選択をしたいと願うが，「リス

ク 」 に 対 す る 予 防 的 切 除 の 選 択 に 悩 み ， 揺 れ 動 い て い る 心 情

を自覚する能力である．  

 「  う ー ん ， 今 は ま だ 踏 み 切 れ て い な い っ て い う か ・ ・ ・（ 中

略 ）・ ・ ・ B R C A 1 な の で よ り （ 気 を つ け な い と い け な い し ）， こ れ か

ら な ん で す よ ． も う ひ と つ の B R C A 2 の 方 は も う ち ょ っ と 後 の 後 半

に な り や す い の で ， い い ん で す け ど ． し か も 私 2 回 し て い る の で ，

た ぶ ん 危 険 性 は 確 実 に 他 の 方 よ り 高 い と 思 っ て い る ん で す け

ど ・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ パ ー ト ナ ー が い な い 今 ， 全 摘 し て 自 分 が 次 へ

踏 み 出 せ る の か ， パ ー ト ナ ー を 選 ぶ と き に ， こ ん な 私 で も い い と い

う 人 が で た と き に で も ， 飛 び 込 ん で い け る の か っ て い う と こ ろ で 自

信 が な い ん で す よ ね ． 全 部 無 く し て し ま っ た と き に 卵 巣 と か も と っ

た あ と に ， な ん で し ょ う ． 笑 顔 で い ら れ る の か ， 自 分 が （ R R S O を ）

踏 み 切 れ な い の は た ぶ ん そ こ な ん で す よ ね ． 女 性 と し て ．． っ て 多

分 子 供 を 産 ま な い の で あ れ ば ，（ 卵 巣 を ） と っ て し ま っ た ら 楽 に な
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る ん じ ゃ な い か っ て 思 う 自 分 も い る ん で す よ ． も う 産 ま な い っ て 決

め て い る の で あ れ ば ． な ん で す け ど ， と っ た あ と に 笑 顔 で 居 ら れ る

の か っ て 言 わ れ る と ， 難 し い で す ね ． だ け ど と っ た か ら と い っ て 私

胸 は 残 っ て い る の で ， が ん の 再 発 の 可 能 性 は い く ら で も 残 っ て い る

ん で す よ ね ． う ん ， っ て 考 え る と ，（ 卵 巣 を ） と っ て 笑 顔 が な く な

る く ら い な ら 今 の ま ま で も い い ん じ ゃ な い か な っ て ． 検 診 と か で も

卵 巣 は 見 つ か ら な い っ て い わ れ て い る の で ． 医 学 的 に は と る 以 外 の

方 法 は な い と ． す ご く 悩 ん で 卵 巣 ， と る し か な い の か な っ て ．． や

は り ， そ の 自 信 が ， と れ な い っ て い う の が ．（ N o . 9）」  

 「 卵 巣 が ん の ほ う が 心 配 で 予 後 が 悪 い っ て い う の も あ っ て ， え ー

っ と 去 年 に 卵 巣 の 予 防 的 切 除 を お 願 い し て 入 院 も し た ん で す け ど ，

そ の 日 の 夜 ， 婦 人 科 病 棟 に 入 院 し て い て ， 皆 が 赤 ち ゃ ん を 抱 い て い

る の を み た ら そ の と き ま だ ね ， ぎ り ぎ り 赤 ち ゃ ん を 産 め る 年 齢 で あ

っ た り し て の で ， 私 は も う 二 度 と あ ん な に 赤 ち ゃ ん を 抱 け な い ん だ

と 思 っ た ら 結 局 そ の 日 の 夜 ， 退 院 し ま す っ て 先 生 に ち ょ っ と 手 術 が

怖 く な っ た ん で っ て い っ た ら 皆 さ ん い い 先 生 ば か り で も う ち ょ っ と

考 え 直 す 時 間 が い り ま す ね っ て 申 し 訳 な か っ た け ど ， 入 院 し て い て

ね ， そ う ， 帰 っ た っ て い う の が あ っ て ． そ の と き ま で 自 分 で は や ろ

う っ て 決 め て た ん で す け ど ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ で も 卵 巣 は ね ．． ５

０ 歳 に な っ た ら と ろ う か な っ て ， も う 子 供 も で き な い し ． う ん う ん ．

子 供 を 産 め る 臓 器 で あ る こ と と ， 更 年 期 ， 閉 経 は 何 に も 怖 く な か っ

た ん で す よ ． 先 生 が 乳 が ん の こ と 考 え た ら ホ ル モ ン 補 充 は し な い ほ

う が い い け ど ， 幸 い ト リ ネ ガ だ っ た か ら ， ち ょ っ と 補 充 し て も い い

ん じ ゃ な い か っ て 話 し て も ら っ て い た か ら ， ホ ル モ ン が な く な る と

か そ う い う の は ね ， お 母 さ ん た ち が 赤 ち ゃ ん を 抱 っ こ し て い る 幸 せ

そ う な 顔 が ね ， 耐 え れ な く な っ て き て ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 卵 巣 だ

け な ら ま だ な ん か 考 え た か も し れ な い で す け ど ． も う 子 宮 も と っ ち

ゃ っ た ら 検 診 う け な く て い い ん だ っ て 思 っ た ら 女 性 っ て い う と こ ろ

に ね ． 選 べ な か っ た で す ．（ N o . 1 0）」  

 

   ＜ リ ス ク 低 減 手 術 の 選 択 に 焦 り 自 分 を 追 い 込 ん で い る こ と

に 気 づ く ＞ と は ， 先 を 見 越 し ， 生 き る た め に は 予 防 的 切 除 を

し な け れ ば な ら な い と 焦 っ て い る こ と を 他 者 か ら 指 摘 し て 貰

い ， そ の こ と が 自 分 を 追 い 込 ん で い た こ と に 気 づ く 能 力 で あ

る．  

    「 自 分 が 卵 巣 も （ 予 防 的 に ） と り た い と 言 っ て い る こ と に 対 し て ，

（ 看 護 師 に ） と ら な い と い け な い と 自 分 を 追 い 込 ん で い る ん じ ゃ な

い で す か っ て 言 わ れ て ． 胸 は 全 部 と る っ て 決 め て ， 卵 巣 も と る っ て

話 を し た と き に （ 涙 ）． 看 護 師 さ ん に 自 分 を 追 い 込 ん で い る っ て い
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う 風 に み え る っ て 言 わ れ て （ 涙 ）． そ う 言 わ れ て ， ち ょ っ と お い て

お こ う と 思 い ま し た ． 治 療 中 は し ん ど い と き は い ろ い ろ 考 え る ん で

す よ ． や っ と き ゃ な き ゃ ， や っ と き ゃ な き ゃ っ て ． と れ る も の な ら

と っ て お か な く っ ち ゃ っ て ． 自 分 で 自 分 を 追 い 込 ん で い た 感 じ が し

ま す ね ． で も そ れ を 自 分 で 追 い 込 ん で い る よ う に 見 え る っ て 言 わ れ

た と き に ， あ っ ， そ う か も し れ な い っ て 思 い ま し た ． 看 護 師 さ ん か

ら の 声 か け っ て す ご く あ り が た い で す ね ． 時 間 を お い た き っ か け は ，

看 護 師 さ ん の 声 か け が き っ か け だ っ た か ， そ の 分 気 持 ち が 楽 に な っ

た 気 が し ま す ． そ の と き に し て し ま わ ず ，（ 時 間 を ） あ け て よ か っ

た か も し れ ま せ ん ．（ N o . 1 2）」  

 

   ＜ HBOC で あることを生涯背負 い続けていく不安を 自覚す

る＞とは， BRCA 遺伝子変異を持っていることは生涯変わらず，

他 の 人 よ り が ん を 身 近 に 感 じ な が ら 生 き る こ と で あ る が ， そ

の こ と を 生 涯 背 負 い 続 け て 生 き て い け る の か と い う 不 安 を 自

覚する能力である．  

    「 た だ が ん と い う 恐 怖 が 人 よ り 身 近 に あ り す ぎ て ， ま た が ん に な

っ て も 今 薬 が す ご く 開 発 さ れ て い る か ら ， 長 く 生 き る じ ゃ な い で す

か ． ず っ と 抗 が ん 剤 を 身 体 に 入 れ な が ら も 生 き て い ら っ し ゃ る で し

ょ ？ そ う な る と ， す ご い 長 い 間 が ん と 闘 い な が ら 生 き て い か な け れ

ば な ら な い ん だ っ て い う 不 安 と い う の が 他 の 人 よ り は 強 く あ る ん だ

と 思 う ん で す よ ね ． な ん と な く 今 ぽ ん っ て 亡 く な っ た ほ う が 楽 か も

し れ な い と い う ．（ N o . 9）」  

    「 ま た 繰 り 返 す と い う か ．． ま た ．． っ て ， そ れ を ず っ と ．． そ れ が

つ ら く っ て ． そ れ を 背 負 い き れ る か な っ て ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 本 当

に 最 後 ま で 遺 伝 を 持 ち つ つ も 生 き て い け た ら 本 当 に 幸 せ だ な っ て 思

う ん で す け ど ， 思 う 反 面 ， 怖 い の も あ る し ， 本 当 に こ れ 背 負 い き れ

な い と き も あ る ．．．（ N o . 8）」  

 

（ 2）≪生き続けるために選択した自己決定を肯定的に受け入れ

る≫  

≪ 生 き 続 け る た め に 選 択 し た 自 己 決 定 を 肯 定 的 に 受 け 入 れ

る≫とは ， HBOC の検査， 治療決 定， 予防的切 除，挙 児の 諦

め を 決 定 す る こ と は 煩 悶 す る こ と で あ っ た が ， そ の 選 択 は 自

分 が 生 き 続 け る た め に 必 要 で あ っ た と 自 己 決 定 を 肯 定 的 に 受

け 入 れ る 能 力 で あ る ． こ の サ ブ カ テ ゴ リ ー は ， ＜ 今 後 の 治 療

選 択 や リ ス ク 低 減 手 術 を 考 慮 し て ， 遺 伝 学 的 検 査 を 受 け る 選

択 を す る ＞ ， ＜ 遺 伝 学 検 査 の 結 果 を 治 療 や リ ス ク 低 減 手 術 の

選 択 に 活 用 す る ＞ ， ＜ リ ス ク 低 減 手 術 を 選 択 し た 自 己 決 定 を
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肯定する＞，＜挙児希望を諦める＞の 4 つの概念から成る．  

 

   ＜ 今 後 の 治 療 選 択 や リ ス ク 低 減 手 術 を 考 慮 し て ， 遺 伝 学 的

検 査 を 受 け る 選 択 を す る ＞ と は ， 遺 伝 学 的 検 査 の 結 果 を 今 後

の 治 療 選 択 や 予 防 的 切 除 に 活 用 す る た め に ， 遺 伝 学 的 検 査 を

受ける選択をする能力である．  

   「 や っ ぱ り 両 方 乳 が ん で H B O C だ っ た ら ， 卵 巣 に 自 信 が な か っ た

ん で す よ ． 卵 巣 が 健 康 で あ る 自 信 が な か っ た ． も し H B O C だ っ た ら

予 防 的 切 除 も で き る か ら ， H B O C だ っ た ら い い の に な っ て い う 気 持

ち と そ う だ っ た ら ど う し よ う っ て い う 気 持 ち と ふ た つ の 気 持 ち が あ

り ま し た ね ． だ っ た ら 困 る ， で も だ っ た ら 切 れ る よ ね っ て ．（ N o . 7）」  

「 若 い の で ， 抗 が ん 剤 で は 消 え て る け ど ， も し 残 っ て い て 再 発 し

た 場 合 ， 治 験 の オ ラ パ リ ブ を 飲 め る か も し れ な い ， プ ラ セ ボ も あ る

け ど ， 飲 め る か も し れ な い と い う こ と で 検 査 し ま し た （ N o . 1）」  

「 も し 転 移 と か あ っ た ら 治 験 に 入 る こ と が で き る っ て 説 明 を 受 け

て ， も し か す る と 今 の 状 況 が 分 か ら な い の で 可 能 性 が あ る の で あ れ

ば 調 べ て っ て ． ( N o . 2 )」  

「 叔 母 が 乳 が ん で っ て い う の も ち ょ っ と ひ っ か か っ て い て ， 母 方

の 人 は が ん の 人 が 多 い ん で す よ ． も し か す る と い う 感 は あ り ま し た ．

母 方 の 兄 弟 が ど こ か し ら の が ん を し て い た の で ．  

遺 伝 学 検 査 を す る の に 2 0 万 は 高 い け ど ， す る こ と に 抵 抗 は な か っ

た で す ． 決 め る 前 ま で に は 悩 み ま し た け ど ． 術 式 選 択 の た め に ， 自

分 の 手 術 を ど う す る か っ て い う た め に 受 け ま し た ． ( N o . 1 2 )」  

 

 

＜ 遺 伝 学 検 査 の 結 果 を 治 療 や リ ス ク 低 減 手 術 の 選 択 に 活 用

す る ＞ と は ， 遺 伝 学 検 査 の 結 果 を ， こ れ か ら 生 き て い く た め

の治療や予防的切除の選択に前向きに活用する能力である．  

「 検 査 結 果 を 聞 い て ， 治 療 選 択 が で き た な っ て 思 い ま す ． 調 べ て

良 か っ た と 思 い ま す ． 遺 伝 っ て 分 か っ て な け れ ば 調 べ て な か っ た ら

先 生 も 女 性 だ し ， ま だ 若 い ん だ か ら （ 乳 房 を ） 残 せ る ん だ っ た ら 残

せ ま す よ っ て 当 初 か ら そ れ は 言 っ て い た だ い て い た の で ・ ・ ・（ 中

略 ）・ ・ ・ 残 し て ま た 再 び っ て い う の が 嫌 だ っ た の で 全 摘 を 選 び ま

し た ．（ N o . 2）」  

「 そ の 遺 伝 学 検 査 の 結 果 開 示 の 前 に も し H B O C だ っ た ら R R S O は

す る っ て い う こ と は 家 族 で 決 め て ， 私 も そ う し た い と 思 っ て い ま し

た し ， 家 族 と も 話 し 合 い を 持 っ て 私 は こ う し た い ん だ っ て い う の を

伝 え て い ま し た ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 結 果 開 示 で 自 分 が H B O C で あ

っ た こ と は シ ョ ッ ク で は あ っ た け れ ど も ， あ の ち ゃ ん と プ ラ ン は 考
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え て い た の で ， シ ョ ッ ク だ っ た け れ ど も ， こ っ ち む い て 進 ま な い と

ね っ て い う 気 持 ち を 切 り 替 え る こ と は で き ま し た ね ．・ ・ ・（ 中

略 ）・ ・ ・ 自 信 が な か っ た ん で す ． 卵 巣 が ん に な ら な い っ て い う 自

信 が な か っ た ん で す よ ， 両 方 の 乳 が ん に な り ま し た し ね ． B R C A１

な ん で ． ２ で あ っ て も と っ た と 思 い ま す ． も う 2 度 と な り た く な い

っ て 思 い で す よ ね ．（ N o . 7）」  

「 子 ど も が ポ ジ テ ィ ブ だ か ら な っ て ． 自 分 も ど っ ち か っ て い う と

積 極 的 に 治 療 を 選 ん で き た か ら ， 生 き る こ と に 執 着 し て い る と 思 い

ま す ． 先 を 見 て い る と い う か 選 択 を し て い る ． １ ％ し か 生 存 率 変 わ

り ま せ ん よ っ て い う こ と よ り ， １ ％ あ れ ば い い っ て 思 っ て ． 治 療 中

は し ん ど く な か っ た っ て い っ た ら 嘘 に な る け ど ， や っ て い る と き は

し ん ど い け ど ， 生 き る た め の 選 択 と し て 後 悔 は し な か っ た ． ( N o . 11 )」  

 

＜ リ ス ク 低 減 手 術 を 選 択 し た 自 己 決 定 を 肯 定 す る ＞ と は ，

HBOC の診 断後予 防 的切除 を選択 し， 結果的に 自分の 決断 は

間違っていなかったと自己決定を肯定する能力である．  

    「 結 果 は 大 丈 夫 で し た ． で も ね ， 卵 管 の ほ う に そ れ こ そ あ ん ぱ ん

に け し を 乗 せ て い る じ ゃ な い で す か ． あ ん な 感 じ で 卵 管 の 上 に つ ぶ

つ ぶ が い っ ぱ い び っ し り あ っ た ん で す よ ． そ れ で 先 生 も び っ く り さ

れ て ， い ろ い ろ 染 色 し た け ど 何 も で な か っ た ． で も 今 後 悪 性 転 化 す

る と 思 い ま す ． 選 択 と し て は 間 違 い で は な か っ た と 思 い ま す ． し か

も な る べ く 早 く 切 り た い と い う 決 断 は 良 か っ た な っ て 思 い ま す ． 1

年 先 と か 2 年 先 と か に し な い で ， あ の タ イ ミ ン グ で で き て 良 か っ た

な っ て 思 い ま し た ね ．（ N o . 7）」  

    「 手 術 を 受 け た の は 今 年 の で す ． 決 断 は も や も や し て た ん で す け

ど ， 先 生 の サ ポ ー ト し ま す っ て い う の で 受 け ま し た ． 保 険 は 効 か な

い の で ． 9 月 に 叔 母 に 話 を 聞 い た ら ， お な か の ほ う に 何 か が っ て 言 っ

て る う ち に 先 に 乳 が ん が 分 か っ て ． そ の 後 で す ぐ 卵 巣 が ん も 分 か っ

た っ て い う の を 聞 い て ，（ 自 分 の 手 術 を 終 え て ） 後 か ら や っ ぱ り 受 け

て て よ か っ た ね っ て ． 卵 巣 は が ん に ま だ な っ て な か っ た で す ，

（ N o . 6）」  

 

＜ 挙 児 希 望 を 諦 め る ＞ と は ， 自 分 の 命 の 期 限 や 子 ど も へ の

遺 伝 を 懸 念 し た り ， 治 療 に 専 念 す る た め に 挙 児 希 望 を 諦 め る

選択をする能力である．  

    「 ち ょ う ど 結 婚 の 話 も あ っ た ん で す け ど ， 治 療 に 専 念 し た い っ て

い う の と 子 供 が も う で き な い っ て 思 っ た ん で （ 抗 が ん 剤 治 療 後 に ）

生 理 が 復 活 す る か し な い か 分 か ら な い し ， 子 供 を 産 ん だ ら ど う い う

悪 影 響 が で る か も 分 か ら な い し ， 今 結 婚 し た ら 子 供 は 欲 し い と 思 っ
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て い た の で （ 結 婚 は 諦 め た ）． 遺 伝 性 が 分 か っ た 以 上 ， 産 め た と し

て も 産 め る か と い う と 自 信 が な い ん で す よ ね ．（ N o . 9）」  

    「 出 産 ．．．． そ う な ん で す よ ． で も 遺 伝 て 聞 い た の も あ っ て ， あ き

ら め ま し た ． そ れ は 良 か っ た と 思 い ま す ． 自 分 の 中 で ． 分 か っ て 産

ま な い と 決 め ま し た ． そ こ は 良 か っ た と 思 い ま す ． そ れ が 分 か っ て

な か っ た ら 兄 弟 は 作 っ て あ げ た い と 思 っ て い た と 思 い ま す ． 遺 伝 っ

て 分 か っ た 時 点 で （ 諦 め た ）．・ ・ ・ 正 直 な 話 ，（ 遺 伝 っ て い う こ と で ）

タ イ ム リ ミ ッ ト が 決 め ら れ て い る よ う な 感 じ で ， 自 分 の 命 の ．． で ，

子 は 勝 手 に 育 つ っ て 言 い ま す け ど ， や っ ぱ り 責 任 と し て は ， 育 つ ま

で は ね ， い て や り た い な っ て ， そ れ が で き な い ， 遺 伝 イ コ ー ル で き

な い っ て 自 分 の 中 で 思 う の で ， あ き ら め て ． 今 の 子 を か わ い が っ て

育 て る ．（ N o . 1）」  

  

（ 3）≪ HB OC や乳がんに興味・関心を持ち，がん発症予防や早

期発見・早期治療のために行動する≫  

≪ HBOC や乳 がん に興味 ・関 心を 持ち ，がん 発症 予防  や

早期発見 ・早期 治療 のために 行動す る ≫ とは， HB OC であ る

こ と を 知 っ た か ら こ そ 予 防 ， 早 期 発 見 ・ 治 療 が で き る と 考 え ，

自 分 の 病 気 に 対 し て 興 味 ・ 関 心 を 持 ち 行 動 に 移 す 能 力 で あ る ．

このサブ カテゴ リー は，＜ HB OC や乳 がんのこ とを自 分で 調

べ る ＞ ， ＜ が ん 発 症 の 早 期 発 見 ・ 早 期 治 療 の た め ， 定 期 的 に

検診をす る＞， ＜ HBOC であっ ても， がん発症 予防の ため に

生活習慣を見直す＞の 3 つの概念から成る．  

 

   ＜ HBOC や乳がんのことを自分で調べる＞とは， HB OC や乳

が ん に つ い て ， 自 分 で ネ ッ ト を 調 べ た り ， 勉 強 会 に 参 加 し た

りするなどして積極的に情報収集する能力である．  

    「 や は り そ の す ご く 悩 ん だ と き は 論 文 も か な り み た ん で す よ ． ネ

ッ ト で で す け ど ， 海 外 論 文 も ボ ラ ン テ ィ ア で 日 本 語 訳 に し て く れ て

い る と こ ろ が あ る の で ． そ こ は 結 構 家 族 性 の こ と も 取 り 扱 っ た 論 文

を 入 れ て く れ て い る の で ， 見 つ け て ， そ れ を 時 々 見 て い た ん で す よ ．

（ N o . 9）」  

    「 乳 が ん に つ い て の 話 と か 講 演 と か 聞 き に い っ た り と か し て ， ち

ょ う ど そ の と き 最 新 の 乳 が ん の 話 っ て い う の が あ っ て ， そ れ を 聞 き

に い っ た り し て ， 話 は そ の と き に 主 治 医 が 言 っ て い た こ と と 同 じ だ

と 思 っ て ． 部 分 切 除 で 放 射 線 あ て て も 全 摘 し て も リ ス ク は 変 わ ら な

い っ て 話 を し て い て ， 主 治 医 と 同 じ こ と を 言 っ て る っ て 思 っ て ， 2 0

万 か け て 検 査 を す る の か ど う し よ う か っ て ， 検 査 せ ず に も う 先 生 が

い う と お り に 部 分 切 除 に し よ う か な っ て 気 持 ち に 傾 い て い た ん で す
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け ど ．（ N o . 1 2）」  

    「 遺 伝 の 検 査 を し よ う と 思 っ た の は ， 市 民 フ ォ ー ラ ム で 遺 伝 性 の

こ と を や っ て い て ， ち ょ っ と 詳 し く ， B R C A１ ， ２ が あ っ て ア ン ジ ェ

リ ー ナ ・ ジ ョ リ ー さ ん が や っ た の で ち ょ っ と メ ジ ャ ー に な っ て き ま

し た け ど っ て い う の を 聞 い た の が は じ め く ら い で ， そ の と き 男 性 は

前 立 腺 が ん に も な る っ て ， で ， 気 が つ い た ら ， 私 の 母 方 の お ば が 乳

が ん と 卵 巣 が ん を し て ， お じ が 前 立 腺 が ん を し て た っ て い う の を 最

近 っ て い う か 数 年 前 に 分 か っ た ん で す ね ．・ ・ ・（ 中 略 ） 遺 伝 の こ と

は 最 初 全 く 分 か ら な か っ た ん で す ． な ん せ ， リ ン パ 腺 と か リ ン パ 節

と か も 分 か ら な か っ た し ， そ れ に 遺 伝 検 査 っ て い う の も ， な ん か ？ ．

ど こ に あ る の ？ い く つ あ る の ？ っ て い る ハ テ ナ だ っ た ん で ．・ ・ ・

（ 中 略 ）・ ・ ・ 検 査 す る 前 に ． 自 分 で 調 べ て ， (遺 伝 ） カ ウ ン セ リ ン

グ と は っ て い う 研 修 会 が あ る か ら 行 っ た り と か ， そ う い う と こ ろ に

行 く と 上 手 に し ゃ べ る 先 生 が い て ， な ん か 落 ち 着 い て く る じ ゃ な い

で す か ．・ ・ ・ (中 略 )・ ・ ・ 私 あ り が た い こ と に 5 回 カ ウ ン セ リ ン グ

を 続 け て 受 け た ん で す ． 自 分 が 検 査 受 け る 前 ， 受 け る と き ， 結 果 聞

く と き ， 姉 が 検 査 受 け る と き ， 結 果 聞 き に 行 く と い う 1 ヶ 月 お き に 5

回 受 け た か ら ， そ の 間 に そ の グ ル ー プ イ ン タ ビ ュ ー 受 け た り ， 講 座

受 け た り ， 本 買 っ て 読 ん だ り と か し て い く う ち に ， あ の ， 遺 伝 子 変

異 っ て い う の が ， そ れ だ け で も も う ネ ガ テ ィ ブ に 考 え て し ま う 人 が

多 く て っ て 聞 い て る と ， 遺 伝 子 変 異 い う の が ， 私 の 最 後 の 質 問 が ，

遺 伝 子 変 異 っ て い う の は 塩 基 配 列 の そ の ず れ ， ず れ で 起 こ る こ と で

す か ？ っ て 聞 い て ， そ う で す ね っ て 言 わ れ て ， そ れ を 聞 い た と き に

す っ か り 腑 に 落 ち て ．（ N o . 8）」  

 

   ＜ が ん 発 症 の 早 期 発 見 ・ 早 期 治 療 の た め ， 定 期 的 に 検 診 を

する＞とは，がん発症の早期発見 ･早期治療のためにはサーベ

イ ラ ン ス が 重 要 で あ る と 理 解 し ， 積 極 的 に 検 診 を す る 能 力 で

ある．  

    「 た ぶ ん 遺 伝 学 検 査 を し て な か っ た ら ， 病 院 も 好 き じ ゃ な い か ら

検 診 に も あ ん ま り こ な い と 思 う ん で す よ ． そ ん な に ． 1 年 に 1 回 も

受 け て た か な っ て 思 う く ら い ． 母 が 乳 が ん だ か ら 行 き な さ い っ て 言

わ れ て も 私 行 っ た か な っ て 思 う く ら い な ん で ． 私 は （ 母 が 乳 が ん で

H B O C で あ っ た か ら 自 分 も 検 査 を し た か ら ） し て も ら っ て い て よ か

っ た と 思 っ て い ま す ． 半 年 に 1 回 受 診 し て い た の で ．（ N o . 4）」  

   「 姉 の よ う に な り た く な い っ て 思 い ま し た ． 亡 く な る 瞬 間 も み て

い る の で ， 両 親 よ り 先 に 死 ん で は い け な い っ て い う の が あ り ま し た ．

も し 再 発 し て も ， 早 い う ち に や っ つ け よ う っ て こ と で ． 早 く 自 分 で

見 つ け て 対 処 し て い き た い と そ の と き に 思 い ま し た ．（ N o . 1 3）」  
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＜ HBOC であ って も，が ん発 症予 防の ために 生活 習慣 を見

直す＞と は， HBOC であるこ とは自 分ではど うしよ うも ない

が ， 自 分 や 家 族 が で き る 範 囲 で 生 活 習 慣 を 変 え て が ん 発 症 予

防をしようとする能力である．  

    「 生 活 習 慣 と か は 変 え る よ う に し ま し た ． 例 え ば 身 体 に 悪 い も の

は 食 べ な い よ う に す る と か ． 食 生 活 ， 食 生 活 く ら い し か ， で き る  

こ と が そ れ く ら い な ん で ， 運 動 と ． 適 度 な 運 動 ． 遺 伝 じ ゃ な か っ た

ら そ ん な に 重 く は 考 え て な か っ た と 思 い ま す が ， 遺 伝 っ て 聞 い て ，

で も 何 が で き る わ け で も な く て ， 気 を つ け れ る こ と に は 気 を つ け て

い ま す ．（ N o . 1）」  

    「 そ の 分 気 を つ け て ， 食 生 活 と か が ん に な り に く い 食 生 活 と か あ

る じ ゃ な い で す か ， 一 般 的 に ． そ う い う 風 な の は 気 を つ け た ほ う が

い い よ っ て 娘 に は 言 っ て い て ， だ か ら 好 き 嫌 い せ ず 何 で も 食 べ た ほ

う が い い よ と は 言 っ て い ま す ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ そ こ は プ ラ ス に

考 え よ う と 思 っ て い ま す ． 時 間 と と も に プ ラ ス に 考 え る よ う に な っ

た か も し れ ま せ ん ．（ N o . 1 2）」  

 

（ 4）『同じ HBOC であっても自分と他者は違うため，辛いことが

あっても自分だけで解決する』  

『同じ HBOC であっても自分と他者は違うため，辛いことが

あっても自分だけで解決する』とは，同じ HBOC であっても，

治 療 や 経 験 が 違 う た め ， 他 者 と の 交 流 を 敢 え て 自 分 か ら は 持 た

な い 内 向 性 を 自 覚 し ， 辛 い こ と が あ っ て も 自 分 だ け で 解 決 す る

能力である．  

「 私 ， 結 構 重 い タ イ プ ， が ん 自 体 が ね ， 悪 い ， 進 ん で は な か っ た

ん だ け ど ， 決 し て か わ い い が ん で は な い ． そ こ で 誰 か と や っ ぱ り み

ん な 違 う じ ゃ な い で す か ． 同 じ タ イ プ で 同 じ 人 た ち だ っ た ら 治 療 も

同 じ 治 療 だ っ た り ， ち ょ っ と わ か り 合 え る っ て い う か も っ と 深 く っ

て い う の が あ る ん で す け ど ， 違 う タ イ プ だ っ た ら ， 全 然 な い と は 言

わ な い ん で す け ど ， 私 違 う か ら み た い な ， 違 う か ら な っ て い う の が

そ の 方 に 直 接 言 わ な く て も あ ー そ う な ん で す ね ， 大 変 な ん で す ね っ

て そ れ は 話 が で き て も ， で も タ イ プ も 違 う し ， う ー ん ， 全 く そ の ね ，

同 じ じ ゃ な い か ら ， そ の 人 そ れ ぞ れ か な っ て ． 同 じ で も 人 そ れ ぞ れ

な ん で す け ど ， 共 通 点 が そ こ か ら か な っ て ち ょ っ と 思 う ん で す よ ．

治 療 は 乳 が ん は 本 当 に い ろ い ろ 違 う ん で す け ど ． 乳 が ん に 罹 っ た っ

て い う 意 味 で は そ う い う 方 た ち と の 交 流 も 意 味 が あ る か と は 思 う ん

で す け ど ．． な ん な ん で し ょ う ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ い つ も ポ ジ テ ィ

ブ な わ け で も な く ， 落 ち 込 む っ て い う か 心 配 に な る ？ で も そ れ は 家
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族 に は 言 え な い ， 結 局 ， 自 分 だ け で 落 ち 込 ん で ， 自 分 だ け で 立 ち 直

る み た い な ．（ N o . 2）」  

 

（ 5）サブカテゴリー，サブカテゴリーと同程度の説明力を持つ

概念との関係性について（図 3）  

 

 

  

 

 

 HBOC である乳がん女性は， HB OC の検査，治療決定，予防

的 切 除 ， 挙 児 の 諦 め の 決 定 な ど 様 々 な 煩 悶 す る 選 択 を 余 儀 な く

されるが，≪ HBOC や乳がんに興味・関心を持ち，がん発症予

防 や 早 期 発 見 ・ 早 期 治 療 の た め に 行 動 す る ≫ や ≪ 生 き 続 け る た

め に 選 択 し た 自 己 決 定 を 肯 定 的 に 受 け 入 れ る ≫ 能 力 を 見 い だ し

な が ら ， 生 き 続 け る た め の 最 善 の 方 略 を 模 索 す る ． そ の 過 程 で

は，≪ HBOC であることにゆれる自己を客観視し，自分の変化

に気づく≫や『同じ HBOC であっても自分と他者は違うため，

辛いことがあっても自分 だけで解決する』 という， HBOC であ

る こ と に ゆ ら ぎ な が ら も ， 自 己 か ら 逃 避 ， 回 避 す る の で は な く

自 分 が 自 分 を 諦 め な い で ， 個 人 内 に 深 く 意 識 を 向 け ， 自 分 の 新

たな一面と対峙する能力を獲得していた．  

 

 図 ３  サ ブ カ テ ゴ リ ー ， サ ブ カ テ ゴ リ ー と 同 程 度 の 説 明 力 を 持 つ 概

念 と の 関 係 性  
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2）【脈々と継承される血縁の繋がりを自覚する】（表 3）  

 

 【 脈 々 と 継 承 さ れ る 血 縁 の 繋 が り を 自 覚 す る 】 と は ， HBOC

で あ る こ と は ， メ リ ッ ト ， デ メ リ ッ ト を 含 め ， 先 祖 か ら 子 々

孫 々 と 継 承 さ れ る 血 縁 の 繋 が り で あ る と 感 じ て い る 自 分 に 気 づ

く能力である．このカテゴリーは，≪ B RCA 遺伝子変異を継承す

る こ と に よ る 罪 責 感 を 感 じ る ≫ ， ≪ 先 祖 か ら 子 々 孫 々 と 受 け 継

がれる血縁の繋がりを感じる≫の 2 つのサブカテゴリーから成る．  

 

（ 1） ≪ BRCA 遺伝子変 異 を 継承 す るこ とに よ る 罪責 感 を感 じ

る≫  

   ≪ BRCA 遺伝子変異を継承することによる罪責感を感じる≫

とは， HB OC であ ることは メリッ トも あるが， 血縁に 継承 す

る も の で あ る た め ， 血 縁 者 に 対 し て 罪 責 感 を 感 じ る 能 力 で あ

る．このサブカテゴリーは，＜血縁者に BRCA 遺伝子変異を

保 有 し て い る 可 能 性 を 暗 示 さ せ る こ と に 対 し て ， 申 し 訳 な さ

を 抱 く ＞ ， ＜ 遺 伝 学 検 査 を 受 け る 選 択 を 血 縁 者 に 伝 え る こ と

を決断する＞，＜子どもが BRCA 遺伝子変異を受け継いでい

ないこと を期待 する 自分に気 づく ＞ ，＜ 血縁者の 中で HBOC

であるのが自分で良かったと感じる＞の 4 つの概念から成る．  
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 ＜血縁者に BRCA 遺伝子変異を保有している可能性を暗示

さ せ る こ と に 対 し て ， 申 し 訳 な さ を 抱 く ＞ と は ， 自 分 が

HBOC であ るとい うことは ，血縁 者へ 遺伝子を 受け継 がせ て

し ま う 可 能 性 を 暗 示 し て お り ， 自 分 と 同 じ 辛 い 体 験 を さ せ て

しまう可能性に対して申し訳なさを抱く能力である．  

    「 子 供 が い る ん で す け ど ， 女 の 子 が い る ん で す け ど ， 一 番 最 初 に

自 分 の 子 供 に 遺 伝 さ せ て た ら ， こ ん な つ ら い 道 を す す ん で い か な い

と い け な い な ら ど う し よ う っ て ． 男 の 子 な ら ま だ 診 断 は 減 る と 思 う

ん で す け ど ， 自 分 の 子 供 の 顔 が ぱ っ と 思 い 浮 か び ま し た ． 家 族 の 中

に 乳 が ん の 人 が い な か っ た ん で す よ ． な の で 自 分 は 違 う の か な っ て

思 っ て い た ん で す け ど ， 遺 伝 で し た っ て 聞 い て ま ず 自 分 の 子 供 の 顔

が 一 番 に 浮 か び ま し た ．（ 涙 ） 独 身 だ っ た ら そ ん な こ と 思 わ な か っ

た ん で し ょ う け ど ， 女 の 子 だ し ， ま し て や ね ， 女 性 で 一 番 の シ ン ボ

ル じ ゃ な い で す か ．．．（ N o . 1）」  

    「 兄 が い て ， 長 男 の ほ う は 検 査 し て も ら っ た ら 遺 伝 子 変 異 が あ っ

た ん で す よ ． な ん か 自 分 の と き 以 上 に シ ョ ッ ク だ っ た ． 兄 の と こ ろ

に も 女 の 子 が 2 人 い る ん で す よ ． だ か ら 申 し 訳 な か っ た な っ て ． 兄

嫁 さ ん に 対 し て 申 し 訳 な か っ た な っ て 思 い ま し た ．（ N o . 1 2）」  

    「 娘 の こ と は ね ， と っ て も 好 き な 人 が で き て そ の 相 手 と は う ま く

い っ て る け ど ， 向 こ う の ご 家 庭 が 将 来 乳 が ん に な る よ う な 子 を も ら

う の は 困 る わ っ て 言 わ れ た ら 自 分 の せ い か な っ て ， せ い と か っ て お

も わ な い に し ろ ， か わ い そ う だ っ て ， 自 分 が 原 因 で 子 ど も が 差 別 で

は な い け ど ， 優 劣 さ れ る よ う な ， 評 価 さ れ る ？ マ イ ナ ス 評 価 に な っ

た ら い や だ な っ て ． 社 会 的 に マ イ ナ ス 評 価 が つ く よ う な こ と は や っ

ぱ り ね ．（ N o . 11）」  

    「 た だ 娘 が い る の で ， そ の こ と に 関 し て は す ご く か わ い そ う だ な

っ て ， 自 分 自 身 の こ と で な か っ た ら ， ち ょ っ と ナ ー バ ス に な る ん で

す け ど ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 私 の 子 供 に 産 ま れ た か ら ご め ん よ っ て ．

そ う ご め ん よ っ て 気 持 ち は あ る ん で す け ど ．． ( N o . 2 )」  

    「 私 が 遺 伝 子 が な か っ た ら ， 娘 は 乳 が ん に は な ら な い 確 率 は 高 か

っ た わ け じ ゃ な い で す か ． な ん か や っ ぱ り 私 の せ い じ ゃ な い か な っ

て ． マ マ の せ い だ ね っ て ． マ マ の せ い で は な い っ て （ 娘 は ） い う ん

で す け ど ， 私 は や っ ぱ り 女 の 子 す ご い ほ し か っ た ん で す よ ， 上 が 男

の 子 で ． 女 の 子 ほ し い ， 女 の 子 ほ し い っ て お も っ た け ど ， あ ー や っ

ぱ り 女 の 子 を 産 ん だ ら ， 心 配 の 種 だ っ た な っ て ， そ し て 娘 も ま た 女

の 子 が ほ し い っ て い う か ら も う 女 の 子 は 絶 対 嫌 っ て ， そ れ だ っ た ら

女 の 子 貰 お う っ て ， 血 が つ な が っ て い な い 子 を ． 本 当 に ね ， 本 当 に

ね ． 同 じ 気 持 ち を 娘 に は 味 あ わ せ た く な い で す ね ． ( N o . 3 )」  
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＜ 遺 伝 学 検 査 を 受 け る 選 択 を 血 縁 者 に 伝 え る こ と を 決 断 す

る ＞と は ， 遺 伝学 検 査を す る こ とは 自 分の 今 後 だ けで は なく ，

血 縁 者 に も 影響 す る た め ， 遺 伝学 検 査 を 受 け る 理由 を 血 縁者

に伝える決断をする能力である．  

    「 遺 伝 検 査 の と き の 先 生 が ， 検 査 を 受 け る と き に も し か し た ら 遺

伝 性 か も し れ な い か ら っ て い う こ と で 検 査 を 受 け る と い う の を ま ず

お 子 さ ん に 承 諾 を 受 け て く だ さ い っ て 言 わ れ ま し た ． 私 の 一 番 の 山

は そ こ で し た ． ・ ・ ・ （ 中 略 ） ・ ・ ・ ど う 言 お う か っ て 脚 本 ば っ か

り 考 え て い た ん で す け ど ． ・ ・ ・ （ 中 略 ） ・ ・ ・ 検 査 を 受 け る ま で

に ち ゃ ん と し ゃ べ れ る か っ て い う ． 自 分 で 期 日 を 決 め た か ら ， 次 は

今 度 こ の 日 に っ て ． だ か ら そ こ で ス ト ッ プ じ ゃ な く て ， そ の 期 日 ま

で に そ の 後 で き れ ば 結 果 を 聞 い て 主 治 医 に 言 う っ て い う の を 決 め て ．

（ N o . 6） 」  

    「 結 果 開 示 の 場 に も 娘 を 同 席 さ せ る こ と も 私 は そ う し た い と 思 っ

て い て ， 家 族 に も ど う い う 気 持 ち で そ う し た い の か と い う こ と を 家

族 に も 同 意 を も ら っ て ． （ N o . 7） 」  

 

＜子どもが BRCA 遺伝子変異を受け継いでいないことを期

待 す る 自 分 に 気 づ く ＞ と は ， 50％ の 確 率 で 子 ど も へ は 自 分の

遺 伝 子 が 受 け 継 が れ て い な い 可 能 性 も あ り ， そ の こ と を 期 待

している自分に気づく能力である．  

「 で も ま だ ね ， 望 み は 捨 て て な い ん で す ． だ っ て 半 分 持 っ て な い

か も し れ な い ん で す ． 調 べ て な い だ け で ． そ れ も 怖 い な っ て ． 調 べ

る の が 怖 い 反 面 ， も し か す る と 持 っ て な い か も し れ な い っ て い う 望

み ， 今 の と こ ろ ．（ N o . 2）」  

「 お 父 さ ん （ 実 父 ） と 同 じ 感 情 で す か ね ．． 娘 が そ う で な い こ と

を 祈 っ て は い ま す が ， １ /２ の 確 率 で す か ら ね ． も し ， 成 人 し て 娘 が

そ う な っ て い た と し て も （ 亡 く な っ た ） 姉 の よ う に な っ て ほ し く な

い ， 元 気 に い て ほ し い ．（ N o . 1 3）」  

「 な か っ た ら い い な っ て ， 変 異 が な か っ た ら い い な っ て 思 い ま す ．

2 0 歳 に な っ た ら 本 人 は 受 け る 気 満 々 な ん で す け ど ね ． ( N o . 7 )」  

 

＜ 血 縁 者 の 中 で HBOC で あ る の が 自 分 で 良 か っ た と 感 じ

る＞とは，他の血縁者でなく，自分が HBOC だと最初に分か

っ た こ と が 自 分 に と っ て は 精 神 的 に 安 寧 で あ り ， 良 か っ た と

感じている自分に気づく能力である．  

 「 結 果 聞 い た と き 姉 が い た の で ， 結 果 を 聞 い た と き に は 自 分

（ 姉 ） は 陰 性 だ っ た ん で す ． そ の と き に ， も し 陽 性 だ っ た ら ， も し

姉 が 陽 性 だ っ た ら ， ど う や っ て フ ォ ロ ー し よ う か っ て い う こ と し か
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考 え て い な か っ た ん で す け ど ， 結 構 妹 は そ う 思 う 性 格 だ か ら ， 私

（ 姉 ） 陰 性 で 良 か っ た っ て 泣 い て ま し た （ 妹 に 心 配 か け ず に す ん だ

と い う 涙 で も あ る ）． あ ー そ う か っ て 思 っ て ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・

（ 従 兄 弟 も 気 を つ け た ほ う が い い 年 齢 ） そ ろ そ ろ な ん で 気 を つ け た

ほ う が ． 変 な 話 ， 私 が そ う で 良 か っ た ！ っ て 反 対 に 思 い ま し た ．

（ N o . 6）」  

 

（ 2） ≪ 先 祖 か ら 子 々 孫 々 と 受 け 継 が れ る 血 縁 の 繋 が り を 感 じ

る≫  

   ≪ 先 祖 か ら 子 々 孫 々 と 受 け 継 が れ る 血 縁 の 繋 が り を 感 じ

る ≫ と は ， 先 祖 か ら 脈 々 と 受 け 継 が れ て き た 血 縁 の 繋 が り が

あ る か ら こ そ 今 の 自 分 が 存 在 す る と ポ ジ テ ィ ブ に 捉 え ， 血 縁

者 や 自 分 の 経 験 も ま た 子 々 孫 々 繋 が っ て い く も の だ と 感 じ る

能 力 で あ る ． こ の サ ブ カ テ ゴ リ ー は ， ＜ 先 祖 か ら 受 け 継 が れ

てきた血縁の繋がりを感じる＞，＜ BRCA 遺伝子変異を受け継

い で い る か も し れ な い 子 ど も の ポ ジ テ ィ ブ な 反 応 を 嬉 し く 思

う＞，＜ BRCA 遺伝子変異を受け継いでも，親がいるから今の

自 分 が 存 在 す る こ と に 感 謝 す る ＞ ， ＜ 過 去 の 血 縁 者 の が ん 体

験を自分に活かす＞の 4 つの概念から成る．  

 

   ＜ 先 祖 か ら 受 け 継 が れ て き た 血 縁 の 繋 が り を 感 じ る ＞ と は ，

先 祖 か ら 受 け 継 が れ て き た 血 縁 の 繋 が り が 科 学 的 に 証 明 さ れ

た こ と に よ り ， 家 族 の 絆 の 深 ま り や 自 分 は 孤 独 で は な く 頼 っ

て良い存在がいると感じる能力である．  

    「 家 族 の つ な が り っ て ， 頭 で は 理 解 し て い ま す よ ね ， 血 縁 の つ な

が り ， D N A の つ な が り ， 頭 は 理 解 し て る ん で す け ど ， 妹 に も あ り ま

し た ね ． な ん か ， あ ー ， 事 実 な ん だ な っ て ， 科 学 的 根 拠 に 基 づ い て

る ん だ っ て ． つ な が り を ． 分 か っ て は い る ん だ け ど ， 目 の 当 た り に

し た っ て い う か ． お 互 い に ． そ れ か ら 妹 と は ， も と も と そ れ ま で も

そ ん な に 疎 遠 だ っ た わ け で は な い ん だ け れ ど も ， 結 構 妹 も 私 の こ と

を 気 に か け ， 私 も 気 に か け ， ち ょ っ と つ な が り と 絆 は 深 ま っ た 感 じ

は し ま す ね ．（ N o . 7）」  

    「 変 に 踏 ん 張 っ て い た こ と が あ っ て ， 遺 伝 っ て い う と 遺 伝 な の で ，

孤 立 し よ う に も 孤 立 し よ う が な い っ て こ と で し ょ う か ね ．・ ・ ・（ 中

略 ）・ ・ ・ ち ゃ ん と 家 系 図 の 中 の 1 人 だ っ た っ て ． 受 け 継 が れ て き た

も の ． 変 な 話 ， 財 産 で す よ ね ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ よ く 兄 弟 と 話 す よ

う に な り ま し た よ ね ． い ろ い ろ 話 す っ て い う ． 遺 伝 性 と わ か る ま で

は 自 分 で 自 分 の こ と 我 慢 す れ ば い い ん だ っ て 思 っ て い た ん で す け ど ，

我 慢 す れ ば い い ん だ じ ゃ な い ん だ っ て ． そ れ は 違 う っ て ． 頼 り つ つ
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相 談 し な が ら 気 持 ち の 整 理 を し な が ら ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 1 人 で 我

慢 し て ハ イ さ よ な ら っ て ． そ れ ま で 我 慢 し て た ら い ん だ っ て お も っ

て た け ど ．（ N o . 6）」  

 

＜ BRCA 遺伝子変異を受け継いでいるかもしれない子どもの

ポジティブな反応を嬉しく思う＞とは， BRCA 遺伝子変異を受

け 継 い で い る か も し れ な い 子 ど も に 対 し て 自 分 は 申 し 訳 な く

思っているが，子どもに HBOC について話すとポジティブな

反応が返ってきて嬉しく思う自分に気づく能力である．  

 「（ 子 ど も が ） 調 べ て も ら っ て あ り が た い あ り が た い っ て い う ん

で す ． 私 に し た ら 調 べ て 良 か っ た の か ， や っ ぱ り 調 べ な い ほ う が よ

か っ た ん じ ゃ な い だ ろ う か ， い や ， 今 と な っ て は 調 べ て 良 か っ た で

す よ ． 乳 が ん に な っ た か ら ね ． け ど ， も し な ら な か っ た ら ， 数 パ ー

セ ン ト で も 8 7％ な ら 1 3％ の 人 は な ら な い 人 が い る わ け じ ゃ な い で

す か ． そ し た ら 知 ら な か っ た ほ う が や っ ぱ り 良 か っ た ， 今 は 乳 が ん

に な っ た か ら 調 べ て よ か っ た ， 早 く 手 術 が で き て よ か っ た っ て 思 う

け ど ， も し 乳 が ん に な ら な か っ た ら ， 知 ら な か っ た ほ う が ， 遺 伝 子

持 っ て る と 言 う こ と は ， 寝 て も 覚 め て も そ れ は あ る わ け で す よ ， こ

こ ろ の 中 に は ず ー ー ー ー っ と ．（ N o . 3）」  

 「 私 お 母 さ ん の 遺 伝 性 を 受 け て い た ら ， 逆 に つ な が り が で き て ，

う れ し い と か 言 っ て く れ て ． と い う こ と を （ 人 に ） 話 し て 来 た っ て

（ 娘 が ） 言 っ て ． へ ー ， と か ， う ー ん と か ， う ー ー ー ー ん ， だ け ど

そ う で す か っ て ． な ん か そ う い う 風 に と ら え て た み た い で す ． へ ー

と 思 っ て ． な ん か ね ， あ ん ま り ネ ガ テ ィ ブ な 返 事 は 帰 っ て こ な か っ

た の で ， だ か ら 電 話 で も も し か し た ら 遺 伝 で ね ， そ の 遺 伝 性 だ か ら

遺 伝 さ せ て い る か も し れ な い っ て 言 っ て も ， そ ん な こ と で ど う の こ

う の っ て ・ ・ そ れ で 嫌 だ と は 別 に 思 わ な い し っ て ． 当 た り 前 の こ と

だ か ら っ て ． だ か ら ， へ ー ー ー ー っ て ．（ N o . 6）」  

 

＜ BRCA 遺伝子変異を受け継いでも，親がいるから今の自分

が 存 在 す る こ と に感 謝 す る ＞ と は ，親 か ら 受 け 継 い だ BRCA

遺 伝 子 変 異 は ， そ れ も 含 め て 自 分 で あ り ， 親 が 居 て く れ た か

ら今の自分が存在すると感謝する能力である．  

    「 親 っ て 大 好 き じ ゃ な い で す か ． も う 亡 く な っ て し ま っ た け ど ，

や っ ぱ り 母 親 っ て 大 好 き だ か ら メ リ ッ ト も デ メ リ ッ ト も あ の ， あ ー

そ う か ， 泣 き そ う ． そ う か ー ． 娘 が 私 と 同 じ よ う に 思 っ て く れ た ら

嬉 し い な ． 私 は 母 親 か ら 乳 が ん の 遺 伝 子 を 受 け 継 い だ っ て こ と 思 っ

て な い ． だ っ て い い こ と も 悪 い こ と も 受 け 継 ぐ っ て こ と だ か ら ． い

い こ と だ と 受 け 止 め て い た か ら ， 親 の こ と を マ イ ナ ス と は 思 っ て い
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な か っ た ． 娘 も そ う 思 っ て く れ た ら う れ し い な ．（ N o . 11）」  

「 不 利 益 と 感 じ た こ と は な く て ． そ れ は そ れ で 受 け 入 れ る し か な

い の か な っ て 思 っ て い て ． プ ラ ス に は 考 え て い ま す ． な ん か 他 の 人

の 話 を 聞 い て い る と 恵 ま れ て い る の か な っ て 思 い ま す ． 自 分 と 重 ね

て み て み る と ． 私 は 親 が ま だ 生 き て い る か ら 前 向 き に 生 き て い け て

い る の か な っ て 思 っ て い る ん で す け ど ， 親 か ら き た っ て い う の で 親

か ら 苦 労 か け て 申 し 訳 な い っ て 言 わ れ る ん で す け ど ， い や ， 申 し 訳

な い な ん て ． あ な た が い な い と わ た し は い な い の よ み た い な 感 じ で ．

（ N o . 1 3）」  

 

＜ 過 去 の 血 縁 者 の が ん 体 験 を 自 分 に 活 か す ＞ と は ， 過 去 に

体 験 し た 血 縁 者 の が ん 闘 病 を 学 び と し て ， 良 か っ た こ と は 活

か し ， 悪 か っ た こ と は 同 じ 過 ち を 繰 り 返 さ な い よ う に 自 分 に

活用する能力である．  

 「 姉 以 外 で は ， お ば あ ち ゃ ん が 乳 が ん で し た ． そ れ か ら そ の お ば

あ ち ゃ ん の 娘 も 乳 が ん ， そ の 人 は 子 宮 か 卵 巣 か ど こ か わ か ら な い け

ど 亡 く な り ま し た ． そ の 人 の 子 供 の 1 人 が 乳 が ん と 卵 巣 が ん を し ま

し た ． だ か ら こ ん な 検 査 が あ る よ っ て ． 先 生 は 検 査 を そ ん な に す す

め ま せ ん で し た が ， 私 の 方 か ら し た い で す っ て お 願 い し ま し た ．

（ N o . 3）」  

 「 乳 が ん は 姉 だ け で す ． 姉 は 2 0 歳 台 で な く な り ま し た ． 姉 も 自 分

で 見 つ け て ， こ れ は ま だ 初 期 の も の だ か ら 大 丈 夫 だ よ っ て 言 っ て 手

術 し て ， 手 術 し た ん で す け ど ， Ⅲ 期 と か Ⅳ 期 と か に な っ て い て ， そ

れ で 全 摘 と リ ン パ 郭 清 を し て 仕 事 も 復 帰 し て い て ， ま ぁ 抗 が ん 剤 治

療 と か 確 か し た と 思 う ん で す け ど ， 仕 事 し て い た ら 今 後 は 肺 に 陰 が

見 つ か っ て ， 骨 か ら 脳 へ 転 移 し て し ま っ て ・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ そ の

経 験 が あ る の で ．（ H B O C は )や っ ぱ り っ て 感 じ で し た ． 姉 の よ う に

な り た く な い っ て 思 い ま し た ． 亡 く な る 瞬 間 も み て い る の で ， 両 親

よ り 先 に 死 ん で は い け な い っ て い う の が あ り ま し た ．（ N o . 1 3）」  

 

（ 3）サブカテゴリー間の関係性（図 4）  

 

 

 

 

 

 

 

 
 図 ４  サ ブ カ テ ゴ リ ー 間 の 関 係 性  
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  自分自身が HBOC であることは，自分だけに留まることでは

な く ， 血 縁 者 に も そ の 可 能 性 が あ る と い う こ と を 示 し て お

り，≪ BRCA 遺伝子変異を継承することによる罪責感を感じる≫

自 分 に 気 づ く ． し か し 一 方 で ， 先 祖 か ら 脈 々 と 受 け 継 が れ て き

た 血 縁 の 繋 が り が あ る か ら こ そ 今 の 自 分 が 存 在 す る と ポ ジ テ ィ

ブ に 捉 え ， ≪ 先 祖 か ら 子 々 孫 々 と 受 け 継 が れ る 血 縁 の 繋 が り を

感 じ る ≫ 自 分 に 気 づ く 場 合 も あ る ． こ れ は ， 血 縁 者 や 自 分 の 経

験 も ま た 子 々 孫 々 繋 が っ て い く も の だ と 感 じ る こ と で も あ る ．

このように，自分が HBOC であることは，血縁者との繋がりを

強 く 認 識 し ， 血 縁 者 の こ と を 思 う と デ メ リ ッ ト で は あ る が ， メ

リ ッ ト も 含 め ， 先 祖 か ら 子 々 孫 々 と 【 脈 々 と 継 承 さ れ る 血 縁 の

繋がりを自覚する】能力が高まる．  

 

3 )【当事者として利他的になる】（表 4）  

 

 

 【 当 事 者 と し て 利 他 的 に な る 】 と は ， 自 分 に は 当 事 者 と し て ，

果 た す べ き 責 任 と 使 命 が あ る と 自 覚 し ， 自 分 の 経 験 は 自 分 の た

め だ け で は な く ， 血 縁 者 や 当 事 者 の た め に 活 か し て い き た い と

考 え ， 行 動 す る 能 力 で あ る ． こ の カ テ ゴ リ ー は ， ≪ 自 分 の 経 験

には意義があり，その経験を血縁者や HBOC の当事者のために

賦 与 す る ≫ ， ≪ 血 縁 者 に 対 し て 自 分 に は 果 た す べ き 責 任 と 使 命

があることを自 覚す る ≫，≪ HBOC で ある自分の経験 を通 して

社会の風潮を変化させたいと思考する≫の 3 つのサブカテゴリー
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から成る．  

 

（ 1 ） ≪ 自 分 の 経 験 に は 意 義 が あ り ， そ の 経 験 を 血 縁 者 や

HBOC の当事者のために賦与する≫  

  ≪自分の経 験に は意義があり， その 経験を血縁者 や HB OC

の当事者 のため に賦 与する ≫ とは， HBOC であ る自分 の経 験

に 意 味 や 価 値 を 見 出 し ， 時 期 や タ イ ミ ン グ を 考 慮 し て 血 縁 者

や HBOC の当事者に賦与する能力である．このサブカテゴリ

ー は ， ＜ 血 縁 者 の 遺 伝 的 リ ス ク を 考 慮 し ， 遺 伝 学 検 査 や 定 期

健 診 の 重 要 性 を 血 縁 者 に 伝 え る ＞ ， ＜ タ イ ミ ン グ を 見 計 り ，

自 分 の 経 験 を 子 ど も に 伝 え る ＞ ， ＜ 貴 重 な 自 分 の 経 験 を 他 者

に情報提供する＞の 3 つの概念から成る．  

 

  ＜ 血 縁 者 の 遺 伝 的 リ ス ク を 考 慮 し ， 遺 伝 学 検 査 や 定 期 健 診

の重要性を血縁者に伝える＞とは，血縁者にも HBOC の可能

性 が あ る た め ， 予 防 的 観 点 ， 早 期 発 見 ・ 早 期 治 療 を 目 的 に 遺

伝 学 検 査 や 定 期 的 検 診 の 重 要 性 に つ い て 責 任 を 持 っ て 伝 え る

能力である．  

   「 長 男 に も 話 は し ま し た ． 男 の 人 も 気 を つ け な い と い け な い か ら

話 も し た ん で す け ど ． 男 の 人 も な ら な く は な い っ て 話 は し て ． 本 人

に 言 っ て も あ れ な ん で お 嫁 さ ん に も 一 応 話 を 聞 い て も ら っ

て ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 私 も お 嫁 さ ん に も 悪 い な っ て 思 っ た ん で す

け ど ， 一 応 自 分 が で て る ん で ね ， そ れ を し ゃ べ ら な い ほ う が も っ と

悪 い ん で ね ． そ う い う こ と は や っ ぱ り 伝 え る ， 一 緒 に 2 人 い る と き

に 話 し ま し た け ど ・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ そ う い う の が 分 か っ て い る の

だ っ た ら ち ょ っ と で も 早 く 分 か る こ と が （ 自 分 が ） 検 査 し た こ と の

意 味 だ と 思 う ん で す よ （ 強 く 力 強 い 口 調 ）， 絶 対 に ． 早 く 分 か れ

ば ！ 治 療 の 方 法 は 絶 対 に い く つ か あ る と 思 っ て い る ん で ， 黙 っ て い

る よ り は 少 し で も 自 分 の 身 体 あ れ お か し い と 思 っ た と き に 遺 伝 の こ

と 言 っ て た よ っ て 検 査 に も 行 っ て く れ る ん じ ゃ な い か な っ て ． そ ん

な 風 に 思 っ て ．（ N o . 8）」  

   「 今 か ら な る か な ら な い か 分 か ら な い も の を ず っ と 心 配 し て 暮 ら

し た っ て し ょ う が な い っ て ． そ り ゃ そ う だ と ． 私 は な っ た も の は し

ょ う が な い ． 娘 は ， あ ー 怖 い っ て い う け ど ， 大 き い 病 気 も し て な い

で す し ， 私 ら も 彼 女 の 年 に 病 気 の こ と な ん て 考 え た こ と な か っ た の

で ， ま だ な ん で し ょ う ， 実 感 と い う か ， そ れ が ど ん な こ と な の か っ

て い う の は 深 く 考 え て な い っ て い う か ． た だ ね ， 気 を つ け な い と い

け な い っ て ． お 母 さ ん は こ う な っ た か ら あ な た も 遺 伝 受 け 継 い で い

た ら な る 可 能 性 は す ご く 高 い ん だ か ら っ て ． 早 か っ た ら す ぐ 死 ぬ と
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か そ ん な 恐 れ な く て い い か ら と に か く 気 を つ け と き な さ い ね っ て い

う 話 は し て い ま す ． ( N o . 2 )」  

 

＜ タ イ ミ ン グ を 見 計 り ， 自 分 の 経 験 を 子 ど も に 伝 え る ＞ と

は ， 子 ど も に も 事 実 を 伝 え る 意 味 や 価 値 が あ る と 理 解 し た 上

で ， タ イ ミ ン グ を 見 な が ら 今 自 分 が 経 験 し て い る こ と を 子 ど

もに伝えようとする能力である．  

 「 結 果 開 示 の 場 に も 娘 を 同 席 さ せ る こ と も 私 は そ う し た い と 思 っ

て い て ，・ ・ ・ ・（ チ ャ イ ル ド ケ ア に も 参 加 し た 経 験 が あ り ） 子 供 に

も ち ゃ ん と 伝 え る こ と が ど れ ほ ど の 価 値 が あ る の か 意 味 の あ る こ と

だ と 分 か っ て い た の で ， 娘 自 体 の キ ャ ラ ク タ ー と か 見 て ， こ の 子 は

受 け 止 め ら れ る な っ て い う の が 自 信 が あ り ま し た の で ， そ の タ イ ミ

ン グ で ， な ん で そ の タ イ ミ ン グ だ っ た の か と い う と ， も し も の と き

に 自 分 が 心 身 と も に 十 分 で な い と こ の 子 を 支 え て あ げ ら れ な い よ ね

っ て ． そ れ は 私 が 伝 え る ， 私 を 介 し て 伝 え る ， 私 が 伝 え る 責 任 が あ

る し ， も し も の と き は 支 え て や り た い っ て 思 う 気 持 ち が あ っ て ． 今

な ら 自 分 が 心 身 と も に 十 分 だ か ら ， 支 え て や れ る か ら 同 席 さ せ よ う

と 思 い ま し た ． 先 生 が 娘 へ あ な た も ね ， 可 能 性 は あ る け ど も ， 今 は

何 の 心 配 も い ら な い と ， た だ 2 0 歳 に な っ た ら 検 査 を 受 け よ う ね っ て

言 っ て く れ て ， 私 は 今 は 心 配 し な く て い い ん だ と 本 人 は 安 堵 し て い

ま し た ね ．（ N o . 7）」   

 遺 伝 の こ と は 言 っ て な い で す け ど ， が ん で あ る こ と は い い ま し た ．

ち ょ う ど 川 島 な お 美 さ ん の こ と を テ レ ビ で や っ て い た の を 一 緒 に 見

な が ら ポ ロ ポ ロ 泣 き だ し て ， ど う し よ う っ て 思 っ て ． こ ん な に な る

の ？ こ ん な に な る の ？ っ て ． ま だ 小 学 校 １ 年 生 で し た か ら ね ． う ん ，

な ら な い よ っ て ． な ら な い た め に 手 術 だ っ た り 治 療 す る ん だ か ら ね

っ て 言 っ て ． テ レ ビ み て お 母 さ ん こ ん な に な る ん だ っ て 思 っ た ん で

し ょ う ね ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ ま ぁ 中 学 生 く ら い に な っ た ら 言 わ な

い と い け な い か な っ て 思 い ま す ね ． ( N o . 1 3 )」  

 

＜ 貴 重 な 自 分 の 経 験 を 他 者 に 情 報 提 供 す る ＞ と は ， HBOC

に よ っ て 経 験 し た こ と を 同 じ 境 遇 に 悩 ん で い る 人 や 市 民 に 対

して情報提供しようとする能力である．  

「 人 の た め に 何 か し た い な っ て 思 っ て ． よ く 子 ど も と 2 人 で そ の

こ と は 話 し ま す ね ． 乳 が ん し て ， 遺 伝 の こ と を 知 ら な い 人 も い っ ぱ

い い る じ ゃ な い で す か ． 近 所 に も 乳 が ん の 方 が い て ， そ の 人 も 早 い

と き （ 年 齢 ） に し た と 思 う ん で す よ ．（ こ の 前 声 を か け た ら ） 私 は

元 気 だ け ど ， 娘 が 婦 人 科 の ほ う に か か っ て 手 術 し て ね っ て ． ひ ょ っ

と し て 遺 伝 と か か な っ て ふ っ と 思 っ た け ど ， そ ん な に 親 し く な い の
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で 言 え な か っ た け ど ， 人 に 遺 伝 の 話 を し た い ね っ て ． 遺 伝 子 の 検 査

は 是 非 す る べ き だ と い う 話 を し て い き た い な っ て 思 っ て ． 学 会 の ほ

う へ も 頼 ん だ ん で す ． そ う い う 話 が で き る よ う に な ん か ， 乳 が ん 相

談 室 と か そ う い う も ん が で き な い か っ て ．（ N o . 3）」  

「 今 ま で 誰 か に 何 か を 伝 え た い っ て い う 人 で は な か っ た け ど ， 自

分 の 体 験 を 少 し ず つ 他 の 人 に 伝 え て い き た い な っ て ， ブ ロ グ を 始 め

て ． 乳 が ん の 患 者 さ ん っ て 目 に す る ん で ね ， い ろ い ろ も や も や す る

ん で す よ ね ，・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 自 分 が 発 起 人 を す る の で あ れ ば 会

み た い な の も っ て 言 っ て く れ て 先 生 が ． で も そ こ ま で は な い け ど ，

ま ぁ ち ょ っ と ず つ ち ょ っ と ず つ 患 者 会 じ ゃ な い け ど ， 当 事 者 会 み た

い な の を ど こ か で 何 か を で き れ ば い い な っ て 今 勉 強 中 で す ね ．

（ N o . 1 0）」  

 

（ 2）≪血縁者に対して自分には果たすべき責任と使命があるこ

とを自覚する≫  

 ≪ 血 縁 者 に 対 し て 自 分 に は 果 た す べ き 責 任 と 使 命 が あ る こ と

を自覚する≫とは，自分が HBOC であることは血縁者にも影響

を 与 え る こ と で あ る と 認 識 し ， 自 分 に は 血 縁 者 に 対 し て 果 た す

べ き 責 任 ・ 使 命 が あ る こ と を 自 覚 す る 能 力 で あ る ． こ の サ ブ カ

テ ゴ リ ー は ， ＜ 血 縁 者 の た め に も 生 き る 責 任 が あ る こ と を 自 覚

す る ＞ ， ＜ 血 縁 者 の 将 来 を 見 越 し ， 遺 伝 学 的 検 査 を 受 け る 選 択

をする＞，＜子どもには将来必ず遺伝学検査を勧める＞の 3 つの

概念から成る．  

 

＜ 血 縁 者 の た め に も 生 き る 責 任 が あ る こ と を 自 覚 す る ＞ と は ，

自 分 が 生 き 続 け る こ と は 血 縁 者 の 安 心 に 繋 が る た め ， 自 分 に は

生きる責任があることを自覚する能力である．  

「 私 は H B O C だ と 分 か っ て ， 周 り に カ ミ ン グ ア ウ ト し て い ま す け

ど ， 生 き て い く 責 任 が あ る と 思 っ て い ま す ． H B O C の 人 の 中 で ネ ガ

テ ィ ブ な 人 は 親 が 亡 く な っ て し ま っ て ， 結 局 私 も い つ か は 死 ぬ ん で

し ょ っ て 言 う 人 が 多 い ん で す ． あ き ら め 的 に ． だ か ら 私 が 死 ん で し

ま っ た ら ， 娘 が そ う 思 っ て し ま う か ら ， 私 に は 生 き る 責 任 が あ る と

思 う ん で す ． ( N o . 7 )」  

「 頼 り つ つ 相 談 し な が ら （ 血 縁 者 に ） 気 持 ち の 整 理 を し な が ら ．

こ れ だ け 進 行 し て い た ら ， こ の 先 あ ー な っ て こ ー な っ て ， 1 人 で 我

慢 し て ハ イ さ よ な ら っ て ． そ れ ま で 我 慢 し て た ら い ん だ っ て お も っ

て た け ど ， ち ょ っ と 待 て ， そ う い う 場 合 じ ゃ な い ん だ っ て ． う ん ．

使 命 み た い な 感 じ っ 先 生 に 言 わ れ ま し た ． い ま は で も そ れ が 原 動 力

か も し れ な い で す ． ( N o . 6 )」  
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＜ 血 縁 者 の 将 来 を 見 越 し ， 遺 伝 学 的 検 査 を 受 け る 選 択 を す

る ＞ と は ， 自 分 の 遺 伝 的 リ ス ク は 血 縁 者 へ も 受 け 継 が れ る こ と

を 考 え る と 血 縁 者 の た め に 自 分 が 検 査 を 受 け る 必 要 が あ る と 遺

伝学検査を受ける選択をする能力である．  

  「 子 供 で す ね ． 先 生 に い ろ い ろ 教 え て も ら っ た ん で す け ど ， 子 供

も 知 っ て お か な い と い け な い し ，（ が ん に な る ） 前 に 分 か っ て い た

ら ， い ろ い ろ ま ぁ 問 題 も あ る け ど ， 自 分 が 死 ん で い な く な っ た ら ，

燃 え て し ま っ て 結 果 も 分 か ら な く な る ん で す よ ね ． 誰 も い な い ん で

す よ ね ． 自 分 は そ う 思 っ て も ， 姉 と か 姉 の 家 族 と か に ど う い う ふ う

に な る か な っ て い う の は ち ょ っ と 怖 か っ た で す け ど ． ( N o . 5 )」  

  「 受 け た 1 番 の 理 由 は ， 母 は あ り が た い こ と に な っ て い な い で す

け ど ， お ば が 乳 が ん 卵 巣 が ん で す ． お じ が 前 立 腺 が ん だ っ た ん で ，

従 兄 弟 の こ と を ま ず 最 初 に 考 え ま し た ． お ば の と こ ろ は 女 の 子 が い

る か ら ， そ ろ そ ろ 考 え た ほ う が い い な っ て 思 っ て ， 従 兄 弟 の 子 も 結

局 4 0 台 後 半 だ っ た り ， あ ー ー ー 今 か も し れ な い っ て ． そ の こ と を ま

ず 考 え て ， そ れ は 言 っ て あ げ な い と い け な い と お も た ん で す ． 私 が

が ん に な っ た と き に お じ と 叔 母 に 会 っ て ， が ん は 家 系 だ か ら な っ て

遺 伝 だ か ら な っ て 話 し た ん で す よ ． で も ね ， そ の と き は 慰 め 的 に 言

わ れ て い る よ う な 気 が し て ， 何 も 根 拠 も な い し ． そ の 息 子 や 娘 さ ん

に だ か ら 検 査 行 き っ て 言 っ て る け ど ， ど こ ま で と か ， ど う い う ふ う

に と か ， ど の 間 隔 で っ て 意 識 低 い ま ま ， 知 ら な い ま ま 言 っ て る っ て

い う の が す ご く 怖 い な っ て 思 っ た か ら ， だ か ら 知 ら な い ま ま い っ て

も ら い た く な い な っ て 思 っ た の が き っ か け で す ．・ ・ ・ 周 り の こ と を

考 え て 受 け ま し た ．  ( N o . 6 )」  

 

＜子ども には将 来必 ず遺伝学 検査を 勧め る＞ とは ， HBOC の

診 断 は 予 防 や 治 療 に 有 効 で あ る と 認 識 し ， 子 ど も に は 将 来 必 ず

遺伝学検査を勧めると決断する能力である．  

  「 遺 伝 で 早 く わ か る ， 早 く 見 つ け ら れ る っ て い う の は も の す ご く

ほ か の が ん の 人 た ち か ら 言 う と い い こ と ？ い い と い う か 全 然 分 か ら

な い 人 も い っ ぱ い い る ん で ， そ う 思 っ た ら ， そ う い う 人 が い る っ て

い う こ と も 分 か ろ う と し て い な い っ て い う か ， み ん な ． が ん に は な

ら な い っ て 思 い た い ん で す よ ね ． 自 分 は 違 う 世 界 ． 意 識 予 防 と し て

生 活 し て い け る ． 自 分 に と っ て は 利 益 ． そ ん な 嫌 な 思 い だ け は さ せ

た く な い ． だ か ら 早 く 知 る っ て こ と は い い こ と っ て 子 供 に は 言 っ て

ま す ． そ れ を 間 違 わ な い で ほ し い っ て ． そ れ を 悪 い よ う に と っ て 怖

が ら な い よ う に っ て ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・（ 子 ど も を ） 産 む 前 に 先 見

つ け て お い た ほ う が い い ん で す か ね ． 先 生 に 聞 い た ら ， 2 0 歳 く ら い
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か ら 検 診 で き る し ， も し そ う だ っ た ら （ 遺 伝 子 変 異 あ り ） M R I と か ，

こ う ． M R I は 何 回 も や っ た ん で す け ど ， 私 ． 娘 に と っ て は （ H B O C

で あ る な ら ） 先 に 分 か っ て 早 期 に わ か っ て っ て い う の が い い ．

( N o . 5 )」  

  「 子 供 が 女 の 子 だ っ た ら な お さ ら 調 べ た ほ う が い い ， 女 の 子 な ら

早 く 分 か る の に ． 早 く 分 か っ た ほ う が い い ．（ N o . 4）」  

 

（ 3）≪ HBOC であ る自分の経験を通し て社会の風潮を変化 さ

せたいと思考する≫  

  ≪ HBOC で あ る自分の経験を 通し て社会の風潮を 変化 させ

たいと思 考する ≫と は， HBOC は未だ 社会的不 利益で ある と

認 識 し ， 自 分 が 社 会 か ら ど う 見 ら れ る の か よ り も ， 次 世 代 の

人 た ち の た め に も 自 分 の 経 験 を 通 し て 社 会 の 風 潮 を 変 化 さ せ

たいと思考する能力である．このサブカテゴリーは，＜ HBOC

であるこ とは社 会的 不利益で あると 感じ る＞，＜ HBOC で あ

る こ と を 隠 さ ず オ ー プ ン に す る ＞ ， ＜ 遺 伝 性 が ん を 忌 み 嫌 う

風習を改善させたいと思考する＞の 3 つの概念から成る．  

 ＜ HBOC であ る ことは社会的不 利益 であると感じる ＞と は，

HBOC であ ること を自分 は 気にし ない が，社会 的には 偏見 や

差 別 を 受 け て し ま う 可 能 性 が あ り ， 慎 重 に 取 り 扱 わ な け れ ば

ならないと感じる能力である．  

   「 が ん は 特 別 で す よ ． ほ か の 疾 患 と 何 か が 違 う ． 隠 さ な い と い け

な い 何 か が あ る ． な か な か ね ー ハ ー ド ル 高 い で す よ ， 本 当 に ．

( N o . 7 )」  

   「 H B O C と 知 っ て 悩 ん で い る 人 も 多 い と 思 う ん で す よ ． 知 ら な い

か ら こ そ ， 知 ら な い ま ま 飛 び 込 ん で 結 婚 で き る 若 い 人 も 結 構 い る

と 思 う の で ， 知 る こ と で デ メ リ ッ ト を 被 る 人 も で て く る と 思 う ん

で す よ ね ． 知 ら な け れ ば ， 何 も 深 く 考 え ず に 結 婚 し て 子 供 が で き

て っ て 言 う 経 験 が で き る と 思 う ん で す け ど ． 知 っ て し ま う と 子 供

を 産 む 段 階 で 悩 む と 思 う の で ．（ N o . 9）」  

   「 娘 が 知 っ た ら ， 結 婚 や 出 産 に 悩 み を 生 じ た ら い け な い し ， 結 婚

相 手 の 人 と か が 気 に し た ら い け な い し ， う ー ん ， そ う い う の を ．．

知 識 が 入 っ て き た か ら ， 同 じ よ う な 人 の 体 験 を 聞 く の は あ り が た

か っ た で す ． 最 初 は （ 検 査 を ） 受 け て ， そ の こ と を み ん な に 言 っ

て 知 る こ と の 方 が 大 事 だ ろ う と 思 っ て い た け ど ， 知 っ た こ と に よ

る リ ス ク も 知 っ た 感 じ ． ( N o . 1 2 )」  

 

＜ HBOC であることを隠さずオープンにする＞とは， HBOC

で あ る こ と を ネ ガ テ ィ ブ に 捉 え る こ と な く ， 隠 さ ず オ ー プ ン
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にする能力である．  

    「 も う 全 然 変 わ り ま し た ． 最 初 は H B O C で あ る っ て い う 診 断 を

受 け た と き は ， 私 は 今 後 自 分 が ね H B O C っ て い う こ と は お ろ か ，

両 方 の 乳 が ん に な っ た っ て い う こ と は 人 に は 絶 対 言 っ て は い け な

い ， 言 え な い っ て 思 っ た ん で す よ ． 秘 密 を も っ た ま ま こ れ か ら の

人 生 は 生 き て い か な い と っ て 思 っ て た ん で す よ ． で も 今 ， 全 然 そ

う は 思 っ て い な く て ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 私 は H B O C な ん で す よ

っ て い う と ， え ー 聞 か せ て 聞 か せ て っ て ． お 話 し て く だ さ っ て ，

実 は こ ん な 風 に 思 っ て い る ん で す よ っ て い う と ， そ ん な 思 う こ と

は な い よ っ て 気 さ く に 話 し か け て く だ さ っ て ， そ れ の 繰 り 替 え し

で し た ． 自 分 か ら ア ク テ ィ ブ に 動 い て い っ た っ て い う の は あ る と

思 い ま す ． 閉 じ こ も っ て い る と 偏 っ た 考 え ， 自 分 だ け の ． 偏 っ た

見 方 し か で き な く な る け ど ， い ろ い ろ な 人 の 話 を 聞 く こ と で 偏 ら

な い で 様 々 な 視 点 を も つ こ と が で き た の は 幸 運 で し た ．・ ・ ・（ 中

略 ）・ ・ ・ 私 は H B O C だ と 分 か っ て ， 周 り に カ ミ ン グ ア ウ ト し て

い ま す け ど ， 生 き て い く 責 任 が あ る と 思 っ て い ま す ． ( N o . 7 )」  

 

＜ 遺 伝 性 が ん を 忌 み 嫌 う 風 習 を 改 善 さ せ た い と 思 考 す る ＞

と は ， 遺 伝 性 が ん に 対 し て 忌 み 嫌 う 日 本 の 風 習 が 次 の 世 代 の

検 診 や 結 婚 な ど に 影 響 し な い よ う に ， 社 会 的 意 識 を 少 し で も

変化させたいと思考する能力である．  

    「 母 親 と し て ， 娘 が 遺 伝 子 を 持 っ て い る と い う 母 親 に し か 分 か

ら な い 悩 み が あ る ん で す よ ね ． そ う い う こ と を 話 せ る 場 と か あ っ

た ら ， お 互 い が 少 し で も 楽 に な る ん じ ゃ な い か な っ て ． 頭 か ら 離

れ ま せ ん か ら ね ． 娘 に 遺 伝 子 が あ る と い う こ と は ． そ う い う 場 が

あ っ て ， そ の 1 人 ひ と り が ま た ほ か の 人 に も 告 げ れ る よ う に ， 1

人 で も 多 く の 人 が 検 査 が で き る よ う に ， も っ と こ う オ ー プ ン と い

う か ね ， 広 く ね ， な ん か し た い な っ て ． そ う い う 場 が あ っ た ら い

い の に な ー っ て ． ( N o . 3 )」  

    「  B R C A 以 外 の 遺 伝 子 変 異 も 明 ら か に な っ て き て る か ら ， み ん

な な ん ら か の 変 異 が あ っ て ， 浸 透 率 が ち が っ た り と か は あ る と 思

い ま す け ど ね ． 国 民 へ は ど う し て い く の か ． 遺 伝 に 対 し て の 知 識

が あ ま り に も な さ す ぎ て ， 今 い き な り っ て や っ て し ま う と （ ゲ ノ

ム 解 析 の 結 果 開 示 ） パ ニ ッ ク に な る と 思 い ま す よ ． が ん は 特 別 で

す よ ． ほ か の 疾 患 と 何 か が 違 う ． 隠 さ な い と い け な い 何 か が あ る ．

な か な か ね ー ハ ー ド ル 高 い で す よ ， 本 当 に ． ( N o . 7 )」   
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（ 4）サブカテゴリー間の係性（図 5）  

 

 

  【 当 事 者 と し て 利 他 的 に な る 】 能 力 の 根 底 に は ， ≪ 血 縁 者 に

対 し て 自 分 に は 果 た す べ き 責 任 と 使 命 が あ る こ と を 自 覚 す

る≫や≪ HBOC で ある自分 の経験 を通 して社会 の風潮 を変 化

さ せ た い と 思 考 す る ≫ 能 力 が あ り ， 自 分 の 血 縁 内 や 社 会 で の

役 割 意 識 の 芽 生 え が 見 ら れ る ． こ れ ら は 影 響 し 合 い ， や が

て≪自分 の経験 には 意義があ り，そ の経 験を血縁 者や HBOC

の当事者のために賦与する≫という行動を推進していく．  

 

4）【支え，支え合う存在が在ることを認識する】（表 5）  

 

 

 【 支 え ， 支 え 合 う 存 在 が 在 る こ と を 認 識 す る 】 と は ， 未 だ 希

少な HBOC であることの苦悩な体験に 1 人で向き合うのではな

く ， 支 え ， 支 え 合 う 存 在 が 自 分 に は 在 る こ と を 認 識 す る 能 力 で

ある．このカテ ゴリ ーは， ≪ HBOC で あることを理解 し， 前向

き に な る よ う に 支 え て く れ る 他 者 の 存 在 を 認 識 す る ≫ ， ≪ 血 縁

 図 5  サ ブ カ テ ゴ リ ー 間 の 関 係 性  



 

73 

 

者や HBOC の当事者とお互いの経験を共有し，支え合う≫の 2

つのサブカテゴリーと，『前世や目に見えない存在の力に支えら

れ て い る こ と を 認 識 す る 』 と い う サ ブ カ テ ゴ リ ー と 同 程 度 の 説

明力を持つ概念から成る．  

 

（ 1）≪ HBOC であることを理解し，前向きになるように支えて

くれる他者の存在を認識する≫  

 ≪ HBOC であ る ことを理解し， 前向 きになるように 支え てく

れる他者の存在 を認 識する ≫とは， HBOC であること を理 解し

て く れ る 他 者 と の 関 わ り 合 い が 自 分 を 支 え ， 前 向 き に し て く れ

て い る こ と を 認 識 す る 能 力 で あ る ． こ の サ ブ カ テ ゴ リ ー

は，＜パートナーが HBOC である自分に対して，変わらず接し

てくれることを 認識 する＞，＜ HB OC である自分を必 要と して

く れ る 場 所 が あ る こ と を 自 覚 す る ＞ ， ＜ 支 え て く れ る 人 の 存 在

に 感 謝 す る ＞ ， ＜ 血 縁 者 に 相 談 し な が ら ， 気 持 ち の 整 理 を す

る＞の 4 つの概念から成る．  

 

＜パートナーが HB OC である自分に対して，変わらず接して

く れ る こ と を 認 識 す る ＞ と は ， パ ー ト ナ ー と は 血 縁 で は な い が ，

HBOC について も 理解を示し，変 わら ず接してくれて いる こと

を認識する能力である．  

   「 家 族 と 言 え ば 夫 が ね ． 血 縁 は い い ん で す よ ． 自 分 た ち か ら 遺

伝 し て る し ， 血 の つ な が り み た い の で い い ん だ け ど ， や っ ぱ り 夫

と そ の 家 族 っ て い う の が 気 が か り な と こ ろ が あ っ て ． で も 夫 が す

ご く 受 け 入 れ て く れ て い る の で ， そ う な ん で す よ ， そ れ は 感 謝 で

す ね ． な か な か ね ， す ん な り い か な い と 思 う ん で す よ ね ． ( N o . 7 )」  

   「 夫 は 変 わ ら な い で す け ど ， 私 が そ ん な だ っ た ら 嫌 で し ょ ？ も

ち ろ ん ね ， た だ ， ど う 具 合 悪 い ？ っ て い う の は 抗 が ん 剤 治 療 中 聞

い て く れ て ， 今 日 は 買 い 物 に い く ？ っ て 聞 い て く れ て ， つ れ て い

っ て く れ た り と か ． ま ぁ も と も と や っ て く れ て い て ， た だ 私 が ご

飯 の こ と を 一 切 し な い ． 母 親 が 全 般 的 に 代 わ り に し て く れ て い る

の で 仕 事 か ら 帰 っ て き た ら 悪 い け ど 食 べ て っ て ． お 母 さ ん が 作 っ

て く れ て る か ら っ て ． 私 を 頼 ら な い っ て い う か 自 分 で 全 部 っ て い

う 感 じ で し た ． ( N o . 2 )」  

 

＜ HBOC で ある自 分を必要 として くれ る場所が あるこ とを 自

覚 す る ＞ と は ， 家 庭 や 職 場 で 頼 ら れ る 場 所 が あ り ， そ こ で の 自

分 の 役 割 を 果 た す こ と が 自 分 を 復 調 さ せ ， 生 き る 支 え に な っ て

いることを自覚する能力である．  
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   「 で き る こ と ．． あ る の か な ． 今 は 毎 日 （ を 生 き る ） で す か ね ．

右 手 な ん で リ ン パ と っ て る か ら 不 便 で は あ り ま す が ． 1 人 だ っ た

ら 何 も し て な い と 思 い ま す よ ． 誰 か の た め に ご 飯 作 る と か 帰 っ て

く る か ら 掃 除 し な い と い け な い っ て い う の が あ る か ら や る の で 1

人 だ っ た ら し て な い で し ょ う ね ． 抱 っ こ も し て あ げ ま す し ， 抱 っ

こ は 左 で し て い ま す ね ． ( N o . 1 )」  

   「 職 場 の 人 が 戻 っ て き て く れ な い と 困 る っ て 言 っ て く れ て ， そ

れ も す ご く 支 え に な っ て い ま す ． 入 院 期 間 だ け 休 ん で そ れ 終 わ っ

た ら す ぐ 復 帰 し て ． 化 学 療 法 中 も ． 化 学 療 法 中 は 最 初 だ け 入 院 な

ん で す け ど ， 後 は 外 来 な ん で １ 日 だ け 休 ん で あ と は す ぐ に っ

て ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 副 作 用 は あ り は し ま し た が ， あ ま り 気 に し

な い よ う に ． 仕 事 は 支 え に な っ て い ま す ． 待 っ て く れ て い る か ら

だ と 思 い ま す ． す ご く ス タ ッ フ が い い ん だ と 思 い ま す ． 認 知 症 の

方 だ け な の で ， お 年 寄 り が ○ 名 い る ん で す け ど ， や っ ぱ り そ の 方

た ち の 笑 顔 と か が 大 変 だ け ど う れ し い の で ． ( N o . 1 3 )」  

＜ 支 え て く れ る 人 の 存 在 に 感 謝 す る ＞ と は ， 自 分 が ど ん な と

き も あ り の ま ま の 自 分 を 受 け 止 め ， 支 え て く れ る 家 族 や 友 人 の

存在に感謝する能力である．  

   「 自 分 の 今 の 気 持 ち は ・ ・ や っ ぱ り ， け ど な ん だ ろ う ， 友 達 に

話 す か な ． 乳 が ん の 人 じ ゃ な く て ， 聞 い て き て く れ る ん で ， ど う

っ て ． や っ ぱ り い え る か な っ て ． あ り の ま ま ． ( N o . 8 )」  

   「 絆 は 強 く な っ て い る 気 が し ま す ． 夫 や 子 供 だ け で な く て ， 夫

の ご 両 親 や お 姉 さ ん と か ． 夫 の お 姉 さ ん も こ こ （ 乳 房 ） 罹 っ て い

る ん で す け ど ， 前 が ん 段 階 の も の を 持 っ て い る と い う か ． そ う い

う の で 情 報 共 有 し た り と か す る よ う に な り ま し た ．（ N o . 1 3）」  

 

＜ 血 縁 者 に 相 談 し な が ら ， 気 持 ち の 整 理 を す る ＞ と は ， 自 分

の 気 持 ち を 分 か っ て も ら え る 血 縁 者 に 相 談 す る こ と で ， 今 の 自

分の気持ちを整理する能力である．  

   「 で も 遺 伝 性 に な っ て か ら よ く 兄 弟 と 話 す よ う に な り ま し た よ ね ．

い ろ い ろ 話 す っ て い う ． ( N o . 6 )」  

   「 姉 に も 言 わ れ た ん で す よ ． あ な た が そ う 思 う な ら そ の 選 択 を 支

持 す る か ら ， ど の 選 択 を し て も い い よ っ て 言 っ て く れ る ん で す よ ．

そ う な ん で す よ ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 姉 に 正 直 に 話 し た ら ， も う 自

分 の 人 生 だ し ， 笑 え な い の で あ れ ば や め た ら い い っ て ． ( N o . 9 )」  

 

（ 2）≪血縁者や HBOC の当事者とお互いの経験を共有し，支え

合う≫  

≪血縁者や HBOC の当事者とお互いの経験を共有し，支え
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合う≫とは， HBOC と向き合ってい るのは自分だけ では なく，

血 縁 者 や 当 事 者 た ち と 互 い の 経 験 を 共 有 し ， 支 え 合 う 能 力 で

ある．こ のサブ カテ ゴリーは ，＜ HBOC である自 分の体 験を

他者と共有する＞，＜未発症 BRCA 変異保持者の血縁者の苦

悩に向き合い，支える＞の 2 つの概念から成る．  

 

＜ HBOC である自分の体験を他者と共有する＞とは， HBOC の

体 験 は 貴 重 で あ る た め ， 同 じ 思 い で 苦 し ん で い る 人 と の 場 を 醸

成 し た り ， 体 験 を 語 り 合 い ， 他 者 と 情 報 を 共 有 し 合 う 能 力 で あ

る．  

   「 病 院 の 中 と は 違 っ て い て ． こ こ (患 者 会 )が な か っ た ら 乗 り 越

え ら れ な か っ た で す ． そ れ こ そ 皆 さ ん も う 卒 業 さ れ て い っ た ん で

す よ ． も う 治 療 も さ れ て ， そ れ ぞ れ の 道 へ っ て ね ， も う 会 う こ と

も 少 な く な っ て き て ． ふ ら っ と こ こ に 来 て ， 今 か ら い こ う か っ て

話 し て ． や っ ぱ り こ う い う と こ ろ で 話 す っ て い う の が ね ． 仕 事 の

場 で 話 す っ て い う の も 抵 抗 あ る し ， 言 っ て 悪 い こ と で は な い し ，

聞 か れ た ら 話 す け ど ， 向 こ う も ち ょ っ と 躊 躇 し て い る し ， あ え て

そ の 話 題 に 触 れ な く て も っ て い う こ と で ． 夫 も 分 か ら な い ん で ね ．  

( N o . 1 0 )」  

  「 遺 伝 子 変 異 が あ る 人 と お 話 す る 機 会 が あ っ て ， そ の 出 会 い は す

ご く あ り が た か っ た ん で す よ ね ． そ の 人 た ち と い ろ い ろ 話 す よ う

に な っ て ， 自 分 は 本 当 に 何 も 考 え ず に 子 供 や 周 り に 言 っ て い た な

っ て ． 人 に よ っ て は 言 う こ と に 気 を つ か っ て 居 る 人 も い る か ら ，

あ ， わ た し ， 全 然 気 を 遣 わ ず に み ん な に い っ ち ゃ っ た っ て こ と で ，

周 り の ， う ー ん 気 を 遣 っ て い る 人 も い る っ て い う こ と が 分 か っ た

( N o . 1 2 )」  

 

＜未発症 BRCA 変異保持者の血縁者の苦悩に向き合い，支え

る＞とは，未発症 B RCA 変異保持者の血縁者が予防的切除をす

る ま で の 苦 悩 と 向 き 合 い ， 自 分 の 経 験 を 共 有 し な が ら 支 え る 能

力である．  

   「 妹 に は す ぐ 話 し ま し た ． 妹 も す ぐ 遺 伝 学 検 査 を し て ， し た ん

で す け ど ， 妹 は つ い 先 日 予 防 的 切 除 し た ん で す け ど 結 構 時 間 あ き

ま し た ね ． 彼 女 は が ん は 発 症 し て い な か っ た ん で す け ど ， 仕 事 も

あ っ た ん で 随 分 迷 っ た み た い で し た ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 勇 気 は

い っ た と 思 い ま す が ， 私 の 闘 病 （ 化 学 療 法 の 辛 い 体 験 ） み て い ま

す か ら ね ． そ こ は 違 う と 思 い ま す ．（ N o . 7）」  

 

（ 3）『前世や目に見えない存在の力に支えられている ことを認



 

76 

 

識する』  

  『 前 世 や 目 に 見 え な い 存 在 の 力 に 支 え ら れ て い る こ と を 認

識 す る 』 と は ， 前 世 や 見 え な い 存 在 の 力 に 支 え ら れ て い る 感

覚を認識する能力である．  

    「 私 の 母 は こ の 子 は 神 の 子 だ と い い ま す ． 娘 が い な い と ね ． 当

時 は ま だ ピ ン ク リ ボ ン 運 動 が そ ん な に 盛 ん で は な く て ， 子 供 が い

な い と ね （ 分 か ら な か っ た ）． ( N o . 7 )」  

    「 信 心 深 く な っ た っ て ， 宗 教 に 頼 る っ て こ と で は な く っ て ， 何

か あ っ た ら 近 く の 神 社 を 通 り が か か っ た ら 感 謝 し ま す ， 感 謝 し ま

す っ て ， う ん ， 今 の 私 を 生 か せ て い た だ い て 感 謝 し ま す っ て ， 本

当 に ま ぁ そ ん な 気 持 ち に な り ま し た ね ． ( N o . 2 )」  

    「 乳 が ん っ て 診 断 さ れ る 前 に 妊 娠 し た こ と が あ っ て ， そ れ で そ

れ が 流 れ て ， 検 診 い こ う か っ て な っ た ん で ， 流 産 し た そ の 子 が 教

え て く れ た の か な っ て ． 娘 も 喜 ん で い た の に 残 念 な こ と を し て し

ま っ た ん で す け ど ， で も ま ぁ 病 気 を 教 え て く れ た の か も し れ な い

っ て い う の が あ っ た の で ． ( N o . 1 3 )」  

 

5）【 HBOC に対する見解の多様性を受け入れる】（表 6）  

 

 

【 HBOC に対する見解の多様性を受け入れる】とは， HBOC に

対 す る 考 え 方 や 価 値 判 断 は 自 己 ・ 他 者 ， そ れ ぞ れ 人 に よ り 多 様

で あ る と 認 識 を 変 換 し ， 他 者 の 見 解 も 受 け 入 れ る 能 力 で あ る ．

こ の カ テ ゴ リ ー は ， ≪ 血 縁 者 の 遺 伝 学 検 査 は 社 会 的 不 利 益 も 考

慮した上で，本 人の 意思決定を尊重 する ≫，≪ HBOC に 対 する

見解は多様であることを理解する≫の 2 つのサブカテゴリーと，
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『 HBOC であることを「アドバンテージである」と認識する』，

『 BRCA 遺伝子変異を保持していることは特別なことではなく，

誰 し も 可 能 性 が あ る と 認 識 す る 』 と い う サ ブ カ テ ゴ リ ー と 同 程

度の説明力を持つ概念から成る．  

 

（ 1）≪血縁 者の遺 伝学検査は 社会的 不 利益も考慮 した上 で ，本

人の意思決定を尊重する≫  

  ≪ 血 縁 者 の 遺 伝 学 検 査 は 社 会 的 不 利 益 も 考 慮 し た 上 で ， 本

人の意思決定を 尊重 する ≫とは， HBOC であることには 社会的

不 利 益 が 存 在 し ， 知 る こ と が 必 ず し も 最 良 で あ る と は 言 え な い

為 ， 遺 伝 学 検 査 の 必 要 性 は 説 明 す る が ， 受 け る か ど う か の 選 択

は 本 人 の 意 思 決 定 を 尊 重 し ， 受 け 入 れ る 能 力 で あ る ． こ の サ ブ

カ テ ゴ リ ー は ， ＜ 血 縁 者 が 遺 伝 学 検 査 を 受 け る か ど う か は ， 本

人 の 意 思 に 委 ね る ＞ ， ＜ 血 縁 者 に 遺 伝 学 的 検 査 を 勧 め る こ と が

必ずしも最良ではないことを理解する＞の 2 つの概念から成る．  

 

 ＜ 血 縁 者 が 遺 伝 学 検 査 を 受 け る か ど う か は ， 本 人 の 意 思 に 委

ね る ＞ と は ， 血 縁 者 へ 遺 伝 学 的 検 査 の 必 要 性 は 説 明 す る が ， 検

査 を 受 け る か ど う か は ， 本 人 の 希 望 や タ イ ミ ン グ に 委 ね る こ と

を受け入れる能力である．  

    「 そ う で す ね ， 私 は 調 べ て ， そ う い う リ ス ク が あ る の な ら 早 く

か ら 見 て ほ し い か な っ て 思 い ま す け ど ， 本 人 が そ こ は ま だ 調 べ な

く て も 結 局 同 じ じ ゃ な い で す か ． な く て も な る か も し れ な い ， 持

っ て て も な ら な い か も し れ な い ． な の で 調 べ る タ イ ミ ン グ は 本 人

に 任 せ よ う か な っ て 思 っ て い ま す ． ( N o . 2 )」  

    「 従 兄 弟 た ち な ん で す け ど ， 親 が 乳 が ん に な っ た ら 子 供 も な り

や す い っ て い う の は 医 学 的 に よ く き く 話 な の で ， み ん な 検 診 は い

っ て る っ て こ と だ か ら ， そ れ 以 上 は 言 え な か っ た か な ー っ て ． 自

分 が 気 に な っ て い る こ と は 話 し た け ど ， 叔 母 が そ う 思 っ て い る ん

だ っ た ら （ マ イ ナ ス ） っ て と こ ろ で ． 血 縁 に つ い て は 話 が で き ま

し た ． 話 は 兄 と 兄 嫁 に 任 せ ま し た ． 兄 は ど う な ん で し ょ う ね ．． シ

ョ ッ ク だ っ た よ う に 見 受 け ら れ ま し た け ど ， 本 人 は い い ん だ け ど ，

娘 が 女 の 子 が い る か ら そ の 子 が 持 っ て い る ん じ ゃ な い か な っ て い

う と こ ろ で 気 持 ち が 落 ち 込 ん だ よ う に 思 い ま し た ． 結 局 娘 た ち に

話 す が ど う か は ， 兄 嫁 さ ん と 話 し て か ら の こ と な ん で ， も う 本 人

た ち と 無 理 に さ せ な く て も い い ん じ ゃ な い か な っ て い う 方 向 に な

っ た み た い な ん で ．（ N o . 1 2）」   

 

＜ 血 縁 者 に 遺 伝 学 的 検 査 を 勧 め る こ と が 必 ず し も 最 良 で は な
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い こ と を 理 解 す る ＞ と は ， 血 縁 者 が ， 遺 伝 的 リ ス ク が あ る こ と

を 知 っ て 苦 悩 す る の で あ れ ば ， 予 防 行 動 は と る 必 要 が あ る が ，

積 極 的 に 遺 伝 学 的 検 査 を 勧 め る こ と が 最 良 で は な い こ と を 理 解

する能力である．  

   「（ 姉 が ） 検 査 を し よ う か 迷 っ て い た ん で す け ど ， も ち ろ ん そ

う な ん で す け ど ， 最 初 私 も 迷 っ て い て ， 検 査 を 病 気 に な っ て 受 け

た ん で す け ど ， 自 分 が 病 気 じ ゃ な か っ た ら 受 け な い ほ う が い い か

と 思 っ た の で ， そ れ は 姉 に 伝 え た ん で す よ ． 発 症 も し て な い し ，

検 診 で 防 げ る も の だ し ， 健 全 な 状 態 で ， も し が ん の 遺 伝 子 が あ り

ま す っ て な っ た ら そ れ を ず っ と 抱 え て 生 活 し て い く の は ど う か な

っ て 思 っ た の で ， そ れ を 伝 え た ん で す よ ． そ う や ね っ て 言 っ て ま

し た ． 検 査 を し て 遺 伝 性 で し た ． じ ゃ あ ど う し ま す か っ て す る 行

動 と 検 査 し な い ま ま す る 行 動 っ て 一 緒 な ん で す よ ね ， 結 局 ， そ う

だ っ た ら し な い 方 が い い ね っ て い う の で ， し な い っ て い う 選 択 を

し ま し た ． 姉 は 男 の 子 供 が い ま す ． こ れ が 女 の 子 だ っ た ら も っ と

心 配 し て い た と 思 う ん で す け ど ．． 姉 も 検 診 は 行 っ て い ま

す ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ う ー ー ん ， ず っ と 乳 が ん の 人 が い な い の

に ど う し て だ ろ う ね っ て ず っ と 言 っ て い て ． そ う な ん で す ． 疑 問

が す ご く あ っ て ． な ん で で す か ね ． そ こ を 追 求 し て も な ん と も な

ら な い の で ． で も ね ． 姉 は 知 ら な い ほ う が い い と 思 い ま す ．

（ N o . 1）」  

   「 自 分 と し て は 今 の き も ち は 結 婚 す る な り ， す る ま で に も し 検

査 し て 持 っ て い た ら ， そ の ほ う が 気 持 ち 的 に 重 く な っ ち ゃ う ん じ

ゃ な い か な っ て 思 う か ら ， 検 査 す る に し て も 結 婚 す る ま で は し な

い と か ， あ る 程 度 年 齢 い っ て か ら す る っ て い う 方 向 で い い ん じ ゃ

な い か な っ て ， 今 の 自 分 は 思 っ て い ま す ． 下 の 子 も 中 学 生 だ か ら ，

最 初 自 分 に 遺 伝 子 変 異 が あ る っ て 分 か っ た こ ろ は 成 人 し た ら 娘 に

も 検 査 を 受 け て も ら っ て そ れ な り の 検 診 を 受 け た ほ う が い い っ て

思 っ て い た ん で す け ど ， 年 月 が 経 つ に つ れ て ， 他 の 人 の 話 を 聞 い

た り し て ， 検 査 す る こ と が 必 ず も い い と は 限 ら な い と 思 う よ う に

な り ま し た ． ( N o . 1 2 )」  

 

（ 2）≪ HBOC に対する見解は多様であることを理解する≫  

≪ HBOC に 対 す る 見 解 は 多 様 で あ る こ と を 理 解 す る ≫ と は ，

様々な人との関わり 合いの中で， HBOC に対しての見解 にも違い

が あ る と 理 解 す る 能 力 で あ る ． こ の サ ブ カ テ ゴ リ ー は ， ＜ HBOC

に対する他者との見 解の違いを認識する ＞，＜ HBOC 診療 に関わ

る 医 療 者 と の 関 わ り 合 い が ， 自 分 の 考 え を 刷 新 し て く れ る こ と に

気づく＞の 2 つの概念から成る．  
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＜ HBOC に 対 す る 他 者 と の 見 解 の 違 い を 認 識 す る ＞ と は ，

HBOC に対する 考 え方は自分と他 者は 同じではないこ とに 気づ

き，自分と他者の見解の違いを認識する能力である．  

  「 気 持 ち の 変 化 っ て い う か ． 私 は ど っ ち か と い う と そ ん な 感 じ

（ ポ ジ テ ィ ブ ） な ん で す け ど ， 私 の 親 戚 と か に 言 っ た ら ， 今 度 は 親

戚 は ネ ガ テ ィ ブ な ん で す よ ． 知 り た く な い も の を ど う し て 知 ら な い

と い け な い の ？ っ て ． そ う い う 気 持 ち の 人 も い る だ っ て 思 っ て ． あ ，

そ う か み ん な が 私 み た い じ ゃ な い ん だ っ て 思 っ て ． 話 を し た ん で す

よ ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 親 戚 の 人 は 自 分 た ち が 知 り た い と は 思 わ な

か っ た ん で す よ ． 私 が あ の 人 に 言 お う か っ て 言 っ た ん で す け ど ， い

や み ん な が み ん な 知 り た く な い か ら ， そ ん な 余 計 な こ と し な く て い

い っ て ． 従 兄 弟 に も や っ て み る ？ っ て 言 っ て も ， も う い い わ っ て ．

検 査 し て た ら い い わ っ て 言 わ れ た か ら ． 彼 女 は 結 婚 し て な く て 子 供

も い な い か ら そ う い う 意 味 で 別 に わ た し 子 供 も い な い か ら い い わ っ

て ． 自 分 に メ リ ッ ト は な い と 思 っ て い る み た い で ．・ ・ ・（ 中

略 ）・ ・ ・ ・ た だ ， 興 味 が あ っ た ら い つ で も い い で す よ っ て い う ス

タ ン ス で い な い と だ め だ な っ て い う の が 分 か っ て ． 自 分 の 気 持 ち が

こ う だ か ら っ て み ん な が 同 じ で は な い っ て 改 め て 知 っ て ． マ イ ナ ス

の こ と は 聞 い て い た け ど ， そ う い う リ ス ク を 背 負 う っ て い う の は 当

た り 前 だ と 思 っ て い た か ら ， マ イ ナ ス の 部 分 を な ん と か し よ う と 思

っ て み ん な 頑 張 っ て い る ん だ と 思 う ん で す よ ． い ろ ん な 人 が 周 り の

関 係 者 も ． そ う い う も の だ と 思 っ て い た か ら そ れ を す ご く 恐 怖 だ と

感 じ る 人 ， リ ス ク を す ご く 自 分 の 中 で 大 き く 感 じ る 人 ， リ ス ク の 大

き さ の 感 じ 方 は す ご く 個 人 差 が あ る と 感 じ ま し た ． そ れ は ね ， 一 見

大 丈 夫 そ う に 見 え て も す ご く 感 じ て い る 人 も い る し ， 出 さ な い 人 も

い る し ， す ご く 出 す 人 も い る し ， そ の 差 は あ る と 思 い ま す ． 娘 も 割

と 内 気 な ほ う だ か ら ， 私 が 大 丈 夫 だ と 思 っ て て も ， 本 当 は す ご く リ

ス ク を 感 じ て い る か も し れ な い し っ て 思 う か ら 慎 重 に し て は い ま す ．

従 兄 弟 の 話 を 聞 い て ， 多 様 性 と い う か ， 押 し つ け た ら い け な い な っ

て 思 っ た こ と で す か ね ． 嫌 な 人 は 嫌 な ん だ な っ て ． 最 初 は そ う は 思

わ な か っ た ん で す ． ( N o . 11 )」  

「 遺 伝 子 変 異 が あ る 人 と お 話 す る 機 会 が あ っ て ， そ の 出 会 い は す         

ご く あ り が た か っ た ん で す よ ね ． そ の 人 た ち と い ろ い ろ 話 す よ う に

な っ て ， 自 分 は 本 当 に 何 も 考 え ず に 子 供 や 周 り に 言 っ て い た な っ て ．

人 に よ っ て は 言 う こ と に 気 を つ か っ て い る 人 も い る か ら ， あ ， わ た

し ， 全 然 気 を 使 わ ず に み ん な に い っ ち ゃ っ た っ て こ と で ， 周 り の ，

う ー ん 気 を つ か っ て い る 人 も い る っ て い う こ と が 分 か っ た と い う の

と ， 遺 伝 子 変 異 が あ る と 分 か っ て し ま う と ， い ろ い ろ と 気 持 ち 的 に ，



 

80 

 

変 異 が あ る こ と で 自 分 的 に 子 供 を 産 ん で は い け な か っ た と 思 っ た 方

が い る と い う の を 聞 い て ， あ ー ， そ う 思 っ て し ま う ん だ っ て 思 っ て ．

知 ら ず に 産 ん で し ま っ て る か ら 自 分 は 仕 方 な い よ ね っ て 感 じ で 思 っ

て し ま っ て い る の か な っ て ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 本 人 と し て ， 知 る

こ と に よ っ て 良 か っ た と 思 っ て い る ん で す け ど ， み ん な が み ん な そ

う と る わ け で は な い と い う の が 分 か っ て ． ( N o . 1 2 )」  

 

＜ HBOC 診 療に関 わる医療 者との 関わ り合いが ，自分 の考 え

を刷新してくれ る こ とに気づく ＞と は， HBOC 診療に関 わ る専

門 家 と 関 わ り 合 い が ， 今 ま で の 自 分 の 考 え 方 を 刷 新 し ， 自 分 の

思考が変化したことを実感する能力である．  

「 私 は 医 療 者 の 方 と か 専 門 家 の 方 と の 出 会 い が 大 き か っ た で す ね ．  

ま ぁ 要 す る に 教 育 で す よ ね ． ネ ガ テ ィ ブ に と ら え る も の で は な い ん

だ よ っ て い う こ と を 繰 り 返 し い ろ ん な か た か ら い ろ い ろ な 言 葉 で 教

え て い た だ い て ， や っ ぱ り 遺 伝 の 話 は 難 し い の で 一 度 に な か な か す

ん な り は 入 っ て こ な い け ど ， 何 度 も 何 度 も い ろ い ろ な ア プ ロ ー チ の

仕 方 で し て も ら っ て ， 教 育 さ れ て ，「 教 育 さ れ て 」 っ て い う 言 い 方

は お か し い か も し れ ま せ ん け ど ， 学 ぶ こ と が で き た と い う の は 大 き

か っ た と 思 い ま す ． ( N o . 7 )」  

 「 自 分 が 卵 巣 も の け た い と い う の も ど こ か で 話 し た の を 見 て い た  

の か も し れ な い で す け ど ， そ れ に 対 し て と ら な い と い け な い と 自 分

を 追 い 込 ん で い る ん じ ゃ な い で す か っ て 言 わ れ て ． 胸 は 全 部 の け る

っ て 決 め て ， 卵 巣 も の け る っ て 話 を し た と き に （ 泣 ）． そ れ で 抗 が

ん 剤 治 療 を し て い る 看 護 師 さ ん が 自 分 を 追 い 込 ん で い る っ て い う 風

に み え る っ て 言 わ れ て （ 泣 ）． そ う 言 わ れ て ， ち ょ っ と お い と こ っ

て ，， ２ 年 後 っ て し た か も し れ ま せ ん ． 治 療 中 は し ん ど い と き は い

ろ い ろ 考 え る ん で す よ ． や っ と き ゃ な き ゃ ， や っ と き ゃ な き ゃ っ て ．

の け れ る も の な ら の け と か な く っ ち ゃ っ て ． 自 分 で 自 分 を 追 い 込 ん

で い た 感 じ が し ま す ね ． で も そ れ を 自 分 で 追 い 込 ん で い る よ う に 見

え る っ て 言 わ れ た と き に ， あ っ ， そ う か も し れ な い っ て 思 い ま し た ．

看 護 師 さ ん か ら の 声 か け っ て す ご く あ り が た い で す ね ． 時 間 を お い

た き っ か け は ， 抗 が ん 剤 治 療 の と き の 看 護 師 さ ん の 声 か け が き っ か

け だ っ た か ， そ の 分 気 持 ち が 楽 に な っ た 気 が し ま す ． そ の と き に し

て し ま わ ず ， あ け て よ か っ た か も し れ ま せ ん ． ( N o . 1 2 )」  

 

（ 3）『 HBOC であることを「アドバンテージである」と認識する』  

 『 HBOC である ことを「アドバンテ ージである」と認識 する 』

とは， HBOC で あ ることは不利益 なこ とばかりではな く， がん

の 予 防 ， 早 期 発 見 ・ 早 期 治 療 ， 多 様 な 治 療 方 法 の 選 択 に 繋 が り ，
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自 分 や 血 縁 者 の 人 生 設 計 に 有 利 で あ る と い う 認 識 を 持 つ 能 力 で

ある．  

「 も う 全 然 変 わ り ま し た ． 最 初 は H B O C で あ る っ て い う 診 断 を 受

け た と き は ， 私 は 今 後 自 分 が ね H B O C っ て い う こ と は お ろ か ， 両 方

の 乳 が ん に な っ た っ て い う こ と は 人 に は 絶 対 言 っ て は い け な い ， 言

え な い っ て 思 っ た ん で す よ ． 秘 密 を も っ た ま ま こ れ か ら の 人 生 は 生

き て い か な い と っ て 思 っ て た ん で す よ ． で も 今 ， 全 然 そ う は 思 っ て

い な く て ． H B O C で あ る こ と で オ ラ パ リ ブ を 使 え る わ け で ， ア ド バ

ン テ ー ジ な ん で す よ ． む し ろ 2 人 に 1 人 が が ん に な る っ て い う 時 代

に な っ て ， が ん に な る 年 齢 ， 年 代 っ て い う か ． 部 位 も 分 か っ て い る

っ て い う の は ア ド バ ン テ ー ジ な ん で す よ ね ． 予 防 切 除 も あ る し ， 予

防 的 に っ て い う 方 法 も あ る し ． だ か ら 使 え る 薬 ， で き る こ と も あ る ．

自 分 の 中 で は と ら え 方 は （ 今 は ） ネ ガ テ ィ ブ な も の で は な い で す ね ．

( N o . 7 )」  

「 び く び く し て 生 活 す る の も い や で し ょ う け ど ， け ど ， 早 く 見 つ

け た ら 治 る 確 率 も 高 く な る と 思 う ん で っ て 私 は 言 っ て い ま す ． こ う

い う 経 験 は も う ，，， し て 欲 し く な い っ て 思 っ て も 絶 対 ね ， ど ん な ふ

う に 来 る か は 分 か ら な い ん で す け ど ， で も ね ， や っ ぱ り こ う い う の

は ．． せ っ か く 調 べ て 分 か っ て い る ん だ っ た ら ， 予 防 は 難 し く て も

早 く 病 院 に 行 っ て 見 つ け て も ら っ て ． 検 査 も 行 き や す い ， 率 先 し て

行 っ て く れ る ん じ ゃ な い か な っ て 思 っ た り ． ( N o . 8 )」  

「 H B O C が 抗 が ん 剤 が 効 く っ て 先 生 が 教 え て く れ て た り ， 敵 が ち

ょ っ と 知 れ て い る ． ト リ ネ ガ の 中 で も ト リ ネ ガ っ て ね ， ホ ル モ ン で

も な く ， H E R ２ で も な く ， 分 か ら な い よ っ て 括 り な ん だ け ど ，

H B O C っ て い う ト リ ネ ガ の 中 で も ち ょ っ と こ う 敵 が 知 れ て い る っ て

い う の は 自 分 の 中 で は プ ラ ス に 動 い て い る よ う な 気 が し ま す ． ず っ

と 持 ち 続 け て い る も の だ け ど ． 再 発 し た ら オ ラ パ リ ブ が 使 え る し っ

て ね ． ( N o . 1 0 )」  

 

（ 4）『 BRCA 遺伝子変異を保持していることは特別なことでは

なく，誰しも可能性があると認識する』  

  『 BRCA 遺伝子変異を保持していることは特別なことではな

く ， 誰 し も 可 能 性 が あ る と 認 識 す る 』 と は ， 遺 伝 子 レ ベ ル の

解析が行われている現状を考えれば， B RCA 遺伝子変異を持っ

て い る こ と は 特 別 な こ と で は な く ， 誰 も が 持 ち 合 わ せ る 可 能

性があると認識する能力である．  

   「 遺 伝 子 変 異 っ て い う の は 塩 基 配 列 の ず れ ， ず れ で 起 こ る こ と で

す か ？ っ て 聞 い て ， そ う で す ね っ て 言 わ れ て ， そ れ を 聞 い た と き に

す っ か り 腑 に 落 ち て ， な に せ 人 間 っ て 日 々 進 化 し て い る か ら ， そ ん
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な こ と あ っ て 当 た り 前 か な っ て 思 っ た ら ， 私 ， な ん だ 普 通 の 人 間 だ

っ て 落 ち 着 い て し ま っ て ． だ か ら ， な ん か 普 通 に 進 化 し て る わ た し ，

っ て 思 っ て ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ は じ め は ， 人 に 言 い に く い な っ て

と こ ろ か ら 始 ま っ た ん で す け ど ， 自 分 で 腑 に 落 ち て か ら 私 は 普 通 の

人 で 良 か っ た っ て い う の を 思 う よ う に な っ て か ら ， 私 遺 伝 性 の が ん

だ か ら っ て い え る よ う に な っ た し ， 恥 ず べ き こ と で な く ， み ん な 起

こ り う る こ と だ と 思 い ま し た ． ( N o . 8 )」  

   「 遺 伝 て 割 と 最 近 の 話 だ と 思 っ て い て ， 誰 で も 何 か し ら 遺 伝 っ て

あ る ん じ ゃ な い か っ て 勝 手 に 思 っ て い ま す ． よ く 発 症 し て い る 人 が

多 い か ら ， 今 見 つ け て も ら っ て い る 遺 伝 の 中 に 自 分 は 入 っ て い る け

ど ， き っ と こ れ か ら 遺 伝 の 解 明 が 進 ん で い く と ， も っ と も っ と い ろ

い ろ な こ と が 出 て く る ん じ ゃ な い か な っ て ． た だ ， そ れ を 自 分 が 持

っ て い る ． 特 別 と は 思 っ て い な く て ， み ん な 何 か し ら 遺 伝 っ て も の

は 持 っ て い る ん じ ゃ な い か な っ て 思 っ て い ま す ． 最 初 は 考 え て な か

っ た で す ね ． い ろ い ろ 考 え て い く う ち に 自 分 が 持 っ て い る こ と は 特

別 じ ゃ な い け ど っ て 思 う よ う に な っ た ． ( N o . 1 2 )」  

 

（ 5）サブカテゴリー，サブカテゴリーと同程度の説明力を持つ

概念との関係性について（図 6）  

 

 

 

 

 【当事者として利 他的になる】能力が 高まると， HBOC である

乳 が ん 女 性 は ， 血 縁 者 の み な ら ず ， 様 々 人 た ち と 関 わ り 合 う ． そ

の中で， HBOC で あることは社会的不 利益であると感じる ことは

あっても，『 HBOC であることを「アドバンテージである」と認識

する』や『 BRCA 遺伝子変異を保持していることは特別なことでは

な く ， 誰 し も 可 能 性 が あ る と 認 識 す る 』 能 力 を 見 い だ す ． HBOC

に対する認識が変換 するには，≪ HBOC に対する見解は 多様であ

ることを理解する≫ 能力の高まりが影響 する．一方で， HB OC で

 図 6  サ ブ カ テ ゴ リ ー ， サ ブ カ テ ゴ リ ー と

同 程 度 の 説 明 力 を 持 つ 概 念 と の 関 係 性  
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あ る こ と は 「 ア ド バ ン テ ー ジ で あ る 」 と い う 認 識 を 持 ち ， 当 事 者

と し て 利 他 的 に 振 舞 お う と し て も ， そ う 思 わ な い 血 縁 者 や 当 事 者

との関わり合いによ り，≪ HBOC に対 する見解は多様であ ること

を 理 解 す る ≫ 能 力 が 高 ま る 場 合 も あ る ． こ の よ う な 場 合 は ， ＜ 血

縁 者 の 遺 伝 的 リ ス ク を 考 慮 し ， 遺 伝 学 検 査 や 定 期 健 診 の 重 要 性 を

血 縁 者 に 伝 え る ＞ や ＜ 子 ど も に は 将 来 必 ず 遺 伝 学 検 査 を 勧 め る ＞

と 考 え て い て も ， ＜ 血 縁 者 に 遺 伝 学 的 検 査 を 勧 め る こ と が 必 ず し

も 最 良 で は な い こ を 理 解 す る ＞ 能 力 が 見 い だ さ れ ， ≪ 血 縁 者 の 遺

伝 学 検 査 は 社 会 的 不 利 益 も 考 慮 し た 上 で ， 本 人 の 意 思 決 定 を 尊 重

する≫能力が推進される．  

  

6 ）【 囚 わ れ て い た 観 念 か ら 脱 皮 し ，「 HB OC 」 と 共 生 す る 】  

（表 7）  

 

 【囚われていた観念から脱皮し，「 HBOC」と共生する】とは，

HBOC であるこ と には抗えないが ，そ のことに囚われ すぎ ず，

適度な距離感を 保ち ながら，今まで の観 念を脱ぎ捨て て HB OC

と 共 生 す る 能 力 で あ る ． こ の カ テ ゴ リ ー は ， ≪ 不 可 抗 的 に

HBOC と い う 存 在 に 他 律 さ れ な が ら も 共 存 す る こ と を 承 認 す

る≫，≪「 HBOC」に囚われすぎず，夢や希望を持って自分の人

生を生きる≫の 2 つのサブカテゴリーから成る．  

 

（ 1）≪不可抗的に HBOC という存在に他律されながらも共存す

ることを承認する≫  

≪不可抗的に HBOC という存在に他律されながらも共存する

ことを承認する ≫と は， HBOC であ る ことが分かり， がん にな

った理由がすっきりする反面，自分では抗えない HBOC という

存 在 に 不 安 も あ る が ， 側 に 居 る 存 在 で あ る と 承 認 す る 能 力 で あ

る ． こ の サ ブ カ テ ゴ リ ー は ， ＜ 常 に が ん 発 症 や 死 が 身 近 に あ る
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こ と を 認 め る ＞ ， ＜ 「 自 分 の 持 っ て 産 ま れ た も の 」 が 原 因 で が

んになったと納得する＞の 2 つの概念から成る．  

 

＜常にがん発症や死が身近にあることを認める＞とは， BRCA

遺 伝 子 変 異 は 生 涯 変 わ ら な い も の で あ り ， が ん の 発 症 や 死 を 他

の 人 よ り 身 近 な 存 在 と し て 感 じ る こ と に よ る 悩 み や 不 安 は 持 ち

続けているが，そのことを受け入れる能力である．  

「 乳 腺 外 科 と 婦 人 科 に 通 っ て い る ん で す け ど ， リ ス ク っ て ど う

考 え れ ば い い の か な っ て 思 っ て い て ， ど こ に 行 っ て も リ ス ク が あ る

か ら リ ス ク が あ る か ら っ て 言 わ れ る ん で す よ ． で も リ ス ク っ て 何 っ

て 思 え る よ う に な っ て ． や っ ぱ り ， 卵 巣 と っ て も 腹 膜 播 種 の リ ス ク

が あ る っ て ， 子 宮 内 膜 が ん の リ ス ク っ て い う ん で す か ？ こ れ は ネ ッ

ト 見 て ， あ る ん だ っ て ， と っ た ら 終 わ り じ ゃ な く ， ま だ あ る ん だ っ

て ． 乳 腺 外 科 も B R C A 2 だ か ら 膵 臓 の 検 査 も し て い き ま し ょ う と か ，

リ ス ク っ て 何 っ て 思 う ん で す け ど ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ リ ス ク っ て

い う の が 言 葉 と し て 簡 単 に 使 う け ど ， 位 置 づ け が で き た ん で す ね ．

い つ も 背 負 っ て い た ら し ん ど い も の じ ゃ な い で す か ． で も が ん は 今

で で き て な い け ど ， 見 え な い 数 で ま ぁ い る と は 思 う で す よ ね ． バ ー

ジ ョ ン ア ッ プ と か し て い く じ ゃ な い で す か ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ だ

か ら 一 進 一 退 み た い な ん で す け ど ， リ ス ク っ て な ん か あ の 自 分 が 決

め た 位 置 づ け っ て い う の が い つ も そ ば に い る 友 達 っ て い う 感 覚 が も

て た ん で す ． 産 ま れ て か ら ず っ と そ ば に い る 友 達 だ っ て ． ご め ん ね

知 ら な く っ て っ て ． 自 問 自 答 し な が ら ， そ う 思 っ た ら ， ま た 軽 く な

っ て ． リ ス ク に 対 し て ． そ れ ま で 恐 怖 と か う ざ っ た い も の と か ， 君

は い っ た い 何 者 な ん だ っ て ． ど こ に い っ て も リ ス ク が リ ス ク が っ て

言 わ れ る ん だ け ど ， 君 は 何 者 だ っ て い っ た ら ， 友 達 だ っ た ん だ っ て ．

い る か も い な い か も わ か ら な い ． で も そ の 私 の 友 達 の そ の 友 達 た ち

が が ん た ち だ か ら っ て ．（ N o . 6）」  

「 そ う で す ね ， 夫 と は ち ょ っ と 調 子 が 悪 か っ た ら 転 移 し た ん じ

ゃ な い か っ て ， 再 発 じ ゃ な い か っ て 遺 伝 だ か ら そ う じ ゃ な い か っ て ，

そ ん な 話 は し ま す ． 体 調 の 変 化 に 合 わ せ て 自 分 の 気 持 ち に は 遺 伝 だ

か ら っ て い う の が あ り ま す ね ． 姉 と は 話 し ま す ． 夫 は 病 気 を つ く る

な っ て ． こ の 間 も 大 丈 夫 か な っ て い う と 病 気 を 探 す な っ て ． 病 は 気

か ら と か っ て い う じ ゃ な い で す か ， で も そ ん な の は 昔 の 人 が 言 う こ

と で あ っ て ， 気 に な り ま す よ ね ． そ れ が 遺 伝 だ っ た っ て い う こ と に

よ っ て ， お な か 痛 く な っ た ， 遺 伝 だ か ら ま た が ん に な っ て た ら 怖 い

な っ て ， す ぐ 遺 伝 だ か ら っ て つ な げ て し ま う か も し れ ま せ ん ね ．

( N o . 1 )」  

「 そ れ こ そ 膵 臓 が ん な ん か も H B O C の 中 で リ ス ク に 入 っ て い た
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し ， わ た し は も う 病 院 ， な ん で す か ， 依 存 ， ち ょ っ と 胃 が 痛 か っ た

ら 病 院 い っ て み た り ， ち ょ っ と 便 が 気 に な っ た ら 病 院 い っ た り ， こ

の 前 も 首 の M R I と っ て ， ち ょ っ と 手 が し び れ る 感 じ が す る と か い

っ て ， 結 局 何 も な く て ， で も 気 持 ち が 心 配 に な っ て こ れ は 骨 転 移 じ

ゃ な い か っ て ね （ 笑 ）． 常 に が ん が 気 に な っ て 生 活 し て い ま す ． ち

ょ っ と 痛 か っ た ら な ん か こ う ね ， 自 分 の 症 状 と 結 び つ け る ．．． で も

実 際 は プ ラ ス な の か も し れ ま せ ん ね ， 早 く ．． っ て ね ． ( N o . 1 0 )」  

「 治 ら な か っ た ら ど う し よ う っ て そ こ は 考 え ま し た ね ． 遺 伝 を

持 っ て い る と が ん に な り や す い ， 再 発 す る ん じ ゃ な い の っ て ． こ れ

か ら も 全 く な い わ け で な く ， 再 発 を 意 識 し て 生 き て い く っ て い う こ

と で す か ね ． ( N o . 1 3 )」  

＜ 「 自 分 の 持 っ て 産 ま れ た も の 」 が 原 因 で が ん に な っ た と 納

得 す る ＞ と は ， な ぜ 自 分 が が ん に な っ た の か 自 問 自 答 し て い た

が ， 漠 然 と し て い た も の が 遺 伝 性 で あ る と 明 ら か に な り ， 今 ま

で の 自 分 の 生 き 方 を 否 定 す る も の で は な か っ た と 受 け 入 れ る 能

力である．  

「 遺 伝 な ん で ど う し よ う も な い ． 食 生 活 と か ス ト レ ス と か っ て

が ん の 要 素 っ て い う の が 聞 い て い た ん で す け ど ， 聞 い て て 自 分 に

は 当 て は ま ら な い っ て 思 っ て い た ん で す け ど ， 遺 伝 っ て い っ た ら

ど う し よ う も な い ， 自 分 が 避 け ら れ な い も の っ て 感 じ な ん で す よ ．

あ の そ う で す ね ， 私 は 最 初 が ん っ て 聞 い た と き に ， 自 分 の 何 が い

け な か っ た の か っ て （ 涙 ）．．． そ れ ば っ か り 思 っ て い た ん で す け ど ，

ま ぁ 遺 伝 っ て 聞 い た ら ， も う 仕 方 な い の か な っ て 諦 め が つ い た っ

て い う か ， 自 分 を 追 い 詰 め て い た も の が ち ょ っ と 楽 に な っ た ．．

（ 涙 ）． ポ ジ テ ィ ブ な 感 じ に ．． そ う ， も や も や か ら 解 放 さ れ て ，

も う 仕 方 が な い っ て ． そ こ は 治 療 し て 頑 張 っ て 治 し て い く し か な

い っ て ． 治 し て い く ？ と い う か ， 治 療 を ま ぁ と に か く ， 治 療 を も

う ず っ と で す っ て （ 主 治 医 に ） 言 わ れ た の で ， そ こ を 乗 り 切 っ て

い く し か な い と い う か ， あ き ら め と い う か ， そ こ を 前 向 き に と ら

え た と こ ろ は あ り ま す ． ( N o . 8 )」  

 「 む し ろ 私 が ん に な っ た の は ， な ん で か な っ て ． 私 が ん に な り  

や す い 家 系 な ら そ う い う 家 系 な ん だ っ て ． そ れ こ そ 今 ま で の 食 生

活 が 悪 い だ っ た り ， 何 か 私 が 生 活 し て き た 中 で 何 か や っ ぱ り 自 分

に と っ て 悪 い こ と を 自 分 の 身 体 に し て い た の か ど う な ん だ ろ う っ

て ． そ の と き 遺 伝 の 可 能 性 が あ る っ て き い て ， も し か し た ら 遺 伝

で が ん に な っ ち ゃ っ た の か な っ て ． そ う な る と 私 の 生 活 と か あ の

自 分 が や ら か し て し ま っ た っ て い う 気 持 ち が ， 遺 伝 だ っ た ら し ょ

う が な い っ て ， 持 っ て 生 ま れ ち ゃ っ た か ら ． だ か ら 抵 抗 は な く ，

そ の と き の 正 直 な 気 持 ち っ て い っ た ら ， 遺 伝 な ら し ょ う が な い よ
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ね っ て そ っ ち の ほ う が 大 き か っ た で す ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 私 の き

も ち と し て は 調 べ た こ と で 私 の 生 活 が 悪 か っ た っ て そ う い う こ と

じ ゃ な か っ た ん だ な っ て ． な ら 生 活 を 変 え な い と い け な い と か そ

う い う こ と で は な い ん だ な っ て ． す ご い 変 な 生 活 し て き た わ け で

は な い の で ， あ れ ， 何 が 悪 か っ た ん だ ろ う っ て 考 え て し ま う け ど ，

遺 伝 っ て 言 わ れ る と そ う い う こ と だ っ た の か そ れ は 仕 方 な い よ ね ，

そ う な る と 頑 張 っ て 何 か を 食 べ な い と か ， 食 生 活 を 変 え よ う か と

か 運 動 し よ う か と か も ち ろ ん い い こ と で は あ る ん で す け ど ， い い

と は 思 う ん で す け ど そ こ を 無 理 無 理 頑 張 っ て し な く て も い い ん だ

っ て 思 う し ， い い や っ て ． な っ た ら 仕 方 な い し ， 遺 伝 を 持 っ て 産

ま れ ち ゃ っ た も の は そ れ は し ょ う が な い ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 私 個

人 の 中 で 自 分 の 気 持 ち を 納 得 さ せ る ， 何 が 原 因 だ っ た ん だ ろ う っ

て 悩 ん で い て ． お 肉 食 べ ち ゃ い け な い と か な ん か 飲 ん じ ゃ い け な

い と か ， そ ん な 人 も い ま す よ ね ． も し ， 遺 伝 じ ゃ な い っ て 言 わ れ

た ら な ん だ ろ う ， ち ょ っ と 食 事 療 法 や ら な い と い け な い っ て 思 っ

て し ま っ た か も ， 家 族 の 食 事 も 作 っ て い る し っ て ． 何 が 悪 い の か

が 分 か ら な い の が も や も や し て ， 結 局 は き っ と 遺 伝 っ て 言 わ れ な

か っ た ら 自 分 の 体 質 な ん だ ろ う な っ て 1 回 が ん に も な っ た し ， が

ん 細 胞 に も 弱 い し ， っ て な っ た だ ろ う け ど ， こ こ で は っ き り 遺 伝

っ て は っ き り し た の で ， 私 は そ う い う の を 持 っ て い た か ら 今 の 年

齢 で 出 た ん だ な ， あ っ そ う い う こ と か ， な ら も う ご 飯 と か は 別 に

い い や っ て ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 私 の 生 活 が そ ん な に 荒 れ て な い に

し て も 何 か が い け な か っ た の か と か 考 え る と こ ろ が 全 部 が 遺 伝 で

は な い か も し れ な い け ど ， 納 得 さ せ る 材 料 と い う か ． し ょ う が な

い ．（ N o . 2）」  

「  プ ラ ス と し て は ， 母 が が ん な ん で す け ど ， 母 が い な く な っ て

さ み し い な 悲 し い な っ て そ ん な 感 じ の こ と が 大 き か っ た ん で す け

ど ， 母 が 遺 伝 だ っ た か ら な り や す か っ た の か な っ て あ れ こ れ 考 え

る と き に ， 前 向 き に 考 え れ る よ う に な っ た 気 が し ま す ． ( N o . 1 2 )」  

 

（ 2）≪「 HBOC」に囚われすぎず，夢や希望を持って自分の人生

を生きる≫  

≪「 HBOC」に囚われすぎず，夢や希望を持って自分の人生を

生きる≫とは， HBOC であること は抗 えないが，その こと ばか

りに囚われるの では なく， HBOC と 良 い距離感で自分 の人 生を

生きていく能力 であ る．このサブカ テゴ リーは，＜ HB OC であ

る こ と ば か り に 囚 わ れ な い よ う に す る ＞ ， ＜ 与 え ら れ た 役 割 の

中で夢や目標を持って，一つひとつ達成する＞の 2 つの概念から

成る．  
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＜ HBOC で あるこ とばかり に囚わ れな いように する＞ とは ，

HBOC であるこ と は，がん発症や 死に ついて考えるこ とを 余儀

な く さ れ る が ， そ れ ば か り に 気 を と ら れ る の で は な く ， 現 在 の

生活状況に合わせて HBOC であることと距離を置き生きる能力

である．  

「 再 発 と か ， 転 移 と か す ご く 怖 い ん で す け ど ， そ れ ば っ か り

考 え ち ゃ う と 普 通 の 精 神 状 態 だ っ た り と か 生 活 が で き な く な っ て

い き そ う な の で ， 全 く 考 え な い わ け じ ゃ な い ん で す け ど ， あ ま り

そ っ ち に 意 識 を 持 っ て い か な い っ て ， 持 っ て い き す ぎ な い っ て こ

と で す か ね ． こ れ か ら ど う な る か 分 か ら な い で し ょ ？ は っ き り い

っ て ． 誰 し も ど う な る か 分 か ら な い ． 私 だ け が ど う な る か 分 か ら

な い ん じ ゃ な く て ， み ん な ど う な る か 分 か ら な い か ら ， そ れ は そ

う い う も の で し ょ う が な い っ て 思 い ま す ． ( N o . 2 )」  

    「 最 初 の ほ う は 遺 伝 っ て き い て 手 術 ， 放 射 線 で ， ど う し よ う い

つ 再 発 す る ん だ ろ う っ て 考 え て ま し た け ど ， 今 社 会 復 帰 も し て ，，

た ま に 忘 れ る こ と も あ る ん で す よ ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 仕 事 は じ め

て か ら 忘 れ る よ う に な っ た っ て い う か ， 忘 れ る っ て い う の と か は

ち ょ っ と あ り ま す ね ， 仕 事 に 熱 中 し て る と か ． ( N o . 1 )」  

   「 あ と 笑 い ヨ ガ と か も し て い る ん で す け ど ， 自 分 自 身 の コ ン ト

ロ ー ル だ っ た り と か 周 り の 人 と 関 わ る こ と に よ っ て 一 緒 に 元 気 に

な ろ う ね っ て ． エ ア ロ ビ と か も し て る ん で す け ど ， そ う い う 再 発

と か を 考 え る こ と を 辞 め る っ て い う ん じ ゃ な く て も う ふ き と ば そ

う み た い な ． 再 発 （ の リ ス ク ） を も ち つ つ も そ こ を 乗 り 越 え て い

く っ て い う か ， 忘 れ な い こ と も 大 事 で ， 常 に 忘 れ な い け れ ど も ，

忘 れ る っ て い う 矛 盾 は あ る け ど ． ( N o . 1 3 )」  

 

＜ 与 え ら れ た 役 割 の 中 で 夢 や 目 標 を 持 っ て ， 一 つ ひ と つ 達 成

す る ＞ と は ， 自 分 の 役 割 の 中 で ， 将 来 の 夢 や 目 標 を 持 っ て そ れ

を一つひとつ達成しながら生きていく能力である．  

   「 再 建 の こ と も 悩 ん で い て ． 今 そ っ ち の ほ う に シ フ ト し て い て ．

そ う い う の も あ る か も し れ な い で す ね ． 乳 房 の 型 の や つ は 5 年 く

ら い し か 持 た な く て ， 2 0 万 く ら い す る ん で す よ ． そ れ だ っ た ら 再

建 し て も い い か な っ て ． 再 建 も い ろ い ろ で ． 男 の 子 が い ま す が ，

変 な 話 で す け ど ， 男 の 子 に は お っ ぱ い 大 好 き で い て 欲 し い ん で す ．

病 的 な も の と し て み て 欲 し く な く て ． み ん な 普 通 に 子 供 に み せ て

る よ っ て 言 う 人 多 い ん で す け ど ， 私 は ね ， 乳 が ん に な っ て ま だ 一

緒 に お 風 呂 に 入 っ て な い ん で す よ ， 子 供 と ． 子 供 が な ん か こ う 性

的 な も の と し て み れ る よ う に ， こ っ ち は あ っ て ， こ っ ち は な く て
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っ て 見 せ た く な い ． 子 供 の 前 で は あ れ つ け て っ て い う の も 面 倒 く

さ い し ね ． い ろ い ろ 考 え た り ． 再 建 も 視 野 に 入 れ て い ま す ． ち ょ

っ と ず つ 自 分 が 変 わ っ て い け て い ま す ね ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 自 分

が 発 起 人 を す る の で あ れ ば 会 み た い な の も っ て 言 っ て く れ て 先 生

が ． で も そ こ ま で は な い け ど ， ま ぁ ち ょ っ と ず つ ち ょ っ と ず つ 患

者 会 じ ゃ な い け ど ， 当 事 者 会 み た い な の を ど っ か で 何 か を で き れ

ば い い な っ て ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 今 ま で に な か っ た ん で す よ ． こ

の 分 野 を も っ と 極 め た い っ て い う の が ね ． 全 く な く て ． そ こ は と

て も 変 わ っ て ， 自 分 の 自 信 ？ や り た い も の ？ な に か こ の 分 野 だ け

は 私 に 任 せ て っ て い う も の が で き ま し た ． ( N o . 1 0 )」   

   「 １ 回 目 の 治 療 の あ と に 試 験 を 受 け て ， ず っ と 受 験 は し て い た

ん で す け ど な か な か 受 か ら な く て た ま た ま 受 か っ た ん で す よ ． そ

う い う な ん か 自 分 を 振 る い 立 た せ る と い う か ． ( N o . 1 3 )」  

  

（ 3）サブカテゴリー間の関係性（図 7）  

 

 

  HBOC である乳がん女性は，自己・他者と関わり合いながら，

【囚われていた観念から脱皮し，「 HBOC」と共生する】能力が高

まる．「 HBOC」であることは自分ではどうしようもないが，徐々

に≪不可抗的に HBOC という存在に他律されながらも共存するこ

とを承認する≫能力を獲得する．一方で HBOC であることは抗え

ないが，≪「 HBOC」に囚われすぎず，夢や希望を持って自分の人

生を生きる≫能力も獲得する．  

 

    

 図 7  サ ブ カ テ ゴ リ ー 間 の 関 係 性  



 

89 

 

7）【未来を推い，今を生き抜く】（表 8）  

 

【未来を 推い， 今を 生き抜く 】とは ， HBOC である ことは 再

発 や 死 を 意 識 す る も の で あ る が ， 未 来 の 希 望 も 想 像 し な が ら ，

現 時 点 で で き る こ と を 大 切 に ， 今 を 生 き 続 け る 能 力 で あ る ． こ

の カ テ ゴ リ ー は ， ≪ 自 分 や 血 縁 者 の 未 来 を 思 い 描 き ， 今 を 生 き

る糧とする≫，≪未来の ｢死」を感じながらも， 1 日 1 日を大切

に生きる≫の 2 つのサブカテゴリーから成る．  

 （ 1）≪自分や血縁者の未来を思い描き，今を生きる糧とする≫  

≪ 自 分 や 血 縁 者 の 未 来 を 思 い 描 き ， 今 を 生 き る 糧 と す る ≫

とは， HB OC であ ることは ，ネガ ティ ブな部分 も多い が， 自

分 や 血 縁 者 の 希 望 に 満 ち た 未 来 を 思 い 描 く こ と に よ り ， 今 を

生 き る 糧 に す る 能 力 で あ る ． こ の サ ブ カ テ ゴ リ ー は ， ＜ 発 展

していく ゲノム 医療 へ期待を 抱く＞ ，＜ HBOC を継 承して い

る か も し れ な い 子 ど も の 行 く 末 を 思 い 描 く ＞ ， ＜ 将 来 子 ど も

を産みたいと考えている自分を認識する＞の 3 つの概念から成

る．  

 

＜ 発 展 し て い く ゲ ノ ム 医 療 へ 期 待 を 抱 く ＞ と は ， 発 展 し て

いくゲノ ム医療 によ り新薬開 発が進 み， HBOC に対 して新 た

な治療方法が生まれることや HBOC に対して社会が差別的な

考 え を 持 た な い よ う に 国 民 に 対 す る 教 育 が 進 む こ と を 期 待 す

る自分に気づく能力である．  

 「 ゲ ノ ム で が ん が 明 ら か に な っ て い っ た ら ほ か の 疾 患 も 順 々 に

な っ て い く で し ょ う か ら ね ． 進 行 を 遅 ら せ た り 発 症 を 遅 ら せ た り ．

ど ん ど ん 解 明 し て い く ん で し ょ う ね ． す ご い ス ピ ー ド で ． 遺 伝 の

こ と に 対 し て 一 般 の 人 の 知 識 が な く っ て 乏 し く っ て ， そ こ の 乖 離

で す よ ね ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 一 縷 の 望 み で 検 査 も さ れ る だ ろ う か

ら ． 医 療 費 抑 制 の 方 向 に な っ て い け ば い い で す け ど ね ． ( N o . 7 )」  

  「 ち ょ っ と 楽 観 視 し て い る と こ ろ も あ っ て ， 今 医 療 が 進 歩 し て
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い る じ ゃ な い で す か ． な の で ， と ら な く て も （ R R S O） 初 期 で み

つ か る 医 学 の 進 歩 が 実 は く る ん じ ゃ な い か っ て い う 期 待 と ． そ う

な っ た と き に と っ た あ と に そ れ が 進 歩 し て で き る よ う に な っ て も

も う と っ て る か ら 意 味 な い し っ て い う ．．． な ん で し ょ う ね ， 投 げ

や り な 気 持 ち と ち ょ っ と す ご く 自 分 が な る こ ろ に は 医 学 が 進 歩 し

て い て と か 薬 が 進 歩 し て い て と か ， っ て い う 期 待 と ． ( N o . 9 )」  

  「 ま た 遺 伝 子 の こ と が い ろ い ろ で て る じ ゃ な い で す か ． 私 が も

っ と も う ち ょ っ と 遅 く 産 ま れ て ， も う ち ょ っ と 遅 く 結 婚 し た ら 遺

伝 子 を 集 中 的 に や っ つ け れ る み た い に な る っ て 時 々 新 聞 で み た り

ニ ュ ー ス で す る ， も う ち ょ っ と 後 か ら だ っ た ら ， 娘 に ね ，  ( N o . 3 )」  

    「 ま だ 先 の こ と な ん で ， そ の こ ろ の 時 代 に は 研 究 も す す ん で い

て ， 子 供 の 時 代 に は 予 防 的 に ね ， 何 か が で き る よ う に な っ て い る

か な っ て な ． こ ど も の 孫 が 大 丈 夫 か と か は だ か ら 全 然 思 っ て な い

で す ね ． ( N o . 1 0 )」  

  「 ま た 子 ど も た ち の 時 代 に な っ た ら 全 然 違 っ て く る と 思 う か ら ．

そ う い う 情 報 聞 い て い た ら （ 海 外 の 治 療 ）， 子 供 た ち に も 安 心 し て ，

ま た 全 然 違 っ て く る か ら っ て ． 角 膜 が ど う の っ て ， ど ん ど ん 治 療

も 違 っ て く る し ね ． ( N o . 11 )」  

 

＜ HBOC を継 承し ている かも しれ ない 子ども の行 く末 を思

い描く＞ とは， HBOC を継 承して いる かもしれ な い子 ども の

未 来 を 思 い 描 き ， 今 後 も 自 分 が サ ポ ー ト し て い き た い 思 考 す

る能力である．  

   「 も っ と 早 く 結 婚 し て お け ば 良 か っ た と 思 い ま し た ． 娘 も で き

れ ば 早 く 結 婚 さ せ よ う と 思 っ た り ． 遺 伝 っ て 聞 い て 娘 の 人 生 設 計

も が ら っ と 変 わ り ま し た ね ． 早 く 結 婚 し て 子 供 を 産 ん で ，（ 乳 房 を ）

と る っ て い う の も 一 つ の 手 な の で ， そ う い う の も 伝 え た い な っ て

思 い ま す ね ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 娘 に は 産 ん で も ら い た い で す ね ，

な ん で そ う 思 う ん で し ょ う ． 分 か ら な い で す け ど ， 娘 に は 産 ん で

ほ し い で す ． 生 き る ， 生 き が い が な く な っ て し ま う と 思 う で す よ

ね ． 私 が 今 子 供 を 産 ん で か ら 病 気 に な っ た ん で ， 良 か っ た ， 良 か

っ た っ て 言 っ た ら 良 か っ た で す け ど ， こ れ が 独 身 で 女 性 で ， 胸 が

な い っ て い う の は す ご い つ ら い と 思 う ん で す よ （ 涙 ）．． 今 の ね ，

今 の 時 代 で は 女 性 が 強 い の で ， 生 き て い け る く ら い の 経 済 力 は あ

る と 思 う ん だ け ど ， つ ら い と 思 う ん で す よ ね ． 娘 に は 伝 え て い き

た い で す ね ．  ( N o . 1 )」  

  「 自 分 に と っ て は 利 益 ． そ ん な 嫌 な 思 い だ け は さ せ た く な い ．

だ か ら 早 く 知 る っ て こ と は い い こ と っ て 子 供 に は 言 っ て ま す ． そ

れ を 間 違 わ な い で ほ し い っ て ． そ れ を 悪 い よ う に と っ て 怖 が ら な
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い よ う に っ て ． な ん か ， ね ぇ ． 私 が ち ょ う ど 産 ん で か ら だ し ． こ

れ か ら 娘 た ち は 困 難 に あ っ て い く ． 産 む 前 に 先 見 つ け て お い た ほ

う が い い ん で す か ね ．・ ・ ・（ 中 略 ）・ ・ ・ 娘 に と っ て は 先 に わ か っ

て 早 期 に 分 か っ て っ て い う の が い い ． も し 分 か っ た 場 合 の 結 婚 ど

う な の か な っ て ． 私 に と っ て 良 か っ た の は 子 供 2 人 産 め て た っ て

こ と で ， そ う で す ． そ れ が 1 . 2 年 遅 く っ て ， 結 婚 し て い て も 子 供

は 産 め な か っ た と か ・ ・ ・ い や 絶 対 伝 え な い と い け な い で す ね ．

自 分 の 家 系 の 親 み た い だ っ た ら 大 変 だ け ど ． こ れ か ら も っ と 悩 む

こ と が で て く る か も し れ な い し ．  ( N o . 5 )」  

 

＜ 将 来 子 ど も を 産 み た い と 考 え て い る 自 分 を 認 識 す る ＞ と

は ， パ ー ト ナ ー が い て ， 可 能 で あ れ ば 子 ど も を 産 み た い と 考

えている自分を認識する能力である．  

  「 パ ー ト ナ ー が い れ ば 子 供 は 欲 し い ん で す ． 病 気 と は 関 係 な く ．

女 の 子 が 欲 し い ． ( N o . 4 )」  

  「 エ コ ー を し て く れ た ら ， 今 き れ い な 子 宮 で す よ っ て ， 先 生 も

一 緒 に 悩 ん で く れ た ん で す け ど ， 最 後 に エ コ ー を 見 せ て く れ た ん

で す よ ， や り な が ら ， す ご く き れ い で す よ っ て ， 先 生 も 最 後 に な

る か ら 見 せ て く れ た っ て の ち の ち 言 っ て く れ た ん で す け ど ， そ う

な ん だ ， 赤 ち ゃ ん が で き た と き の こ こ が 心 拍 で す よ っ て 言 っ て も

ら っ た と き の あ れ が フ ラ ッ シ ュ バ ッ ク し て ． ま だ ど っ か こ こ ろ の

1 パ ー セ ン ト の と こ ろ で 自 分 が 納 得 で き て な か っ た ん だ っ て ， ぱ

あ っ て 思 っ て ． 出 産 は 何 パ ー セ ン ト で も 自 然 に で き た ら 女 の 子 欲

し い な っ て い う の は あ る ． ( N o . 1 0 )」  

 

（ 2）≪未来の ｢死」を感じながらも， 1 日 1 日を大切に生きる≫  

≪未来の ｢死」を感じながらも， 1 日 1 日を大切に生きる≫

とは， HBOC は再発や死が身近なものであるからこそ， 1 日 1

日 を 大 切 に 生 き よ う と す る 能 力 で あ る ． こ の サ ブ カ テ ゴ リ ー

は ， ＜ 些 細 な 幸 せ に 感 謝 し な が ら ， 焦 ら ず 穏 や か に 生 き

る ＞ ， ＜ 未 来 に あ る 「 死 」 を 受 け 入 れ ， 今 を 生 き る ＞ か ら 成

る．  

 

  ＜ 些 細 な 幸 せ に 感 謝 し な が ら ， 焦 ら ず 穏 や か に 生 き る ＞ と

は， HBOC ががん の発症や 死をイ メー ジさせる もので ある か

ら こ そ ， 些 細 な 幸 せ に 感 謝 し な が ら ， 焦 ら ず 穏 や か に 今 を 生

きる大切さを実感する能力である．  

    「 な ん か そ の 1 日 1 日 が 大 事 ． 日 常 生 活 が 健 康 な と き は そ ん な

に 感 じ な か っ た の に ， 普 通 っ て い う こ と が 大 切 な ん だ な っ て ． あ
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の 本 当 は も っ と 早 く そ ん な こ と を 分 か っ て い な か っ た ら い け な か

っ た と 思 う ん で す よ ね ， け ど ， や っ ぱ り 幸 せ す ぎ て た ん で し ょ う

か ね ， 周 り に そ ん な 病 気 し て い る 人 が い な か っ た し ， う ー ん ， や

っ ぱ り 幸 せ す ぎ た ん で し ょ う ね ． や っ ぱ り そ れ で そ ん な こ と を 考

え た こ と も な く ， ず っ と 子 育 て し て ， 一 段 落 し た と き に こ ん な こ

と に な っ た ん で ， い ろ い ろ と 勉 強 さ せ て も ら っ て い ま す ね ．

( N o . 8 )」  

    「 穏 や か に 生 き た い と 思 う よ う に な り ま し た ． も と も と 激 し い

わ け で は な い と は 自 分 で も 思 う ん で す け ど ， が ん に な る 前 は 仕 事

も 忙 し か っ た し ， 疲 れ る っ て 思 っ て ， な ん だ ろ う ， 表 面 は 穏 や か

に 生 き て い る よ う な ん だ け ど ， 気 持 ち の 面 で ね ， 本 当 に 穏 や か だ

っ た の か っ て 言 わ れ る と 何 か ち ょ っ と わ た し 1 人 責 任 感 じ す ぎ て

た な と か 何 か 私 が 心 配 し て も し ょ う が な い こ と を 心 配 し す ぎ て い

て た な と か そ う い う と こ ろ は 気 持 ち の 面 で 穏 や か に ， も し か し た

ら 死 ん で し ま う よ う な 方 向 へ 向 か っ て い く の か も し れ な い け ど ，

そ れ は も う し ょ う が な い ． そ う ， 穏 や か な 気 持 ち で っ て ． な ん で

し ょ う ． 近 所 に 公 園 が ， 来 る ま で 1 0 分 く ら い の と こ ろ に あ っ て そ

れ ま で は そ ん な と こ ろ へ 行 っ て 散 歩 し よ う な ん て 気 持 ち に な ら な

か っ た ， で も 穏 や か に 生 き て い こ う っ て 思 っ て ．・ ・ ・（ 中

略 ）・ ・ ・ が ん に な っ ち ゃ っ た し ， 楽 し い こ と ， 穏 や か な こ と ， 本

当 今 日 す ご い 楽 し か っ た ね っ て ， ほ ん と に 日 だ ま り で 気 持 ち い い

な っ て ， 日 光 浴 し て 暖 か い な と か ， そ う い う こ と を し て い こ う っ

て ． そ ん な に 頻 繁 に し て い る わ け で は な い ん で す け ど ， 自 分 の 中

で は そ う い う と こ ろ は 変 わ っ て き ま し た ね ． そ こ は ， な ん で し ょ

う ， あ の ， 意 識 し て ， ち ょ っ と 暇 が で き た ら 行 っ て み よ う っ て ．

中 に こ も ら ず ， お 天 気 が 良 か っ た り す る と 久 し ぶ り に ， こ こ 何 日

か 前 に ， 最 近 寒 か っ た の で よ う い っ て な か っ た ん で す け ど ， す ご

い 暖 か く て ， 家 族 連 れ が 何 組 か 来 て て ， 楽 し そ う に し て て ， あ っ ，

す ご い 穏 や か っ て ． 幸 せ っ て ． 今 し か も 私 ， ご 飯 も お い し い し ，

暖 か い し ， こ れ 幸 せ っ て ． ち っ ち ゃ い こ と が 幸 せ な ん だ な っ て 再

認 識 で す か ね ． ま ぉ 普 通 に 暮 ら せ て い る こ と が 幸 せ ． 自 分 を 穏 や

か に 保 っ て お か な い と 何 か 起 き た と き ， が ー ん っ て あ が っ た り と

か が ー ん っ て さ が っ た り と か ま ぁ ま ぁ そ ん な 人 生 も 楽 し い か も し

れ ま せ ん け ど ， 私 は ず っ と 平 坦 に 緩 や か な 生 き 方 を し た い と 思 い

ま す ． ( N o . 2 )」  

    「 感 謝 が す ご く で き る よ う に な っ た ね ， 前 か ら 比 べ て ． こ の 本

当 ， こ の 汚 い 家 な の に 一 緒 に お れ る こ と の 幸 せ と か ． 今 一 緒 に い

る か ら ， こ の 汚 い ， 子 供 が い る か ら い く ら 片 付 け て も 散 ら か す ん

で す よ ． も う ， け ど ね ， 幸 せ だ ね っ て ． 本 当 に ね ， 幸 せ だ と 思 う
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ね ， ほ ん の ち ょ っ と の こ と が ね ． ( N o . 3 )」  

 

＜ 未 来 に あ る 「 死 」 を 受 け 入 れ ， 今 を 生 き る ＞ と は ， HBOC

で あ る こ と は 他 者 よ り が ん 再 発 や 死 が 身 近 な も の で あ り ， 怖

さ を 感 じ な が ら も 未 来 に あ る 「 死 」 を 受 け 入 れ ， 出 来 る だ け

長生きができるように今を生きようとする能力である．  

   「 も し か し た ら 死 ん で し ま う よ う な 方 向 へ 向 か っ て い く の か も

し れ な い け ど ， そ れ は も う し ょ う が な い ． そ う ， 穏 や か な 気 持 ち

で っ て ． ( N o . 2 )」  

   「 結 婚 も そ ん な に 早 く な く て 3 0 く ら い で ， 向 こ う の こ と と い う

よ り 自 分 の こ と を 思 っ た り し て や っ ぱ り も う ち ょ っ と 長 生 き し て

い た い な っ て い う の が あ り ま す ． 夫 と は け ん か も す る ん で す け ど ，

治 療 も つ い て き て く れ て ， も う ち ょ っ と で も 長 生 き し た い な っ て

思 い ま す ． ( N o . 5 )」  

   「 子 供 は 男 の 子 な ん で ， 夫 に は い っ て い ま す ． も し 私 が あ の 子

ら の 孫 に あ え な か っ た ら ， こ う い う と す ぐ 泣 い て し ま す ． 孫 に あ

え な か っ た ら 伝 え て ね っ て 言 っ て い ま す ． ( N o . 1 0 )」   
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第 5 章  考察  

 

 HBOC である乳が ん女性のセルフ ･ト ランセンデンス はど のよう

なものであるかを分析した結果， 7 つのカテゴリーが生成された．

本章では，Ⅰ． HBOC である乳がん女性のセルフ ･トランセンデン

スの特徴，Ⅱ． HBOC である乳がん女性のセルフ ･トランセンデン

ス の 定 義 ， Ⅲ ． が ん 看 護 実 践 ・ 教 育 ・ 研 究 へ の 示 唆 に つ い て 論 じ

る．  

 

Ⅰ． HBOC である乳がん女性のセルフ・トランセンデンス の特徴  

1 .  HB OC である乳がん女性のセルフ ･トランセンデンスとして，

必要不可欠な能力  

   

1 )生 き 続 け る た め の最 善 の 方 略 を 模 索 し な が ら 「 自 己 」 と 対 峙

し，内在的に自己概念の境界を拡大する能力  

HBOC であ る乳が ん女性は ， 遺伝 学検 査を受け る選択 やそ の

結 果 を 今 後 の 治 療 方 針 に 活 用 し て い く 過 程 で ， 選 択 肢 に よ っ て

のメリット，デメリットを考えながら，「どちらか」という選択

肢 の 中 で ， ア ン ビ バ レ ン ス な 感 情 に ゆ ら ぎ な が ら も 気 持 ち を 前

向 き に 切 り 替 え ， 自 分 に と っ て 後 悔 の な い 選 択 を し て い た ． そ

の 中 で も 予 防 的 切 除 の 選 択 は ， 将 来 の 乳 が ん ， 卵 巣 が ん 発 症 リ

ス ク の 高 さ を 考 え る と 生 き 続 け る た め の 選 択 の 一 つ と し て 考 慮

す る 人 は 多 く 見 ら れ た ． 予 防 的 切 除 の 選 択 は ， ま だ が ん に な っ

て い な い 臓 器 を 失 う と 同 時 に 女 性 性 を 喪 失 す る 体 験 で あ り ， そ

の選択をすることは HBOC のある乳がん女性にとって容易な選

択ではない． HBOC である乳がん女性は，「リスク」に対して後

悔 の な い 選 択 を し た い と 願 い な が ら 自 問 自 答 し ， ＜ リ ス ク 低 減

手 術 の 選 択 に 揺 れ る 自 分 を 自 覚 す る ＞ ， ＜ リ ス ク 低 減 手 術 の 選

択 に 焦 り 自 分 を 追 い 込 ん で い る こ と に 気 づ く ＞ 能 力 を 見 い だ し

ていた． Reed（ 1991）は， se l f - t ranscendece の自己境界の拡張

は内省か自然に 高ま ると述べている ． HBOC である乳がん 女性

は ， 将 来 の が ん 発 症 や 再 発 へ の 不 安 ， 女 性 性 の 喪 失 と い う 絶 望

感 の 中 で ， 自 己 内 対 峙 を 繰 り 返 し ， 時 に は 選 択 に 焦 り な が ら も

最善の方略を模索していた．これは Reed が述べているように時

間 経 過 の 中 で 内 省 し な が ら 自 己 受 容 し て い く と い う 自 己 の 境 界

が 拡 張 し て い る 状 態 で あ る と い え る ． こ の 背 景 に は ， 本 研 究 で

は，【脈々と継承される血縁の繋がりを自覚する】が関与してい

た ． こ れ は ， 血 縁 の つ な が り を 科 学 的 に 実 証 す る こ と に よ り ，

自 分 と 繋 が る 大 切 な 存 在 を よ り 意 識 す る き っ か け に な っ た こ と
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が考えられる． 脈々 と継承される血 縁の 繋がり が， HB OC の成

り行きとして自分をみたときに，「死」をイメージさせるのでは

な く ， 前 向 き に 「 生 き て い る 」 姿 を 見 せ る た め に も ， 自 分 が 自

分 を 諦 め な い で 能 動 的 に 自 己 内 対 峙 す る 能 力 を 高 め て い た こ と

が本研究の新たな知見であると考える．   

苦慮しながら予防的切除を選択した HB OC である乳がん女性

は ， ＜ リ ス ク 低 減 手 術 を 選 択 し た 自 己 決 定 を 肯 定 す る ＞ こ と に

よ り ， 自 己 に 対 し て ポ ジ テ ィ ブ な 感 情 を 抱 い て い た ． Argyle

（ 1987） は ，肯 定 的な 出 来 事を 増 し， 肯定 的 な 気分 を 誘導 する

ことは se l f - transcendece の帰結である幸福感を増大させると述

べ て い る ． 今 回 の 研 究 に お い て も ， 生 き 続 け る た め の 最 善 の 方

略 を 模 索 し な が ら 選 択 す る 中 で ， 自 分 が 決 定 し た 選 択 を 肯 定 的

に 捉 え る こ と は ， 自 己 価 値 を 高 め ， 幸 福 感 を 増 大 さ せ る 可 能 性

が示唆された．  

また， HBOC である乳がん女性は， BRCA 遺伝子変異を持つ乳

が ん で あ る と 分 か り ， 自 分 の 命 の 期 限 や 子 ど も へ の 遺 伝 を 懸 念

す る こ と ， ま た 治 療 に 専 念 す る こ と を 考 慮 し ， ＜ 挙 児 希 望 を 諦

め る ＞ 能 力 を 見 い だ し て い た ． 生 き 続 け る た め の 最 善 の 方 略 を

選 択 す る こ と が 重 要 で あ る と 分 か っ て い て も ， 出 産 可 能 年 齢 で

あ れ ば ， 子 ど も を 産 み 育 て た い と い う ニ ー ズ を 持 つ こ と は 女 性

と し て 必 然 で あ る ． そ の 中 で ， ＜ 挙 児 希 望 を 諦 め る ＞ こ と を 否

定 的 に 捉 え て し ま え ば ， 人 生 の 意 味 や 自 己 の 価 値 な ど を 見 失 わ

せ て し ま う よ う な 不 快 な 感 覚 と し て 知 覚 さ れ る 可 能 性 も あ る ．

生 き 続 け る た め の 最 善 の 方 略 と し て こ の 選 択 を 捉 え ら れ る こ と

が重要である．海外では HBOC をはじめとした成人発症型の遺

伝性腫瘍患者の着床前診断（ pre implantat ion  genet i c  d iagno-

s i s： 以 下 PGD） が 実 施 さ れ る よ う に な っ て き て い る （ Shen-

f ie ld ,2003）．また，オーストラリアでは 2008 年に HBOC 患者の

PGD を行い，正常胚の移植による生児例が初めて報告されてい

る（ Jasper,2008）． HBOC である 乳が ん女性に若 年発症が 多い

現 状 を 鑑 み る と ， 倫 理 的 な 問 題 を 含 め ， 妊 孕 性 温 存 に つ い て も

今後どう考えていくのか重要な課題であるといえる．  

≪ 生 き 続 け る た め に 選 択 し た 自 己 決 定 を 肯 定 的 に 受 け 入 れ

る≫能力を見いだす過程で HBOC である乳がん女性は，≪ HBOC

や 乳 が ん に 興 味 ・ 関 心 を 持 ち ， が ん 発 症 予 防 や 早 期 発 見 ・ 早 期

治 療 の た め に 行 動 す る ≫ 能 力 を 発 揮 し て い た ． ま た ， ≪ HBOC

や 乳 が ん に 興 味 ・ 関 心 を 持 ち ， が ん 発 症 予 防 や 早 期 発 見 ・ 早 期

治 療 の た め に 行 動 す る ≫ こ と で ， 様 々 な 選 択 を 熟 考 し ， ≪ 生 き

続 け る た め に 選 択 し た 自 己 決 定 を 肯 定 的 に 受 け 入 れ る ≫ 能 力 を
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高めていた．＜ HBOC や乳がんの こと を自分で調べる ＞ 能 力は

HBOC である自 分 に興味・関心を 持つ ことに繋がり， 色々 「腑

に 落 ち る 」 こ と で 自 己 理 解 を 深 め て い っ た と 考 え ら れ る ． こ れ

は， Haugan(2016 )の「趣味や関心があることを楽しむことがで

き る 」 と い う 内 容 と 一 致 し ， 自 己 理 解 を 深 め る た め の 自 己 へ の

関 心 か ら 人 と の 関 わ り 合 い の 中 で 自 己 と 他 者 と の 境 界 を 拡 張 す

るというセルフ ･ト ランセンデンスの特徴を表しているといえる．

HBOC を持つ乳 が んであるという 自己 理解は，＜がん 発症 の早

期発見・早期治 療の ため，定期的に 検診 をする＞や＜ HBOC で

あ っ て も ， が ん 発 症 予 防 の た め に 生 活 習 慣 を 見 直 す ＞ 能 力 の 獲

得 と な り ， そ れ が 予 防 行 動 と な っ て い た ． こ れ は ， 自 分 自 身 の

能 動 的 な 活 動 に よ り 生 じ ， 生 き 続 け る た め に 新 た な 自 己 の 可 能

性や発見へと繋がる内的意識の変化と捉えることができる．  

 ≪ HBOC であ る ことにゆれる自 己を 客観視し，自分 の変 化に

気づく≫は， HBOC であることによ り生じる様々な 感情 のゆら

ぎ を 客 観 的 に 見 る こ と が で き る よ う に な り ， 新 た な 自 分 の 一 面

を見いだす能力 であ った． HBOC で あ ることは，家系 にが んが

多 く ， も し か し て 自 分 は 遺 伝 性 が ん か も し れ な い と 思 っ て い て

も，逆に家系に がん である人がおら ず， HBOC であるこ と を想

像 し て い な く て も シ ョ ッ ク を 受 け る 出 来 事 で あ っ た ． 従 っ て ，

HBOC について 考 えると辛くなる ため ，忘れたふりや 見な いふ

り を し て そ の こ と か ら 目 を 背 け る 人 も い た り ， 逆 に 命 に 関 わ る

と 先 を 見 越 し ， 生 き る た め に 予 防 的 切 除 を 焦 っ て 選 択 し よ う と

している自分に気づいたりする人もいた． BRCA 遺伝子変異を持

っ て い る こ と は 生 涯 変 わ ら ず ， 背 負 っ て い か な け れ ば い け な い

こ と に 不 安 を 感 じ て い る 自 分 を 自 覚 し て い る 人 も い た ． 尾 崎 は ，

動 揺 ， 葛 藤 ， 迷 い ， 不 安 ， 不 全 感 な ど を 「 ゆ ら ぎ 」 と 定 義 し ，

ゆ ら ぎ が 深 刻 化 す る と ， 混 乱 ， 危 機 ， 崩 壊 な ど を 導 く こ と が あ

る と 述 べ て い る （ 尾 崎 , 1999）． ま た ， ゆ ら ぎ に 直 面 す る こ と で ，

気 づ き や 関 わ り を 育 て 深 め な が ら 自 己 成 長 す る こ と ， ゆ ら ぎ を

否 認 ・ 回 避 す る こ と で 関 わ り を 破 壊 す る 方 向 に 働 く こ と も 述 べ

ている． HBOC で ある乳がん女性 は， 生き続けるため の最 善の

方 略 を 模 索 し な が ら 選 択 す る 中 で 様 々 な 感 情 の ゆ ら ぎ を 客 観 視

す る こ と に よ っ て 自 分 の 思 考 や 感 情 の 変 化 に 気 づ く よ う に な っ

て い た ． ゆ ら ぐ こ と は 煩 悶 す る 体 験 で は あ る が ， ゆ ら い で い る

自 分 を 受 け 入 れ ， 肯 定 的 に 評 価 す る こ と で ， 自 己 成 長 へ と 繋 が

っていくことが示唆された．一方で，『同じ HBOC であっても自

分 と 他 者 は 違 う た め ， 辛 い こ と が あ っ て も 自 分 だ け で 解 決 す る 』

という内向性を自覚しながら HBOC であることと向き合ってい
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く 場 合 も あ る ． 内 向 性 は 老 年 的 超 越 の 特 徴 で あ る （ 増 井

他 ,2010）． 今 回 ， 同 様 の 結 果 を 得 た が ， 内 向 性 を 自 覚 す る 背 景

には，「人と自分は全く同じではない」，「家族に心配をかけたく

ない」という思いが見られた．「自分だけで落ち込んで，自分だ

け で 立 ち 直 る 」 と い う 能 力 は 元 々 の 性 格 や 他 者 と の 関 係 性 が 影

響 し て い る と 考 え ら れ る ． 内 向 的 強 さ を 持 ち 合 わ せ て い る 反 面 ，

落ち込みが深刻化しないような関わりが必要である．  

セルフ ･ト ランセンデンスは自分より他者を大切にするように   

なると いう 特徴 が見 られる が （ Thao ,2011）， 今回の 研究 の 結果

で は ， ま ず ， 生 き 続 け る た め の 最 善 の 方 略 を 模 索 し な が ら 「 自

己 」 と 対 峙 し ， 内 在 的 に 自 己 概 念 の 境 界 を 拡 大 し て い く 能 力 が

特徴として見られた． これは， HBOC である自分を 自分が諦め

ずに向き合うことであり， HBOC である乳がん女性のセルフ・

トランセンデンスの基盤となる重要な要素であるといえる．  

 

2 )  脈々と継承される血縁の繋がりを自覚する能力  

  【 脈 々 と 継 承 さ れ る 血 縁 の 繋 が り を 自 覚 す る 】 と は ， HBOC

で あ る こ と は ， メ リ ッ ト ， デ メ リ ッ ト を 含 め ， 先 祖 か ら 子 々

孫々と継承される血縁の繋がりであると自覚する能力である．  

 自分が HBOC であるということは，血縁者へ遺伝性を受け継  

が せ る 可 能 性 を 暗 示 し て お り ， 遺 伝 学 検 査 を 受 け る こ と ， そ の

結果を血縁者に告げる選択は，「申し訳なさ」を抱く決断の一つ

であった．その背景には，「自分が原因で子どもが差別ではない

け ど ， 優 劣 さ れ る よ う な ， 評 価 さ れ る マ イ ナ ス 評 価 に な る 」 こ

と の 嫌 悪 感 や ， も し 血 縁 者 が が ん に な っ て し ま っ た と き ， 自 分

と 同 じ 「 つ ら い 道 」 を 経 験 さ せ て し ま う か も し れ な い と い う 思

いがあった．一方で，＜ BRCA 遺伝子変異を受け継いでも，親が

い る か ら 今 の 自 分 が 存 在 す る こ と に 感 謝 す る ＞ 能 力 も 見 い だ し

ていた． HBOC であるということは， 子どもとして親と繋がっ

て い る 立 場 で は ， 親 が 居 な か っ た ら 今 の 自 分 は 存 在 し な い か ら

HBOC であっても親には感謝の念を抱くが，親として子どもと

繋がっている立場では， BRCA 遺伝子変異を子どもに引き継がせ

て し ま う 可 能 性 に 対 し て 申 し 訳 な さ を 抱 く と い う 特 徴 が 見 ら れ

た． Maslow（ 1962）は，自己超越者の特徴として，他者の不幸

に 罪 悪 感 を 抱 く こ と を あ げ て い る ． こ れ は ， 利 他 ・ 自 分 の 生 き

が い の 中 で 他 者 の 苦 し み を 放 っ て お け な い と い う 感 情 か ら 生 じ

るものである． HBOC であるということは血縁の継承性を科学

的に実証することである．子を思う親の感情として HBOC であ

る乳がん女性は，血縁者に BRCA 遺伝子変異を繋いでしまうこ
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とを自分が HBOC である以上に辛く感じている可能性がある．

こ の こ と は も と も と の 家 系 員 と の 関 係 性 が 影 響 す る と 考 え ら れ

る が ， 自 分 よ り 大 切 な 存 在 を 認 識 す る き っ か け と な り ， 利 他 性

へと導く要因になると考える．＜血縁者の中で HBOC であるの

が 自 分 で 良 か っ た と 感 じ る ＞ の は こ の 典 型 例 で あ る と い え る ．

日 本 の 家 族 形 態 が 変 化 し ， 核 家 族 化 し て い く か ら こ そ 成 員 相 互

間 の 愛 情 と 仲 間 意 識 の 中 に 家 族 の 統 一 化 が 潜 ん で お り ， 家 族 を

支 え る 絆 と し て の 情 緒 的 結 合 の 意 義 は さ ら に 大 き く な る と 森 岡

ら（ 2007）は述べている．＜ BRCA 遺伝子変異を受け継いでい

る か も し れ な い 子 ど も の ポ ジ テ ィ ブ な 反 応 を 嬉 し く 思 う ＞ よ う

に ， お 互 い を 大 切 に 思 う 気 持 ち を 語 り 合 う こ と で ， よ り 支 え 合

う絆は深まっていくのではないかと考える．   

  ま た ， 科 学 的 な 立 証 は ， ≪ 先 祖 か ら 子 々 孫 々 と 受 け 継 が れ る

血 縁 の 繋 が り を 感 じ る ≫ 能 力 を 見 い だ し ， 自 分 は 一 人 で は な く ，

頼 っ て 良 い 他 者 の 存 在 を 感 じ て い た ． Coward （ 1995 ） は ，

AIDS と診断された人を対象とした研究の中で，信じる人に助け

を求めたり，ケアリングを受けたり， 1 人ではなく繋がっている

感 が 増 大 す る こ と を se l f - transcendece の 特 徴 で 述 べ て い る ．

HBOC であるこ と は，血縁者から 受け 継ぎ，受け継が れて いく

ものであるからこそ， 1 人ではなく，頼って良い存在がいる感覚

が増大している こと が考えられ た． それ は， HBOC であ る こと

は 誰 に も 言 え な い 忌 み 嫌 う も の で は な く ， 血 縁 に 頼 り 頼 ら れ な

が ら 乗 り 越 え て い く と い う 新 た な 感 覚 と な り ， 孤 立 か ら の 解 放

に繋がっていったと考えられる．  

【 脈 々 と 継 承 さ れ る 血 縁 の 繋 が り を 自 覚 す る 】 で は ， 今 ま で

は 自 己 内 に 向 い て い た 関 心 が ， 血 縁 者 へ と 向 き ， 親 が い る か ら

この世に生を受 け， HBOC である自 分 の存在を認め， 血縁 者の

た め に も 自 分 に は 役 割 が あ る と い う 生 き る 目 的 意 識 や 利 他 性 へ

と繋がっていくことが考えられる．特に今回の研究では， HBOC

で あ る こ と が ， 科 学 的 根 拠 を も と に 血 縁 の 繋 が り を 立 証 す る も

の で あ る か ら こ そ ， 自 分 だ け に 留 ま ら ず ， 血 縁 者 と 繋 が っ て い

る 感 覚 が よ り 強 く 感 じ ら れ ， セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス を 高 め

ていくことが特徴であった．  

 

3 )  当事者として利他的になる能力  

  【 当 事 者 と し て 利 他 的 に な る 】 と は ， 自 分 の 経 験 は 自 分 の た

め だ け で は な く ， 血 縁 者 や 当 事 者 の た め に 活 か し て い き た い と

考 え ， 行 動 す る 能 力 で あ っ た ． 脈 々 と 継 承 さ れ る 血 縁 の 繋 が り

を 理 解 す る こ と は ， 大 切 な 血 縁 者 の 存 在 を 認 識 し ， ≪ 血 縁 者 に
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対 し て 自 分 は 果 た す べ き 責 任 と 使 命 が あ る こ と を 自 覚 す る ≫ 能

力を推進してい た． また， HBOC は 希 少であり，自分 の貴 重な

経験は自分のた めだ でなく，社会へ も伝 承し， ≪ HBOC で ある

自 分 の 経 験 を 通 し て 社 会 の 風 潮 を 変 化 さ せ た い と 思 考 す る ≫ 能

力 と 影 響 し 合 っ て い た ． こ の 思 考 は ， 利 他 愛 や 献 身 と い っ た 他

者 の 視 線 や 他 者 か ら 認 め ら れ た い と い う 欲 求 か ら 脱 却 し た も の

であり，セルフ ･ト ランセンデンスに共通する「利他性」である

といえる． HB OC である乳がん女性は， HBOC である自己との対

峙 を 経 て ， 自 己 中 心 性 か ら 他 者 の た め に 自 分 の 経 験 を 活 か し た

い と 願 い ， 当 事 者 と し て 利 他 的 に な る 移 行 を 遂 げ て い た ． 自 己

を 超 え て 血 縁 者 や 当 事 者 に 良 い 影 響 を 及 ぼ し な が ら ， 社 会 の 風

潮 を 変 化 さ せ た い と 思 考 す る 能 力 を 獲 得 し て い く こ と は ま さ に

セルフ ･トランセンデンスの領域である．  

 HBOC である 乳 がん女性は，自 己内 対峙の経験から ，予 防的

観 点 ， 早 期 発 見 ・ 早 期 治 療 の た め に ， 遺 伝 学 検 査 の 必 要 性 や 定

期 健 診 の 重 要 性 を 他 者 に 情 報 提 供 し て い き た い と 考 え る よ う に

な っ て い た ． そ の 背 景 に は 「 知 る こ と 」 の メ リ ッ ト を 自 分 の 経

験の中で理解し ， HBOC であると分か った以上，他者 へそ のメ

リットを伝承していくことが自分に課せられた役割 ･使命である

と考えていることが影響していた．これは， Haugan（ 2016）が

述べている， Interpersonal  s e l f - t ranscendence の中の他者に自

分 の 知 恵 を シ ェ ア す る と い う 内 容 と 一 致 し て い る ． 特 に ま だ 幼

い 子 の 親 で あ る 場 合 ， タ イ ミ ン グ や 時 期 を 見 計 ら い ， 成 長 す る

子 ど も に 自 分 が 生 き 続 け て 自 分 で 自 分 の 経 験 を 子 ど も に 伝 え て

い き た い と 考 え て い た ． そ の た め に も 自 分 に は 「 生 き る 」 責 任

があるという自覚が芽生えていた． Fanos（ 2008）は， ALS のサ

バ イ バ ー を 対 象 と し た 研 究 の 中 で ， 自 分 の 問 題 で 他 者 を 助 け る

こ と は 嬉 し く ， 希 望 を 持 ち 続 け る こ と に 繋 が る こ と を 述 べ て い

る．同様に HBOC である乳がん女性が生き続けて自分の経験を

血 縁 者 に 自 分 自 身 で 伝 え た い と い う 思 い は ， 生 き る 希 望 を 持 っ

て今を生きることに繋がっていくのではないかと考える．  

ま た 社 会 へ 情 報 発 信 し て い く た め に は ， 社 会 的 不 利 益 が あ る

と分かっていて も自 分は＜ HBOC で あ ることを隠さず オー プン

に す る ＞ 必 要 が あ る と 捉 え て い た ． そ し て ， 血 縁 者 や 当 事 者 が

HBOC の成り行きとして自分をみたときに，「死」をイメージさ

せ る の で は な く ， 前 向 き に 「 生 き て い る 」 姿 を 見 せ る た め に も

自分には生きていく責任と使命があると考えていた．  

Coward （ 1995 ） は ， AIDS の 患 者 を 対 象 と し た se l f - tran-

scendence の研究で，病気をオープンにする人を賞賛し，ロール
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モ デ ル と す る こ と を 述 べ て い る ． HBOC で あ る 乳 が ん 女 性 が

HBOC であるこ と を隠さずオープ ンに して，ひたむき に生 きて

い く 姿 は ， 自 分 自 身 が 生 き 生 き と 生 き て い く た め の 力 と な る と

同 時 に 血 縁 者 や 当 事 者 に と っ て も 模 倣 と な る 姿 と し て 惹 き つ け

られると考える．これは，【脈々と継承される血縁の繋がりを自

覚する】から推進される HBOC である乳がん女性のセルフ ･トラ

ンセンデンスの特徴であると言える．  

  また，遺伝性が んを忌み嫌う社会の 風潮には， ≪ HBOC であ

る 自 分 の 経 験 を 通 し て 社 会 の 風 潮 を 変 化 さ せ た い と 思 考 す る ≫

能 力 を 高 め て い た ． が ん で あ る こ と も 他 の 疾 患 と は 何 か が 違 い ，

隠さないといけないハードルがある上に HBOC であるという事

実 は ， そ の こ と を 知 る こ と で 生 じ る 家 系 員 を 含 む デ メ リ ッ ト が

多く存在することを HBOC である乳がん女性は懸念していた．

しかし，デメリットがあるからこそ自分が HBOC であることを

隠さずにオープンにして，自分の経験を血縁者や HBOC の当事

者 の た め に 賦 与 す る 能 力 を 高 め る こ と は 意 義 深 い こ と で あ る と

HBOC である乳がん女性は認識していた．フランクル（ 2011）

は，「結果」という見返りを求めずに行う過程で，自分が自分と

し て 輝 い て い る 喜 び ， つ ま り 自 己 実 現 感 が 湧 い て く る と 述 べ て

いる．このこと から ， HBOC である 乳 がん女性は，利 他的 に活

動していく中で ，副 次的なものとし て， ≪ HBOC である 自 分の

経 験 を 通 し て 社 会 の 風 潮 を 変 化 さ せ た い と 思 考 す る ≫ と い う こ

とも実現し，さらにセルフ ･トランセンデンス を推進していくも

のと考えられる．   

 

2． HB OC である乳がん女性のセルフ・トランセンデンスとして，

能 力 の 推 進 に 影 響 を 与 え る ， 支 え ， 支 え 合 う 存 在 が 在 る こ と

を認識する能力  

 

  【 支 え ， 支 え 合 う 存 在 が 在 る こ と を 認 識 す る 】 と は ， 未 だ 希

少な HBOC であることの苦悩な体験に 1 人で向き合うのではな

く ， 支 え ， 支 え 合 う 存 在 が 在 る こ と を 認 識 す る 能 力 で あ っ た ．

このセルフ ･トランセンデンスは， 特に【当事者として利他的に

な る 】 に 影 響 し ， セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス を 推 進 し て い く 能

力であった．  

  【 生 き 続 け る た め の 最 善 の 方 略 を 模 索 し な が ら ， 自 己 内 対 峙

す る 】 で は ， 血 縁 の 繋 が り の な い パ ー ト ナ ー や 友 人 ， 医 療 者 の

関 わ り が 自 己 内 対 話 や 気 持 ち の 整 理 を す る 機 会 と な っ て い た ．

Coward（ 2003）は，がんサポートグループの介入によって，他
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者 に 助 け を 求 め る こ と は 新 た な 機 会 や リ ソ ー ス を 得 る こ と に 繋

がることを述べ て い る．今回の研究 でも ， HBOC である 乳 がん

女 性 が ， 他 者 の 支 援 を 受 け る こ と に よ り ， 自 己 を 内 省 す る 機 会

と な り ， 自 己 肯 定 や 自 己 受 容 へ と 導 い て い た こ と が 考 え ら れ る ．  

また，【脈々と継承される血縁の繋がりを自覚する】，【当事者  

と し て 利 他 的 に な る 】 で は ， 他 者 と の 繋 が り を 認 識 し ， ≪ 血 縁

者や HBOC の当事者とお互いの経験を共有し，支え合う≫が，

この 2 つのセルフ ･トランセンデンスを推進していた． HB OC で

あ る 自 分 の 体 験 は 貴 重 で あ り ， 同 じ 思 い で 苦 し ん で い る 人 と 場

を 醸 成 し ， 語 り 合 う こ と は ， 自 分 は 独 り で は な く ， 他 者 と 繋 が

っ て い る 感 覚 が 増 大 し て い る こ と が 考 え ら れ る ． ま た ， 血 縁 の

繋がりでは，未発症 BRCA 遺伝子変異保持者の血縁者が予防的

切 除 を す る ま で の 苦 悩 と 向 き 合 い ， 自 分 の 経 験 を 血 縁 者 の ロ ー

ル モ デ ル と し て 活 用 し ， 共 有 し な が ら 支 え る こ と で ， よ り 血 縁

の 繋 が り を 深 め て い っ た と 考 え ら れ る ． 老 年 的 超 越 の 研 究 の 中

で，「ありがたさ」・「おかげ」の認識として，他者により支えら

れ て い る こ と を 認 識 し ， 他 者 へ の 感 謝 の 念 が 強 ま る こ と が 述 べ

られている（増井 ,2016）． HBOC であ る苦悩に向き合い，他者

の 助 け が 必 要 な と き は 求 め ， 他 者 が 自 分 を 必 要 と し て い る と き

に は 手 を 差 し 伸 べ る こ と ， こ の 双 方 向 の 関 係 性 の 中 で ， 自 分 や

当事者たちの経験を共有し合うことで， HBOC である乳がん女

性 の セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス は 推 進 さ れ ， 前 向 き に 生 き る こ

とに繋がっていることが本研究の特徴であるといえる．  

 

3．当事者として利他的になる能力が高まるからこそ見いだされ

るセルフ・トランセンデンス  

 

1） HB OC に対する認識を変換しながら， HBOC に対する見解の

多様性を受け入れる能力  

  HBOC である乳がん女性は，【当事者として利他的になる】能

力の高まりとともに ，様々な人たち と関わり合い， HBOC に対

す る 認 識を 変 換 し て い た ． HBOC で あ る 乳 がん 女 性 は ， HBOC

で あ る こ と は 不 利 益 な こ と ば か り で な く ， が ん の 予 防 ， 早 期 発

見 ・ 早 期 治 療 ， 多 様 な 治 療 方 法 の 選 択 に 繋 が り ， 自 分 や 血 縁 者

にとって『 HBOC であることを「アドバンテージである」と認

識 す る 』 能 力 を 獲 得 し て い た ． ま た ， 遺 伝 子 レ ベ ル の 解 析 が 行

われている現状を考えれば，『 BRCA 遺伝子変異を保持している

こ と は 特 別 な こ と で は な く ， 誰 し も 可 能 性 が あ る と 認 識 す る 』

能 力 も 見 い だ し て い た ． こ れ は ， 遺 伝 性 が ん を 忌 み 嫌 う と い う
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既 存 の 発 想 や 枠 組 み に 囚 わ れ ず ， 自 分 の 目 の 前 に 生 じ た 新 た な

問題をその都度超克したセルフ ･トランセンデンスであると言え

る． Teixe ira（ 2008）らは， se l f - transcendence の概念分析の中

で ， 属 性 と し て ， ク リ エ イ テ ィ ブ エ ナ ジ ー の 中 に 「 創 造 力 」 を

入れている． HBOC であることにより必要となる様々な自己決

定には，正解がなく， HBOC である乳がん女性はその都度その

課 題 と 向 き 合 い ， 納 得 し な が ら 新 し い 価 値 を 見 い だ し て 解 決 し

て い く ． そ れ が ま さ に 創 造 力 で あ り ， そ の 中 で 様 々 な 人 た ち と

出会い，自己の  HB OC に対する新たな認識へと変換してくこと

が考えられた． 2 人に 1 人ががんになる時代に，予防的観点や早

期発見・早期治療が可能であるという HBOC の乳がん女性にと

っ て の 新 た な 認 識 の 変 換 は ， 今 後 の 社 会 へ の 認 識 へ 発 展 す る こ

とによって価値ある認識と変化していく可能性を秘めている．  

  一 方 で ， ≪ 血 縁 者 に 対 し て 自 分 に は 果 た す べ き 責 任 と 使 命 が

が あ る こ と を 自 覚 す る ≫ 能 力 を 見 い だ す こ と に よ り ， 利 他 的 に

行動していく中 で， HBOC であるこ と には社会的不利 益が 存在

し，≪ HBOC に 対 する見解は多様 であ ることを理解 す る≫ 能力

を獲得し， HB OC であることを知 るこ とが必ずしも最 良で ある

と は 限 ら な い と 考 え る よ う に な っ て い た ． こ れ は ， 自 分 の 価 値

を 他 者 に 押 し つ け ， そ の 人 の 考 え 方 を 改 善 ， 介 入 す る と い う 考

え 方 で は な く ， 他 者 と の 価 値 観 の 違 い を 受 け 入 れ ， そ の 人 の 意

思 決 定 を 尊 重 し よ う と す る 表 れ で あ る と い え る ． Wil l i ams

（ 2012 ） は ， 造 血 幹 細 胞 移 植 を 受 け た 患 者 の se l f -

transcendence のプロセスを明らかにした研究の中で，自己・他

者 の 価 値 を 大 切 に す る こ と を 述 べ て い る ． 本 研 究 で も 同 様 の 結

果が見られ， HBOC である乳がん女 性は，自分と他 者の どちら

の 意 見 が 良 い か 悪 い か と い う 善 悪 で 括 れ な い 人 の 価 値 観 の 多 様

性を受け入れる よう になってい た． HBOC に対する見 解の 多様

性 は ， 血 縁 者 や 当 事 者 と の 関 わ り 合 い の 中 で 育 ま れ る と 同 時

に，＜ HBOC 診 療 に関わる医療者 との 関わり合いが， 自分 の考

えを刷新してくれることに気づく＞ことに繋がっていた． HBOC

であることは生涯持ち続けながら生きていくことである． HBOC

に 対 す る 認 識 の 変 換 は そ の 時 々 で 変 化 す る こ と が 考 え ら れ る ．

医療者との関わり合いがそのセルフ ･ト ランセンデンスを促進す

る の で あ れ ば ， 長 期 的 に ど の よ う に サ ポ ー ト し て い く の か を 考

えていくことは今後の課題といえる．  
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2 )「 生 き 続 け る 」 責任 と 使 命 を 持 ち な が ら ， 囚 わ れ て い た 観 念

から脱皮し，「 HB OC」と共生する能力  

  【囚われていた観念から脱皮し，「 HBOC」と共生する】とは，

HBOC であることには抗えないが，そのことに囚われすぎず，

適度な距離感を保ちながら，今までの観念を脱ぎ捨てて HB OC

と共生する能力を示す．  

HBOC であ ること は常にが ん発症 や死 が身近に あるこ とで あ

り，付き纏うがん発症や死の存在に不安を持ちながらも， HBOC

であることは自分の不可欠な部分であるという感覚を HBOC で

ある乳がん女性は持つようになっていた．そこには，「なぜ自分

が が ん に な っ た の か 」，「 自 分 の 何 が い け な か っ た の か 」 と い う

実存的な疑問の 中で ， HBOC である こ とが分かり，＜ 「自 分の

持 っ て 産 ま れ た も の 」 が 原 因 で が ん に な っ た と 納 得 す る ＞ と い

う 自 分 自 身 と の 対 話 に よ り ポ ジ テ ィ ブ な 面 で の 受 容 が で き て い

たことが考えられる．同時に，「がん発症，再発を意識して生き

て い く 」 こ と で あ り ， ＜ 常 に が ん 発 症 や 死 が 身 近 に あ る こ と を

認める＞能力を見いだしながら，「産まれてからずっと側にいる

友達」という表現のように抗えない HB OC という存在を承認し

てい た ． これ は ，増 井（ 2016） の老 年 的超 越 の 中で 述 べら れて

いる「無為自然（あるがままの状態を受け入れるようになる）」

と 類 似 し て い た ． 増 井 の 研 究 の 中 で は ， 無 為 自 然 を あ る が ま ま

を 受 け 入 れ る ， 自 然 の 流 れ に 任 せ る と い う 特 徴 で 表 し て い る が ，

この研究の特徴的な点は，抗えない HB OC という存在を受け入

れ る が ， 自 分 で 予 防 で き る こ と は 行 う と い う 予 防 行 動 へ と 繋 が

っ て い る こ と で あ っ た ． こ れ は ， 高 齢 者 が 「 死 」 を 身 近 な 存 在

として捉えると いう ことと， HBOC で ある乳がん女性 が「 がん

発 症 ， 再 発 を 意 識 し て 生 き て い く 」 と い う こ と の 違 い で あ る と

考えられる．「がん発症，再発を意識して生きていく」というこ

とは，「死」を予測しながら生きていくことである ．これは，時

に 未 来 の 展 望 を 見 失 う 可 能 性 も 考 え ら れ る ． し か し 本 研 究 で は ，

自 分 に は 血 縁 者 や 当 事 者 の た め に 「 生 き 続 け る 」 責 任 や 使 命 が

あると認識しているからこそ，「がん発症，再発を意識して生き

ていく」ことは，予防行動へと HBOC である乳がん女性を導き，

自分の人生を主体的に生きることに繋がっていると考える．  

  このように HB OC である乳がん女性は， HBOC であることを  

身近に捉えつつ，一方で，≪「 HB OC」に囚われすぎず，夢や希

望 を 持 っ て 自 分 の 人 生 を 生 き る ≫ 能 力 を 見 い だ し て い た ． そ れ

は ， 今 ま で 考 え て こ な か っ た 新 た な 目 標 を 意 識 し ， ＜ 与 え ら れ

た 役 割 の 中 で 夢 や 目 標 を 持 っ て ， 一 つ ひ と つ 達 成 す る ＞ と い う
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革新的なものとなっていた． Maslow（ 1962）は，自己超越をこ

れ ま で の ， あ る い は 現 在 の 自 己 の 状 態 を 越 え る よ う な 何 か に 変

身 し よ う と す る 欲 求 で あ り ， こ れ ま で の 自 己 概 念 を 根 本 か ら 変

え る よ う な 行 動 に 走 っ た り ， 既 成 の 自 分 の 人 格 そ の も の を 改 革

し て よ り 一 層 自 己 を 成 長 す る 欲 求 で あ る と 述 べ て い る ． HBOC

で あ る こ と が 「 が ん 発 症 ， 再 発 を 意 識 し て 生 き て い く 」 こ と で

あ る か ら こ そ ， 目 的 意 識 を 持 っ て 自 分 の 人 生 を 生 き て い き た い

と い う 創 造 性 に 繋 が っ て い る ． ま た ， こ の 過 程 自 体 を 客 観 視 し

たときに， HBOC である乳がん女性は， 自分の人生に満足感，

充実感を得るのではないかと考える．  

 

3）未来を志向し，今を生き抜く能力  

  【未来を推い， 今を生き抜く 】とは ， HBOC であるこ とは再

発 や 死 を 意 識 す る も の で あ る が ， 未 来 の 希 望 も 想 像 し な が ら ，

現時点でできることを大切に，今を生き続ける能力であった．   

  【 脈 々 と 継 承 さ れ る 血 縁 の 繋 が り を 自 覚 す る 】 は ， 自 分 の こ

と だ け で な く ， 大 切 な 血 縁 者 に 意 識 を 向 け ， ≪ 自 分 や 血 縁 者 の

未 来 を 思 い 描 き ， 今 を 生 き る 糧 と す る ≫ 能 力 と な っ て い た ． そ

し て ， 発 展 し て い く ゲ ノ ム 医 療 や 将 来 の 血 縁 者 や 自 分 の 姿 を 思

い描くことは，未来への「希望」となっていた． Hangan（ 2016）

は，セルフ ･トランセンデンスのインターパーソナルと希望の間

には強い相関が見られ，セルフ ･トランセンデンスは希望と人生

の 意 味 を 提 供 す る こ と に 役 立 つ と 述 べ て い る ． こ の こ と か ら

HBOC であり， が ん再発や死が身 近な ものであったと して も，

未 来 の ポ ジ テ ィ ブ な 希 望 を 思 い 描 き な が ら 生 き て い く こ と は ，

セルフ ･トランセンデンスを推進することに繋がるといえる．  

ま た ， ＜ 将 来 子 ど も を 産 み た い と 考 え て い る 自 分 を 認 識 す

る ＞ 能 力 は ， が ん の 進 行 や 治 療 の 経 過 に よ り 変 化 す る こ と が 予

想される． HB OC に若年発症が多 い現 状を考慮すると ，挙 時希

望 に つ い て ど の よ う に 考 え て い る の か ， タ イ ミ ン グ や 時 期 を 加

味しながら情報収集をしていく必要がある．  

  また， HBOC は再発や死が身近な ものであるからこそ ，≪未

来の「死」を感じながらも， 1 日 1 日を大切に生きる≫能力の獲

得 に 繋 が っ て い た ． 老 年 的 超 越 と し て ， ｢死 ｣や 「 生 」 と い う 二

元論か らの 脱却 が述 べられ てい る （ Tornstam ,1989）．し か し，

本研究では，「死」や「生」を深く考えることによ り，自分の存

在 価 値 や 生 き る 意 味 を 再 考 す る と い う ス ピ リ チ ュ ア ル な 観 点 か

ら今を生きる意味を 見いだすという特徴が見られた．セルフ ･ト

ラ ン セ ン デ ン ス は 高 齢 者 の ほ う が 若 い 世 代 の 人 よ り 高 く 見 ら れ
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る と い う 研 究 結 果 が 見 ら れ る ． 高 齢 者 が 死 を 身 近 に 捉 え て ｢死 ｣

や 「 生 」 と い う 二 元 論 か ら の 脱 却 と い う 特 徴 が 見 ら れ る と す れ

ば， ｢死 ｣や「生」について熟考し，「未来」を想像しながらライ

フ サ イ ク ル の 今 を ＜ 些 細 な 幸 せ に 感 謝 し な が ら ， 焦 ら ず 穏 や か

に生きる＞という観点は，本研究のセルフ ･トランセンデンスの

特徴であるといえる．  

 

Ⅱ． HBOC である乳がん女性のセルフ・トランセンデンスとは  

 Reed（ 2014）の理論の中で，「 se l f - t ranscendence」は，様々な

方 法 で 自 己 の 境 界 （ 限 界 ） を 越 え た 能 力 で あ り ， そ れ は ， 個 人 内

（ intrapersonal ly： 自 己 の 哲 学 ， 価 値 ， 夢 を よ り 大 き く 認 識 を 向

けること），対人関係（ interpersonal l y：自己と他者を関係づける

こと），時間的（ temporal ly：現在の意味を持つために，自分の過

去，未来を統合する），超個人的（ transpersonal ly：一般的に認め

られる世界を超えた次元で結びつく）の 4 側面から構成されている

ことが述べられている．  

 また，造血幹細胞移植を受けた患者の「 se l f - transcendence」を

明らかにした Wil lams（ 2012）の研究では，「 se l f - transcendence」

と は ， 可 能 な 限 り 深 く 生 き 続 け な が ら 移 植 後 も 継 続 し 続 け る 難 題

を 受 け 入 れ る た め の 能 力 で あ り ， 非 常 に 困 難 な 難 題 を 通 し て

「 se l f - transcendence」を推進するだけでなく，生活の意味，目的，

自 分 自 身 の 中 で よ り 深 い 次 元 を 発 見 し ， 他 者 と の 繋 が り を 広 げ た

プ ロ セ ス で あ る と 述 べ て い る ． そ の 研 究 の 中 で ， 造 血 幹 細 胞 移 植

を受けた患者の「 se l f - transcendence」は①動揺の経験，②最も低

い 経 験 ， ③ 通 り 抜 け る ， ④ タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト ， ⑤ 変 化 ， ⑥ 新 た

な 観 点 ， ⑦ 自 己 ・ 他 者 を 大 切 に す る ， ⑧ 暗 さ （ 闇 ） を 動 か し ， 今

を生きるの 8 つのプロセスを明らかにした．  

 本研究では， HBOC である乳がん女性のセルフ ･トランセンデン

ス と は ， 生 涯 付 き 纏 う が ん 発 症 や 死 の 存 在 に ゆ ら ぎ な が ら ， 脈 々

と 繋 が る 血 縁 の 存 在 の た め に も 自 分 を 諦 め ず 自 己 と 対 峙 し ， 他 者

と の 相 互 作 用 の 中 で 当 事 者 と し て 利 他 的 に な る 能 力 を 基 盤 と し て

いた．そして，当事 者として利他的にな るからこそ， HBOC に対

する見解の多様性を受け入れ，未来を志向しながら HBOC と共生

するという HBOC である乳がん女性の能力であった． HB OC であ

る乳がん女性のセルフ ･トランセンデンスは以下 7 つの要素で構成

される．  

① 【 生 き 続 け る た め の 最 善 の 方 略 を 模 索 し な が ら ， 自 己 内 対 峙 す

る】：生き続けるための方略を模索する過程で生じる様々な感情の

ゆ ら ぎ と 向 き 合 い ， 自 分 の 変 化 に 気 づ い た り ， 自 己 決 定 を 肯 定 し
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たりしながら，自分を諦めずに行動する能力  

②【脈々と継承される血縁の繋がりを自覚する】： HBOC であるこ

と は ， メ リ ッ ト ， デ メ リ ッ ト を 含 め ， 先 祖 か ら 子 々 孫 々 と 継 承 さ

れる血縁の繋がりであると感じている自分に気づく能力  

③【当事者として利他的になる】：自分には当事者として，果たす

べ き 責 任 と 使 命 が あ る と 自 覚 し ， 自 分 の 経 験 は 自 分 の た め だ け で

は な く ， 血 縁 者 や 当 事 者 の た め に 活 か し て い き た い と 考 え ， 行 動

する能力  

④ 【 支 え ， 支 え 合 う 存 在 が 在 る こ と を 認 識 す る 】： 未 だ 希 少 な

HBOC であることの苦悩な体験に 1 人で向き合うのではなく，支

え，支え合う存在が自分には在ることを認識する能力  

⑤【 HBOC に対する見解の多様性を受け入れる】： HBOC に対する

考 え 方 や 価 値 判 断 は 自 己 ・ 他 者 ， そ れ ぞ れ 人 に よ り 多 様 で あ る と

認識を変換し，他者の見解も受け入れる能力  

⑥【囚われていた観念から脱皮し，「 HB OC」と共生する】： HBOC

で あ る こ と に は 抗 え な い が ， そ の こ と に 囚 わ れ す ぎ ず ， 適 度 な 距

離感を保ちながら，今までの観念を脱ぎ捨てて HBOC と共生する

能力  

⑦【未来を推い，今を生き抜く】： HBOC であることは再発や死を

意 識 す る も の で あ る が ， 未 来 の 希 望 も 想 像 し な が ら ， 現 時 点 で で

きることを大切に，今を生き続ける能力  

 

Ⅲ．がん看護実践・教育・研究への示唆  

1．がん看護実践への示唆  

 1）揺れる自己を承認しながら，後悔のない意思決定のための

支援  

  HBOC である 乳がん女性は，遺伝 学検査を受ける選択 ，遺伝

学 検 査 の 結 果 を 自 分 の 治 療 方 針 に 活 用 す る た め の 選 択 ， 遺 伝 学

検 査 の 結 果 を そ の 後 の 自 分 や 血 縁 者 の サ ー ベ イ ラ ン ス に 活 用 す

る 選 択 な ど ， 様 々 な 意 思 決 定 の 場 面 に 遭 遇 し て い た ． そ の 都 度 ，

選 択 肢 に よ っ て の メ リ ッ ト ， デ メ リ ッ ト を 考 え ， ゆ ら ぎ な が ら

も 自 分 に と っ て 後 悔 の な い 選 択 を し て い た ． こ こ で は ， 遺 伝 学

検 査 を 受 け る 意 思 決 定 へ の 支 援 ， 遺 伝 学 検 査 の 結 果 を 今 後 へ と

活かすための支援について考察する．  

 

（ 1）遺伝学検査を受ける意思決定への支援  

  遺 伝 学 検 査 を 受 け る 選 択 で は ， 自 分 の た め に ＜ 今 後 の 治 療 選

択 や リ ス ク 低 減 手 術 を 考 慮 し て ， 遺 伝 学 的 検 査 を す る ＞ 場 合

と ＜ 血 縁 者 の 将 来 を 見 越 し ， 遺 伝 学 検 査 を 受 け る 選 択 を す る ＞
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場合がみられた．  

自 分 の た め に 遺 伝 学 検 査 を す る 場 合 は ， 乳 が ん の 術 式 選 択 ，

リ ス ク 低 減 手 術 の 選 択 ， 術 後 の 定 期 検 診 の 選 択 な ど に 活 用 で き

る ． 多 く の 場 合 ， 検 査 の 説 明 の 段 階 で メ リ ッ ト ， デ メ リ ッ ト を

含 め ， 遺 伝 専 門 医 や 遺 伝 カ ウ ン セ ラ ー か ら 詳 細 な 説 明 を 受 け る ．

治 療 選 択 に 活 用 し よ う と 思 い ， 遺 伝 学 検 査 を 選 択 す る ケ ー ス で

は ， 自 分 が 乳 が ん で あ る こ と に 加 え ， 遺 伝 性 が ん で あ る 可 能 性

の 説 明 を 受 け る こ と に な り ， 心 理 的 混 乱 の 中 で こ の 説 明 を 全 て

理 解 で き て い る か は 疑 問 が 残 る ． 看 護 師 は 説 明 を 受 け た 本 人 と

その家族がどのように HBOC について理解しているのかを確認

し て い く こ と が 重 要 で あ る と 考 え る ． 本 人 に と っ て は 活 用 で き

る 検 査 結 果 で あ っ た と し て も ， 血 液 か ら 得 ら れ る 遺 伝 情 報 の 不

変 性 ， 予 測 性 ， 共 有 性 は 血 縁 者 に も 影 響 し て い く こ と で あ る た

め ， 本 人 ・ 家 族 を 含 め て 慎 重 な 対 応 が 望 ま れ る ． ま た ， 今 後 は

オラパリブ（リムパーザ）が，「がん化学療法歴のある BR CA 遺

伝子変異陽性かつ Her2 陰性の手術不能または再発乳がん」に適

応 拡 大 さ れ た こ と を 鑑 み る と 治 療 選 択 の 可 能 性 に か け て 検 査 を

受けた対象者が ， HBOC であると診断 されてしまう 状 況が 起こ

る．検査を受け ， HBOC であると診断 される ことは， 自分 のみ

な ら ず 血 縁 者 に も 影 響 が あ る こ と を 理 解 し て お か な け れ ば な ら

ない．そして， HBOC であったと して も 「アドバンテ ージ 」と

し て そ の 結 果 を 受 け 止 め ， 自 分 や 血 縁 者 に 活 用 で き る よ う な 関

わりが看護師には求められる．  

  血 縁 者 の た め に 遺 伝 学 検 査 を す る 場 合 は ， そ の 結 果 を い つ ，

ど の タ イ ミ ン グ で ど の 血 縁 者 に 説 明 す る の か も 重 要 で あ る ． 医

療 側 の 視 点 の 研 究 は ， 遺 伝 学 検 査 の 結 果 を 家 系 で 予 防 的 に 活 用

し ， が ん の 早 期 発 見 ・ 早 期 治 療 に 活 か し て い く こ と に 着 眼 し た

研 究 が 多 く ， ま た そ の た め の 体 制 づ く り に そ れ ぞ れ 取 り 組 ん で

い た ． こ れ は 重 要 な 視 点 で あ る が ， 今 回 の 研 究 結 果 に も み ら れ

るように，＜ HBOC に対する他者と の見解の違い＞ は 血 縁者の

た め に 遺 伝 学 検 査 を 選 択 す る と い う 行 為 自 体 を 否 定 し か ね な い ．

遺 伝 学 検 査 の 結 果 を 血 縁 者 に い つ ， ど の よ う に ， 誰 に 伝 え る の

か も 合 わ せ て 事 前 か ら の 対 策 が 必 要 で あ る ． そ し て ， 今 回 の 結

果 の よ う に お 互 い に 支 え ， 支 え 合 い な が ら ， 見 解 の 違 い を 受 け

入 れ ， 家 系 と し て の 予 防 的 観 点 へ と 繋 が っ て い く よ う な シ ー ム

レスな関わりが必要である．  

 

 （ 2）遺伝学検査の結果を今後へ活かすための支援  

  遺伝学検査の結 果， HBOC である ことが判明した場 合 ，今回
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の 研 究 で は 乳 房 温 存 が 可 能 で あ っ て も 乳 房 切 除 を 選 択 す る 人 は

多 い ． 選 択 に は 個 人 の 年 齢 ， 婚 姻 の 有 無 ， 出 産 の 有 無 な ど が 影

響 し て い る と 考 え る が ， 乳 房 を 失 っ て も 「 も う が ん に な り た く

な い 」 と い う 思 い を 抱 き そ の 選 択 を し た こ と が 伺 え る ． 逆 に

HBOC であると 分 かっていながら ，今 後の結婚，出産 を 願 い，

乳 房 を 温 存 し な が ら 定 期 的 に サ ー ベ イ ラ ン ス し て い く ケ ー ス も

み ら れ る ． 術 式 選 択 に は ， 医 学 的 な 側 面 の み な ら ず ， そ の 人 の

価 値 観 や 生 活 背 景 な ど も 含 め ， 後 悔 の な い 選 択 が で き る よ う に

関わっていく必要がある．  

  また，乳房や卵巣のリスク低減手術では，「生き続けるための  

選 択 」 と し て ， 苦 悩 し な が ら も そ の 選 択 を す る 人 も い る ． 今 回

の 研 究 で は ， リ ス ク 低 減 手 術 を 行 っ た 人 は そ の 選 択 を 肯 定 的 に

捉 え ， 前 向 き に 生 き る よ う に な っ て い た ． し か し ， 全 て の 人 が

そ う で は な く ， 女 性 性 を 失 っ て ま で 生 き て い く 意 味 は あ る の か

と 自 問 自 答 し て い る 人 も い た ． ど ち ら に し て も ， 苦 渋 の 決 断 で

あ る こ と は 間 違 い な い ． 私 た ち 看 護 師 は 生 き 続 け る た め の 最 善

の方略を模索しながら自己と向き合っている HBOC である乳が

ん 女 性 が 熟 考 し な が ら ， 自 分 の 決 定 を 肯 定 的 に 評 価 で き る 選 択

が で き る よ う に 関 わ っ て い く 必 要 が あ る ． そ れ は ， 看 護 本 来 の

寄 り 添 い ， 傾 聴 ， 共 感 し な が ら ， 支 え て い く と い う ケ ア の あ り

方 が 有 効 で あ る と 考 え る ． そ し て ， 必 要 な と き は 専 門 家 へ の 橋

渡 し を し な が ら ， 納 得 い く 選 択 が で き る よ う に 支 え て い く こ と

が 重 要 で あ る ． そ の た め に は ， リ ス ク 低 減 手 術 に 関 し て は ， 即

決 す る の で は な く ， 今 後 の 自 分 の 生 き 方 も 考 え な が ら ， 時 期 と

タ イ ミ ン グ を 見 計 ら っ て 決 定 し て い く こ と が 重 要 で あ る と 考 え

る．  

  

 2）血縁の繋がりを深めるための支援  

  HBOC である ということは，子ど もとして親と繋がっ ている

立場では，親が 居な かったら今の自 分は 存在しないか ら HB OC

で あ っ て も 親 に は 感 謝 の 念 を 抱 く が ， 親 と し て 子 ど も と 繋 が っ

ている立場では， B RCA 遺伝子変異を子どもに引き継がせてしま

う 可 能 性 に 対 し て 申 し 訳 な さ を 抱 く と い う 特 徴 が 見 ら れ た ． こ

の 背 景 に は ， 親 で あ れ ， 子 で あ れ ， お 互 い を 思 う 気 持 ち が 含 ま

れ て い た ． 従 っ て ， こ の よ う に お 互 い が 思 い あ っ て い る こ と を

語 る 場 を 設 け た り ， 親 や 子 の 気 持 ち を 代 弁 し た り し て 互 い の 感

情を伝え合うことも必要であると考える．  

今 回 の 結 果 で ， ＜ タ イ ミ ン グ を 見 計 り ， 自 分 の 経 験 を 子 ど も

に 伝 え る ＞ と い う ， 子 ど も に も 事 実 を 伝 え る 意 味 や 価 値 が あ る



 

109 

 

と 理 解 し た 上 で ， タ イ ミ ン グ を 見 な が ら 今 自 分 が 経 験 し て い る

こ と を 子 ど も に 伝 え よ う と 考 え て い る 状 況 が 見 ら れ た ． 具 体 例

と し て ， 子 ど も を 自 分 の 遺 伝 学 検 査 の 結 果 開 示 の 場 に 同 席 さ せ

た り ， が ん や 遺 伝 に つ い て の 自 分 の 経 験 を 情 報 提 供 し た り し な

がら，子どもを支えようとしていた．それは HBOC である乳が

ん 女 性 に と っ て は 子 ど も へ の 責 任 と 使 命 を 果 た す こ と に 繋 が っ

ていくが，子にとっては親を理解し， B RCA 遺伝子変異を受け継

い で い る か も し れ な い 自 分 の 将 来 を 考 え る こ と に 繋 が っ て い く

と 考 え る ． 子 が 親 の 病 気 を 理 解 し ， 受 け 入 れ る た め の チ ャ イ ル

ド ケ ア を 取 り 入 れ て い る 病 院 も 多 い ． 今 後 は 更 に 遺 伝 性 が ん を

忌み嫌うものではなく，「アドバンテージ」として考えていける

ように血縁の繋がりを深めるための支援が求められる．  

 

 3）当事者としての経験を他者に繋ぐための支援  

  HBOC である 乳がん女性は， 自分 の経験は自分のため だけで

は な く ， 血 縁 者 や 当 事 者 の た め に 活 か し て い こ う と す る 【 当 事

者として利他的 にな る】 能力を獲得 して いた． HBOC で あ るこ

と は ， 他 の 人 に は オ ー プ ン に し 辛 く ， 自 分 の 経 験 を 他 者 と 共 有

したくてもその場がないことも HBOC である乳がん女性は語っ

て い た ． 海 外 の 先 行 研 究 で は ， 乳 が ん の サ ポ ー ト グ ル ー プ で の

介入が se l f - transcendece を促進することを述べている（ Coward  

D,1990 ,1995）．どの時期にどのタイミングで HB OC である乳が

ん 女 性 に 繋 い で い く の か は ， そ れ ぞ れ 違 っ て く る と 思 う

が，＜ HBOC や乳がんのことを自分で調べる＞や＜ HB OC である

こ と を 生 涯 背 負 い 続 け て い く 不 安 を 自 覚 す る ＞ 段 階 に あ る 人 に

は ， 当 事 者 会 や 患 者 会 へ の 紹 介 が 新 た な 自 己 の 気 づ き に 繋 が る

か も し れ な い ． ま た ， ＜ 貴 重 な 自 分 の 経 験 を 他 者 に 情 報 提 供 す

る＞段階の人には，共有の場が HBOC に対する見解の多様性を

受容することに 繋が っていくかもし れな い． HBOC であ る 自分

の 体 験 を 他 者 と 共 有 す る 場 を 醸 成 し ， そ の 場 で 語 り 合 う こ と は ，

HBOC である乳がん女性にとってセルフ ･トランセンデンスを促

進 す る こ と に 繋 が る と 考 え ら れ る ． し か し ， 現 在 こ の よ う な 場

は全国でも数少 なく ， HBOC である 人 たちの対応は遺 伝外 来等

に委ねられている現状がある． HB OC であっても浸透率は 100％

ではないため，長期的に HBOC である乳がん女性を支えていく

環 境 を 考 え る と オ ー プ ン に 気 兼 ね な く 話 せ る こ の よ う な 場 つ く

りは今後血縁者の予防的観点においても重要であると考える．  
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 4） HBOC に対する認識を変換するための支援  

 HBOC である乳がん女性は， HB OC であることは不利益なこと  

ば か り で な く ， が ん の 予 防 ， 早 期 発 見 ・ 早 期 治 療 ， 多 様 な 治 療

方法の選択に繋がり，自分や血縁者にとって『 HBOC であるこ

と を 「 アド バ ン テ ー ジ で ある 」 と 認 識 す る 』よ う に な っ て い た．

様々な研究の中で， HBOC と診断されることで社会的な弱者と

な り ， 差 別 ・ 偏 見 を 受 け る こ と へ の 懸 念 が 生 じ ， そ れ に 対 す る

医 療 シ ス テ ム へ の 不 信 も 存 在 す る と い わ れ て い る ． こ の よ う な

中で， HBOC であることが「アドバンテージである」という認

識はセルフ ･トランセンデンスを促進する要素として重要である

といえる． 1 /2 人ががんに罹患する時代となり，遺伝性がんはそ

の中でわずかであったとしても，『 BRCA 遺伝子変異を保持して

い る こ と は 特 別 な こ と で は な く ， 誰 し も 可 能 性 が あ る と 認 識 す

る』ようになっていくことは， HBOC であることを肯定的に捉

えることに繋がっていくと考える．従って，確かに HBOC であ

る こ と の デ メ リ ッ ト は 存 在 す る が ， 私 た ち 看 護 師 が そ の 視 点 を

強調するのではなく，そのことを踏まえた上で，「アドバンテー

ジ で あ る 」 と し て 関 わ っ て い く こ と が ， 乳 が ん の 予 防 ， 早 期 発

見 ， 早 期 治 療 に 遺 伝 医 療 が 応 用 さ れ る よ う に な っ て き た 現 代 に

おいて重要な視点であるといえる．  

 

2．がん看護教育への示唆  

  第 3 期がん対策推進基本計画では，「患者本位のがん医療の実  

現」を目標とした柱の 1 つとして，ゲノム医療の推進が掲げられ，

が ん ゲ ノ ム 医 療 体 制 の 整 備 が 進 ん で い る ． 現 在 ， が ん ゲ ノ ム 医

療は，適切な標準治療がないがん患者に対し，「がん遺伝子パネ

ル 」 を 用 い て が ん 細 胞 の ゲ ノ ム 情 報 に 基 づ い て 治 療 を 提 供 す る

時 代 へ と 突 入 し て い る ． 看 護 の 領 域 で も ， 遺 伝 看 護 専 門 看 護 師

の 育 成 が 始 ま り ， よ り 専 門 的 な 知 識 を 持 っ た 看 護 実 践 が 望 ま れ

て い る ． し か し ， 文 献 検 討 で 述 べ た よ う に ， 看 護 学 教 育 に お い

ては医学教育にかなり遅れをとっているのが現状である．  

  HBOC である 乳がん女性は，多発 ・多重性や若年性の 発症，

自 分 だ け で な く 血 縁 者 の 遺 伝 的 リ ス ク と い う 問 題 な ど 生 涯 に 渡

り 困 難 な 出 来 事 に 直 面 す る 機 会 が 多 い ． 看 護 師 に は 一 般 的 な が

ん看護の知識に加え，遺伝学や遺伝看護の知識も求められる．  

本研究で明らかになった， HBOC である乳がん女性のセルフ ･ 

ト ラ ン セン デ ン ス は ど の よう な も の で あ る かと い う 研 究 結 果 は，

どのような時期にどのように支援していくことが， HBOC であ

る乳がん女性のセルフ ･トランセンデンスを促進するのかを考え
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る 基 礎 資 料 と し て 活 用 で き る ． 今 回 の 研 究 で は ， 特 に 【 生 き 続

け る た め の 最 善 の 方 略 を 模 索 し な が ら ， 自 己 内 対 峙 す る 】，

【 脈 々 と継 承 さ れ る 血 縁 の繋 が り を 自 覚 す る】 と い う 能 力 に は，

看 護 師 の タ イ ム リ ー な 情 報 収 集 ・ 情 報 提 供 や 意 思 決 定 支 援 ， 専

門 家 へ の橋 渡 し な ど が 重 要な 役 割 を 担 う と 考え ら れ る ． し か し，

現 状 と し て ， 拠 点 病 院 内 で の 一 般 看 護 師 に 向 け た 遺 伝 学 や 遺 伝

看 護 に 関 す る 基 礎 教 育 が 行 わ れ て き て は い る も の の 未 だ 医 療 の

波 に 乗 り 切 れ て い な い の が 現 状 で あ る ． 今 回 の 研 究 で

も，＜ HBOC 診療に関わる医療者との関わり合いが，自分の考

え を 刷 新 し て く れ る こ と に 気 づ く ＞ こ と を 実 感 す る 中 で ， そ の

対 象 が 看 護 師 で あ る と い う 語 り は ほ ぼ 皆 無 で あ っ た ． ま ず は ，

現 任 教 育 の 中 で ， 患 者 ・ 家 族 と 関 わ る 場 合 に 必 要 な 遺 伝 診 療 に

関 わ る 基 礎 知 識 ， 日 々 進 化 し て い く 遺 伝 医 療 の 現 状 に つ い て の

教育体制を整えていくことが急務である．   

   遺伝カウンセリングや遺伝診療には，がん専門看護師や遺伝

看 護 専 門 看 護 師 の 専 門 的 関 わ り も 重 要 で あ る ． 今 回 の 研 究 結 果

を も と に ， 一 般 看 護 師 が ど の よ う に 支 援 し て い く の か ， 専 門 的

知 識 を 持 っ た 専 門 看 護 師 が ど の よ う に 支 援 し て い く の か と い う

こ と を 明 確 に し ， そ の 教 育 プ ロ グ ラ ム を 作 成 し て い く こ と も 今

後の課題である．  

 

3．がん看護学への示唆  

 海外では se l f - t ranscendence をテーマにしたがん看護研究論

文 は 乳 が ん ， 前 立 腺 が ん ， 血 液 が ん の 患 者 を 対 象 と し た 研 究 が

見 ら れ た （ Coward ,1991 ,1998 ,2003 ； C hin ,1998 ； Matthews ，

2009； Farren ,2010）．これらの研究に 共通しているのは，セル

フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス は が ん 罹 患 に よ っ て 生 じ る 困 難 さ を 軽 減

させ， Wel l -be ing や QOL の改善へと仲介する機能を果たす可能

性 が 示 唆 さ れ て い た こ と で あ る ． ま た ， ピ ア ・ サ ポ ー ト グ ル ー

プ の 介 入 が セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス を 高 め る こ と も 明 ら か に

さ れ て い る （ Coward ,1998 ,2003 ； Chin ,1998 ）． こ の 概 念 が ，

「 人 間 の特 性 と し て ， あ らゆ る 人 間 に 備 わ って い る 本 質 で あ る」

こ と か ら ， 海 外 で は ， 進 行 が ん ， エ ン ド ・ オ ブ ・ ラ イ フ に お け

る 対 象 者 だ け で な く ， が ん と 診 断 さ れ た 対 象 な ど ， 幅 広 い 対 象

に 少 し ずつ 研 究 が 進 ん で いる ． そ の 中 で ， 特定 の 対 象 に 対 し て，

セルフ ･トランセンデンスがどのようなものであるのかを明らか

にした研究はなかった．そのため，長期的な経過の中で， B RCA

遺 伝 子 変 異 を 持 つ 乳 が ん で あ る こ と を 本 人 が 乗 り 越 え て い き な

が ら ， そ の 人 ら し く 生 活 が で き る よ う に サ ポ ー ト し て い く と い
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う 点 で の 本 研 究 の 視 点 は ， が ん 看 護 学 に お い て 新 規 性 が あ る と

いえる．  

  日 本 に お い て は ， が ん 看 護 領 域 で の 「 セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ

ン ス 」 に 着 目 し た 研 究 は 皆 無 で あ り ， 概 念 自 体 浸 透 し て い な い ．

そ の 理 由 と し て ，「 セ ル フ ･ト ラ ン セ ン デ ン ス 」 が 「 自 己 超 越 」

と し て 訳 さ れ て し ま う と 確 か に 高 齢 者 や が ん の 進 行 が ん や エ ン

ド・オブ ･ライフにおいては，イメージできるかもしれないが，

ス ピ リ チ ュ ア リ テ ィ や 宗 教 的 ニ ュ ア ン ス を 含 む 神 秘 的 な 概 念 と

して捉えられてしまう可能性は否めない．  

が ん 看 護 で は ， 治 療 に よ り 変 化 し た 「 新 し い 自 分 ら し さ 」 を

認められるようになり，「こだわっていた病 気になる前の自分ら

しさ」を手放すことへの支援も重要である（近藤 ,2006）．「人間

は 環 境 と と も に 常 に 変 化 し て い る 」，「 他 者 と の 関 係 の 中 で 困 難

を 乗 り 越 え て い く 」 と い う セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス の 考 え 方

は ， 日 本 の 文 化 に 適 し て い る ． が ん サ バ イ バ ー が ， 生 命 を 脅 か

す よ う な 体 験 や 人 生 を 変 え る よ う な 出 来 事 に 直 面 し た と き に ，

自 身 や 環 境 と の 相 互 作 用 の 中 で ， 内 的 ・ 外 的 境 界 を 拡 張 し な が

ら 「 新 し い 自 分 ら し さ 」 を 獲 得 で き る 能 力 と し て 今 後 が ん 看 護

に 活 用 で き る と 考 え る ． ま た ， セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス は

wel l -be ing に不可欠であることから，セルフ・トランセンデンス

を促進する支援はがん看護実践において重要である．  

今回の研究結果は今後 HBOC である乳がん女性のセルフ ･トラ

ン セ ン デ ン ス 尺 度 と し て 開 発 す る こ と に よ り ， 外 来 や 地 域 で 生

活する HBOC である乳がん女性の現在のセルフ ･トランセンデン

ス の 現 状 を 明 ら か に す る こ と が で き る ． そ し て ， セ ル フ ・ ト ラ

ン セ ン デ ン ス を 促 進 す る に は ど の よ う な 支 援 が 必 要 か と い う 介

入 プ ロ グ ラ ム の 開 発 ・ 検 証 へ と 繋 げ て い く こ と が 可 能 で あ る と

考える．   

 

Ⅳ．研究の限界と課題  

1．研究の限界  

  今回は遺伝学検査をしてからの期間が 1 年から 5 年であるこ

と，乳がん発症の時期も 1 年から 30 年とばらつきがある．また

遺 伝 学 検 査 を 今 後 の 治 療 に ど の よ う に 活 か し て い く の か を 考 え

ている段階の人もおり， HBOC である乳がん女性のセルフ ･トラ

ンセンデンスの特長とするには限界がある．  

血 縁 者 を 有 す る 対 象 の み の イ ン タ ビ ュ ー で あ り ， 血 縁 者 が い

な い 天 涯 孤 独 の 対 象 も 考 え ら れ る た め ， こ の 結 果 が す べ て の 対

象の特徴とするには限界がある．  



 

113 

 

倫 理 的 問 題 を 有 す る 中 で 研 究 参 加 し て い た だ い た 人 の み が 研

究参加者であり，この結果がすべての HBOC である乳がん女性

の特徴とするには限界がある．  

今回はコンパニオン検査により HBOC であることが判明した

乳 が ん 女 性 を 対 象 と し た が ， 今 後 が ん ゲ ノ ム 医 療 の 進 歩 に よ り

二次的所見として HBOC であることが判明した対象については

この限りではない．  

  

2．今後の課題  

 HBOC であることでのセルフ ･トランセンデンスは時間ととも

に変化するものであると考える．今後この対象者のセルフ ･トラ

ン セ ン デ ス が ど の よ う に 移 行 し て い く の か 尺 度 開 発 等 継 続 し て

研究していくことが課題である．  

  今 回 は 当 事 者 を 対 象 に 研 究 を 行 っ た が ， 血 縁 の 繋 が り を 考 え

る と 今 後 は そ の 血 縁 者 へ の 研 究 も 必 要 で あ り ， 血 縁 者 を 含 め た

支援モデルの開発へと研究を進めていくことが課題である．  

  遺伝学検査により BRCA 遺伝子に変異がなかった人，また 意

義不明の変異（ var iant  o f  uncer ta in  s i gni f i cance）である人の

セルフ ･トランセンデンスはどのようなものかを明らかにするこ

とも重要である．   
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第 6 章  結論  

 

 本研究の研究目的は， HBOC である乳がん女性のセルフ ･トラン

セ ン デ ン ス は ど の よ う な も の で あ る か を 明 ら か に す る こ と で あ る ．

参加協力が得られた 30～ 60 歳代の HBOC である乳がん女性 13 名

に 対 し て ， 半 構 成 的 イ ン タ ビ ュ ー を 実 施 し た ． デ ー タ は ， 修 正 版

グラウンデッド・セオリー・アプローチを用いて分析を行った．  

分析の結果， HBOC である乳がん女性のセルフ ･トランセンデン

スは，以下 7 つのカテゴリーで構成された．  

【 生 き 続 け る た め に 最 善 の 方 略 を 模 索 し な が ら ， 自 己 内 対 峙 す

る 】 は ， 生 き 続 け る た め の 方 略 を 模 索 す る 過 程 で 生 じ る 様 々 な 感

情 の ゆ ら ぎ と 向 き 合 い ， 自 分 の 変 化 に 気 づ い た り ， 自 己 決 定 を 肯

定したりしながら，自分を諦めずに行動する能力であった．【脈々

と継承される血縁の繋がりを自覚する】は， HBOC であることは，

メ リ ッ ト ， デ メ リ ッ ト を 含 め ， 先 祖 か ら 子 々 孫 々 と 継 承 さ れ る 血

縁の繋がりであると感じている自分に気づく能力であった．【当事

者 と し て 利 他 的 に な る 】 は ， 自 分 に は 当 事 者 と し て ， 果 た す べ き

責 任 と 使 命 が あ る と 自 覚 し ， 自 分 の 経 験 は 自 分 の た め だ け で は な

く ， 血 縁 者 や 当 事 者 の た め に 活 か し て い き た い と 考 え ， 行 動 す る

能力であった．【支え，支え合う存在が在ることを認識する】は，

未だ希少な HBOC であることの苦悩な体験に 1 人で向き合うので

は な く ， 支 え ， 支 え 合 う 存 在 が 自 分 に は 在 る こ と を 認 識 す る 能 力

で あ っ た ．【 HBOC に 対 す る 見 解 の 多 様 性 を 受 け 入 れ る 】 は ，

HBOC に対する考 え方や価値判断は自 己・他者，それぞれ 人によ

り 多 様 で あ る と 認 識 を 変 換 し ， 他 者 の 見 解 も 受 け 入 れ る 能 力 で あ

った．【囚われていた観念から脱皮し，「 HBOC」と共生する】とは，

HBOC であること には抗 えないが，そ のことに囚われすぎ ず，適

度な距離感を保ちながら，今までの観念を脱ぎ捨てて HBOC と共

生する能力であった．【未来を惟い，今を生き抜く】とは， HBOC

で あ る こ と は 再 発 や 死 を 意 識 す る も の で あ る が ， 未 来 の 希 望 も 想

像 し な が ら ， 現 時 点 で で き る こ と を 大 切 に ， 今 を 生 き 続 け る 能 力

であった．  

また， 7 つの能力の関係を分析した結果， HBOC である乳がん女

性 の セ ル フ ･ト ラ ン セ ン デ ン ス は ，【 生 き 続 け る た め に 最 善 の 方 略

を 模 索 し な が ら ， 自 己 内 対 峙 す る 】，【 脈 々 と 継 承 さ れ る 血 縁 の 繋

がりを自覚する】が相互に影響しながら，【当事者として利他的に

なる】能力を推進していた．そして，【当事者として利他的になる】

は，【支え，支え合う存在が在ることを認識する】に影響を受けな

がら，【 HBOC に対する見解の多様性を受け入れる】，【囚われてい
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た観念から脱皮し，「 HBOC」と共生する】，【未来を惟い，今を生

き抜く】という 3 つの能力を推進することが明らかになった．  

以上の結果より， HBOC である乳がん女性のセルフ ･トランセン

デ ン ス と は ， 生 涯 付 き 纏 う が ん 発 症 や 死 の 存 在 に ゆ ら ぎ な が ら ，

脈 々 と 繋 が る 血 縁 の 存 在 の た め に も 自 分 を 諦 め ず 自 己 と 対 峙 し ，

他 者 と の 相 互 作 用 の 中 で 当 事 者 と し て 利 他 的 に な る 能 力 を 基 盤 と

し て い た ． そ し て ， 当 事 者 と し て 利 他 的 に な る か ら こ そ ， HBOC

に対する見解の多様性を受け入れ，未来を志向しながら HBOC と

共生するという HBOC である乳がん女性の能力であると考えられ

た．  

看護師は基本的 な遺 伝看護の知識を 持っ た上で， HBOC で ある

乳 が ん 女 性 と 血 縁 者 の ゆ ら ぎ を 察 知 し ， 支 え ， 支 え 合 う 存 在 と し

て ， ま ず は 【 生 き 続 け る た め の 最 善 の 方 略 を 模 索 し な が ら ， 自 己

内 対 峙 す る 】 と 【 脈 々 と 継 承 さ れ る 血 縁 の 繋 が り を 自 覚 す る 】 能

力を見いだす支援が重要であることが示唆された．  

今後は， HBOC で ある乳がん女性 のセ ルフ・トランセ ンデ ンス

の 尺 度 開 発 を 行 い ， 当 事 者 ・ 血 縁 者 を 含 む 支 援 モ デ ル を 構 築 し て

いくことが研究の課題である．  
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＜付録・資料＞  

1 .結果表一覧  

 

カテゴリー サブカテゴリ― 概念

HBOCであることにショックを受けている自分に気づく

HBOCであることから目を背けていた自分に気づく

リスク低減手術の選択に揺れる自分を自覚する

リスク低減手術の選択に焦り自分を追い込んでいることに気づく

HBOCであることを生涯背負い続けていく不安を自覚する

今後の治療選択やリスク低減手術を考慮して，遺伝学的検査を受

ける選択をする

遺伝学検査の結果を治療やリスク低減手術の選択に活用する

リスク低減手術を選択した自己決定を肯定する

挙児希望を諦める

HBOCや乳がんのことを自分で調べる

がん発症の早期発見・早期治療のため，定期的に検診をする

HBOCであっても，がん発症予防のために生活習慣を見直す

同じHBOCであっても自分と他者は違うため，辛いことがあって

も自分だけで解決する

血縁者にBRCA遺伝子変異を保有している可能性を暗示させること

に対して，申し訳なさを抱く

遺伝学検査を受ける選択を血縁者に伝えることを決断する

子どもがBRCA遺伝子変異を受け継いでいないことを期待する自分

に気づく

親が申し訳なく思う気持ちを察知する

血縁者の中でHBOCであるのが自分で良かったと感じる

先祖から受け継がれてきた血縁の繋がりを感じる

BRCA遺伝子変異を受け継いでも，親がいるから今の自分が存在す

ることに感謝する

BRCA遺伝子変異を受け継いでいるかもしれない子どものポジティ

ブな反応を嬉しく思う

過去の血縁者のがん体験を自分に活かす

血縁者の遺伝的リスクを考慮し，遺伝学検査や定期健診の重要性

を血縁者に伝える

タイミングを見計り，自分の経験を子どもに伝える

貴重な自分の経験を他者に情報提供する

血縁者のためにも生きる責任があることを自覚する

血縁者の将来を見越し，遺伝学的検査を受ける選択をする

子どもには将来必ず遺伝学検査を勧める

HBOCであることは社会的不利益であると感じる

HBOCであることを隠さずオープンにする

遺伝性がんを忌み嫌う風習を改善させたいと思考する

当事者とし

て利他的に

なる

自分の経験には意義があり，そ

の経験を血縁者やHBOC当事者の

ために賦与する

血縁者に対して自分には果たす

べき責任と使命があることを自

覚する

HBOCである自分の経験を通して

社会の風潮を変化させたいと思

考する

生き続ける

ための最善

の方略を模

索しなが

ら，自己内

対峙する

HBOCであることにゆれる自己を

客観視し，自分の変化に気づく

生き続けるために選択した自己

決定を肯定的に受け入れる

HBOCや乳がんに興味・関心を持

ち，がん発症予防や早期発見・

早期治療のために行動する

脈々と継承

される血縁

の繋がりを

自覚する

BRCA遺伝子変異を継承すること

による罪責感を感じる

先祖から子々孫々と受け継がれ

る血縁の繋がりを感じる
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カテゴリー サブカテゴリ― 概念

パートナーがHBOCである自分に対して，変わらず接してくれる

ことに感謝する

HBOCである自分を必要としてくれる場所があることを自覚する

支えてくれる人の存在に感謝する

血縁者に相談しながら，気持ちの整理をする

HBOCである自分の体験を他者と共有する

未発症BRCA変異保持者の血縁者の苦悩に向き合い，支える

前世や目に見えない存在の力に支えられていることを認識する

血縁者が遺伝学検査を受けるかどうかは，本人の意思に委ねる

血縁者に遺伝学的検査を勧めることが必ずしも最良ではないこと

を理解する

HBOCに対する他者との見解の違いを認識する

HBOC診療に関わる医療者との関わり合いが，自分の考えを刷新

してくれることに気づく

HBOCであることを「アドバンテージである」と認識する

BRCA遺伝子変異を保持していることは特別なことではなく，誰し

も可能性があると認識する

常にがん発症や死が身近にあることを認める

「自分の持って産まれたもの」が原因でがんになったと納得する

HBOCであることばかりに囚われないようにする

与えられた役割の中で夢や目標を持って，一つひとつ達成する

発展していくゲノム医療へ期待を抱く

HBOCを継承しているかもしれない子どもの行く末を思い描く

将来子どもを産みたいと考えている自分を認識する

些細な幸せに感謝しながら，焦らず穏やかに生きる

未来にある「死」を受け入れ，今を生きる

未来を推

い，今を生

き抜く

自分や血縁者の未来を思い描

き，今を生きる糧とする

未来の｢死」を感じながらも，1

日1日を大切に生きる

網掛けしている概念は，サブカテゴリーと同等の説明力を持つ

HBOCに対す

る見解の多

様性を受け

入れる

血縁者の遺伝学検査は社会的不

利益も考慮した上で，本人の意

思決定を尊重する

HBOCに対する見解は多様である

ことを理解する

囚われてい

た観念から

脱皮し，

「HBOC」と

共生する

不可抗的にHBOCという存在に他

律されながらも共存することを

承認する

「HBOC」に囚われすぎず，夢や

希望を持って自分の人生を生き

る

支え，支え

合う存在が

在ることを

認識する

HBOCであることを理解し，前向

きになるように支えてくれる他

者の存在を認識する

血縁者やHBOCの当事者とお互い

の経験を共有し，支え合う
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2 .施設依頼文書  
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3 .施設用研究計画書  

研 究 課 題 名 ： 遺 伝 的 リ ス ク が あ る 乳 が ん 女 性 の セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス  

研 究 者 （ 所 属 ・ 役 職 ）： 青 木 早 苗 （ 高 知 県 立 大 学 大 学 院 看 護 学 研 究 科 博 士

後 期 課 程 ,高 知 大 学  講 師 ）  

指 導 教 員 （ 所 属 ・ 役 職 ）： 藤 田  佐 和 （ 高 知 県 立 大 学 看 護 学 部  教 授 ）  

研 究 の 背 景  

日 本 で は 女 性 の 部 位 別 が ん 罹 患 率 で 乳 が ん が 第 1 位 で あ り ,女 性 の が ん 全

体 の 約 2 0％ 以 上 を 占 め る .ま た ,乳 が ん は , 2 0 歳 代 後 半 か ら 増 加 し 始 め , 4 0～

5 0  代 の 中 年 期 女 性 に 好 発 す る .乳 が ん 患 者 の 5～ 1 0％ が 遺 伝 性 で あ り ,う ち

3 0％ 程 度 に B r e a s t  c a n c e r  s u s c e p t i b i l i t y  g e n e 1 / 2（ 以 下 B R C A 1 / 2） の 生 殖

細 胞 系 列 変 異 が 検 出 さ れ る と 言 わ れ て い る （ N a ka m u r a , 2 0 1 3） .こ の 変 異

は ,乳 が ん ・ 卵 巣 が ん を 高 い リ ス ク で 発 症 す る 遺 伝 性 腫 瘍 の 一 つ で あ る 遺 伝

性 乳 が ん 卵 巣 が ん 症 候 群 （ H e r e d i t a r y  b r e a s t  a n d  o v a r i a n  c a n c e r  ： 以 下

H B O C と す る ） に 見 ら れ る .遺 伝 子 変 異 の 有 無 を 知 る こ と は ,発 端 者 ,そ の 家

系 員 に と っ て 有 効 な 情 報 で あ る こ と は 明 ら か で あ る （ M a v a d d a t  N  e t  

a l , 2 0 1 3 ,新 井 他 , 2 0 1 4 ,松 本 他 , 2 0 1 5） .し か し 一 方 で ,倫 理 的 問 題 や 既 往 歴 ,家

族 歴 か ら H B O C が 強 く 疑 わ れ る 場 合 で も 必 ず B R C A 1 / 2 遺 伝 子 に 病 的 変 異

が 見 つ か る わ け で は な い な ど B R C A 1 / 2 特 定 の デ メ リ ッ ト な 側 面 も あ る （ 中

村 , 2 0 1 2 ,村 上 2 0 1 5） .加 え て 日 本 で は ,カ ウ ン セ リ ン グ ・ 遺 伝 学 検 査 と も に

保 険 適 応 は な く ,リ ス ク 低 減 手 術 に 至 っ て は 倫 理 委 員 会 で 承 認 を 得 た 一 部 の

施 設 で の み 私 費 診 療 で 行 わ れ て い る の が 現 状 で あ り , H B O C 診 療 が ,一 般 診

療 に 浸 透 し て い く ま で に は 多 く の 課 題 が あ る .今 後 は Ta i l o r - m a d e  m e d i c i n e

が 進 む こ と が 予 想 さ れ ,看 護 師 も 個 々 の 遺 伝 的 要 素 を 配 慮 し つ つ ,生 涯 を 通

し て そ の 人 ら し く 生 活 が で き る よ う に P e r s o n a l i z e d  h e a l t h  c a r e に 着 眼 し

た 支 援 を 行 う こ と が 望 ま れ る .  

 H B O C 診 療 に 関 す る 先 行 研 究 は ,医 学 研 究 に 偏 っ て お り ,遺 伝 学 検 査 を 行

う ま で の チ ー ム ア プ ロ ー チ で の 診 療 体 制 の 整 備 に 焦 点 を 当 て た 研 究 が 多

く , H B O C 症 例 同 定 の た め の 工 夫 （ 大 住 他 , 2 0 1 5 他 ） ,医 師 を 対 象 と し た 診 療

の 実 態 調 査 （ 村 田 他 , 2 0 1 4） ,乳 が ん 診 療 ネ ッ ト ワ ー ク の 連 携 と 強 化 を 図 っ

た 報 告 （ 杉 本 他 , 2 0 1 5） な ど が 見 ら れ た .そ の 後 の 発 端 者 ・ 家 系 員 の フ ォ ロ

ー ア ッ プ に 焦 点 を 当 て た 研 究 は 症 例 報 告 に 留 ま っ て い た .ま た ,遺 伝 カ ウ ン

セ リ ン グ ・ 遺 伝 学 検 査 を 受 け る か ど う か の 選 択 に は ,様 々 な 状 況 が 影 響 す る

こ と （ 村 上 , 2 0 1 4 他 ） や ,遺 伝 学 検 査 を 受 け た 後 の 発 端 者 が 感 じ る 罪 責 感 の

研 究 （ 村 上 , 2 0 1 0） な ど ,遺 伝 診 療 に お け る 意 思 決 定 や 困 難 な 体 験 に 焦 点 を

当 て た 看 護 研 究 が 少 数 見 ら れ た .し か し , H B O C と 診 断 さ れ ,長 期 的 に ど の よ

う な 心 理 的 変 化 が あ る の か を 研 究 し た も の は , H B O C 女 性 の C o n c e r n の 変 化

を 明 ら か に し た 研 究 （ J e f f e r s  L 他 , 2 0 1 4） の 1 例 の み で あ っ た .長 期 的 な 経

過 の 中 で ,遺 伝 的 リ ス ク が あ る 乳 が ん で あ る こ と を 本 人 が 肯 定 的 に 捉 え ,乗

り 越 え て い け る よ う に サ ポ ー ト し て い く こ と は ,看 護 師 の 重 要 な 役 割 で あ

る .   

が ん 患 者 が 困 難 な 状 況 や 問 題 を 乗 り 越 え て い く こ と は , こ れ ま で に

S t r e n g t h , R e s i l i e n c e , M a s t e r y な ど の 概 念 で 研 究 が 行 わ れ て き た .こ れ ら は ,

「 コ ー ピ ン グ 」 ,「 適 応 」 な ど 人 間 の 成 長 発 達 の 過 程 に お い て ,元 に 戻 る こ

と を 暗 示 し て い る 言 葉 を 用 い て い る （ R e e d  P  G , 2 0 1 4） . R e e d  P  G は ,こ れ

ま で に な い 境 遇 に 立 た さ れ た と き ,新 た な 人 々 （ 医 療 従 事 者 ） と 出 会 っ た

り ,新 た な 感 情 を も っ た り 心 配 し た り す る よ う な 状 況 下 に お い て ,自 己 の 限

界 を 拡 張 し た り ,新 た な 視 点 や 展 望 を 見 出 し た り す る こ と に よ り ,そ れ ま で

に な い 新 た な 見 方 を 得 た り , 難 し い 状 況 を 意 義 あ る 仕 組 み へ と 計 画 , 準 備

し , w e l l - b e i n g と 全 体 性 の 感 覚 を 維 持 す る こ と を 助 け る と い う s e l f -

t r a n s c e n d e n c e 理 論 を 構 築 し た （ R e e d  P  G , 1 9 8 6 ,  1 9 8 9） . R e e d  P  G は , s e l f -

t r a n s c e n d e n c e と w e l l - b e i n g の 関 係 は ,コ ー ピ ン グ プ ロ セ ス 以 上 の も の で あ

り ,決 し て 元 に 戻 ら な い ホ メ オ ダ イ ナ ミ ッ ク ス の 原 理 で 現 在 の 状 況 を 乗 り 越

え て い く 能 力 と し て , s e l f - t r a n s c e n d e n c e を 用 い て い る .遺 伝 的 リ ス ク が あ

る と 説 明 を 受 け た 乳 が ん 女 性 は ,多 発 ・ 多 重 性 や 若 年 性 の 発 症 ,個 人 の み な

ら ず 世 代 を 超 え て 生 涯 に わ た り 長 期 の サ ー ベ イ ラ ン ス が 必 要 に な る な

ど , l i f e - l i m i t i n g - i l l n e s s や 人 生 が 変 わ る 事 象 に 直 面 す る 機 会 が 多 い .そ の 中

で ,複 雑 な パ タ ー ン を 描 き な が ら も 人 間 が 本 来 持 っ て い る 特 性 と し て ,自 己

お よ び 環 境 と の 相 互 作 用 の 中 で ,自 己 の 生 き る 意 味 や 目 的 ,自 己 価 値 を 見 出
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し ,自 己 や 他 者 へ の 意 識 を 拡 張 し て い く 能 力 が 生 成 さ れ , w e l l - b e i n g へ と 向

か っ て い く と 考 え ら れ る .  

R e e d  P  G の 理 論 を 用 い た s e l f - t r a n s c e n d e n c e に 関 す る 研 究 は ,海 外 で は

C o w a r d  D が ,進 行 が ん と A I D S と い う シ リ ア ス な 病 気 を 通 し て ,立 ち は だ か

る 死 に 直 面 し た 成 人 の 中 年 期 の 対 象 に 焦 点 を あ て , 研 究 を 継 続 し た

（ C o w a r d  D , 1 9 9 0 , 1 9 9 5） .ま た , s e l f - t r a n s c e n d e n c e は ,「 人 間 の 特 性 と し

て ,あ ら ゆ る 人 間 に 備 わ っ て い る 本 質 で あ る 」 こ と か ら ,幅 広 い 対 象 に 少 し

ず つ 研 究 が 進 ん で い る .し か し ,日 本 で は ,が ん 患 者 を 対 象 と し た 研 究 は な い .

診 断 ・ 治 療 期 の み な ら ず ,生 涯 を 通 し て ,遺 伝 的 リ ス ク が あ る と 説 明 を 受 け

た 乳 が ん 患 者 が w e l l - b e i n g な 状 態 へ と 向 か っ て い け る た め に , s e l f -

t r a n s c e n d e n c e を 促 進 し て い く よ う な 関 わ り が 看 護 師 に 望 ま れ る .そ の た め

に ,遺 伝 的 リ ス ク が あ る と 説 明 を 受 け た 乳 が ん 女 性 の セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ

ン ス は ど の よ う な も の な の か を 明 ら か に す る こ と は 意 義 が あ る と 考 え る .  

研 究 目 的  

本 研 究 で は ,遺 伝 的 リ ス ク が あ る と 説 明 を 受 け た 乳 が ん 女 性 の セ ル フ ・ ト

ラ ン セ ン デ ン ス は ど の よ う な も の な の か を 明 ら か に す る こ と を 研 究 目 的 と

す る .  

研 究 の 意 義  

現 在 行 わ れ て い る H B O C 診 療 に 関 す る 研 究 は ,遺 伝 学 検 査 を 行 う ま で の 診

療 体 制 を チ ー ム で ど の よ う に 整 備 し て い く か と い う 視 点 に 立 っ た 研 究 が 多

く ,そ の 後 の フ ォ ロ ー ア ッ プ に 関 し て は ,症 例 研 究 に 留 ま っ て い た .ま た ,遺 伝

的 リ ス ク が あ る 乳 が ん 女 性 が ,そ の こ と を 受 け 止 め な が ら 乗 り 越 え て い く 過

程 で 獲 得 す る 能 力 は ど の よ う な も の か を 明 ら か に し た 研 究 は な い .よ っ て 遺

伝 的 リ ス ク が あ る と 説 明 を 受 け た 乳 が ん 女 性 の セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス

は ど の よ う な も の か を 明 ら か に す る こ と は ,新 た な 知 見 と し て が ん 看 護 学 領

域 に 貢 献 で き る .   

実 践 に お い て は ,セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス は w e l l - b e i n g に 不 可 欠 で あ る

と い う R e e d  P  G の 考 え か ら ,看 護 師 を 含 む 医 療 チ ー ム は ,セ ル フ ・ ト ラ ン セ

ン デ ン ス を 促 進 す る よ う な 支 援 を ,結 果 を 参 考 に 考 え る こ と が で き る .今 回

の 研 究 で 分 析 し た 結 果 は ,そ の 後 実 践 的 に 活 用 で き る 支 援 モ デ ル と し て 構 築

し て い く こ と が 可 能 で あ る .  

遺 伝 的 リ ス ク が あ る 乳 が ん 女 性 の セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス は ど の よ う

な も の な の か を 明 ら か に す る こ と で ,そ の 結 果 を 元 に ど の よ う に 支 援 し て い

け ば よ い の か 実 践 へ の 示 唆 を 得 る こ と が で き る .同 時 に ,遺 伝 診 療 に お け る

看 護 師 教 育 に も 役 立 て る こ と が で き る .   

用 語 の 定 義  

1 .セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス ： 人 間 の 特 性 と し て ,あ ら ゆ る 人 間 に 備 わ っ て

い る 本 質 で あ る . l i f e - l i m i t i n g - i l l n e s s （ 生 命 を 脅 か す 病 気 ） や 人 生 が 変 わ

る 事 象 に 直 面 し た と き に ,そ の こ と を 乗 り 越 え て い く 過 程 で ,自 己 お よ び 環

境 と の 相 互 作 用 の 中 で ,自 己 の 生 き る 意 味 や 目 的 ,自 己 価 値 を 見 出 し ,自 己 や

他 者 へ の 意 識 を 拡 張 し て い く 能 力 .セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス は 以 下 4 つ の

側 面 を 持 つ .  

1） 個 人 内 に 意 識 を 向 け る （ I n t r a p e r s o n a l l y： 自 己 の 哲 学 ,価 値 ,夢 な ど

に よ り 大 き く 意 識 を 向 け る こ と ）  

2） 他 者 と の 相 互 関 係 性 （ I n t e r p e r s o n a l l y： 自 己 と 他 者 を 関 係 づ け る こ

と ）  

3） 時 間 的 変 化 （ Te m p o r a l l y： 現 在 の 意 味 を も つ た め に ,自 分 の 過 去 ,未 来

を 統 合 す る こ と ）  

4） 自 分 以 外 へ の 関 心 （ t r a n s p e r s o n a l l y： 自 分 以 外 へ の 意 識 が 拡 張 し た

感 覚 を 持 つ こ と ）  

2 .遺 伝 的 リ ス ク が あ る 乳 が ん 女 性 ： 乳 が ん で あ る こ と , H B O C の リ ス ク が 高

い こ と を 伝 え ら れ て お り , H B O C に 関 す る プ レ カ ウ ン セ リ ン グ ,ま た は 遺 伝

カ ウ ン セ リ ン グ に よ り ,遺 伝 診 断 の 必 要 性 が 説 明 さ れ て い る 人  

研 究 方 法    

1 .研 究 対 象 者 の 選 定 ： 遺 伝 的 リ ス ク が 高 い 乳 が ん 女 性 で 以 下 の 条 件 を す べ

て 満 た す 人 3 0 名 と し た .  

 1） 選 択 基 準  

 （ 1） 病 名 , H B O C の リ ス ク が 高 い と い う こ と を 伝 え ら れ て い る 人  

（ 2） H B O C に 関 す る プ レ カ ウ ン セ リ ン グ ,ま た は 遺 伝 カ ウ ン セ リ ン グ に
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よ り ,遺 伝 診 断 の 必 要 性 が 説 明 さ れ て い る 人  

 （ 3） 初 期 治 療 が 終 了 し て い る 人  

（ 4） 現 段 階 で 乳 が ん で あ る こ と を 受 け 入 れ て い る 人  

（ 5） 研 究 へ の 参 加 を 表 明 し た 人  

2） 除 外 基 準  

（ 1） 抑 う つ 状 態 の 人  

2 .デ ー タ 収 集 期 間 ： 倫 理 委 員 会 の 承 認 後 か ら 平 成 2 9 年 1 2 月 3 1 日 ま で  

3 .デ ー タ 収 集 方 法  

1） 対 象 者 へ の ア ク セ ス  

今 回 は , H B O C 診 療 を 先 駆 的 に 行 っ て い る 施 設 ,並 び に 取 り 扱 う 内 容 が

セ ン シ テ ィ ブ な 問 題 で あ る た め ,そ の フ ォ ロ ー 体 制 が 明 確 に 確 保 で き る 依

頼 先 と し て ,総 合 病 院 と ク リ ニ ッ ク の 2 施 設 ,ま た 乳 が ん 患 者 会 2 か 所 で

研 究 協 力 者 を 募 る .   

 （ 1） 施 設 で の ア ク セ ス  

2 施 設 の 病 院 で は ,病 院 長 ま た は 遺 伝 診 療 部 長 ,看 護 部 長 に 資 料 1 を

用 い て 研 究 協 力 へ の お 願 い を す る .そ の 後 お 願 い し た い 内 容 ,お 約 束 す

る 内 容 を 文 書 と 口 頭 で 説 明 し ,協 力 の 意 思 を 頂 い た 場 合 は ,承 諾 書 に 署

名 を も ら う .そ の 後 必 要 で あ れ ば ,病 院 の 倫 理 審 査 を 受 け ,主 治 医 か ら 外

来 通 院 中 の 対 象 者 を 紹 介 し て も ら う .紹 介 を 受 け た 研 究 対 象 者 に は ,文

書 と 口 頭 で 資 料 3 の 研 究 協 力 へ の お 願 い ,お 願 い し た い 内 容 ,お 約 束 す

る 内 容 を 説 明 す る .協 力 の 意 思 を 頂 い た 場 合 は ,同 意 書 に 署 名 を も ら う .

日 時 ,場 所 の 決 定 は 研 究 対 象 者 と 相 談 の 上 決 定 す る .  

（ 2） 乳 が ん 患 者 会 で の ア ク セ ス  

  乳 が ん 患 者 会 で は ,代 表 者 に 資 料 2 を 用 い て 研 究 協 力 へ の お 願 い を す

る .そ の 後 お 願 い し た い 内 容 ,お 約 束 す る 内 容 を 文 書 と 口 頭 で 説 明 し ,協

力 の 意 思 を 頂 い た 場 合 は ,承 諾 書 に 署 名 を も ら う .紹 介 を 受 け た 研 究 対

象 者 に は ,文 書 と 口 頭 で 資 料 3 の 研 究 協 力 へ の お 願 い ,お 願 い し た い 内

容 ,お 約 束 す る 内 容 を 説 明 す る .協 力 の 意 思 を 頂 い た 場 合 は ,同 意 書 に 署

名 を も ら う .日 時 ,場 所 の 決 定 は 研 究 対 象 者 と 相 談 の 上 決 定 す る .  

 2） デ ー タ 収 集 方 法 ： 半 構 成 イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド に 基 づ く 面 接 調 査 法  

 （ 1） デ ー タ 収 集 の 手 順  

  ・ 相 談 し て 決 定 し た 日 時 ,場 所 に お い て イ ン タ ビ ュ ー を 実 施 す る .原 則 1

回 の 面 接 実 施 と す る が ,デ ー タ 分 析 後 ,確 認 や 補 足 が 必 要 な 場 合 は ,本 人

の 了 承 を 得 て か ら 追 加 の 面 接 を 実 施 す る .  

  ・ 面 接 時 間 は ,本 人 の 体 調 を 考 慮 し な が ら , 3 0 分 ～ 4 5 分 以 内 と な る よ う

に 留 意 す る .  

・ 資 料 4 イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド に 沿 っ て イ ン タ ビ ュ ー を 実 施 す る .  

  ・ イ ン タ ビ ュ ー 後 に 共 通 事 項 に つ い て イ ン タ ビ ュ ー 中 に 出 て こ な か っ

た 内 容 を 聴 取 す る .  

  ・ 面 接 時 の 様 子 は フ ィ ー ル ド ノ ー ト に 記 載 し ,分 析 の 参 考 に す る .  

4 .デ ー タ 分 析 方 法 ： グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー ・ ア プ ロ ー チ （ g r o u n d e d  

t h e o r y  a p p r o a c h） を 用 い て 分 析  

 分 析 焦 点 者 「 遺 伝 的 リ ス ク が 高 い 乳 が ん 女 性 」 ,分 析 テ ー マ 「 分 析 焦 点 者

の セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス は ど の よ う な も の か 」 と す る .  

1） 逐 語 録 を 何 度 も 読 み 返 し ,分 析 テ ー マ に 関 し て 内 容 が 豊 富 に 表 現 さ れ

て い た 1 事 例 を 選 択 し ,分 析 テ ー マ に 沿 っ て 着 目 し た 箇 所 を 抽 出  

2） 分 析 焦 点 者 の 視 点 に 立 ち ,そ の 意 味 を 的 確 に 表 す よ う に 概 念 を 定 義 し

概 念 名 を 命 名  

3） 他 の 対 象 者 の デ ー タ か ら ,そ の 概 念 に 類 似 す る 箇 所 を 抽 出 し ,分 析 ワ ー

ク シ ー ト に 追 記  

4） 1 例 目 の デ ー タ か ら 考 え ら れ る 概 念 生 成 の 終 了 後 , 2 事 例 目 以 降 の 分 析

を 同 様 に 繰 り 返 す （ 類 似 す る 具 体 例 が 出 尽 く し た 時 点 を 概 念 生 成 に お

け る 理 論 的 飽 和 と す る ）  

5） 概 念 生 成 と 同 時 並 行 的 に 概 念 相 互 の 関 係 や 複 数 の 概 念 の 関 係 で 構 成

さ れ る カ テ ゴ リ ー 間 の 関 連 を 推 測 的 ,包 括 的 に 思 考 す る （ 理 論 的 サ ン

プ リ ン グ と 継 続 的 比 較 分 析 ）  

6） 概 念 間 の 関 係 の 生 成 を 理 論 的 飽 和 と 判 断 し ,分 析 結 果 と 概 要 を ス ト ー

リ ー ラ イ ン と し て ま と め ,結 果 図 を 作 成  

倫 理 的 配 慮  
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1 .自 由 意 思 を 尊 重 す る た め の 配 慮  

1） 施 設 ・ 患 者 会 責 任 者 の 自 由 意 思 を 尊 重 す る た め の 配 慮  

資 料 1 ,資 料 2 の 研 究 協 力 の お 願 い ,お 願 い し た い 内 容 ,お 約 束 す る 内 容

に 沿 っ て 説 明 す る .そ の と き に ,こ の 研 究 へ の 参 加 は 任 意 で あ り ,自 由 な 意

思 が 尊 重 さ れ る こ と を 説 明 す る .研 究 に 参 加 し な い こ と で 不 利 益 を 被 る こ

と の な い こ と ,い つ で も 承 諾 を 撤 回 で き る こ と を 説 明 す る .ま た ,研 究 対 象

者 の 研 究 協 力 の 意 思 決 定 に 際 し ,研 究 協 力 の 諾 否 は 施 設 や 患 者 会 責 任 者 へ

は 知 ら せ な い こ と も 了 承 を 得 る .研 究 の 協 力 に 承 諾 を 頂 け る 場 合 は ,承 諾

書 に 署 名 を い た だ く .  

 2） 対 象 の 自 由 意 思 を 尊 重 す る た め の 配 慮  

 資 料 3 の 研 究 協 力 の お 願 い ,お 願 い し た い 内 容 ,お 約 束 す る 内 容 に 沿 っ

て 説 明 す る .そ の と き に ,こ の 研 究 へ の 参 加 は 任 意 で あ り ,自 由 な 意 思 が 尊

重 さ れ る こ と を 説 明 す る .研 究 に 参 加 し な い こ と で 不 利 益 を 被 る こ と の な

い こ と ,い つ で も 同 意 を 撤 回 で き る こ と を 説 明 す る .ま た ,研 究 協 力 の 諾 否

は 決 し て 施 設 や 患 者 会 責 任 者 へ は 知 ら せ な い こ と も 説 明 す る .研 究 の 協 力

に 同 意 を 頂 け る 場 合 は ,同 意 書 に 署 名 を い た だ く .  

2 .研 究 協 力 の 撤 回 が 自 由 に で き る こ と  

 1） 施 設 ,患 者 会 責 任 者 の 研 究 協 力 の 撤 回 に つ い て  

資 料 1 ,資 料 2 の お 約 束 す る 内 容 に 沿 っ て ,研 究 協 力 承 認 後 の 撤 回 も 自 由

に で き る こ と を 説 明 す る .撤 回 す る 場 合 は ,研 究 協 力 者 の デ ー タ は 使 用 し

な い .た だ し ,研 究 成 果 が 論 文 な ど で 公 表 さ れ て い た 場 合 や デ ー タ が 完 全

に 匿 名 化 さ れ ,個 人 が 特 定 で き な い 場 合 な ど に は デ ー タ が 破 棄 で き な い 場

合 も あ る こ と に つ い て 了 承 を 得 る .  

2） 研 究 協 力 者 の 研 究 協 力 の 撤 回 に つ い て  

  資 料 3 の お 約 束 す る 内 容 に 沿 っ て ,研 究 協 力 同 意 後 の 撤 回 も 自 由 に で き

る こ と を 説 明 す る .撤 回 す る 場 合 は ,研 究 協 力 者 の デ ー タ は 使 用 し な い .た

だ し ,研 究 成 果 が 論 文 な ど で 公 表 さ れ て い た 場 合 や デ ー タ が 完 全 に 匿 名 化

さ れ ,個 人 が 特 定 で き な い 場 合 な ど に は デ ー タ が 破 棄 で き な い 場 合 も あ る

こ と に つ い て 了 承 を 得 る .ま た ,施 設 や 患 者 会 の 責 任 者 が ,研 究 協 力 の 承 諾

を 撤 回 し た 場 合 も 研 究 協 力 者 の デ ー タ は 使 用 し な い こ と を 説 明 す る .  

3 .対 象 の プ ラ イ バ シ ー の 保 護  

イ ン タ ビ ュ ー を す る 際 に は ,研 究 者 と 研 究 協 力 者 の み で 個 室 に て イ ン タ ビ

ュ ー を 行 い ,内 容 が 外 部 に 漏 れ な い よ う に 配 慮 す る .原 則 高 知 大 学 医 学 部 看

護 学 科 7 階 ゼ ミ 室 を 使 用 す る が ,ご 本 人 の 希 望 を 聞 き ,施 設 で の 面 接 を 希 望

す る 場 合 は ,施 設 の 個 室 を 前 も っ て お 借 り し て お く .イ ン タ ビ ュ ー 内 容 は 研

究 目 的 以 外 に 使 用 し な い .逐 語 録 は 個 人 情 報 が 分 か ら な い よ う に 配 慮 す る .

ま た ,個 人 情 報 を 保 護 す る た め ,研 究 協 力 者 に 識 別 番 号 を 用 い て 匿 名 化 を 行

い ,デ ー タ な ど の 取 り 扱 い に 際 し て は ,こ の 識 別 番 号 を 使 用 す る .ま た ,遺 伝 情

報 に 関 し て 本 人 が 語 っ た 場 合 ,家 系 員 の 状 況 も デ ー タ と し て 収 集 す る 可 能 性

も あ り ,個 人 情 報 が 漏 れ な い よ う に 細 心 の 注 意 を 払 う .  

研 究 中 の デ ー タ と 識 別 番 号 表 は ,施 錠 で き る 場 所 で 保 管 し ,外 部 に 漏 れ な

い よ う に す る .ま た ,電 子 デ ー タ は パ ス ワ ー ド 認 証 が 必 要 な U S B に 保 管 す る .

論 文 作 成 後 ,紙 デ ー タ は シ ュ レ ッ ダ ー に か け ,イ ン タ ビ ュ ー 内 容 を 録 音 し た

デ ー タ ,個 人 が 特 定 で き る 電 子 デ ー タ に つ い て は 研 究 者 の 責 任 に お い て 全 て

処 分 す る .論 文 作 成 に お い て ,個 人 が 特 定 さ れ る よ う な 扱 い は し な い .  

4 .対 象 の 心 身 の 負 担 ,不 利 益 や 危 険 性 へ の 配 慮  

イ ン タ ビ ュ ー 内 容 は ,遺 伝 的 リ ス ク が あ る と い う こ と を ど の よ う に 乗 り 越

え て き た か と い う こ と を 主 テ ー マ に し て い る が ,語 り な が ら 思 い 出 し た く な

い こ と ,話 し た く な い こ と に 触 れ る 可 能 性 が あ る .イ ン タ ビ ュ ー を 行 う と き

は ,表 情 や 心 情 の 揺 れ に 十 分 注 意 を 払 い な が ら ,デ リ ケ ー ト な 部 分 に 焦 点 化

し て 深 く 問 い か け て い く と き は ,ど の よ う な 聴 き 方 が 適 切 で あ る か ,質 問 の

許 容 範 囲 は ど こ で ま で か 判 断 し な が ら 聞 い て い く .研 究 対 象 者 に 研 究 参 加 に

つ い て 説 明 を す る と き に ,こ の こ と を 十 分 に 説 明 し ,理 解 と 同 意 の 上 で 本 研

究 へ の 参 加 を 求 め る こ と と す る .  

イ ン タ ビ ュ ー 開 始 後 ,研 究 協 力 者 の 心 身 に 影 響 が あ る 事 態 が 発 生 し た 場

合 ,速 や か に 主 治 医 に 報 告 す る .イ ン タ ビ ュ ー 途 中 で も ,研 究 協 力 者 が 参 加 を

取 り や め た い と 申 し 出 た 場 合 は ,速 や か に 中 止 す る .  

5 .対 象 が 受 け る 利 益 や 看 護 上 の 貢 献  

こ の 研 究 に よ り 対 象 者 に 直 接 的 な 利 益 は な い が ,が ん 看 護 学 領 域 で は 新 た
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な 知 見 を 得 る こ と が で き る た め ,教 育 へ も 還 元 で き る .ま た ,セ ル フ ・ ト ラ ン

セ ン デ ン ス は w e l l - b e i n g に 不 可 欠 で あ る と い う 考 え か ら ,看 護 師 を 含 む 医 療

チ ー ム が ,セ ル フ ・ ト ラ ン セ ン デ ン ス を 促 進 す る よ う な 支 援 を 考 え る こ と に

も 活 用 で き る .  

6 .研 究 結 果 の 公 表 の 仕 方  

こ の 研 究 で 得 ら れ た 成 果 は ,学 位 論 文 と し て 結 果 を ま と め ,「 高 知 県 立 大

学 大 学 院 看 護 学 研 究 科 博 士 論 文 公 聴 会 」 で 公 表 す る .ま た ,専 門 の 学 会 や 学

術 雑 誌 に 発 表 す る .成 果 を 発 表 す る 場 合 に は ,研 究 対 象 者 の プ ラ イ バ シ ー に

慎 重 に 配 慮 す る .従 っ て 個 人 を 特 定 で き る 情 報 が 公 表 さ れ る こ と は 一 切 な

い .  
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4 .患者会用依頼文書  
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5 .承諾書  
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6 .承諾取り消し書  
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7 .研究協力者依頼文書  
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8 .同意書  
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9 .同意取り消し書  
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10 .インタビューガイド  
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11 .倫理委員会承認書  
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12 .倫理委員会変更承諾書  

 


